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序文

近年、首都圏域の人口増加に伴い、居住適地を供給するため、千葉県下においても大規模な

宅地造成事業が各地で実施きれております。

千原台土地区画整理事業は、住宅・都市整備公団により計画された事業で、当該計画地は

東京湾に流出する村田川の北俸に位置し、古くから多くの遺跡が所在することで知られていま

す。このため、千葉県教育委員会では、遺跡の分布調査を実施し、その取扱いについて、住宅

・都市整備公団をはじめ関係諸機関と協議を重ねてまいりました。

その結果、古墳群や瓦窯跡等については、現状保存して活用を図るとともに、現状保存の困

難な遺跡については、やむを得ず記録保存の措置を講ずることで協議が整いました。

その後、千葉県教育委員会の指導により、昭和53年度に住宅・都市整備公団(当時は日本住

宅公団)の委託を受け、今日まで当文化財センターが発掘調査を実施してきている次第であり

ます。

昭和54・55年度に発掘調査を実施した草刈遺跡は、全域が約 260，000m'もある広大な遺跡で、

調査はその一部分でありますが、先土器、縄文、弥生、古墳の各時代にわたる遺構、遺物が多

数検出きれ、特に方形周溝(墓)群は、当地域においては重要な遺構であります。

また、昭和56・57年度に実施した鶴牧古墳群・人形塚の発掘調査も多大な成果をあげて、当

地の原始、古代文化を明らかにすることができました。

このたぴ、これらの成果を『千原台ニュータウンIIJとして刊行する運びとなりましたが、

この報告書が学術的資料としてはもとより、文化財の保護、普及のために広〈一般の方々に活

用きれることを望んでやみません。

最後に、住宅・都市整備公団の御協力と千葉県教育庁文化謀、市原市教育委員会の御指導助

言に対しお礼を申しあげるとともに、極寒酷暑の中で調査に協力きれた調査補助員の皆様に心

から謝意を表します。

昭和58年 3月

財団法人 千葉県文化財センター

理事長 今井正
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1. 本書は、住宅・都市整備公団首都圏都市開発本部による千原台地区におけるニュータウン

建設計画(土地区画整理事業)に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。
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と指導を得て、財団法人千葉県文化財センターが実施した。

4. 発掘調査は、調査部長白石竹雄、部長補佐山田友治 (54年度)班長・部長補佐栗本佳弘、

(54・55年度)、部長補佐中山吉秀 (56年度)、班長山田常雄 (55年度)、同三森俊彦 (56年度-)

の指導の下に下記の調査研究員が担当した。

草刈遺跡(昭和54年 8月8日~同年12月31日、昭和55年 3月1日~同年 6月30日)小宮

孟(-昭和55年 3月31日)、小久貫隆史、梶 淳(-昭和55年 3月31日)、山口典子(旧姓
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鶴牧古墳群(昭和54年 5月7日~同年 7月30日)小宮孟、梶淳
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鶴牧古墳群(昭和55年 4月1日~同年 7月31日)梶淳

人形塚(昭和57年 4月1日~同年 7月31日)田村隆
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に三森俊彦が加筆・補正した。

7. 本書の編集は、白石竹雄、天野努の助言のもとに三森俊彦を中心に執筆者および文化財

センタ一千原台事務所の調査研究員が助力し、これにあたった。



8. 発掘調査に際しては、千葉県教育庁文化謀、市原市教育委員会、住宅・都市整備公団首都

園都市開発本部千葉・市原開発事務所、および多くの調査補助員、地元の方々の協力を得た。

記して感謝の意を表する次第である。
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第 I章序説

第 1節 発掘調査に至る経緯

千原台土地区画整理事業は、住宅・都市整備公団(旧日本住宅公団)が、東京都心部より東

南約40km、千葉市中心部より東南約10kmと比較的首都圏に近い地理的条件および我が国の住宅

事情の改善を目的とし新市街地建設を計画したものである。

しかし、建設が予定された当地は、東京湾に流出する村田川の北岸に位置し、自然・地理的

条件に恵まれ古くから埋蔵文化財が豊富に所在する地域でもあった。

このため、住宅・都市整備公団では、建設に先立つて「新住宅市街地開発法」および「日本

住宅公団の事業施行に伴う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」に基づき、予定地内に所

在する埋蔵文化財の取扱いについて千葉県教育委員会と慎重な協議を重ねた。そして、昭和46

年度に県教育委員会および市原市教育委員会で現地踏査が実施された。また昭和52年3月には

当千葉県文化財センターが、千原台地区埋蔵文化財分布調査を実施し、包蔵地8遺跡、古墳44

基が所在することを確認した。この結果を踏まえて、県教育委員会では公団と再度協議を重ね、

古墳群の一部や瓦窯跡については現状保存とし、計画変更の困難な遺跡については、記録保存

の措置をとることとなり、記録保存のための発掘調査機関として、財団法人千葉県文化財セン

ターが指定された。これに基づき 昭和53年4月千葉県文化財センターと住宅・都市整備公団

で調査の委託契約が締結され、発掘調査が実施されることとなった。

草刈遺跡は昭和51年度の分布調査で約 260，000m'の包蔵地と報告された広大な遺跡である。

県教育委員会は、この報告に基づいて住宅・都市整備公団とその取扱いについて協議を重ねた

結果、まず、遺跡の性格把握を目的として全域にわたる確認調査を実施することとなり、住宅

・都市整備公団では千葉県文化財センターに調査を依頼した。調査は昭和53年・ 54年度に実施

され、その結果、縄文時代中期の環状員塚、弥生時代後期、古墳時代前期~後期、奈良・平安

時代の集落跡および古墳が台地平坦部に所在することが判明した。(調査結果については『千

原台ニュータウン lJ)に詳しい)

そこで、発掘調査にあたっては、遺跡の範囲が広大なため、事前に公団側と協議を進め、工事

の進捗状況を考慮し、公団の要望個所より順次発掘調査を進めることとした。

今回報告する A区(第 l次調査)は、事業地内を通過する千葉急行線予定地の約19，000m'で、

昭和54年8月8日より昭和55年6月30日まで発掘調査を実施したものである。

なお、引き続き昭和55年度より今日まで草刈遺跡は発掘調査が継続され、その発掘区域は第
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l図が示す通りである。調査の成果においても膨大な遺構、遺物が発見され、多大な成果をあ

げており、年次を追って報告する予定である。

~54年度調査 Eヨ 56年度調査土ヨ保存区域

l2J.j 55年度調査 57年度調査

-調査終了古墳

o未調査古墳

一一一事業区域境界線

第 11'X1 草刈遺跡調査区全体凶(1'10.000) 

鶴牧古墳群は、昭和51年度の分布調査で発見された古墳群で昭和54年 5月7日より同年 7月

30日まで発掘調査を実施した。

当初は、 2基の古墳で草刈41・42号墳と仮称されていたが、伐採の結果、新たに 1基が追加

され 3基の古墳群となった。なお、古墳群の各称については、当古墳群が事業地内の他古墳と

比較的隔離した位置に所在する点を考慮、し、新たに小字名をとり、鶴牧古墳群とした。また、個

々の古墳についても、草刈41号を鶴牧 1号墳、 42号墳を 2号墳、新発見古墳を 3号墳とした。

人形塚は、昭和51年度の分布調査で確認されたもので、昭和56年 4月7日より同月22日まで

調査を実施した。発見当時より、その外形は塚形態を呈しており、俗称、人形塚と呼ばれていた

が、円墳の可能性も有り、一応、草刈43号墳と仮称されていた。調査の結果、古墳の可能性は

少なく、改めて人形塚と命名した。
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第 2節 遺跡、の位置と環境

千原台ニュータウンは、東西に 3・5km、南北に 1・4km、総面積 369haと極めて広大な地域を

占めて、北に外房線の鎌取駅、誉回駅、西に内房線の浜野駅がありその中間に位置している。

行政区割はそのほとんどが市原市に含まれる。

この地域は大きくみると、下総台地の西南部に位置しており、下総台地特有の樹枝状に開析

された大小さまざまな支谷が数多く存在し複雑に劃された台地を形成している。

千原台地区の南側は房総半島より東京湾東岸に流入する河川のひとつである村田川が流れる。

その源は、長生郡長柄町山之郷に発し延長20.8km、流域面積1l1.9km'をiRIJ1)、浜野駅の南西1.5

kmの旧海岸線より流出する。中流域は支流と合流する潤井戸付近より沖積地が開らけ、北岸は

河岸段丘を形成し急崖をもって当千原台地区と接している。

一方、北側は東京湾に対し開口する数条の支谷が存在し、台地を樹校状に開析しそれぞれを

独立状の舌状台地と劃しながら村田)11が形成した沖積地とつながり北西に延びる広域な沖積平

野を形成している。これら支谷の中の最南に位置する通称、「茂呂沢」は千原台地区西端の草刈

台より 3km程入り込み千原台地区自体を独立状丘陵のひとつとして形成している。

この千原台地区の台地は地理学的にみると、丘陵の先端部の草刈台は下総下位面として把え

られ、比較的小支谷が少ない標高24-35mのなだらかな平坦面を形成し、その先端は縄文jiザjffi

以降に形成された海食崖が存在する。草刈台以東は標高40-55mの下総上位面となり、小支谷

によって複雑に開析された台地となる。

このように千原台地区の自然環境はその南側を流れる村田川及び下総台地特有の小支谷によ

って開析きれた複雑な台地面によって構成されている。

縄文時代の環境は、村田川及び東京湾東岸最奥部に流入する都)11、それらと合流する各支流

により開析された支谷頭等が主な生産基盤であり、員塚群の調査研究等により窺い知ることが

できる。それらの成果をふまえ、沖積層の形成過程を明らかにした研究(松島1980)によると

縄文海進最頂期の当地域の海岸線は草刈台の中央両側まで達していたという。

広域な面的調査が実施きれつつある千原台地区内の縄文時代の遺構、遺物は以下のとおりで

ある。まず、村田川本流域の小支谷に面する唯一の環状貝塚である草刈貝塚が所在する。この

貝塚は昭和55年より調査を実施しており、貝塚部分の約%の調査により阿玉台期~加曽利E期

の住居跡 171軒、土境 600基程が検出きれ、人骨30数体や獣骨、魚骨が多量に出土している。ま

た、環状に廻る住居跡群とやや離れて、中期の住居跡が点在し、しかも今回報告の阿玉台古期

の住居跡のように環状部住居跡に先行するものがあり 貝塚のひろがりを考える上で重要な遺

構が存在する。その他に昭和56年度調査の草刈六之台遺跡より早期茅山期の住居跡 2軒が、

押沼遺跡より前期諸磯期の住居跡が検出きれている。また、草創期撚糸文系、早期条痕文系の
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第 l表周辺の遺跡

番号 遺 跡名 遺跡の 内容 備 考

1 草 メIJ 住居跡(縄文中期一鬼両期主体約 600軒)、 昭和57年度に89，000m'の調査

縄文中期環状貝塚。 終了予定、継続中。

2 鶴牧古墳群 円墳3基。 本報告書

3 人 形 塚 塚 1基。 本報告書

4 野 馬 堀 住居跡(国分期 l軒)。 昭和53年度調査

小久貫他(1980)

5 ';f あ 山 住居跡(鬼高期4軒)、円墳 1基。 昭和53年度調査

小久貫他(1980)

6 草刈六之台 住居跡(五領期~鬼高期主体約 350軒)、円 昭和55-57年度調査未発掘部

墳 3基。 1基は大型円墳。 残す。

7 中 氷 谷 住居跡(鬼高期約130軒)、円墳 2基、粘土 昭和56年度調査

採掘t充1，300m'。

8 t甲 j召 住居跡(諸磯期、鬼雨期)、方形周溝状遺構 昭和56年度確認調査

他。遺構密度薄い。

9 ナ キ ノ AEI J、 住居跡(鬼雨期、国分期)、方墳 1基、塚 1 昭和57年度確認調査、本調査

基、方形周溝状遺構他。北側台地は遺構密 継続中。

度薄い。

10 )11 焼 F口L>. 寺院跡他(土師器、須恵器、瓦出土)。

11 川焼台窯跡 布目瓦、瓦当出土。川焼台遺跡、との関係が

指摘される。

12 鶴 牧 山林のため不明。

13 親皇塚 古墳 全長60m、両さ 7.1mの前方後方墳。 昭和49年度調査

斎木他(1974)

14 東関山 古墳 未調査

15 姫塚(宮)古墳 未調査

16 菊 間 住居跡(弥生中期~後期49軒、国分期6軒)昭和49年度調査

他。 斎木他(1974)
17 大厩古墳群 調査古墳は前方後円墳 2基、円墳 1基、方 昭和47-48年度調査

墳 6基。 三森他(1974)
18 大 厩 住居跡(弥生中期~後期56軒、五領期 1軒 昭和47-48年度調査

和泉期 1軒、鬼高期11軒)、V字溝2条他。 三森他(1974)
19 手 長 員塚 縄文後期、堀之内期貝塚及び住居跡。人骨 平野克二郎調査

出土。

20 山王 後 l号墳 全長33mの即j方後円墳。 田中清美調査

宍倉他(1980)
21 七廻塚古墳 径54mの円墳。滑石製釧他出土。 昭和33年調査

武田他(1974)
22 大覚寺山古墳 全長62mの前方後円墳。 昭和45年測量調査

大塚他(1971) 
23 上赤塚 1号墳 径31mの円境。長大な土墳墓より石枕他出 昭和55年度調査

土。 菓回(1982)
24 有 亡口台 住居跡(弥生後期 3軒、和泉期 l軒、鬼高 昭和49・50年度調査、 56年度

期62軒、真間期39軒、国分期90軒、不明25 第 3次調査

軒)、円墳祉5基他。 種田他 (1975、1978)
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番号 遺跡名 遺跡の 内容 f庸 考

25 生浜古墳 群 調査古墳は円墳6基。 昭和50年度調査、 57年度 2次

調 査 種 田 他 (1977)

26 高 沢 住居跡(鬼高期~国分期 330軒)他、国分 昭和56、57年度調査継続中

期主体。掘立柱建物跡11棟。

27 南一重堀 住居跡(縄文前期 2軒、中期 6軒、弥生後 昭和55年度調査

期 6軒、五領期~和泉期46軒)、円墳祉 8基、 報告書近刊

方形周溝状遺構11基他。

28 有 =E』2 南 住居跡(鬼高期26軒、国分期 3軒)他。 昭和56年度調査

29 馬 ノ 口 住居跡(五領期19軒)、古墳 6基、方形周溝 昭和55-56年度調査

状遺構3基他。

30 木 戸 作 住居跡(縄文後期10軒、鬼高期27軒)、斜面 昭和49・50年度調査

貝塚。 郷田他(1975・1979)

31 椎名崎古墳群 調査古墳は全長54mの前方後円墳、円墳 7 昭和49年度調査

基。 沼沢他(1975)

32 椎 名 自奇 住居跡(鬼両期46軒、真間期18軒、国分期 昭和50年度調査

32軒)、古墳4基。 上村他(1979)

33 人形塚古墳 墳丘長45mの前方後円墳、人物埴輸出土。 昭和51年度千葉県文化財セン

ター測量調査

34 小金沢貝塚 住居跡(縄文中期 l期、後期18軒)他。 昭和52年度調査

点列環状貝塚。 郷田他 (1982)

35 小金沢古墳群 調査古墳は前方後円墳 4基、円墳11基、不 昭和51・52年度調査

整形墳 1基。 白井他 (1979・1982)

36 ー」

通 住居跡(縄文後期 2軒、国分期 3軒)他、 昭和52・53年度調査ノ、

六通員塚の北西部分。 郷田他(1980)

37 御 塚 4口a、 住居跡(鬼高期 5軒、真間期 3軒、国分期 昭和53年度調査

2軒)、方形周溝状遺構4基。 郷田他(1980)

38 ムコアラク 住居跡(縄文中期末3軒、鬼高期 8軒、真 昭和51・52年度調査

間期19軒、国分期16軒)、方形周溝状遺構6 回坂他 (1979)

基他。

39 六通金山 住居跡(縄文中期末5軒、鬼高期 2軒、国 昭和51・53・54年度調査

分期 2軒)、方墳 3基、円墳 2基。 関口他 (1981)

40 大膳野北貝塚 住居跡(縄文中期 5軒、国分期12軒)、方墳 昭和55年度調査

2基他。大膳野北員塚の北西部分。

41 大膳野北 方墳 l基、方形周溝状遺構 1基他。 昭和56年度調査

白石他 (1982)

42 清水作古墳 径28mの円墳内 昭和52年度調査

瀬戸他(1979)

43 コロニー内 方墳 l基、方形周溝状遺構11基。 昭和50年度調査

菊池他(1976)

44 大森第 2 住居跡(弥生中期11軒、和泉期33軒、鬼高 昭和46・47年度調査

期 4軒、真間期11軒、国分期21軒、不明10 古内他(1974)

軒)他。
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土器群が今回報告の鶴牧遺跡以外に草刈西端部、ナキノ台遺跡、押沼遺跡等に僅少ながら広〈

散布している。これらの検出例は今後増加すると考えられる。

なお、村田川南岸では、旧海岸線に面した台地上に位置する縄文後期堀之内期の手長貝塚の

調査がなされている。

弥生時代に入ると、縄文時代前期以後の海退が、各支谷に泥炭を一層堆積きせ、村田川は砂

洲を発達きせながら変化しはじめ沖積層を形成していった。このような地理的要因を背景とし

て農耕を生産基盤とする活動が開始されるに至った。弥生時代の開始は中期後半で、集落立地が

容易な小支谷より進んだと考えられる。しかしこの時期の遺跡は比較的少なく、村田川南岸西端

の菊間、大厩遺跡があげられる程度である。なお、宮之台式土器片は草刈六之台遺跡より出土

しているが、遺構は伴なわない。いまのところ村田川流域の弥生時代中期の遺跡は台地端の沖

積地を見下す地点に限り集落が占地していたといえよう。

っき、の弥生時代後期になると集落数は、限定されつつも村田川北岸地域にも出現する。草刈

遺跡では今回報告の住居跡22軒以外にも 100軒以上の当時期の住居跡が現在まで(昭和57年 9

月)検出きれている。また、後につづく古墳時代五領期の集落、墳墓と地域を同じにしている

ことも興味深いことである。

なお、地区外の弥生時代後期の集落は 菊聞 大厩遺跡のほか南二重堀遺跡で住居跡6軒、

有吉遺跡 3軒の検出があるのみで当地域での分布は後につづく時代よりも少ない。

古墳時代になるときらに農耕基盤が確立きれ大規模な集落を形成すると同時に高塚古墳の出

現をみるに至った。村田川流域に於ける前期古墳として、その立地が沖積平野に面する台地先

端部、しかも交通の要衝地に占地きれるという様相をみたす古墳は、南岸では台地最北端に占

地する親皇塚古墳がある。この丘陵上はいわゆる菊間国造の古地と目きれる菊間古墳群で姫塚

(宮)古墳、東関山古墳、円墳状の大型墳の権現山古墳等有数の古墳が存在する。また、村田川流

域の北端には、七廻塚古墳、その東北に近接する大覚寺山古墳 きらに東 0.8kmに位置する上

赤塚 1号墳が存在する。地区内の前・中期古墳は、まだ調査を実施したものが少なく確言はで

きないがその様相より仮称草刈 1号墳、 2号墳、 3号墳、 33号墳、 l号墳と 2号墳の中聞の地

区外に存在する前方後円墳 l基をあげることができる。これらは村田川を眼下に見下す丘陵縁

部に立地しており大型円墳か前方後円墳の墳形を呈し、他の後期古墳と内容を異にしている。

その中で昭和田年調査の草刈 3号墳(通称六之台の塚)は、外径50m、高き 4m、周溝の幅 5

mの円墳で、周溝より多量の五領期の土器、及び周溝底より施設を伴わない伸展葬の人骨等が

検出されている。また、主体部は直刀 l口を伴う小規模な土壌が盛土中に検出され・たのみだが、

中・近世の見張台あるいは塚等で改築きれており、別の主体部が存在した可能性もある。

古墳時代前期の墳墓は、以上のような高塚古墳とは別に方形周溝(墓)等の低墳丘の墓制も

存在する。当地域の前期古墳と同時期か、あるいは先行し、草刈遺跡では今回報告の方形周溝
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(墓)10基、及ぴ前方後方型周溝(墓) 1基のほか現在までそれらに重複することなく近接し

ながら24基の方形周溝(墓)が検出されている。これらは台地の中央部に環状形に位置する群

とその南ピ並列する二群とがある。

古墳時代前期の集落は、方形周溝(墓)等に近接して営まれ、さらに草刈遺跡内に広〈分布

するようである。現在までに 200軒以上が検出されており、数群に分けられそうである。地区

外では南二重堀遺跡、馬ノ口遺跡等支谷頭に近い舌状台地や台地の奥まった地点に数十軒が検

出されている。

古墳時代後期になると、古墳、集落ともに分布地域が拡大する。当地区の草刈遺跡はもちろ

んのこと、北東部の押沼遺跡にも住居跡が確認きれており、占有地域が広範囲に及んだことが

窺われる。

地区内の古墳の分布は、主に草刈遺跡の東側、細尾根状台地上および舌状台地上で、分布調

査で確認された古墳は、 40基近くあり、さらに、新発見の古墳や削雫され周溝のみの古墳等現

在まで30基以上が加えられ、総数は70基程を数える。調査によりさらに増加すると考えられる。

墳形はほとんどが円墳で、規模は周溝外径で'10mに満たないものから、 30m程の範囲である。

時期的には、鶴牧古墳群、草刈遺跡 A区の 6世紀代の古墳から、 7世紀末までの時間幅があるf

一方、集落は草刈六之台遺跡で住居跡が110数軒、革、茶益遺跡で130数軒検出されており、草

刈遺跡B区では 7軒と少なく、地域を限定して占地していたようである。当地区の北方に位置

する東南部ニュータウン造成地区内では、有吉遺跡、椎名崎遺跡等舌状台地上に40-60軒の住

居跡で構成される集落があり、奈良・平安時代と集落が変遷する様子が窺われる。また、生浜

古墳群、椎名崎古墳群、小金沢古墳群、六通古墳群と大規模な古墳群が存在し、集落と古墳群

の関係を考える上でも重要な遺跡、が所在する。

その他、地区内には、奈良・平安時代の集落跡、瓦窯跡等も所在するが、未だ調査は進んで

おらず、その実態は明らかでない。

以上のように村田川流域における遺跡は多岐にわたり所在する。特に、当千原台地区及び北

側に位置する千葉市東南部地区では、開発の進行と共に、面的な発掘調査が年次実施され、貴

重な資料が増加しつつある。その中で、村田川北岸の中流域を占める千原台地区の今後の調査

成果が重要な位置をしめることは言うまでもない。

- 近年、盛土を築かない小規模な(方形)}，'ij i制作の存在が明らかになりつつあり、当地区では、押沼、ナキ

ノ台遺跡等、やや丘陵が奥まった地区に所在する。伴出遺物、層序等により{，~Ú ・‘ド安時代の所産と考えら

れるものもあり、墳丘を剛平きれた古墳との差違を明確にする必要がある。
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第II章草刈遺跡、A区(第 1次)の調査

第 1節調査の方法と経過

今回、草刈遺跡のA区として対象となったのは、村田川によって開析された谷に臨む半ば独

立した様相を呈する台地上に立地する草刈遺跡のはほ中央北側の斜面を中心とする地区である

(第 3図)。

この台地は標高約24-35mで、東から西に向かつて傾斜する。こうした地形に立地するため

地点により層序、層厚には多少差があるが、今回の調査区内での層序はほぼ一致しており、次

のとおりである。

第 I層 褐 色 土層 第11層暗褐色土層第III層明褐色軟質ローム(ソフトローム)層、

第N-VI層 明褐色硬質ローム(ハードローム)層 第四層褐色ローム層(第11黒色帯)

第四層 貰褐色ローム層 第医層 階褐色ローム層(武蔵野ローム最上層)

なお、第 I層から第区層上面までは、地点により異なるが約 2mの深さを iQIJ1)、このうち第

III層と第W層から後述する先土器時代の遺物が検出された。

発掘調査は、昭和54年 8月8日に開始した。昭和53年度に行なった確認調査では、縄文・弥

生・古墳時代の住居跡、方形周溝(墓)、円形周溝(墓)、古墳等がかなりの密度で分布する

ことが明らかになっていた。この成果に基づき調査の計画を立て、まず北側斜面部から表土の

除去を開始した。表土除去の大半は重機を用いて行ったが、一部手掘りて、行った部分もある。

表土の除去作業がある程度進んだ段階で遺構の調査を開始した。遺構は検出した順に 001号跡

から番号を付した!なお、遺構の調査は主に四分法を用いて行ない実測は平板isIJ量を基本とし

た。

昭和55年 1月に入り、調査は緊急に他遺跡の調査を行なうこととなり一時中断したが、 3月

に再開し、昭和54年度の調査を終了した。

昭和55年度は、まず空中写真の撮影より開始した。草刈遺跡は、前章でも記した通り広大な

面積を有する遺跡、で多年度に亘る調査が必要で、ある。そこで、空中写真も全域調査が終了した

時点で一枚の写真として合成可能な集成(モザイク)写真を作成することとした。

撮影は地上に対空標識板を設定、縮尺1/3，000で、統ーした測量用空中写真として4月18日に撮

影した。なお、調査は現在も実施中で、草刈遺跡ではこの方法を継続している。

$ 本書内の(001) - (111 C)はこの番号に該当する。本書内では、これを整理、改訂した新番号と併用

している。また、挿図(遺物)内の( )も発掘時点の番号である。

ハU



調査はその後先土器時代の調査に移行した。方法は 2X4mのグリッドを 133ケ所設定し第

E層の武蔵野ローム上面まで掘り下げ確認調査を実施した。その結果、 4ケ所のグリッドから

遺物が出土したため、周辺の拡張を行なったが遺物の広がりは認められなかった。

このようにして後述する成果を得て、昭和55年 6月30日をもって第 1次調査を終了した。

なお、当初の調査面積は14，000ぼであったが、調査区の東西にわたって遺構が広がっていた

ため、一部を拡張し、最終的には約19，000m'の面積を調査した。

唱
E
A
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第 2節 検出された遺構と遺物

1. 住居跡と出土土器

( 1 ) 1 (001)号跡(第 4-7図)

遺構(第 4図)

今固め調査区の最北端、斜面の一番下のやや平坦な面に位置する住居跡である。確認調査の

トレンチにかかっており、その段階から存在、性格が判明していた遺構である。

i》 ぐジ

B 11 事草書経三弘 1 1 B' 

C 

溢F担
. 、、、

1¥ P-2 

③ 第 5図2

建議

暴露 1)> !)> 

1.褐色土 B B' 
2.焼 土 .一

3.暗褐色土

4.黄褐色土

グ 湯 川 級 協級協附州側
C C' 
-ー

援募d

。 2m 
第 4図 1 (001)号跡実測図(1/60)
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プランは長辺 5.4m、短辺 4.4mの長方形を呈する。壁はやや傾斜を持ちながら立ち上がり

壁高は斜面に構築きれているため差があるが、約 0.2m -0.55mである。床面はほぼ平坦で、あ

るが、やや軟弱である。ピットは 2本検出した。 P-1は深さ 0.3mでしっかりとした掘込み

を呈する。 P-2は床面の再精査によって検出したもので、約 0.1mの深さで、さらに中央部

に浅い皿状の掘込みを呈する。炉跡は、住居跡の中央よりやや東寄りに位置し、長軸0.6m、

知軸 0.4mの楕円形を呈する。掘込みは 0.1mほどで硬質の焼土がやや東寄りに堆積していた。

底面はほとんど焼けていなかった。覆土は 4層に分けられた。なお、本住居跡の覆土中からは

多量の焼土が検出された。

遺物(第 5-7図)

出土遺物はかなり多く、炉跡と P-1の周辺から集中して出土した。その一部を第 5図に示

した。図示した14点の土器の大半は細片となってこの 2ケ所から出土したものである。これら

の土器片は焼土と共に本住居跡内に流れ込んだと思われる出土状態を示し、床面からやや浮い

ていた。 5は覆土中より出土したものである。なお、本住居跡出土の 3点の土製品も炉跡の周

辺からこれらの土器片と共に出土したものである。

1は%遺存する嚢である。内外面共にハケ目調整が施されるが、口縁部はヨコナデ、胴部下半

はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、密で、焼成も良〈、黒褐色を呈する。口径18.5cm

底径5.8cm、器高23.9cmを測る。 2も%遺存する寵である。外面と口縁部内面はハケ目調整が

施されるが、口縁部はさらにヨコナデされる。胴部内面はへラナデされる。胴部上半は部分的

に二次的な火を受けている。胎土、焼成共に良好で‘黒褐色を呈する。口径18.4cm、底径5.2cm 

器高23.7cmを測る。 3は底部を欠く聾で、%遺存する。外面はハケ目調整が施されるが、胴部

下半はへラケズリの後へラナデきれる。内面は、口縁部~頚部にかけてはハケ目調整が施され、

胴部はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、黒褐色を呈する。口径17.2cmを測る。 4は口縁

部を欠く嚢で%遺存する。外面はハケ目調整が施されるが、大半はへラナデによって消きれて

いる。内面はへラナデされる。器面の遺存状態は悪い。胎土には細砂粒を含み、密だが、焼成

はやや悪〈、黒褐色を呈する。底径6.8cmを測る。 5は嚢の口縁部で対破片である。内外面共に

ハケ目調整が施されるが 部分的にナデによって消きれる。胎土、焼成共に良好で、、黒褐色を呈

する。口径16cmを測る。 6はほぼ完形の小形の査である。口縁部は内外面共にヨコナデきれる。

胴部外面は、へラケズリの後ナデが加えられるがわずかにハケ目調整も施される。内面はナデ

が加えられる。胎土には中砂粒を含み、やや組いが、焼成は良〈、赤褐色を呈する。口径9.8

cm、底径3.0cm、器高10.4cmを測る。 7はほぼ完形の杯である。内外面共にハケ目調整が施される

が体部下半はへラナデによって消きれる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。口径17cm、

底径3.0cm、器高5.5cmを測る。 8もはぽ完形の杯である。外面はハケ目調整を施した後へラナ

デされる。内面は、口縁部にはハケ目調整が施され、体部はへラナデきれる。胎土、焼成共に

p
h
u
 



争う

2 @ 
'(/) 

g) 

。 5 cm 

第5図 1 (001)号跡遺物出土状態実測図(1/20)

良好でみ赤褐色を呈する。口径15cm、器高 6.7cmを測る。 9もほぼ完形の杯である。外面は、口

縁部はヨコナデされ、体部はハケ目調整を施した後へラナデされる。内面は、口縁部にはハケ

目調整が施され、体部はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。口径15.6cm

器高6.1cmを測る。 10もほぼ完形の杯である。口縁部はハケ目調整を施した後ヨコナデきれる。

体部外面はハケ目調整を施した後へラナデされる。体部内面はへラナデされる。胎土、焼成共

に良好で、赤褐色を呈する。口径14.2cm、器高 6.5cmを測る。 11も杯でM遺存する。外面はへラ
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第 7図 l( 001)号跡出土土器(2 )(1/4) 

ケズリの後へラナデされるが、部分的にハケ目が残る。内面はへラナデきれるが、部分的にハ

ケ目調整が残る。胎土、焼成共に良好で褐色を呈する。口径14cm、器高 6.6cmを測る。 12は%遺

存する小型丸底土器である。口縁部は内外面共にへラミガキされ、体部はへラナデされる。胎土、

焼成共に良好で褐色を呈する。口径12.2cm、器高 7.2cmを測る。 13はほぼ完形の小型丸底土器

である。内外面共にへラケズリの後へラナデきれる。胎土、焼成共に良好で褐色を呈する。口径

lOcm、底径 1.8cm、器高6.9cmを測る。 14は小型丸底土器の体部である。外面はへラケズりの

後へラミガキきれ、内面はへラナデきれる。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。

( 2 ) 2 (002)号跡調8・9図)

遺構(第 8図)

l号跡の約20m南の斜面の中位に位置する住居跡である。確認調査のトレンチの一部がかか

っているが、面積が少なく、加えて斜面ということで、その所在が確認できなかった遺構であ

る。

プランは、北側が斜面のため不明であるが、長辺5.8.m、短辺5.5mほどの長方形を呈する

ものと思われる。壁は約万ほど残存し、やや傾斜をもちながら立ち上がり、壁高は検出した部

分で、約0.15-0.3 mである。床面は平坦で、よぐ踏み固められている。ピットは 3本検出し

た。 P-lは0.55m、P-2は0.6mでしっかりとした掘込みで柱穴と考えられる。 P-31:f. 

0.6 mの深きでしっかりした掘込みを持ち、貯蔵穴と考えられる。炉跡は、住居跡の中央やや

東側に位置し、斜面によって一部失われているが、長軸0.9m、短軸 0.6mほどの不整楕円形

を呈するものと思われる。掘込みは 0.2mで、ほぽ全面にわたって焼土が堆積していた。底面

はほとんど焼けていない。覆土は 2層に分けられた。なお、本住居跡の床面上には多量の焼土

と炭化材が遺存していた。

遺物(第 9図)

出土遺物は少なく、 3点の土器が図示できたにすぎない。 lはP-2の北側から床面より 7

cmほど浮いて出土したもので、確認調査時のトレンチ内出土の破片と接合した。 2・3は覆土

中から出土したものである。なお、住居跡の西壁際の床面直上から勾玉が出土している。

1は大形の査の口縁部で巧破片である。頭部には段を有し、内外面共にハケ目調整か施きれる

-18ー
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第 9図 2(002)号跡出土土器(1/4)

が、部分的にヨコナデされる。口唇部には、ハケ目状工具先端部の押圧カ、加えられる。胎土、

焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径26cmをiWIJる。2は裂の口縁部で'ys破片である。内外面共に

ヨコナデされる。胎土には砂粒を含むが、焼成は良〈、黒褐色を呈する。口径16cmを測る。 3

は底部で.%遺存する。外面はへラケズリの後へラナテされ内面はノ、ヶ目調整が施される。胎土

には砂粒を含むが、焼成は良〈、赤褐色を呈する。底径7.2cmをiRIJる。

( 3 ) 3 (003)号 跡 (第10・11図)

遺構 (第10図)

2号跡の南約25mの台地の平岡部から斜面にかかる部分に位置する住居跡である。確認調査

のトレンチに西側のコーナ一部分がかかっており、存在が予想されていたものである。

プランは東側で4号跡と重複しさらに緩斜面にかかっているため、壁はすべて遺存している

わけではないが、壁溝の存在によ って長辺 4.8m、短辺 4.2mの隅丸の長方形を呈するものと

思われる。壁は遺存している部分ではほぼ垂直に立ち上がり 、壁高は約0.35mを測る。壁溝が

東側の一部を除いてはほ全周する。床面はほぼ平坦で、よく踏み固められている。ピットは壁講

中に検出した l本のみで、約0.45mの深さで掘込みもしっかりしているが、本住居跡、に伴うも

のかははっきりしない。炉跡は住居跡の中央やや西よりに位置し、長紬約1.0m、短軸 0.8mの

不整楕円形を呈する。掘込みは0.25mほどで、焼土の堆積は うすく 東側によ っていたが底面

はよく焼けていた。覆土は黒褐色土の単一層であった。なお、本住居跡からは床面よりやや浮

いて焼土と炭化材が検出された。4号跡、との新旧関係は、 3号跡の周溝が4号跡の床面を切っ

ていることから、 3号跡の方が新しい。

遺物 (第11図)

出土遺物は少なく、 4点の土器が図示できたにすぎなし、。 l・3・4は床面より 10cmほど浮

いて出土したもので、いずれも覆土中の破片と接合関係を持つ。2は覆土中より出土したもの

である。

lは襲の口縁部から胴部上半の%破片である。外面はハケ目調整を施した後ナデが加えられ

-20-
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部分的にハケ目調整が残る。

内面はナデが加えられる。

胎土、焼成共に良好で‘亦褐色を単する。嵐佳7.0cmをiRI同。 3は%遺存する器台である。外面

3 (m 4 (~~) 
第11図 3(003)号跡出土土器(1/4) 

はナデが加えられるか¥器受部にはわずかにハケ目調整が残る。内面もナデが加えられるが、

脚裾部にはハケ目調整が施される。脚孔は 3孔を有し、胎土、焼成共に良好で淡褐色を呈する。

器受部径7.0cm、脚径10cm、器高 7.3cmを測る。 4も器台で%遺存する。外面はナデが加えられ

るが、わずかにハケ目調整痕が残る。内面もナデが加えられるが、脚裾部にはハケ目調整が施

される。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。器受部径6.4cm、脚径8.2cm、器高 6.2cmを

測る。

( 4 ) 4 (004)号跡 (第12・13図)

遺構 (第12図)

3号跡と北東部分で重複する住居跡で、確認調査のトレンチにコーナーの一部がかかってい

たと思われるが、その部分が少なく、確認調査の段階では所在が推定できなかったものである。

プランは、本住居跡が緩斜面に位置し、さらに 3号跡と重複するため、南側の壁しか遺存せ

ず、全形を窺うことはできないが、 5.5mX4.7mほどの長方形を呈するものと思われる。壁

は南側の部分しか遺存しておらず約 0.2mを測る。床面はやや凹凸に富み、軟弱である。ピッ

トは 6本検出した。 P-1-P-4は0.5-0.6mの深さで掘込みもしっかりしており柱穴と

考えられる。 P-5は0.22m、P-6は0.41mを測るが、本住居跡に伴うかどうか不明である。

炉跡は、確認できなかった。覆土は黒褐色土の単一層であった。なお、住居跡内には若干の焼

土が遺存していた。

遺物 (第13図)

出土遺物は極めて少なく、わずかに 2点の土器が図示できたにすぎない。 1は覆土中から、

2はP-3近くの焼土中で、いずれも床面から 4cmほど浮いて出土したものである。

1は底部破片である。外面はへラケズリされ、内面はへラナテされる。胎土、焼成共に良好

で黒褐色を呈する。底径6.2cmを調IJる。 2は小形の鉢で%遺存する。口縁部は波状を呈する。

-22-
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外面はへラナデされ、内面はナデが加えられる。

胎土、焼成共に良好で黄褐色を呈する。口径 7.5

cm、底径3.5cm、器高 4.7cmを測る。
I (05) 

¥lrL" 。 10cm 

第13図 4(004)号跡出土土器(1/4)

( 5 ) 5 (005)号跡(第14・15図)

遺構(第14図)

4号跡の東 3mの緩斜面に存在する住居跡で、確認調査の段階ではトレンチ聞に存在するた

め確認できなかった遺構である。

プランは、径約 5mのやや不整な円形を呈する。壁は北側の一部が斜面によって失われてい

る。壁高は遺存している部分で0.1-0.4mを測り、やや傾斜を持ちながら立ち上がる。床面

はほぼ平坦であるが、軟弱である。ピットは住居跡内には検出されず、住居跡外約0.9m離れ

たところでl本検出した。約 0.6mの深さで、掘込みもしっかりしているが、本住居跡に伴う

ものかどうかは不明である。炉跡、は精査にもかかわらず検出きれなかったが、住居跡の中央に

炭化材がややまとまって遺存しており(破線の部分)、わずかに焼土粒も認められた。しかし

掘込みを持たず、炉跡とするにはやや疑問が残る。覆土は 3層に分けられた。

遺物(第15図)

出土遺物は極めて少なく、床面より約18cm浮いて出土した嚢が図示できたのみである。

1は嚢の胴部下半~底部である。外面はへラケズリの後ナデが加えられ、内面はナデが加え

られる。胎土には中砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。底径6.5cmを

測る。
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第14図 5(005)号跡実測図(1/60)
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第15図 5(005)号跡出土土器(1/4)

(6) 6 (006)号跡調16・17図)

遺構(第16図)

5号跡の南側10mに位置する住居跡で、確認調査の段階では 5号跡と同じようにトレンチ聞

に存在していた遺構である。

プランは径約4.3mのやや長円形を呈する住居跡である。壁はやや傾斜を持ちながら立ち上

1.黒褐色土

2.褐色土

im 

1m 

im 

A . 

!1Il 

A 

第16図 6(006)号跡実測図(1/60) 
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がり、壁高は約 0.2mを測る。なお、壁には撹乱が2ケ所入っている。床面はほぼ平坦で壁際

を除いてはよく踏み固められている。ピットは検出きれなかった。炉跡は住居跡の中央やや東

よりに位置するが、その大半を撹乱によって失っており、全形を窺うことはできない。わずか

に遺存していた部分の深さは約0.14mで、若干の焼土が堆積し、底面は焼けていた。覆土は 2

層に分けられた。

遺物(第17図)

出土遺物は極めて少なく、床面直上から出土した棄

が図示できたのみである。

1は口縁部と底部を欠〈嚢のM破片である。外面

は頚部に輪積み痕を残すが、部分的にナデによって

消される。胴部はへラナデされる。内面はへラミガ

キされる。胎土には中砂粒を含むが、宮、で、焼成は

o 10cm 良い。赤褐色を呈する。最大径は18.2cmを測る。

第17図 6(006)号跡出土土器(1/4)

( 7 ) 7 (007)号跡(第18・19図)

遺構(第18図)

6号跡の北西約 6mのところに位置する住居跡で、確認調査の段階から北側で重複する 8号

跡と共にその存在が確認されていた遺構である。

プランは、本住居跡が北側で8号跡と重複するもののほぼ長辺 4.5m、免1辺4.3mの不整な

隅丸の長方形を呈するものと思われる。壁は重複によって%しか遺存していないが、ほほ、垂直

に立ち上がり、壁高は 0.4mをiWJる。床面は 8号跡の上に貼床されており、やや凹凸に富むが

よく踏み固められている。ピットは全く検出されなかった。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに

位置する。長軸1.2m、短軸0.75mの楕円形を呈する。掘込みは、 0.15mほどで硬質の焼土が

堆積し、底面は焼けていた。覆土は 4層に分けられた。なお、住居跡内にはほぼ全面にわたっ

て焼土、炭化材が遺存していた。

遺物(第19図)

出土遺物はやや多く、 6点の土器が図示できた。 1-4は床面直上から出土したもので、 5

は床面よりやや浮いて出土した。 6は覆土上層出土のものである。

lは底部を欠く聾で先遣存する。口縁部にはハケ目調整が施され、さらに、ヨコナテーされる。

胴部外面はへラケズリの後へラナデされ、内面は組〈へラナテーされる。胎土、焼成共に良好で、

赤褐色を呈する。口径15.6cmを測る。 2は胴部以下が%遺存する棄である。外面は組〈ハケ目
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第四図 7(007)号跡実測図(1/60)
。
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1.黒褐色土
2.暗褐色土
3.暗褐色土(焼土、

炭化物を含む)
4.縄色土(焼土を多

量に含む)

2m 

調整が施きれ、部分的にナデが加えられる。底部近くはへラケズリされる。内面はへラナデさ

れる。底部中央には径約 1.5cmの焼成後の穿孔が認められる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、

焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。底径5.0cmを測る。 3は胴部のみ%遺存する査である。輪積

み成形で、外面はへラケズリの後へラナテーされ、内面はへラナデされる。最大径15cmを測る。 4

は高杯の杯部で、，図示の範囲ではほほ、完存する。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面は

J ラミガキきれる。胎土には砂粒を含み、密だが焼成はやや悪い。口径19.8cmを測る。 5はほ

lよ完形の鉢である。外面へラケズリの後へラナデされるが、部分的にハケ目調整が施される。

口縁部内面はハケ目調整の上をヨコナデきれ、体部内面はへラミカ。キきれる。胎土、焼成共に

良好で、、褐色を呈する。口径10.5cm、底径 5.0cm、器高 7.0cmを測る。 6は冗遺存する境である。

外面上半はナデ、下半はへラケズリきれる。内面もナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で、、

赤褐色を呈する。口径 8.4cm、底径 1.8cm、器高 4.7cmを測る。
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( 8 ) 8 (008)号跡(第20図)

遺構(第20図)

7号跡の北側で重複する住居跡で、確認調査の段階から 7号跡とともにその所在が明らかに

なっていた遺構である。

プランは径約4.0mのやや不整な円形を呈する。壁は 7号跡の床面をはがして南側は検出でき

たが、北側の一部は斜面によって失われている。壁高は約0.15-0.25mでやや傾斜をもって立

ち上がる。床面は 7号跡の貼床をはがして検出したもので、ほぽ平坦で‘よく踏み固められてい

た。ピットは 3本検出した。深さは P-lが0.69m、P-2が0.6m、P-3が0.35mで、 3

本ともしっかりとした掘込みを持つ。これらはいずれも柱穴と考えられる。炉跡、は精査にもか

かわらず検出きれなかったが、住居跡の中央やや東寄りの部分(破線の部分)に炭化材と焼土

が遺存していた。 5号跡lと同様のものであるが、炭化材と焼土の量は少ない。掘込みも持たず、

炉跡とするにはやや疑問が残る。覆土は黒褐色土の単一層であった。なお、 7号跡との新旧関

係は、 7号跡、が本跡の上に貼床をしていることにより、 7号跡の方が新しい。

遺物

出土遺物は極めて少なく、覆土中から土器片がわずかに出土したのみで、図示できる遺物は

ない。

第四図 7(007)号跡出土土器(1/4)
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第20図 8(008)号跡実測図(1/60)

( 9 ) 9 (009)号跡調21図-23図)

遺構(第21図)

7号跡の南側約 1mのところに位置する住居跡である。確認調査時のトレンチにかかってい

たと思われるが、その部分が少なく所在が推定できなかった遺構である。

プランは長辺 5.2m、短辺 4.6mの隅丸の長方形を呈する。壁は全体にわたってよく遺存し

ており、やや傾斜をもって立ち上がる。壁高は約 0.2mを測る。床面はほぼ平坦であるが、や

や軟質である。ピットは 6本検出した。 P-1、P-3、P-4は0.6m、P-2、P-5は

0.3 mでいずれも柱穴と考えられる。 P-5は0.25mの深さで位置からして貯蔵穴と思われる。

炉跡は住居跡の中央北よりに位置し、長軸 0.8m、短軸 0.6mの隅丸の楕円形を呈する。掘込

みは0.15mほどで、焼土の堆積は薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は 2層に分けられ単純

な堆積を示す。
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第22図 9(009)号跡出土土器(1 ) (1/4)ー
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遺物(第22・23図)

出土遺物はかなり多〈、炉跡と南壁際のピットの周辺からの出土が目立っている。 l、2、

4、7は南壁側の P-3、P-5の周辺の床面直上から出土したものである。 3、5、6は炉

跡の周辺から出土したもので、いずれも床面から 7cmほど浮く。 8はP-5内から出土したも

の.である。

1は査の口縁部~頭部で、図示の範囲ではほぼ完形となる。口縁部は複合口縁を成し、羽状

縄文が施きれ、下端には縄文原体による押圧が加えられる。頚部には羽状縄文が施され沈線で

区画される。その下部には縄文を沈線で区画した山形文が施される。施文部以外はへラミカ、、キ

され、方、彩される。内面はへラナデされ、頭部中位までは赤彩される。胎土には中砂粒を含む

が、密で、焼成も良〈、赤彩部以外は淡褐色を呈する。口径24.5cmを測る。 2は胴部のみ%遺

存する壷である。胴部上半には縄文が施され、沈線で区画される。その下部には縄文を沈線で

区画した山形文が施される。施文部以外は入念にへラナテーされ赤彩される。内面はへラナテーさ

れる。胎土、焼成共に良好で‘、赤彩部以外は淡褐色を呈する。最大径27.6cmを測る。 3はほぼ

完形の嚢である。口唇部は両側から押圧され波状を呈し、頚部には円形の刺突が2段めぐり、

その聞にへラ描き沈線による格子目丈が施きれる。胴部はへラケズリの後へラナテ?れる。内

面はナデが加えられる。胎土には中砂粒を含み、密で、焼成も良好で、、明褐色を呈する。口径

19.8cm、底径5.0cm、器高17.4cmを測る。 4はK遺存する嚢である。口唇部は両側から押圧され

波状を呈する。頚部はナデ調整が加えられ、胴部上半には円形の刺突がめぐり、それ以下はへ

ラケズリの後へラナデされる。内面もナデ調整が施される。胎土には中砂粒を含むが、密で、

焼成も良〈、明褐色を呈する。口径14.2cm、底径 5.5cm、器高10.8cmを測る。 5は胴部中位以

下が%遺存する襲である。外面はへラナデきれ、胴部中位に円形の刺突がめぐる。内面はへラ

第23図 9(009)号跡出土土器(2 )(1/3) 
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ミカキされる。胎土、焼成共に良好で、暗褐色を呈する。底径 6.4cmを測る。 6は口縁部と底部

を欠く嚢のM破片である。胴部上半には輪積み痕を一段、段状に残している。内外面共にナデ

が加えられる。胎土には中砂粒を含むが密で、焼成も良く、明褐色を呈する。最大径23.6cmを

測る。 7は嚢の胴部下半で巧遺存する。外面はへラミカーキされ、内面はナデが加えられる。胎

土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。黒褐色を呈する。底径 7cmを測る。 8は襲の

口縁部から胴部の破片で、頚部に輪積痕を 6段残す。外面は、胴部下半に二次的な火を受け、

胴部中位から頚部にかけては煤が付着する。内面はへラミガキきれるが、下半は器面の荒れ

が著しい。胎土には砂粒を含みやや組く、焼成もやや悪い。内面は茶褐色を呈する。

(10) 10 (010)号跡(第24・25図)

遺構(第24図)

6号跡の南東約 2mのところに位置する住居跡で、確認調査の段階からその所在・性格が判

明していた遺構である。

プランは長辺 8.0m、短辺7.2mの隅丸長方形で、南側に 2.0X1.2 mの方形の張り出しを有す

る。壁はやや傾斜を持ちながら立ち上がり、壁高は約 0.2mを測る。床面は、ほほ平坦で、よ

く踏み固められているが、張り出し部は凹凸に富む。ピットは二本検出した。 P-1、P-2

とも 0.4mの深きを持ち、柱穴と考えられる。それ以外のピットは精査にもかかわらず検出で

きなかった。炉跡、は住居跡の中央北寄りに位置し、長軸約 1.4m、短軸約 1.2mの不整形を呈

する。掘込みは 0.2mほどで、硬質の焼土が全面にわたって堆積しており、底面はよく焼けて

いた。覆土は 3層に分けられ、単純な堆積を示す。なお、本住居跡の床面上からは多量の焼土

が検出された。

遺物(第25図)

出土遺物は、 4と9が炉跡内出土、 8が床面より 5cmほど浮いて出土したほかは、いずれも

床面直上より出土し、覆土内出土の破片と接合関係を持つ。 11-13は覆土中より出土した。こ

の他に西壁際の床面から土製勾玉が出土し、南側コーナ一部の焼土中から軽石が 2点出土して

いる。

1はほぼ完形の査である。底部には木葉痕を有する。口縁部には縄文を羽状に施す。頭部以

下はへラナデ調整され、胴部上半にはさらに網目状撚糸文が施される。口縁部から頚部にかけ

ての内面はへラミカ、キされ、胴部内面はへラナデ調整きれる。胎土、焼成共に良好で、、褐色を

呈する。口径10.4cm、底径 5.4cm、器高12.3cmを測る。 2は脚台部を欠〈台付嚢で、%遺存す

る。外面はへラナデされるが、胴部下半にはへラケズリ痕が残る。内面はへラナデ調整きれる。

また、口縁部はヨコナテーされる。胴部下半は二次的な火を受けている。胎土には砂粒を含み、

やや粗いが、焼成は良〈、黒褐色を呈する。口径14.4cmを測る。 3は底部を欠く嚢で%遺存す

る。胴部上半に輪積みの接合部を段状に残す。胴部下半には粗いハケ目が残るが、二次的な火

-34 -
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第24図 10(010)号跡実測図(1/80)
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第25図 10(010)号跡出土土器(1/3・1/4)

〆日
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を受けているため遺存状態は悪い。内面は、口縁部~頚部はへラミカーキされ、胴部はへラナデ

調整される。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。口径14.4cmを測る。 4は嚢の口縁部の

K破片である。口唇部には棒状工具による押圧が加えられる。口縁部はヨコナデきれ、頚部以

下はへラナデ調整きれる。胎土、焼成共に良好で、、黒褐色を呈する。口径19cmを測る。 5は台

付要の脚台部での%残存する。外面にはハケ目調整が施され、内面はへラナデ調整される。胎

土、焼成共に良好で・淡褐色を呈する。脚径10.6cmを測る。 6は台付嚢の脚台部で%遺存する。

内外面共にへラナデ調整される。胎土には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良〈、赤褐色を呈

する。脚形10cmを測る。 7はほぼ完形の高杯である。外面は入念にへラナデ調整され、内面は

ナデが加えられる。口唇部はヨコナデされる。外面と杯部内面は赤彩される。胎土、焼成共に

良好で、、赤彩部以外は淡褐色を呈する。口径19.5cm、脚径11.2cm、器高15cmをiUIJる。 8は小形

の鉢で%遺存する。口唇部には刻みがほどこされる。体部は内外面共にナデが加えられるが、内

面にはさらにハケ目調整が施される。胎士、焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径8.2cm、底

径3.1m、器高 5.1cmを測る。 9は台付嚢の脚台部でK遺存する。内外面共にへラナデ調整さ

れる。胎土には細砂粒を含み、やや組いが焼成は良〈、淡褐色を呈する。脚径7.5cmを測る。

10はほぼ完形のミニチュア土器である。内外面共に粗〈へラナデ調整されるが、内面には輪積

み痕が残る。胎土には破粒を含み、やや粗いが焼成は良〈、淡褐色を呈する。口径5.5cm、底

径3.8cm、器高 6.6cmを測る。 11-13は査の口縁部破片である。 11は口縁部に細縄文が施され、

下端に押圧が加えられる。 12は口縁部に網目状撚糸丈を施し、押圧が加えられた 3本 l組の棒

状浮丈を付ける。内外面共にへラミ 7ゲキきれ、さらに竹管による刺突が加えられる。内外共に

赤彩される。

(11) 11 (012)号跡調26・27図)

遺構(第26図)

10号跡、の南面約10mのところに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチにかかっており、

その所在が判明していた遺構である。

プランは、本住居跡の%ほどが93号跡に破壊されているため全形は不明で、あるが、径約4.0m

の円形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持ちながら立ち上がり、壁高は遺存している

部分でも差があるが、 0.2-0.4 mを測る。床面はほぼ平坦で、あるが、極めて軟弱で、ある。ピ

ットは 2本検出した。 P-2は約 0.6mの深さでしっかりしており、柱穴と考えられる。 p-

lは0.18mの深さしかなく、柱穴とするにはやや疑問が残る。炉跡は確認されず、 93号跡との

重複部分に存在したものと思われる。覆土は 3層に分けられ、単純な堆積を示す。

遺物(第27図)

出土遺物は、東側の床面上でまとまって出土した。 l、2、3、4、6の5点である。 5は

1点だけ住居跡の西側の部分で出土し、 93号跡出土の破片と接合した。
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lは底部を欠く壷で、図示の範囲はほほ完存する。口融は複合口縁で外反し、羽状縄文を施

文し、下端には指頭による抑圧が加えられる 。頚部には沈線で区画された羽状縄文帯がめぐる。

胴部にも ~ít線で区画した羽状縄文帯がめぐり、その中に同形の刺突がめくる 。 その下部には羽

状縄文を沈線で区画した 山形文が施される。施文部以外はナデ調整が加えられ、赤彩される 。

内面は、口縁部はナテ調整が加えられ、赤彩される 。それ以下はへラナデ調整される 。胎士、

焼成共に良好で、赤彩部以外は赤褐色を呈する 。口径26.4cmを測る。 2は査の胴部以下で%遺
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存する。内外面共にへラナテ調整される。胎土、焼成共に良好で明褐色を呈する。底径8.0cmを

測る。 3は%遺存する棄である。口縁は折り返し口縁となり、内面に折り返しの段が残る。口

唇部には両側からの押圧が加えられる。頭部外面には輪積み痕が一段残り、へラナデ調整され

る。内面は入念にへラナテ調整される。胎土、焼成共に良好で、褐色を呈する。口径21.6cm、底

径9.0cm、器高17.7cmを測る。 4は口縁部と底部を欠く妥で冗遺存する。胴部上半には段を一段

有し、その下端に棒状工具調整による押圧が加えられる。内外面共にへラナデ調整される。胎

土には中砂粒を含むが、密で、焼成も良く、褐色を呈する。最大径20cmをiRljる。 5も口縁部と

底部を欠く嚢で%遺存する。頚部に 3段の輪積み痕を残し、その下端に棒状工具による押圧が

加えられる。内外面共にへラナテ調整される。胎土、焼成共に良好で、、 j炎赤褐色を呈する。最

大径22.4cmを測る。 6は胴部中位以下遺存する嚢である。内外面共にへラナデされる。胎土に

は中砂粒を含むが、密で、焼成も良く、淡褐色を呈する。底径は 4.8cmをi&ljる。

(12) 12 ( 013 )号跡(第28・29図)

遺構(第28図)

11号跡の南東約 5mのところに存在する住居跡で、 11号跡と同様に93号跡と重複する遺構で

ある。本調査の時点で存在が明らかになった遺構である。

プランは東側を93号跡に破壊されているため、全形は不明であるが、径約4.0m程の楕円形を

呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は約 0.2mを測る。床面はほ

ほ、平坦で、炉跡の周囲を除いては軟弱である。ビットは住居跡に I本と、 93号跡の周溝中に 1

本検出した。 P-lは約 0.4mの深きを測る。 P-2は溝底からは0.15mであるが、床面から

は0.45rnを測る。いずれも柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。長

軸約1.7m、短軸約1.0rnの不整形を呈する。掘込みは、約 0.2mほどで、硬質の焼土が全面にわ

たって堆積していた。底面はあまり焼けていなかった。覆土は 3層に分けられた。なお、床面

よりやや浮いた状態で焼土が検出された。

遺物(第29図)

出土遺物は極めて少なく、図示した 3点の底部破片は、いずれも覆土中から出土したもので

ある。この他に炉跡、の東側の壁近くから 10cmほど浮いて支脚形の土製品が出土している。

1は壷の底部でだ破片である。内外面共にへラナテされる。胎土には砂粒を含み、密だが、

焼成はやや悪く、淡赤褐色を呈する。底径 7.8cmをiUljる。 2も査の底部で%遺存する。内外面

共にへラナテ調整される。胎士には砂粒を含み、密だが、焼成はやや悪〈、 j炎赤褐色を呈する。

底径 6.8cmを測る。 3は嚢の底部で%が遺存する。内外面共にへラナテ調整される。胎士、焼

成共に良好で、淡褐色を呈する。底径 7.0cmをiMljる。
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(13) 13 ( 014 )号跡(第30・31図)

遺構(第30図)

l号跡の西約20mに位置する住居跡で、確認調査のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で存

在が明らかになった遺構である。

プランは北半分が斜面に堆積した黒色土中にあり、また、撹乱等が著しいため全形を窺うこ

とはできないが、一辺が約 4.0mほどの方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持ちなが

ら立ち上り、壁高は約0.15mを測る。床面は平坦であるが、極めて軟弱で、ある。柱穴、炉跡共

に精査にもかかわらず、検出できなかった。覆土は黒褐色土の単一層である。

(}) 《i 《i

c( ! C(! 

o 2m 
第30図 13(014)号跡実測図(1/60)

遺物(第31図)

出土遺物は極めて少ない。 1は床面からlOcmほど浮いて出土したもので、 2は覆土内出土の

ものである。この他に土製支脚が3点出土している。住居跡外出土のものであるが、本住居跡、

に伴う可能性もあるので図示しておく。

1は嚢の口縁部~胴部上半で、%が遺存する。外面には細かいハケ目調整が残るが、部分的

にナテ事によって消される。内面は、口縁部にハケ目調整が施きれ、胴部はへラナデ調整される。

胎土、焼成共に良好で、、赤褐色を呈する。口径17.8cmを測る。 2も嚢の口縁部から胴部上半の

冗破片である。外面にはハケ目調整が施されるが、部分的にナデによって消きれる。内面はへ

ラナデ調整きれる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪い。淡褐色を呈する。口径

は14cmを測る。
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第31図 13(014)号跡出土土器(1/4)

。 10cm 

(14) 14 ( 016 )号跡(第32・33図)

遺構(第32図)

2号跡の西約 8mに位置し、その大部分が確認調査のトレンチ聞に存在するため、本調査の

時点で存右ーが明らかになった遺構である。

プランは、北側が斜面にかかっているため全形を窺7ことはできないが、およそ一辺が約6.0

mの方形を呈するものと思われる。壁はほほ、垂直に立ち上がり、壁高は0.15-0.7mをiRIJる。

床面はやや凹凸に富むが、極めて墜轍である。ピットは 4本検出した。いずれも 0.7m前後の

深さを持ち、柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。長軸約1.1m、

制軸約 0.8mの不整形を呈する。掘込みは 0.2mほどで、焼土が北側に寄って堆積しており、

底面はよく焼けていた。覆土は 4層に分けられた。

遺物(第33図)

出土遺物は、 1の壷がまとまって出土した他は、 P-lの周辺から 5、6が出土した。いず

れも床面より 5.0mほど浮いている 2-4、7-9は覆土中から出土したものである。

lはほぼ完形の査である。外面は、口縁部から胴部中位にかけてハケ目調整が施されるが、

部分的にへラナデによって消される。 1阿部中位はハケ目調整が施されるが、部分的にへラケズ

リされる。胴部下半はへラケズリされる。内面は、口縁部にはハケ目調整が施され、胴部はへ

ラケズリされる。胎土、焼成共に良好で褐色を呈する。口径14cm、底径 5.8cm、器高28.2cmを

測る。 2は襲の口縁部でκ破片である。内外面共にハケ目調整が施されるが、口唇部には刻み

が認められる。胎土、焼成共に良好で淡褐色を呈する。口径15cmを測る。 3も嚢の口縁部でM

破片である。内外面共にハケ目調整が施されるが、外面はナデによって大半は消される。胎土、

焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径14cmを測る。 4も嚢の口縁部でM破片である。外面と口

縁部内面は粗いハケ目調整が施され、胴部内面はナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で、茶

褐色を呈する。口径15cmを測る。 5は%遺存する月、である。内外面共に口縁部はヨコナデされ

体部はへラナデきれる。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径15.2cm、底径 2.4cm、器

高 6.3cmを測る。 6は%遺存する杯である。外面には細かいハケ目調整が残り、内面は、入念

にへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、、褐色を呈する。口径1l.1cm、底径 5.0cm、器高 3.2

qa 
凋仏
τ



jO 

A 
お静

B 。

包う

A' 

円。
8' 

[<1 。!
A 

観 汲必
B 8' 

A' 

。

1.黒縄色土

2.暗縄色土

3.茶偶色土

4.縄色土

第32図 14(016)号跡実測図(1/60)

2m 

-44一



)
 

内
‘
J
U

内
吋
Jv

n
HU
内

H
U(
 

ー

2 (05) 

3 (03) 

4 ( ~~) 

¥ トづ
i L ー_//

¥ I (ルグ
'----一一主二二一../ 5 (07) ヒ以 L主ブ

。 10cm 

第33rxl 14(016)号跡出土土器(1/4)

cmをiMIJる。 7は小型丸底土器の体部で、%が遺存する。外面と口縁部内面はへラミカキされ、

休部内面はナデが加えられる。内外面共に亦彩される。胎土、焼成共に良好である。底径 2.1

cmを測る。 8は底部で、外面はへラケズリされ、内面はへラナテーされる。胎土、焼成共に良好

で淡褐色を呈する。底径7.5cmをiHlJる。9も底部で、内外面共にへラナデ調整される。胎土、

焼成共に良好で赤褐色を呈する。底径6.0cmを測る。

(15) 15 (017 )号跡 (第34・35図)

遺構 (第34図)

14号跡の南約 7mの斜面に位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ内にあるが、斜面にあ

るためか、所在が確認されていなかった遺構である。

プランは、 北側 を斜面により失っているため、全形を窺うことはできないが、およそ一辺カ、

4.8 mほどの隅丸方形を呈するものと思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がり 、約O.25mをiWJる。

床面はほぼ平坦ーであるが、炉跡の周囲を除いては軟質である。ピットは、3本検出した。P-2

はO.38mの採さを持ち、位置、規模などからして貯蔵穴と思われる。P-lはO.36m、P-3

-45-
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は0.28mの深きで、位置、規模に疑問があるが、一応柱穴としておく。炉跡は住居跡の中央や

や東寄りに検出した。長軸 0.9m、短軸 0.7mの不整形を呈する。掘込みは0.15mほどで、焼

土がほぼ全体に堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土は 2層に分けられた。なお、本住

居跡からは、床面よりやや浮いて、焼土と炭化材が検出きれた。

遺物 (第35図)

出土遺物は l、2、5が床面直上から出土したもので、 3、4、6は床面より 3-lOcmほど

浮いて出土したものである。 8は覆土内出土である。

lは底部を欠〈襲である。口唇部にはへラによる押圧が加えられる。頚部は内外面共にヨコ
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ナデきれる。胴部外面にはハケ目調整が施きれるが、下半はナデによって消きれる。胴部内面

はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、黒褐色を呈する。口径18cm、器高21.6cmを測る。 2

は胴部下半以下を欠く嚢でM遺存する。外面と内面上半はハケ目調整が施される。また、下半

はへラナデ調整される。胎土には砂粒を含み密だが、焼成はやや悪〈、赤褐色を呈する。口径

23cmを測る。 3は嚢の口縁部~胴部上半のκ破片である。口唇部には両側からの押圧が加えら

れる。胴部外面と口縁部内面にはハケ目調撃が施される。胴部内面はナデが加えられる。胎土

には砂粒を含みやや組いが、焼成は良〈、赤褐色を呈する。口径14cmを測る。 4は胴部のみ%

遺存する大形の費である。外面はハケ目調整が施されるが、部分的にへラナデされ、消される。

内面はへラナデ調整きれる。胎土には砂粒を含み、やや組いが、焼成は良〈、黒褐色を呈する。

最大径36.4cmを測る。 5は%遺存する器台である。外面は入念なナテーが施されるが、わずかに

ハケ目調整が残る。内面は脚裾部にハケ目調整が施きれるが、その他はナデが加えられる。脚

孔は 3孔所在する。飴土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。器受部径7.8cm、脚径ll.4cm、器

高7.9cmを測る。 6は%遺存する器台である。器受部と脚部内面にはナデが施きれ、脚部外面

はへラミカ守キきれる。脚孔は 3孔所在する。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。器受部径

8.8 cm、脚径1l.6cm、器高8.0cmを測る。 7は台付嚢の脚台部である。内外面共にへラナデされ

る。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。最大径 7.2cmを測る。 8は底部で、外面はへラナ

デ、内面はへラミガキされる。胎土、焼成共に良好で、淡褐色を呈する。底径は4.0cmを測る。

(16) 16 ( 021 )号跡(第36・37図)

遺構(第36図)

15号跡の南約 6mの斜面に位置する住居跡で 確認調査時のトレンチにかかる部分がわずか

で、確認できなかった遺構である。

プランは、北側を斜面により失っているため、全形を窺うことはできないが、 iほほ一辺カ~4.0

mほどの隅丸方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持乃て立ち上がり、壁高は約0.25

mを測る。床面はほぼ平坦で、、堅轍である。ピットは l本検出した。位置からすれば貯蔵穴と

も考えられるが、規模がやや小さい。深きは0.15mを測る。炉跡は住居跡の中央やや東寄りに

検出した。長軸 0.9m、短軸 0.6mの不整な楕円形を呈する。掘込みは 0.2mほどで、焼土が

南側に寄って薄〈堆積しており、底面はあまり焼けていなかった。覆土は黒褐色土の単一層で

ある。

遺物 (37図)

出土遺物は極めて少なく、 2点の底部破片が図示できたにすぎない。 1は覆土中より出土し

たもので、 2は床面直上から出土したものである。

lはM遺存する底部破片で外面はへラケズリの後へラナテボ調整され、内面もへラナテー調整さ

れる。胎土には砂粒を含み、密だが、焼成はやや悪〈赤褐色を呈する。底径7.0cmを測る。 2は
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¥ トづi ¥ いよタク2 ，%遺存する底部破片で外面はへラケズリの後へラナ

(目的 デ調整きれ、内面もへラナデ調整される。
10cm 

胎土、焼成共に良好で褐色を呈する。底径4.8cmを
第37図 16(021)号跡出土土器(1/4)

測る。

( 17) 17 ( 025 )号跡調38・39図)

遺構(第38図)

16号跡の南西約 6mに105号跡と重複して存在する住居跡である。確認調査時のトレンチ内

に存在するが、 105号跡と重複するため、確認ができなかった遺構である。

プランは北側が緩斜面にかかるため、壁と床面の一部が削平されており、全形を窺うことは

できないが、一辺が約5.0mの.方形を呈するものと思われる。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高
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2.黒褐色土 l 
} 105号跡

3.暗褐色土 i 1覆土
4.黄褐色土(ロームプロックを多〈含む)J 

2m 

第38図 17(025)号跡実測図(1/60)

は、 0.05-0.15mをiWJる。床面はほぼ平坦で、堅轍である。ピットは精査にもかかわらず検出き

れなかった。炉跡も検出きれなかったが、 105号跡との重複部分に存在したものと思われる。

覆土は暗褐色土の単一層である。なお、床面からやや浮いて、焼土と若干の炭化材が検出され

た。
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。 10cm 

遺物(第39図)

出土遺物は極めて少なし、。 lは覆土中から出土した

破片が接合して、脚部が復元できたものである。

1は高杯の脚部で%遺存する。外面はへラナデ調整

されるがハケ目痕がわずかに残る。内面はナテカミカ日え

パ八||(ii11)

第39図 17(025)号跡出土土器(1/4) られる。脚孔は 4孔所在する。胎土、焼成共に良好で、

淡褐色を呈する。脚佳d.8cmを測る。

(18) 18 (026)号跡(第40・41図)

遺構(第40図)

17号跡の北西約 5mに位置する住居跡で確認調査のトレンチ聞に存在し、本調査時になって

検出した遺構である。

プランは一辺約 3.0mの方形を呈する。壁はやや傾斜を持ちながら立ち上がる。壁高は 0.2-

0.25mを測る。床面はほぼ平坦で‘あるが、極めて軟弱で、特に壁際が軟弱である。ピットおよ

び炉跡は検出きれなかった。覆土は暗褐色土の単一層である。
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第40図 18( 026)号跡実測図(1/60)
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遺物 (第41図)

出土遺物は少ないが、住居跡の中央やや北寄りでまとま って出土した。 1と3は床面直上か

ら出土したもので、いずれも覆土中の破片と接合した。 2は覆土中から出土したものである。

1はほぼ完形の妥である。胴部下半に接合痕を明瞭に残し、それ以下は成形時に生じたと思

われる歪みが認められる。内外面共にハケ目調整が施されるが、部分的にナデが加えられる 。

胎土、焼成共に良好で黒褐色を呈する。口径16.6cm、底径 6.8cm、器高22.2cmを測る。 2は査

の口縁部破片で、内外面共にナデが加え られ、赤彩されるが、外面はわずかにハケ目調整が残

る。胎土、焼成共に良好で、口径24.4cmを測る。 3は%遺存する器台である。外面はへラミガキ

されるが、わずかにハケ目調整痕が残る 。内面はナデが加えられる 。脚孔は 3孔所在する。胎

土、焼成共に良好で、 赤褐色を呈する 。器受部径 8.4cm、脚径llcm、器高 7.9cmを測る。

2 (07) 

(1;lh) 
第41図 18(026)号跡出土土器(1/4) 
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(19) 19 (028)号跡 (第42・43図)

遺構 (第42図)

18号跡の西約24mの斜面に位置する住居跡で、確認調査のトレンチ聞に存在し、本調査時に

確認された遺構である。

プランは北側が斜面によ って削平されているため、全形を窺うことはできないが、ほぽ一辺

が約 4.8mのやや隅丸の)jIf3を呈するものと思われる。壁は傾斜をもちながら立ち上がり、壁

高は、 0.2mをj<<IJる。床面はやや凹凸に富み、やや軟弱である。ピットは検出きれなかった。

炉跡は住居跡の北側に位置し、長軸 0.9m、短軸 0.7mの不整形を呈する。掘込みは0.15mほ

どで、焼土がわずかに堆積しているだけで、底面もほとんど焼けていなかった。覆土は暗褐色

土の単一層である 。
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第42図 19(028)号跡実測図(1/60) 
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遺物(第43図)

出土遺物は少なく 5点が図示できたにすぎない。 1、2、3、4は床面直上から出土したも

ので、いずれも覆土中の破片と接合関係を持つ。 5は覆土中より出土したものである。

lは嚢の口縁部~胴部上半で%遺存する。口縁部は内外面共にハケ目調整が施される。胴部

外面にもハケ目調整か施されるが、へラナデによって大半は消される。胴部内面もへラナデさ

れる。胎土、焼成共に良好で、黒褐色を呈する。口径20.4cmを測る。 2は賓の胴部以下で%遺

存する。外面はハケ目調整が施されるが、大半はへラナデによって消きれる。また、部分的に

へラケズリされる。内面はへラナデ調整される。日台土、焼成共に良好で、黒褐色を呈する。底径

6.8cmを測る。 3は査の胴部中位以下で%遺存する。外面中位はハケ目調整を施した後へラナ

デされ、下半はへラケズリの後へラナデされる。内面はヘラナデきれる。胎土、焼成共に良好

で褐色を呈する。底径6.6cmを測る。 4は%遺存する器台である。内外1(lj.Jtにナテーが加えられる。

脚孔は 3孔所在する。胎土、焼成共に良好で・、褐色を呈する。器受部径7.8cm、脚径9.8cm、

器高 7.5cmを測る。 5は台付衰の脚台部のM破片である。外面はハケ目調整を施した後ナデが

加えられ、内面はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。脚径は10.4cmを

測る。
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第43図 19(028)号跡出土土器(1/4)

( 20 ) 20 ( 029 A )号跡(第44・45図)

遺構(第44図)

18号跡や19号跡と同様に 斜面に位置し、 106号跡と重複する住居跡である。確認調査の段

階では所在が推定できなかった遺構である。

南側が21号跡に重複し、さらに 106号跡とも重複するため、全形を窺うことはできないが、

ほぽ 5.5X5.0mの隅丸のやや長方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜をもって立ち上が

り、壁高は0.15mを測る。床面はほほ、平坦でb、極めて堅轍である。ピットは 3本検出した。0.2

-0.3 mの直径で、 0.8mの深さを測り、柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや北寄り

に検出した。長軸 0.6m、短軸 0.5mの楕円形を呈し、掘込みは0.25mほどで、焼土が全面に

わたって堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土は褐色土の単一層であった。なお、床面

からやや浮いて焼土が検出された。

遺物(第45図)

出土遺物は極めて少なく、覆土中から出土した嚢が図示できたにすぎない。

lは嚢で%遺存する。内外面共にやや組〈へラナデされる。胎土、焼成共に良好で赤褐色を

呈する。底径3.5cmを測る。
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第44図 20(029A)号跡実測図(1/60)
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(21) 21 (029 B )号跡調46・47図)

遺構(第46図)

確認調査の段階から所在が明らかになっていた住居

第45図 20(029A)号跡出土土器(1/4) 跡である。
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第46図 21(029 B)号跡実測図(1/80)
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北側壁が20・106号跡と重複し、南壁コーナ一部が106号跡と重複しているため、全形を窺

うことはできないが、約7.0X6.0mのやや隅丸の長方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜

をもって立ち.上がり、壁高は 0.2mを測る。床面はほぽ平坦で、、堅織である。ピットは 6本検

出した。 P-1-P-4は0.2-0.5 mと直径は異なるが、深きは 0.8m前後で、位置からし

て柱穴と考えられる。 P-5は貯蔵穴と考えられる。深さは0.45mを測る。 P-6は不整形な

掘込みで焼土が薄く堆積していた。炉跡とも考えられるが深さは 0.1mほどでやや疑問が残る。

炉跡は住居跡の中央やや北西寄りに検出した。長軸0.6m、短軸 0.5mの不整楕円形を呈する。

掘込みは、 0.15mほどで、焼土が全面にわたって堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土

は褐色土の単一層であった。なお、本住居跡の床面上からは多量の焼土と若干の炭化材が検出

れた。

I (06) 。
第47図 21(029B)号跡出土土器(1/4) 

lDcm 

遺物(第47図)

出土遺物は極めて少なく、 2点

の土器が図示できたにすぎない。

1は覆土中、 2は床面より 8cm

浮いて出土したものである。こ

の他床面よりわずかに浮いて鉄

織が出土している。

lは嚢の口縁部~胴部上半の対破片である。内外面共にナデが加えられる。胎土、l焼成共に良

好で赤褐色を呈する。口径12cmを測る。 2は高1干の脚部である。外面はへラケズリの後へラミ

カキされ、内面は組〈ナデが加えられる。脚孔は 4孔所在する。胎土、焼成共に良好で、、赤褐

色を呈する。脚径10cmを測る。

( 22 ) 22 (029 C )号跡(第48・49図)

遺構(第48図)

確認調査の段階では、 106号跡と重複していたためか、その所在が推定できなかった遺構で

ある。

プランは、 106・21・1105号跡の3つの遺構と重複するため、全形を窺うことはできないが、約

8.6 X 8.2 mの隅丸の方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜をもって立ち上がり、壁高

は0.1-0.2mを測る。床面はほぼ平坦で堅撤である。ピットは 4本検出した。いずれも 0.4

m前後の直径で、 0.5-0.8 mの深きを測り、柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや北

西寄りに検出した。長軸 0.8m、短軸0.65mの長円形を呈する。掘込みは、 0.1mほどで、焼

土が中央部に薄〈堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土は、褐色主の単一層である。な

お、床面上から若干の焼土が検出された。
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遺物(第49図)

出土遺物は極めて少なく、 3点の土器が図示できたにすぎない。 lは床面直上から、 2は床

面から 8cmほど浮いて出土したものである。 3は覆土中からの出土である。

1はほぼ完形の嚢である。内外面共にへラナデきれ、口唇部はヨコナテーされる。胎土、焼成共

に良好で、、褐色を呈する。口径9.3cm、底径 3.4cm、器高 7.1cmを測る。 2は高t干の杯部で%

遺存する。内外面共にへラミガキされる。胎土には砂粒を含み、宮、だが、焼成はやや悪〈褐色を

呈する。口径13.2cmを測る。 3はミニチュア土器で、器台形を呈する。脚部で%が遺存する。

外面はへラミカ、、キされ、内面はナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。脚

径 4.2cmをinl]る。

乙広

。 lDcm

第49図 22(029C)号跡出土土器(1/4)

(23) 23 ( 030 )号制;¥弟5υ.51凶j

遺構(第50図)

20・21号跡の北東約15mの緩斜面に位置する住居跡で、 24号跡と重複する。確認調査時のト

レンチにかかっていたが、斜面に位置するためか確認できなかった遺構である。

プランは、北側を斜面により失い、西側で24号跡と重複するため、全形を窺うことはできな

いが、遺存している壁からして一辺が 4.0mほどの隅丸方形を呈するものと思われる。壁はやや

傾斜をもって立ち上がり、壁高は0.15mを測る。床面はほぼ平坦で、あるが、軟弱である。ピッ

トは 2本検出した。 P-l、P-2共直径0.5mで、深さは 0.3mを測り、柱穴と考えられる。

炉跡は住居跡、の中央北寄りに検出した。長軸1.0m、短軸 0.9mの不整楕円形を呈する。掘込み

は、 0.2mほどで、焼土が全面にわたって堆積していたが、底面はほとんど焼けていなかった。

覆土は褐色土の単一層であった。

遺物(第51図)

出土遺物は極めて少なく、 3点の土器が図示できたにすぎない。 3点共覆土中より出土した

ものであるが3は確認調査時のトレンチ内出土の破片と接合した。

lは口縁部から胴部中位がx遺存する襲である。口唇部は両側から押圧されるが、部分的に

刻みとなる。外面と口縁部内面にはハケ目調整が施され、胴部内面にはナデが加えられるが、

器面の遺存状態は悪い。胎土には砂粒を多く含み、組〈、焼成も悪い。淡褐色を呈し、口径18

cmを測る。 2は胴部下半~底部カ"X遺存する嚢で、底部はやや上げ底気味になり、木葉痕を有
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する。外面はハケ目調整が施され、内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、

焼成も悪い。黒褐色を呈し、底径 5.Ocmを測る。 3は器台の脚部で対の破片である。外面はナデ

が加えられる。内面はへラナデきれるが、部分的にハケ目調整が施きれる。脚孔は 3孔を有す

ると推測される。胎土、焼成共に良好で、淡褐色を呈する。脚径は 9.6cmを測る。
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第50図 23(030)号跡実測図(1/60)
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第51図 23(030)号跡出土土器(1/4)
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( 24 ) 24 ( 031 )号跡(第52・53図)

遺構(第52図)

23号跡と重複する住居跡で、やはり確認調査時のトレンチ内に存在するが、斜面に位置する

ためかその所在が確認できなかった遺構である。 23号跡との新旧関係は本跡が23号跡の床面を

切っているため本跡の方が新しい。

プランは、北側の壁が斜面に位置するため失われているが、床面の遺存は良好なため、全形

をとらえることができた。 3.9x 3.6 mのやや隅丸の長方形を呈する。壁は前述のように北側

部分が失われているが、遺存している部分ではやや傾斜を持って立ち上がる。壁高はやや差があ

り、 0.4-0.8mをiRIJる。床面は凹凸に富むが、極めて堅轍・良好である。ピットは 5本検出した。

P-I-P-4は、形態・直径に差があるが、いずれも 0.7-0.8 mの深さをiRIJり、柱穴と考

えられる。南側の墜に接して1.8X1.2mの隅丸方形のプランで深さ 0.1mほどの

リ、その中に P-5が検出された。深さは他のピットとほぼ同じである。炉跡は住居跡の中央

やや北寄りに検出した。長軸1.2m、知軸1.0mの不整円形を呈する。掘込みは、 0.2mほどで、

硬質の焼土がほほ、全面にわたって厚〈堆積していた。底面はよく焼けていた。覆土は 3層に分

けられた。なお、壁際の床面上から焼土が検出された。

遺物(第53図)

出土遺物は少なく、住居跡中央から 7が、住居跡南墜に接した掘込み内から 3、4が出土し

た。図示したものは 5.0-10cm床面より浮いて出土し、その他の破片は覆土中より出土した。

1はやや上げ底の底部を有する壷の%の破片である。器面は内外面共にへラナデ調整される。

底径4.6cmをiMIJる。 2は木葉痕を有する底部のK破片である。底径 7.2cmを測る。 3は鉢で%

ほど遺存する。胎土、焼成共に良好で‘赤褐色を呈し、内面はへラミガキが施される。口径14.4

cm、底径 4.8cm、器高 5.2cmを測る。 4は輪積み成形された塙で、況はど遺存する。胎土、焼

成共に良好で、淡褐色を呈し、底部と体部下半はへラケズリ痕を残しその他はへラナデ調整され

る。口径10.8cm、底径4.2cm、器高 6.1cmを測る。 5は器台で%ほど遺存する。脚部には 3孔

を有する。胎土、焼成共に良好で、、赤褐色を呈し、内外面共にへラミガキされる。脚部径9.1

cm、器受部径 6.6cm、器高 7.4cmを測る。 6はハケ目を有する薄手の器台で%ほど遺存する。

口径6.4cmを測る。 7は台付嚢の接合部破片である。内外面共に組いハケ目を施すが、器面は

荒れている。焼成は悪〈赤褐色を呈する。接合痕が明瞭に残る。 8は嚢の巧の破片で器面に細

かいハケ目を有する。底径 3.8cmを測る。
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( 25 ) 25 (032 A )号跡調54・55函)

遺構 (第54図)

19号跡の南東約 3mに位置し、確認調査のトレンチ内に存在し、その段階から所在、性格の

判明していた遺構である。

プランは 6.0X5.6mの隅丸のやや長方形を呈する。壁はやや傾斜を持ちながら立ち上がり、

壁高は0.05-0.2 mを測る。床面はほぼ平坦で堅徹、良好である。ピットは 4本検出した。い

ずれも 0.4m前後の深きをiMIJ1)、柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出し

た。長軸'1.0m、短軸 0.7mほどの不整楕円形を呈する。掘込みは0.15mほどで、硬質の焼土が、

全面にわたって堆積していたが、底面はほとんど焼けていなかった。覆土はロームブロックを

含む暗褐色土の単一層であった。なお、床面上からは多量の焼土と若干の炭化材が検出された。

遺物 (第55図)

出土遺物は少なく、完形品もない。 3はP-3の近くの焼土内の床面直上から、 4が南壁際

からやや浮いて出土した他は、いずれも覆土中より出土したものである。

1はyz遺存する底部である。胎土が他の土器と著しく異なり、砂粒を多く含み、黒褐色を呈

する。内外面共にへラナデ調整される。底径7.0cmをiHIJる。 2は木葉痕を有する底部でyz遺存する。

胎土、焼成共に良好で淡褐色を呈する。外面はハケ目を施すが、部分的にへラナテ調整される。

底径 8.6cmを測る。 3は高I不の杯部である。脚音[1の接合部から分離したもので、杯部の製作状

態もよく観察できる。胎土、焼成共に良好で、明褐色を呈する。外面はへラナデ、内面はタテ方

向にへラミカ、、キされる。口唇部はヨコナデされる。口径12.8cmを測る。 4は高杯の脚部でM遺

存し、胎土、焼成共に良好で、、赤褐色を呈する。外面はハケ目を施した後へラナデされ、きら
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に赤彩される。内面はへラナデきれ、脚裾部はヨコナデされる。脚部径1l.4cmを測る。 5は対

遺存する手づくね土器で、折り返しによって口縁をつくる。黒褐色を呈し、胎土、焼成共に余

りよくない。口径 4.0cmを測る。 6も手づくね土器で万遺存する。高I不形を呈し、外面は指頭に

よって整形される。淡褐色を呈し、胎土、焼成共に良好である。脚径 2.6cmを測る。 7はミニ

チュア土器で器形は不明である。内外面共にナデが加えられる。 j炎褐色を呈し、胎土、焼成共

に良好である。底径 2.8cmを測る。
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第55図 25(032A)号跡出土土器(1/4)

(26) 26 ( 032 B ) 

遺構 (第56図)

25号跡と重複する住居跡で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で存在が明ら

(第56・57図)

かになった遺構である。 25号跡との新旧関係は本跡の床面を25号跡が切っているため、 25号跡

の方カ、新しい。

プランは、東側で25号跡と重複し、西側が斜面に位置するため、全形をつかむことはできな

いが、遺存している部分から推定して、一辺が 7.6mほどの隅丸方形を呈するものと思われる。

壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は 0.1-0.2mを測る。床面は%ほどしか遺存してい

ないが、検出できた面はほぼ、平坦で‘堅織で良好であった。ピットは 5本検出した。いずれも0.7

-0.8 mの深さを測る。本住居跡に確実に伴うと思われるのは P-1、P-2、P-3の3本

である。炉跡は住居跡の中央やや西寄りに検出した。長軸1.4m、短軸 1.0mの不整楕円形を呈

する。掘込みは 0.3mほどで、硬質の焼土が中央部に厚く堆積していたが、底面はほとんど焼

けていなかった。覆土は暗褐色土の単一層であった。

遺物 (第57図)

出土遺物は極めて少なく、覆土中より出土した底部破片が図示できたのみである。この他に

やはり覆土中から土製品が出土している。
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10cm 

lは%遺存する底部で、内外面共にへラナデ調整され、外面はさらに亦彩される。胎土、焼

成共に良好で、赤褐色を呈する。底径4.5cmを損IJる。

。
第57図 26(032 B)号跡出土土器(1/4)
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(27) 27 ( 034 )号跡調印・ 59図)

遺構(第58図)

24号跡の南約 6mに位置し、東側で33号跡と重複する住居跡で、確認調査時のトレンチにか

かっているが、斜面に位置しており、覆土がほとんど遺存していなかったためか、その所在が

確認できなかった遺構である。

プランは一辺が6.0mの方形を呈するものと思われる。壁はほとんど遺存していないが、わず

かに遺存する南側コーナ一部では、やや傾斜を持って立ち上がり、壁高は 0.1mを測る。床面

は壁に比べて、良好なためはぽ完存している。北側へやや傾斜し、南側はやや軟弱である。ピ

ットは 4本検出した。いずれも 0.4m前後の深きをi<<IJり、柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の

中央やや北寄りに検出した。長軸1.0m、短軸 0.7mの不整楕円形を呈する。掘込みは、 0.15m

ほどで、中央部に堆積する焼土は薄いが、底面はよく焼けていた。

遺物(第59図)

出土遺物は極めて少なく、 P-1内から出土した

器台の破片が図示できたのみである。

1は器台の破片で脚部外面はへラミガキ調整され

その他はへラナデ調整きれる。脚孔は 3孔所在する。

胎土、焼成共に良好で、、 j炎褐色を呈する。現高 3.6

cmをi<<IJる。

( 28) 28 ( 036 )号跡(第60図・ 61図)

遺構(第60図)

沢 I(06) 

日 10cm

第四図 27(034)号跡出土土器(1/4) 

27号跡の南約 4mに位置する住居跡で 確認調査時のトレンチにかかっており、その所在が

明らかにされていた遺構である。

プランは一辺が約 4.7mの隅丸方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり‘壁高は0.3

mを測る。床面はほぼ平坦で、 極めて堅轍である。ピットは東コーナー近くの壁に接して 1本

検出した。深きは 0.4mで、位置からすれば貯蔵穴とも考えられる。炉跡は住居跡の中央やや

北寄りに検出した。長軸 0.9m、短軸 0.5mの不整楕円形を呈する。掘込みは 0.2m程で、焼

土が北側に寄って堆積しており、底面もよく焼けていた。覆土は 5層に分けることができた。

なお床面よりやや浮いて多量の炭化材が検出された。

遺物(第61図)

出土遺物は比較的多〈、床面直上出土の土器も多い。 1-5、8、9の7点は床面直上から

出土したものである。 6はP-1の上面から出土したものである。 7は覆土中からの出土であ

る。

1は査の口縁部から頭部にかけての破片である。輪積み成形され、折り返し口縁を有する。

-68 -
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。

内外面共に粗いハケ目を施す。胎土、焼成共にやや悪〈、灰褐色を呈する。胎土、焼成、色調

共に他の土器と著しく異なり、極めて異質な感じを受ける。口径16.7cmをilllJる。 2は完形の査

である。口縁部と頚部外面に細縄文を施す。さらに胴部下半と口縁部内面はノ、ヶ目が施きれ、

その他の部分はナデが加えられる。胎土・焼成共にやや悪〈、灰褐色を呈する。他の土器とは

全く異質で、あるが1とは類似している。口径8.6cm、底径4.0cm、器高 9.9cmを測る。 3は頚部

より上位を欠〈壷でK遺存する。外面は入念なへラナデ、内面はナテカ£施されているが、内面

は器面の荒れが著しい。胎土・焼成共に良好で、褐色を呈する。底径8.0cmを測る。 4は輪積み成

.形きれた嚢で%遺存する。胴部上半内面はへラナデされ、その他はナデが施される。胴部上半

外面には煤が多量に付着する。また胴部下半内面は剥落が著しく遺存状態が極めて悪い。胎土

・焼成共に良好で黒褐色を呈する。口径15.8cm 底径5.5cm、器高19.7cmを測る。 5は台付費

で%程遺存する。外面と口縁部内面はやや組いハケ目が施きれ、その他の部分はナデが加えら
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れる。口唇部にはへラによる刻み目が施される。胴部内面は剥落が著しい。外面の胴部上半に

は煤が付着する。胎土・焼成共に良好で、黒褐色を呈する。口径16cm、脚径 8.2cm、器高24cmを

測る。 6は嚢で%程遺存する。外面と口縁部内面にはやや粗しり、ヶ目が施される。胴部内面は

へラナテヵ、施される。胎土・焼成共に良好で茶褐色を呈する。口径21.2cmを測る。 7は高不の

杯部で%程遺存する。外面はハケ目を施した後へラナデされ、内面はへラミガキされる。胎土

・焼成共に良好で‘褐色を呈する。口径22cmを測る。 8も高I干の杯部でだ遺存する。外面は細か

L、ハケ目を横方向に施した後、その上に縦方向にハケ目を施す。内面は横方向のハケ自の後へ

ラミカーキされ、わずかにハケ目が残る。胎土、焼成共に良好で、明褐色を呈する。口径21.5cmを

測る。 9は小形の椀でほほ、完形である。口縁部には内外面共やや粗L、ノ、ヶ目が施される。体部

外面は細かいハケ自の後へラナデされる。胎士、焼成共に良好で黒褐色を呈する。口径 7.8cm、

底径3.0cm、器高 5.9cmを測る。

(29) 29 (037 A )号跡(第62・63図)

遺構(第62図)

22号跡の南東約10mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチにかかっており、その段階

から、所夜、性格が判明していた遺構である。

プランは、 5.4mX4.9mのやや胴張りの隅丸長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち

上り、壁高は、 0.05-0.25mを測る。床面はほぼ平土日.で、極めて堅轍である。ピットは 4本検

出した。 4本共に0.5m前後の径を有するが東側の P-2、P-3はP-1、P-4に比べて深

い。いずれも柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央北寄りの P-1とP-2の中間に検出し

た。長軸 0.7m、知軸 0.6mの不整楕円形を呈する。掘込みは0.25m程で、焼土カ、全面にわた

って堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土は黒褐色土の単一層であった。

遺物(第63図)

出土遺物は少なく、 4点の土器が図示できたのみである。 1はP-3近くの床面直上から 3

は東壁側から 3cmi手いて出土したものである。 2と4は覆土中から出土したものである。 1は

鉢で%程遺存する。内外面共にへラナデ調整され、口唇部はヨコナデされる。胎士、焼成共に

良好で、赤褐色を呈する。口径20.4cm、底径 7.4cm、器高 9.1cmを測る。 2は小形の鉢で%程遺

存する。外面は粗〈へラミガキされ、底部近くはへラナデされる。内面も粗〈へラミガキきれ、

口唇部はヨコナデされる。胎士、焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径1l.8cm、底径 4.5cm、

器高 5.9cmを測る。 3は手づくね土器で%程遺存する。外面は粗〈ナデが加えられ、内面はへ

ラナテーされる。胎士、焼成共にやや悪く、淡褐色を呈する。口径6.0cm、底径 4.4cm、器高 3.5

cmを測る。 4も手づくね土器であるが 3よりひとまわり小さい。完形品である。外面はナデに

よって、内面は指頭によって仕上げられる。口径 5.6cm、底径 3.6cm、器高 2.5cmを測る。
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(30) 30 ( 037B )号跡(第64・65図)

遺構(第64図)

29、31号跡と重複する住居跡で、北側コーナ一部が、確認調査時のトレンチにかかっていた

ため、その所在が推定きれていた遺構である。 29号跡との新旧関係は29号跡上に貼床している

ため本住居跡の方が新しい。

プランは一辺が 7.6mの方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.1-0.2

mをiRIJる。床面はほぼ平土日aで堅織であるが、 29号跡の覆土に貼床した部分は軟弱で・ある。ピッ

トは 7本検出した。規模・形態等に差があるが、 P-1-P-4が主柱穴になるものと思われ

る。炉跡は住居跡の中央北寄りに検出した。長軸 0.8m、短軸 0.5mの楕円形を呈する。掘込

みは 0.1m程で、焼土の堆積は薄〈、底面もほとんど焼けていなかった。覆土は褐色土の単一

層であった。なお覆土中からは多量の炭化材と焼土が検出された。

遺物(第65図)

出土遺物は極めて少ないが、石製品及び鉄器の出土が目立つ。 1は覆土中出土のもので2は

住居跡のほぼ中央の床面直上から出土したものである。この他P-3近くの床面直上から勾玉

が、 P-4近くの床面直上から紡錘車が出土し、覆土中からも石製品が 1点出土している n ま

た鉄製品は29号跡との重複部に近いところ

の床面直上から 1点、 29号跡に貼床した部

分から、床面からやや浮いて l点出土して

1は士甘で%程遺存する。口縁部外面はへ

ラナデきれ、胴部外面はへラケズリの後へ

ラナデされており、わずかにへラケズリ痕

が認められる。内面は口縁部はナデ、胴部

はへラナデが認められる。胎土、焼成共に良好で・茶褐色を呈する。口径llcm、底径3.2cm、器

高10.4cmを測る。 2は高杯の脚部の破片である。外面はへラケズリの後ナデられている。内面

には輪積み痕を残す。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。

(31) 31 (037C )号跡(第66図)

いる。

。
2 (12) 、d

1Dcm 

第65図 30(037B)号跡出土土器(1/4)

遺構(第66図)

30号跡と重複する住居跡で、確認調査の段階から、 30号跡と共にその所在が推定きれていた

遺構である。 30号跡との新旧関係は、覆土の堆積が薄〈、さらに床面のレベルもほぼ同じであ

るため、とらえることができなかった。

プランは、 30号跡との重複によって、北側のコーナ一部分を中心として、壁が巧ほどしか遺

存していないので、全形をとらえることはできないが、ほぽ一辺が4.2m前後の方形を呈する

aaτ ヴ，



ものと思われる。壁はやや傾斜を持ちながら立ち上がり、壁高は0.05-0.15mを測る。床面は

P-lは0.33mピットは 1本検出した。やや凹凸に富み、炉跡の周辺を除いては軟弱である。

の深さを iRIJる。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。長軸 0.9m、短軸0.55mの楕円形

を呈する。掘込みは0.15m程で、硬質の焼土が全面にわたって堆積しており、底面はよく焼け

ていた。覆土は褐色土の単一層であった。 30号跡との新旧関係は不明であるが、炭化材の遺存

状況からすると、 30号跡の方が新しい可能性がある。

、

15; 

ー一一一一ーの----ノ

遺物は全く出土していない。
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( 32 ) 32 ( 038 )号跡(第67・68図)

遺構(第67図)

@ 
ml 

炉 l

A 。
円。

。
円。炉 2

ml 

A 

。

A' 

A' 

mj 

ml 

2m 

第67図 32(038)号跡実測図(1/60)
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27号跡の東 1mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチにかかっており、その段階から

所在の判明していた遺構である。

プランは約7.0X5.2mの不整な長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高に

は差カ‘あるが、 0.1-0.3mを測る。床面は堅織であるが、炉跡 2の北側部分は、南側部分よ

りやや高い。ピットは 4本検出した。いずれも 0.7-0.8m前後の深さを測り、柱穴と考えら

れる。炉跡は P~l と P~2 の中間に 1 ケ所、 P~3 の南に 1 ケ所検出した。炉跡 1 は、長軸

1.1m、知軸1.0mの不整円形を呈する。掘込みは 0.2m桂で、硬質の焼土が中央部に堆積して

おり、底部はよく焼けていた。炉跡 2は長軸 0.7m、短軸0.55mのやや不整な楕円形を呈する。

掘込みは0.15m程で、焼土が中央部に薄〈堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土は暗褐

色土の単一層であった。

第68図 32(038)号跡出土土器(1/4)

遺物 (第68図)

出土遺物は極めて少なく、炉跡 lの東側の床面直上

から出土した台付襲が図示できたのみであった。

1は小形の台付喜美で%程遺存する。外面はハケ目を

施した後、粗いナデが加えられている。内面は口縁部

と脚台音[¥の一部にハケ目を残し、その他はへラナテテデ、や、

れる。胎土、焼成共に良好で茶褐色を呈する。口径13

.2cm、脚径 7.7cm、器高17.2cmをi&IJる。

( 33 ) 33 ( 040 )号跡(第69・70図)

遺構 (第69図)

32号跡の西 7mの斜面に位置し、 27号跡、 108号跡と重複する住居跡である。確認調査時の

トレンチに住居跡の一部がかかっており、その所在が推定されていたものである。 108号跡に

は切られて、 27号跡を本跡、が切っていることは明らかである。

プランは、北側を斜面によって失っているため、全形をとらえることはできないが、ほぼ一

辺が 8.4mの方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高には差が

あるが、 0.1-0.4mを測る。床面は炉跡周辺を除いてはやや軟弱で、北側はやや低くなる。

ピットは 7 本検出した。深さにはかなり差があり、 P~l 、 P~3 、 P~ 4 は 0.4 -0.6 mだ

が、 P~2 、 P~5 は浅く 0.2 m 前後を ìßIJ る。いずれも柱穴と考えられる。 P~6 はやや大き

いピットであるが浅く、 0. 1 5m を測る。 P~7 は1. 4XO.8m の方形の Y ットで、深さは 0 .3

mで、貯蔵穴と考えられゐ。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。長軸1.7m、短軸 0

8 mのやや不整な楕円形を呈する。掘込みは0.15m程で焼土が全面にわたって堆積しており、

~ 77 
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出土造物はやや多いが、完形品は少ない。 l、4、6は床面直上から出土したもので、 7は

床面より 25cmi、予いて出土したものである。5はP-7から出土したもので、その他は覆土中か

ら出土したものである。

1は査のnru]部下半から底部にかけての破片で%程遺存する。輪和み成形痕を残しており、内外

商共にへラナテされる。底部には木業痕を有する。胎土、焼成共に良好で茶褐色を呈する。底

径llcmを測る。 2は襲の口縁部破片でM造存する。外面と口縁内部には粗いハケ目、胴部内面

にはやや細かいハケ目が残る。口縁部はヨコナデされる。胎土、焼成共に良好で'6音褐色を呈す

る。口径17.6cmを測る。3も裂のυ縁部破片でM遺存する。外面には輪積み痕が残り、内面に

は細かいハケ目が残る。胎土、焼成共に良好で、暗褐色を呈する。口径13.6cmをiHI]る。4は台付裂

の脚台部で巧程i宜存する。内外面共にハケ目が残る。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。

脚部径7.9cmをiRI]る。5も台付衰の脚台部である。外面には組いハケ目が、内面にはやや細か 1

いハケ目が残る。胎上、焼成共に良好で暗茶褐色を呈する。脚径7.9cmをiRIJる。6は器台で%

紅i立存する。脚部外面はへラミカキされており、わずかにハケ目が残る。脚部内面には細かい

ハケ目が残る。器受部は内外面共にナテられる。脚孔は 3孔を有する。胎土、焼成共に良好で茶

褐色を呈する。器受部径 8.0cm、脚径lO.9cm、器高 6.8cmをiRIJる。7はミニチュア土器で口縁部

を若干欠失するのみではほ完形である。外面lこは粗いノ、ヶ目、口妹都内面にはやや細かいハケ

目が残り、その他はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で褐色を呈する。口径7.8cm、底径

4.4 cm、器高 6.8cmをifllJる。
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( 34 ) 34 ( 041 )号跡調71・72図)

遺構(第71図)

25号跡の南 4mに佐置する住居跡で、確認調査時のトレンチにかかっており、その段階から

所在の判明していた遺構である。

プランは、 4.4X3.7mの隅丸長方形を呈する。壁は全体にわたってよく遺存し、ほぽ垂直

に立ち上がる。壁高は 0.2mを測る。床面はほぼ平坦でP堅撤である。ピットは南壁に接して 1

本検出したのみである。深きは0.25mで、位置からすると貯蔵穴の可能性がある。炉跡は住居

跡の中央やや北寄りに検出した。長軸1.0m、短軸 0.6mの不整楕円形を呈する。掘込みは0.15

mほどで、焼土の堆積は薄いが底面はよく焼けていた。覆土は褐色土の単一層であった。

〈五
iXl¥ alj 

A A' 

@l 国|

A A' 

勿 /////勿物 。 2m 

第71図 34(041)号跡実測図(1/60)

遺物(第72図)

出土遺物は極めて少なく、炉跡の北側の床面直上から出土した嚢が図示できたのみである。

-80-



1は襲で%程遺存する。胴部上半に輪積みの接合

部を段状に残す。口縁部には側面から押圧が加えら

れ、波状を成す。接合部にも押圧が加えられる。外

I (~i) 面はナデ調整され 内面は組〈へラミガキされる。

胎土、焼成共に良好でい赤褐色を呈する。口径19.6cm
o 10cm 

をiRIJる。

第72図 34(041)号跡出土土器(1/4) 

( 35 ) 35 ( 042 A )号跡(第73・74図)

遺構(第73図)

32号跡の南 6m位置する住居跡で、確認調査時のトレンチにかかっていたが、明確に所在が

確認できなかった遺構である。

プランは一辺が約4.0mの不整な隅丸方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高

は0.1mを測る。床面はほほ、平担で、比較的思織である。ピットは検出きれなかった。炉跡、は

@ 
|回

¥U) 

A 

llJl ¥ U)_ 

A 

第73図 35(042A)号跡実測図(1/60) 
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住居跡の中央やや西寄りに検出した。長軸1.4m、短軸 0.4-0.6 mの瓢箪形を呈する。掘込

みは、 0.15m程で、焼土が薄〈堆積しており、底面はほとんど焼けていなかった。覆土は褐色

土の単一層であった。

遺物(第74図)

出土遺物は極めて少なく、炉跡内から出土した

台付衰の脚部が図示できたのみである。

1は台付聾の脚台部でx程遺存する。外面はへ

ラナデ調整され、内面には細かいハケ目が残る。

ノ込 |(04)

第74図 35(042A)号跡出土土器(1/4) 

器面は、内、外面共に火を受けており、遺存状態は悪い。胎土、焼成共にやや悪〈、淡褐色を

呈する。脚径 8.4cmをi<<IJる。

( 36) 36 ( 042 B )号跡(第75・76図)

遺構(第75図)

35、37号跡と重複する住居跡で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で存在が

明らかになった遺構である。

|回
争う

A' 

• |回

A A' 

。 2m 

第75図 36(042B)号跡実測図(1/60)
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プランは 3.4X 2.7 mの不整な隅丸長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁

高は 0.2mを調IJる。床面はほほ‘平坦であるが、やや軟弱で・ある。ピット及び炉跡は精査にもか

かわらず検出できなかった。覆土は褐色土の単一層であった。 35、37号跡との新旧関係は、本

跡が35、37号跡の床面を切っていることにより、本跡が最も新しい。

遺物(第76図)

ノ|¥1
出土遺物は極めて少なく、床面より 10cmほど浮

いて出土した器台が図示できたのみである。

lは器台の脚部破片で%程遺存する。内外面共

にへラナデ調整される。脚孔は 3孔所在する。胎

士、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。脚径10.8cm
第76図 36(042B)号跡出土土器(1/4)

を測る。

(37) 37 (042C)号跡調77・78図)

遺構(第77図)

36号跡と重複する住居跡で、確認調査時のトレンチに西側部分がMほどかかっていたが、そ

の所在を確認することができなかった遺構である。

プランは、 5.6X 4.8 mのやや胴張りの隅丸長方形を呈する。壁はMほどしか遣存していな

いが、やや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.15mをiHIJる。床面は東側がやや低くなるが、極

めて堅轍である。ピットは 4本検出した。いずれも 0.7m前後の深きを有し、柱穴と考えられ

る。炉跡は住居跡、の中央やや北寄り、 P-1とP-2の中間に検出した。長軸1.0m、短軸 0.8

mの不整長円形を呈する。掘込みは0.15mほどで、焼土の堆積は薄いが、底面はよく焼けてい

た。

遺物(第78図)

出土遺物は極めて少なく 覆土中より出土した鉢の破片が図示できたのみである。

1は鉢の破片である。口縁部には縄文を羽状に施し、その下端部に押圧を加える。口唇部に

も縄文が施される。内外面共にへラナデ調整され、赤彩される。
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第77図 37(042C)号跡実測図(1/60)
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第78図 37(042C)号跡出土土器(l!3)
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(38) 38 ( 043A )号跡調7Q・80図)

遺構(第79図)

36号跡の南 3mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチにかかっていたが、明確な所在

を確認できなかった遺構である。

プランは39号跡に一部を破壊されているがほぼ全形をとらえることができ、 4.4X 3.6 mの

やや不整な胴張りの楕円形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がる。壁高にはやや差があ

り、 0.1-0.25mを測る。床面は、ほぽ平坦で、あるが、やや軟弱である。ピットは 4本検出し

た。ピットの形態、直径には差があるが、深きは 0.6-0.8 m前後で、柱穴と考えられる。炉
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第79図 38(043A)号跡実測図(1/60)
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跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。長軸 0.9m、短軸 0.5mの楕円形を呈する。掘込み

は0.2mほどで、全面にわたって焼土が堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土は淡褐色

土の単一層であった。

遺物 (第80図)

出土遺物は極めて少なく、 1は北壁際で床面から

5 cm浮いて出土したものである。

1は嚢の胴部破片である。胴部上半に輪積みの接

合部を段状に残し、その下端に押圧が加えられる。

外面はへラナデ調整され、内面もナテが加えられる。

。 10cm 

第80図 38(043A)号跡出土土器0/3)

( 39 ) 39 (043 B )号跡 (第81・82図)

遺構 (第81図)

38号跡と重複する住居跡で、確認調査時のトレンチが西側コーナ一部分にかかっていたが、

その面積が少ないため、存在が推定できなかった遺構である。

プランは、 一辺が約 5.2mの方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高にはや

や差があるが、 0.15-0.25mをi&IJる。床面は堅織で、ほぽ平坦であるが、 P-4周辺はやや高

い。ピットは 4本検出した。形態、規模には差があり、深さも、 P-1は0.7m、P-2は、

0.63m、P-3は0.52m、P-4は0.47mと異なるが、位置関係から柱穴と考えられる。炉跡

は住居跡の中央西寄りの、 P-1とP-2の中間に検出した。長軸 0.6m、短軸0.45mの楕円

形を呈する。t屈込みは 0.1mと浅く、焼土の堆積も薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は 3

層に分けられた。なお床面上から若干の焼土と炭化材が検出きれた。38号跡との新旧関係は、

本跡が38号跡の床面を切って構築されていることにより、本跡の方が新しい。

遺物 (第82図)

出土遺物は少なく、 P-2の東側で床面から 5cm浮いて lが、 P-3の西側の床面直上で3

が、 P-4の西側の床面直上で4が出土し、炉跡の上面から 2が出土した。また、 P-3の南

側で 0.2mほど浮いて椀が出土している。

lは小形の喜美てい%ほど遺存する。内外面共にへラナデ調整され、口縁部はヨコナデされる。

胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。口径1O.8cm、底径5.9cm、器高 8.9cmを測る。 2は高杯

の脚部%の破片である。外面もへラケズリの後へラナデ調整され、内面もへラナデが施きれる。

外面は赤彩される。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。脚径12.6cmを測る。 3は高杯の杯

部の万破片である。外面はへラナデが、内面はナデが認められる。胎土、焼成共に良好で、赤褐

色を呈する。口径16cmを測る。 4は高杯の脚部好破片である。内外面共にへラナデ調整される。

胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。脚径19.2cmをisIJる。
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。 10cm 

第82図 39(043 B)号跡出土土器(1/4)

( 40 ) 40 ( 044 )号跡(第83・84図)

遺構 (第83図)

34号跡の南約17mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチにかかっていたが、存在を推

定することができなかった遺構である。

プランは 5.5X5.0mの隅丸長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高には

やや差があるが、 0.1-0.2mを;P'IJる。床面は堅織であるが、やや凹凸に富み、北側コーナ一

部分を中心として床面のバはやや高い。ピットは 4本検出した。形態、規模にはやや差がある

が、深さは 0.6-0.8m前後をiRIJり、位置からして柱穴と考えられる。炉跡は 2ケ所検出した。

炉跡 1は住居跡の中央やや北西寄りに位置し、長軸 0.7m、短軸0.55mのやや不整な楕円形を

呈する。掘込みは 0.2mほどで、焼土の堆積は薄いが、底面はよく焼けていた。炉跡 2は住居

跡の中央に位置し、長軸 0.4m、短軸 0.3mの楕円形を呈する。掘込みは 0.1mほどで、やは

り焼土の堆積は薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は 3層に分けられた。

遺物 (第84図)

出土遺物は少ないが、図示した 5点の土器はいずれも床面直上から出土したものである。

1は査の口縁部から頭部にかけてのうイ破片である。折り返し口縁の形状を呈する。内外面共

にナデが加えられ、口縁部はヨコナデされる。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径

15.2cmを測る。 2は査の胴部以下の%の破片である。輪積み痕を残す。 外面は上半はへラナデ

を施した後にへラミカ、、キされ、下半はへラナデのみが施される。内面はへラナデ調整きれる。

胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。底径 4.2cmをiRIJる。 3は聾のMの破片である。外面は

胴部はへラケズリの後へラナテーされ、口縁部はへラナデきれる。内面はナデが加えられる。胎

土、焼成共に良好で、淡褐色を呈する。口径20cmを測る。 4は襲の万の破片である。外面は胴部

はへラケズリの後へラナデきれ、口縁部はへラナデされる。内面はナテが加えられる。胎士、

-88一



焼成共に良好で、黒褐色を呈する。口径19.6cmを測る。 5は器台の台部の%の破片である。内外

面共にへラナデされる。脚孔は 3孔所在する。胎土、焼成共に良好でー褐色を呈する。台径は、

11.2cmを測る。
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第84図 40(044)号跡出土土器(1/4)

(41) 41 (045)号跡調85・86図)

遺構(第85図)

40号跡の北東 4mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチにかかっていたが、存在が推

定できなかった遺構である。

プランは、 3.7x 3.3 mのやや不整な楕円形を呈する。壁は傾斜を持って立ち上がり、壁高

は0.1-0. 25mを測る。床面は堅轍で、全面にわたってよく踏み固められているが、中央部は

低くなる。ピットは 5本検出した。形態、直径には差があるが、いずれも 0.2-0.3mの深き

を測り、柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや西寄りに検出した。長軸0.8m、短軸0.7

mの不整円形を呈する。掘込みは 0.3mほどで、土器が南西壁に寄って埋置きれており、焼土

の堆積は薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は 3層に分けられた。

遺物(第86図)

出土遺物は少なく 2点の土器が図示できただけである。 lは床面直上から出土したもので、

2は炉跡内から出土したものである。

1は部分的な欠失はあるがほぼ完形に復原できた深鉢である。口縁部文様帯には隆帯による

4単位の楕円状の区画がみられる。胴部には磨消!懸垂丈か施される。縄文は原体RLを口縁部では

横方向、胴部では縦方向に充填施文したものである。胴部下半は二次的な火を受け、裏面には

煤が付着する。口径20.6cm、底径5.6cm。器高29cmを測る。 2は胴部下半~底部を欠〈深鉢で

ある。口縁部文様帯には沈線による円形の区画がみられる。胴部には磨消懸垂文か施される。縄文
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は原、体RLを充填施文したものである。炉体土器として使用されたため、外面は二次的な火を

受け赤変している。また、風化、磨滅が著しい。口径24.6cmをiRIJる。
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第86図 4l( 045)号跡出土土器(1/4) 

( 42 ) 42 ( 046 A )号跡調87・88図)

遺構 (第87図)

34号跡の南東に位置する住居跡で、南側で43号跡と重複する。確認調査時のトレンチ聞に存

在するため、本調査時に確認された遺構である。 43号跡との新旧関係は43号跡上に貼床してい

るため本跡の方が新しい。

プランは、壁の遺存が少ないが、良好な床面の遺存によって全形をとらえることができた。

5.0X4.0の長方形を呈する。壁は前述のようにパほどしか遺存していないが、遺存している部

分ではほぼ垂直に立ち上がり、壁高は 0.1mを測る。床面はほぼ平坦で、堅織であるが、炉跡の

周辺が特に良好である。ピットは精査にもかかわらず検出されなかった。炉跡は住居跡の中央

に検出した。長軸 0.8m、短軸0.45mの楕円形を呈する。掘込みは0.15mほどで、焼土の堆積

は薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は暗褐色土の単一層であった。なお、床面上からは若

干の炭化材が検出された。

遺物 (第88図)

出土遺物は極めて少なく、東壁際で床面から 2cm浮いて出土した高坪の杯部が図示できたの

みである。

1は高杯のI不部のM破片である。内外面共にへラナデされる。胎土、焼成共にやや悪く 淡褐

色を呈する。口径26cmを測る。
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( 43 ) 43 (046 B )号跡調89・90図)

遺構(第89図)

42号跡と重複する住居跡で、確認調査時のトレンチが、東と西のコーナ一部分にかかってい

たが、存在を推定することができなかった遺構である。

プランは、9.0x7.2mのやや胴張りの隅丸長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上が

る。壁高にはやや差があり、 0.2-0.3mを測る。床面はほぼ平坦で極めて堅轍、良好で、ある。

ピットは 7本検出した。 P-I-P-4は、形態、直径には差があるが、いずれも 0.7-0.8 

mの深きを測り、柱穴と考えられる。 P-5は、 0.35mの不整形なピットである。 P-6は、

0.25mの長円形のピットの中に 0.7mの小きなピットが穿たれる。 P-7は0.1mの浅いピッ

トである。炉跡は住居跡の中央北西寄りの、 P-lとP-2の中間に検出した。長軸 0.8m、

短軸 0.7mの不整な楕円形を呈する。掘込みは 0.2mほどで、焼土の堆積は薄いが、底面はよ

く焼けていた。覆土はロームブロックを含む暗褐色土の単一層であった。なお床面直上からは

焼土が検出された。

遺物(第90図)

出土遺物は比較的多いが、完形品はない。 lはP-3の北側で床面直上から出土したもので

7と9はP-lの南側で8叩浮いて出土したものである。 14はP-3の東側の床面直上から出

土したものである。その他はいずれも覆土中から出土したものである。

lは査の口縁部から頭部にかけての%破片である。外面口唇部と頭部には細縄文、さらに、

細縄文の上には S字結節文を施す。無文部は赤彩きれ、へラミガキきれる。内面は上位は赤彩

され、へラミ方、キきれる。その他は、へラナデされる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。

口径15cm を測る。 2 は査の口縁音~Yzの破片である。折り返し口縁の形状を呈する。外面は粗い

ナテ¥内面は粗いへラミカキが施きれる。胎土はやや組いが、焼成は良〈明褐色を呈する。口

径7.8cmを測る。 3は査の底部である。内外面共にへラナデ調整される。胎土中に砂粒を含み、

焼成は良好lであり、赤褐色を呈する。底径7.7cmを測る。 4は嚢の胴部下半から底部の%破片

である。内外面共にへラナデされる。砂粒を含み、焼成は良好で、ある。明褐色を呈する。底径

7.8 cmを測る。 5は査の底部である。内外面共にへラナデされる。砂粒を含み、焼成は良好で‘、

褐色を呈する。底径 6.0cmを測る 6は器台と思われる%の破片である。外面はナデ、内面には

粗いナデが施される。砂粒を含み、焼成は良好で、、明褐色を呈する。器受部径6.7cmをiQIJる。

7は鉢でM遺存する。外面は入念にへラナデされ、内面はへラミガキされる。胎土に砂粒を含

み、焼成は良好で‘、明褐色を呈する。口径15.9cm、底径7.0cm、器高 8.2cmを測る。 8は小形の

鉢の%破片である。内外面共にナデが施きれる。砂粒を含み、焼成は良好で、、黒褐色を呈する。

口径7.5cm、底径 3.8cm、器高 4.4cmを測る。 9は広口査で%ほど遺存する。 器形は歪みが

著しい。突起を 4ヶ所有する。外面は頚部を除いて縄文が施される。内面はへラナデきれる。
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器面は内外面共に磨滅が著しい。胎土はやや粗〈、焼成も悪い。 i炎褐色を呈する。口径10.8cm、

底径5.6cm、器高17.5cmを測る。 10-12は査の口縁部破片である。 10は口唇部に縄文が施き

れ、その下端に縄文原体による押圧が加えられる。内外面共にナデか刀日えられ、赤彩きれる。

11も口唇部に縄文が施され、縄文帯の下端に押圧が加えられる。内外面共にナデが加えられ、

赤彩される。 12も口唇部に縄文が施きれ、下端に縄文原体による押圧が加えられる。外面はナ

テーが加えられ、内面はへラミガキされる。内外面共に赤彩きれる。 13は鉢と考えられる。外面

には羽状縄文が施され、その下部に、 S字結節文が施される。内面はナデカヨ加えられ、赤彩され

る。 14は嚢の破片である。内外面共にへラナデきれる。輪積み部を段状に残し、押圧が加えら

れる。 15は鉢の破片である。口縁部に羽状縄文が施きれる。 S字結節文で区画される。それ以下

は無文となりへラナデされ、さらに赤彩きれる。口唇部にも縄文が施きれる。内面はへラミカ"

キされ、赤彩される。

( 44 ) 44 ( 048 A )号跡調91・92図)

遺構(第91図)

43号跡の南西 1mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ内に存在していたが、確認で

きなかった遺構である。

プランは 5.9X4.9mの隅丸長方形を呈する。壁は巧しか遺存しておらず、やや傾斜を持っ

て立ち上がる。壁高は0.05-0.1 mを測る。床面はほぼ平坦で・堅織であり、特に炉跡の周辺が

良好で、ある。ピットは精査にもかかわらず検出きれなかった。炉跡は住居跡の中央やや北寄り

に検出した。長軸 0.8m、短軸 0.5mの不整な長円形を呈する。掘込みは0.15mほどで、中央

部に焼士が堆積しており、底面もあまり焼けていなかった。覆土は暗褐色土の単一層であった。

なお床面からは若干の焼土と，炭化材が検出された。

遺物(第92図)

出土遺物は少なく、 5点の土器が図示できたのみである。 1は炉跡の東側で床面直上から出

土したもので、 ~-5 はいずれも覆土中から出土したものである。

lは嚢で%ほど遺存する。輪積み成形され内外面共にへラナデ調整きれ、口縁部はヨコナテー

される。胎土、焼成共良好で、褐色を呈する。口径18cmを測る。 2は嚢の}ずの破片である。内外

而共にへラナデ、口縁部はヨコナテーされる。胎士、焼成共に良好で、黒褐色を呈する門口径17.R

cmを測る。 3は査の胴部下半~底部の巧破片である。外面は粗いへラナデ、内面は粗〈へラミ

ガキされ、底部はへラナテーされる。胎土、焼成共に良好で褐色を呈する。底径6.8cmを測る4

4は器台の%破片である。内外面共に粗〈へラナデされる。脚孔は 3孔所在する。胎土は砂粒

を多く含み、粗〈、焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。脚径12cmを測る。 5は査の底部の対破

片である。焼成後の穿孔を有する。外面はへラケズリ、内面はへラナデされる。胎土、焼成共

に良好で、赤褐色を呈する。底径 5.1cmをiMる。
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第92図 44(048A)号跡出土土器(1/4) 

( 45 ) 45 ( 048 B )号跡(第93・94図)

遺構(第93図)

44、47、46号跡と重複する住居跡で、 44号跡の床面をはがして検出したものである。したが

って本跡より 44号跡の方が新しいことは確実であるが、 47、46号跡との新旧関係は不明である。

プランは 5.0X 4.4 mのやや胴張りの隅丸長方形を呈する。壁は重複によって先ほどしか遺

存していないが、やや傾斜を持って立ち上がり、壁高は 0.2m前後を測る。床面はほほ平坦で

極めて堅轍であり、ほぽ同じレベルだが軟弱であった46号跡の床面と区別することができた。

ピットは 5本検出した。 P-l-P← 4は形態、直径にやや差があるが、深さは 0.7-0.8m

と共通しており、柱穴と考えられる。 P-5は約 0.2mの深さを持つピットで、位置からすれ

ば貯蔵穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央北寄りのP-lとP-2の中間に検出した。長軸

0.7 m、短軸 0.5mの不整楕円形を呈する。掘込みは 0.2mほどで、中央部に焼土が堆積して

おり、底面はよく焼けていた。覆土は暗褐色土の単一層であった。

遺物(第94図)

出土遺物は極めて少なく、炉跡中から出土した鉢が図示できたのみである。

1は折り返し口縁を有する鉢の%の破片である。口縁部には細縄文を 3段に施丈し、その下

端部には縄文原体による押圧が加えられている。口唇部にも細縄文が施文される。内外面共に

ミガキに近いナデが施され、赤彩される。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。口径23.2cm

を測る。
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第94図 45(048B)号跡出土土器(1/4)

( 46 ) 46 (048 E )号跡(第93図)

遺構 (第93図)

45号跡と重複する遺構で、住居跡としては疑問の残る遺構である。前述のように45号跡との

新旧関係は不明である。

プランは45号跡と重複しているため全形をとらえることはできないが、ほぽ一辺が 2.8mの

隅丸方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は、 0.2m前後を

iHlJる。床面はほぼ平坦で、 45号跡の床面と同レベルであり、極めて軟弱である。ピット、炉跡

等は精査にもかかわらず検出されなかった。覆土は褐色土の単一層であった。

造物は全く出土していない。

( 47 ) 47 ( 048 C )号跡(第95・96図)

遺構 (第95図)

45、48、109号跡と重複する住居跡で、 109号跡によ って本跡の床面が切られているため、

109号跡の方が本跡より新しいことは確実で、ある。また、 48号跡の覆土を本跡が切っているこ

とにより、本問、の方が新しし、。 45号跡との新旧関係は不明であるが、プランからすれば、本跡

の方が新しし、。

プランは、一辺が 6.8mの隅丸方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上が り、壁高は0.1

-0.2 mをiftiJる。床面はほほ、平坦で、極めて堅織である。ピットは 5本検出した。P-1、P-

2、P-4は0.6-0.8mの深さをiMり、 P-3は浅く 0.36mを測る。いずれも柱穴と考えら

れる。 P-5は0.25mの深さを測るピットで、貯蔵穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央北寄

り、 P-1とP-2の中間に検出した。長軸 1.0m、短軸 0.6mの長楕円形を呈する。掘込み

は0.2mほどで、焼土が全面にわたって堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土は 4層に

分けられた。なお、覆土中からは炭化材と焼土が検出された。

遺物 (第96図)

出土遺物は少なく、 4点の土器か図示できたのみである。 1はP-5の中から倒立した状態
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第95図 47(048C)号跡実測図(1/80)

国 l

1.暗褐色土

2.黒矯色土

3.暗褐色土

4.縄色土

。 2m 

で出土したものである。 3と4は北側の壁近くの床面直上から出土したもので、 2は覆土中か

ら出土したものである。なお、炉跡内から性格不明の土製品が出土している。

1は底部を欠く聾で%ほど遺存する。内外面共に粗いへラナデカぎ施きれ、口縁部はヨコナデ

きれる。胎土は砂粒を多〈含み、やや粗く、焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。口径14.8cmを

測る。 2は査の口縁部の%破片である。内外面共にナデが施きれる。胎土、焼成共に良好で赤
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褐色を呈する。口径1l .2cm を ì~IJ る。 3 は器受部をわずかに欠失する器台である。器受部外面は

ナテ、脚部外面はへラケズリの後へラナデされる。内面はナデられる。脚孔は 3孔所在する。

胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。器受部径8.5cm、脚径10.6cm、器高 5.8cmを測る。 4

は器台の脚部であろうか。外面はハケ目の上を組〈へラミガキきれ、内面はハケ自の上にナデ

が施きれている。胎土、焼成共に良好で淡褐色を呈する。

( 48 ) 48 ( 048 D )号跡(第97図)

遺構 (第97図)

47、49号跡と重複する住居跡で、前述のように47号跡に切られるが、 49号跡との新旧関係は

不明である。

プランは、重複によって全形をとらえることはできないが、はほ一辺が 6.0m前後の隅丸方

形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.05-0.15mを測る。

床面はほぼ平坦で堅触である。ピットは 2本検出した。 P-l、P-2共に O田 7m前後をi&rJり、

柱穴と考えられる。炉跡は検出きれなかった。 048C号跡によって破壊されたものと思われる。

覆土は褐色土の単一層であった。

遺物は覆土中から土器片がわずかに出土したのみで、図示できるものはない。

( 49) 49 (048 F )号跡調97図)

遺構 (第97図)

48号跡と重複する遺構で、住居跡としては疑問が残る遺構である。前述のように48号跡と

新旧関係は不明である。

プランは、 48号跡と重複しているため全形をとらえることはできないが、ほぽ一辺が 2.6m 

の隅丸方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は 0.2m を ì~IJ る 。

床面は極めて軟弱で、 48号跡と重複する部分ではほぼ同レベルであるが、東側でやや低くなる。

ピット、炉跡等は精査にもかかわらず検出きれなかった。覆土はロームブロックを含む茶褐色

土の単一層であった。

遺物は覆土中から土器片がわずかに出土したのみで図示できるものはない。
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(50) 50 ( 049 )号跡調98-102図)

遺構(第98図)

40号跡の南 6mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ内にその一部が存在していたが、

確認できなかった遺構である。

プランは径3.3mの円形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は 0.6m前後と

しっかりした掘込みを有する。床面はほぼ平坦で‘極めて堅織である。ピット、炉跡等は精査に

もかかわらず検出きれなかった。覆土は 4層に分けられ、焼土の堆積が注目される。

⑧ 

B 

~. 

B 

第98図 50(049)号跡実測図(1/60)

遺物(第99-102図)

B' 

B' 

。

〈i

<(1 

1.黒色土
2.焼 土
3.褐色土
4.黒褐色土

2m 

出土遺物は極めて多く、覆土中から多量の土器片が出土しているが、大半は第 l層から出土

したものである。 lは住居跡、の中央やや西寄りで床面からやや浮いて出土したものである。 2

-14は覆土中から出土したものである。この他石器が3点と、土製円板が11点出土している。

lは深鉢で、口縁部は%、胴部では巧遺存する。口縁部には環状部を有する把手と粘土紐を

中心に貼付した小波状部とが交互に配される。これらによって口縁部文様帯は分帯される。胴

部上半には隆帯が一条めぐり、胴部中位にはX字状の隆線が配きれる。器面には角押文、有節
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第100図 50(049)号跡出土土器(2)(1/4) 

線文、爪形文等が施される。口径12.6cm、底径 8.4cm、器高25.2cmを測る。 2は深鉢の口縁部

で%遺存する。口縁部には粘土棒を芯にした小突起を 4単位有するものと思われる。口縁部文

様帯には角押丈による窓枠状の区画がなされ、その内側には角押文が波状に施丈される。口径

-107一



22cmを測る。 3は深鉢の破片で口縁部-ij阿部にかけて%遺存する。口縁部には 4単位の把手を

有する。口縁部文様帯は微隆起線によって区画された後、角押文によって窓枠状の区画がなさ

れ、区画内にも角押文が施文される。ij[u]部には微隆起線、波状沈線文、ひだ状文などが施され

る。また、把手がつけられていた痕跡も残る。口径29.6cmを測る。 4は深鉢で、口縁部はκ、

胴部は冗遺存する。 4単位の板状把手に外耳状把手、環状把手が連結するものである。口縁部

。 1山il;)
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第101図 50(049)号跡出土土器(3 )(l/3・ 1/4)
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第102図 50(049)号跡出土土器(4)(1/3) 
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には角押文、亨IJ点文が施文きれる。胴部にはひだ状文、隆起線文が施きれる。 5は深鉢の口縁

部~胴部にかけての破片で、口縁部はバ遺存する。 3単位の波(板)状把手を有する。口縁部

および胴部には角押文が施文される。 6は深鉢の口縁部~胴部にかけてのパ破片である。 4単

位の板状把手を有するが、本来はさらに環状把手が連結していたと思われる。口唇部には半裁

竹管による刻みが施きれる。器面には角押文が施される。 7、8は深鉢の胴部~底部の破片で

ある。いずれも微隆起が貼られるが、 8には爪形文も施きれる。底径はそれぞれ10.8cm、12.6

cmを測る。 9-14は把手で角押文が施きれるものである。

(51) 51 (050)号跡(第 103図)

遺構(第 103図)

47号跡の南 2mに位置する住居跡で、 109号跡と重複する。確認調査時のトレンチ聞に存在

し、本調査の段階で確認された遺構である。 109号跡との新旧関係は、 109号跡によって本跡

の覆土が切られているため 109号跡の方が新しい。

プランは、 109号跡と重複するため全形をとらえることはできないが、遺存している部分か

らして、ほほ一辺が 4.0m前後のやや不整な隅丸方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜

を持って立ち上がり、壁高は 0.2mを測る。床面はやや凹凸に富み、軟弱で、ある。ピットは 2

本検出した。 P-1は0.38m、P-2は0.63mを測り、柱穴と考えられる。その他ピットは109

号跡の周溝内においても検出きれなかった。炉跡は住居跡のはほ中央に検出した。 0.8mほど

の不整円形を呈する。掘込みは 0.2mほどで 焼土が南側に寄って堆積しており、底面はよく

焼けていた。覆土は暗褐色土の単一層であった。なお、 P-1、P-2の周辺の床面からは焼

土が検出きれた。

遺物は覆土中からわずかに土器片が出土したのみで図示できるものはない。
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(52) 52 (051 )号跡調104・1043図)

遺構(第 104図)

51号跡の南 8mに位置する住居跡で、 51号跡と同様に 109号跡と重複する。確認調査の段階

から 109号跡と共にその存在が明らかになっていた遺構である。 109号跡との新旧関係は、 51

号跡と同様、 109号跡の方が新しい。

争う 、 白| 国|/。
一

P-5 

① 
P-I 

109号跡 ¥ ¥ ~ @ 

@ 

.七
ml 回|

c C' 

第104図 52(051)号跡実測図(1/80)
。 2m 
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プランは一辺が 7.4mのやや隅丸の方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高

は0.2mを測る。床面は軟弱で、北側でやや低くなる。ピットは 5本検出した。 P-1-P

3は、 0.6-0.8 mの深きを測り、柱穴と考えられる。 P-4は方形のピットで、ピット内か

ら粘土のブロックが検出きれた。深き0.15mで貯蔵穴と思われる。 P-5は深さ 0.2mのピッ

トである。炉跡、は住居跡の中央北寄りに検出した。径0.5mの不整な円形を呈する。掘込みは

0.1 mほどで、焼土の堆積は薄〈、底面もほとんど焼けていなかった。覆土は褐色土の単一層

であった。

遺物(第 105図)

出土遺物は比較的多く、 7点の土器が図示できた。 1-4、6の5点は P-4内から出土し

たものである。 5はP-4脇の床面直上から出土したもので、 7は覆土中出土のものである。

1は口唇部をわずかに欠失するがほぼ完形の査である。口縁部外面はへラナデ、胴部外面は

へラケズリの後へラナデされる。口縁部内面はへラミガキ、胴部内面はへラナテーされる。胴部

内面には輪積み痕が残る。口唇部には 3本l組の刻みが施される。底部を除〈外面と口縁部内

面は赤彩きれる。胎土、焼成共に良好で内面は褐色を呈する。口径12.3cm、底径5.5cm、器高

13.5cmを測る。 2は輪積み成形の嚢で口縁部のみ泌欠失する。外面上半はへラナデ、下半はへ

ラケズリの後へラナデされる。内面はへラナデされる。胎土には砂粒を多〈含み、やや組〈、

焼成もやや悪い。茶褐色を呈する。口径19cm、底径7.6cm、器高27.4cmを測る。 3は口縁部を

欠失する壷で、胴部は%遺存する。内、外面共にへラナデきれる。胎土、焼成共に良好で、淡褐

色を呈する。底径7.5cmを測る。 4は口縁部を欠失する嚢で胴部は%遺存する。外面はハケ目

が施きれ、胴下半部から底部にかけてはへラナテーされる。内面はへラナデきれる。胎土、焼成

共に良好で、黒褐色を呈する。底径 7.0cmを測る。5は高杯の脚部で%ほど遺存する。外面はへラ

ミガキきれ、内面はへラケズリされ、脚裾部はヨコナテやされる。外面のみ赤彩される。胎土、

焼成共に良好で、、内面は淡褐色を呈する。脚径11.7cmを測る。 6は完形の杯である。外面はへ

ラナデきれ、口縁部内面は細かいハケ目が残り、体部内面は組〈へラナデされる。胎土には砂

粒を多く含みやや粗いが焼成は良〈、淡褐色を呈する。口径11.6cm、底径 6.0cm、器高 3.6cmを

測る。 7は器台の器受部の%破片である。内外面共にナデが加えられ、口縁部はヨコナデされ

る。胎土には砂粒を多く含みやや粗〈、焼成もやや悪い。器受部径6.8cmを測る。
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第105図 52(051)号跡出土土器(1/4)

(53) 53 ( 052 )号跡(第106・107図)

遺構 (第 106図)

51号跡の西10mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが東側コーナーにかかっており、

その段階から存在が明らかになっていた遺構である。 109号跡との新旧関係は51、52号跡と同

様に 109号跡の方が新しい。
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プランは、一辺が約 5.6mのやや不整な隅丸方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上が

る。壁高にはやや差があり、 0.1-0. 25mを測る。床面はほぼ平坦で‘あるが軟弱で・ある。ピッ

トは検出きれなかった。炉跡は住居跡の中央やや北西寄りに検出した。 109号跡によって破壊

金う

109号跡i

1.黒褐色土

2.褐色土

3.暗褐色土

A 

B 

、、、

.ゲ jOJ 

|回

第106図 53(052)号跡実測図(1/60) 

¥守ー
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B' 
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されており、半分ほどしか遺存していないが、本来は長軸 1.0m、制紬 0.7mの長円形を呈して

いたものと思われる。掘込みは 0.1mほどで、焼土のI伎積は薄いが、底面はよく焼けていた。

覆土は暗褐色土の単一層であった。なお、床而からは焼土が検出された。

遺物 (第 107図)

出土造物は少なく 4点の土器が図示できただけである 。 1と2は住居跡の北側床面からかな

り浮いて出土したものである。

3は住居跡の南側床面から 3

l'lIt I fいて山 1.l.. 1~ " -' Iで¥

4は焼土のわきの床面直上か

ら出土したものである。

1は裂の底部破片である。

内外面共にへラナデカ、砲され

る。胎土、焼成共に良好て1炎

褐色を呈する。底径6.2cmを

;WJる。 2は木葉痕を有する壷

~ ~てプグ

日ゃーク

。 1 ・ (03)
Ocm 

第107図 53(052)号跡出土土器(1/4)

の底音1)の%破片である。外耐はへラケズリされ、内削はナテヵ、1)11えられている 。Hti上lこは砂fJi

を含みやや粧1.<、焼成もやや悪い。亦褐色を呈する。底径 7.8cmをiWJる。 3は高I干のI手部で口

唇部をわずかに欠失するのみでほぼ完形である。脚部との嬢合痕を明瞭に残す。外面はナテ、

内面はへラミカキが施される。内外面共にぬ:彩される。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。

口径12.8cmo 4はほぼ完形の器f;である。外曲一と器受部内面はナテ、脚部内はへラナデされる。

脚孔は 3孔所在する。胎土には中砂粒を含みやや組〈、焼成もやや悪し、。淡褐色を呈する。器

受部径 7.3cm、径 8.2cm、器高 7.0cmをiWJる。

(54) 54 ( 053 )号跡 (第108・109図)

遺構 (第 108図)

52号跡の南西 5mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが、住居跡の%ほどにかかっ

ていたため存在の維認されていた遺構である。

プランは、南側に大きな撹乱が入っているため全形をとらえることはできないが、遺存して

いる部分からして、ほほ'g~が 3.5 mほどの不撃な円形を呈するものと思われる。壁は傾斜を持

って立ち上がり、~高は 0.2 -0.35mをiWJる。床面はほぼ、平岡であるがやや軟弱である。ピ ッ

ト、1fill'%-は杭査にもかかわらず検出きれなかった。覆土は黒褐色土の単一層であった。

遺物 (第 109図)

出土遺物は少なく、住居跡の中央北側からややまとまって出土した。いずれも床面から0.05

-0.15m 浮いており、壁に近いものほど浮いている 。 1-6はこっして出土したものである。
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この他石器が 2点と、土製円板が l点出土している 。

1 -6はいずれも深鉢の口縁部破片である 。 1-3、6は角押文が施文されるが、 2は口唇

部にも角押文が施文される 。また、 3は口唇部に刻みが施される 。 4、5は瓜形文が施される

が、 4は隆帯による楕円形の区画がなされる 。

A A' 

• 
第108図 54(053)号跡実測図(1/60)
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h
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J 
第109図 54(053)号跡出土土器(1/3) 
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( 55 ) 55 (054)号跡(第110・111図)

遺構(第 110図)

52号跡、の東15mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチにかかる部分がわずかで、その

存在を確認できなかった遺構である。

プランは、径約4.0mのほぼ円形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は 0.3m 

前後を測る。床面はやや凹凸に富み、やや軟弱である。ピットは精査にもかかわらず検出きれ

なかった。炉跡は住居跡の中央西寄りに検出した。長軸O.75m、短軸O.65mの長円形を呈する。

掘込みはO.17mほどで、焼土の堆積は極めて薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は 3層に分

けられた。

1.黒褐色土
2.暗褐色土
3.褐色土

IIlJ 

!t刃

|回

A 

A' 

|回

A .A' 

務為、 ~ 1 L 2/3 形~
勿物勿物勿~勿勿物物勿級協

。

第110図 55(054)号跡実測図(1/66)

遺物(第 111図)

@ 

2m 

出土遺物は比較的多〈、 9点の土器が図示できた。 1-4は炉跡の西側で 1、3、4は床面

直上、 μま3cmほど浮いて出土したものである。 5-9は床面からlOcm前後浮いて出土したも
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10cm 

第111図 55(054)号跡出土土器(1/4)

のである 。

lは壷で口縁部から頚部がほぼ完存する 。口縁部には細縄文と網目状撚糸丈を施し、下端部

には刻み目を施す。部分的に網目状撚糸文の中に細縄文がみられる。頚l部下半には S字結節文

と網目状撚糸文カ、施される 。無文帯はへラミカ、キされ、芳、彩される 。内面は上半部はへラミカ

キされ、赤彩される。下半部はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、内面は褐色を呈する 。

口径19.8cmを測る。 2は壷の底部の必破片である。内外面共にへラナデされる。胎土、焼成共

に良好で赤褐色を呈する。底径ll.4cmを測る 。 3は聾で%程遺存する。口唇部には指頭による

押圧が加えられ、類、部と胴部との段にも押圧が加えられている。外面は組〈へラナテされ、内

面はへラミカ。キされる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪し、。明褐色を呈する。

口径20cmを測る 。4はやや小形の聾で底部以外は巧の遺存である 。口唇部には縄文原体による

押圧が加えられている 。頭部には輪積み痕が残り、部分的に指頭で消される 。外面はへラナデ、

内面はへラミガキされる 。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径14.6cm、底径 5.2cm、

日刈
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器高10.2cmを測る。 5は壷で口縁部から胴部上半が完存する。外面には細かし、ハケ目が残り、

内面はナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で茶褐色を呈する。口径6.7cmを測る。 6は台

付費の脚台部である。外面はナデが加えられ、内面はへラナテーされる。胎土には砂粒を含み、

やや粗〈、焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。器面の遺存状態は悪い。脚台部径8.4cmをiRIJる。

7は完形の端である。輪積み成形痕を残す。内外面共にナデが加えられる。胎土、焼成共に良

好で明褐色を呈する。口径8.9cm、底径 5.0cm、器高 6.7cmを測る。 8もほぼ定形の埼である。

外面はへラナデされ、内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや組いが、焼成は良

〈、淡褐色を呈する。口径8.4cm、底径4.6cm、器高 5.8cmを測る。 9はほぼ完形の鉢である。

内外面共にナデが加えられ、口縁部はヨコナデされる。胎土には砂粒を含み、やや組いが、焼

成は良〈、赤褐色を呈する。内外面共に赤彩される。口径1O.5cm、底径 4.0cm、器高 7.6cmを調IJ

る。

(56) 56 ( 055 )号跡(第 112図)

遺構(第 112図)

47号跡に近接して存在する住居跡で、確認調査時のトレンチが東側コーナーにかかっていた

と思われるが、存在を確認できなかった遺構である。 39、109号跡と重複し、新旧関係は本跡

の方が古い。

プランは、 6.0X5.5 mほどのやや不整な長方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持

って立ち上がり、壁高にはやや差があり、 0.1-0.2mを測る。床面はほぼ平坦であるが、や

や軟弱で、ある。ピットは住居跡内に 3本、 109号跡の周溝中に l本の計4本を検出した。深さ

は、 0.45-0.85mとかなり差があるものの、いずれも柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央

やや北西寄り、 P-lとP-2の中間に検出した。長軸 0.9m、短軸 0.7mの不整楕円形を呈

する。掘込みは0.15mほどで、焼土が全面にわたって堆積しており、底面もよく焼けていた。

覆土は暗褐色土の単一層であった。

遺物は覆土中及び炉跡内から若干の土器片が出土したのみで、図示できるものはない。
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第112図 56(055)号跡実測図(1/60)

-121-

p、
〆〆

2m 

1.黒褐色土

2.掲色土

3.暗褐色土



(57) 57 ( 057 A )号跡(第 113図)

遺構(第 113図)

39号跡の西 2mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡のMほどにかかってい

たと思われるが、確認できなかった遺構である。

プランは、東側が削平されており、さらに59号跡と重複するため、全形をつかむことはでき

ないが、 6.0X5.0m程度の長方形を呈するものと思われる。壁は%ほどしか遺存しておらず、や

や傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.06-0.15mを測る。床面はほぼ平担で堅織である。重複

する58号跡上に本跡、の貼床が認められるはずであるが、さらに59号跡と重複するため確認でき

なかった。ピットは 1本検出した。深さ 0.4mを測る。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出

した。長軸 0.8m、短軸 0.6mの不整楕円形を呈する。掘込みは0.15mほどで焼土が中央部に

堆積し、底面はよく焼けていた。覆土は暗褐色土の単一層であった。なお、床面上からは若干

の炭化材が検出された。

遺物は、覆土中およびP-l内から若干の土器片が出土しただけで、図示できるものはない。

P-I 

。 11 A' 。- ¥ 
番多。

58号跡

|回 ~ 
A A' 

-・

~-~ ß7Æ易協~m。 2m 
ゴ 勿勿勿勿勿勿勿勿~

第113図 57(057 A)号跡実測図(1/60)
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(58) 58 ( 057 B )号跡調114・115図)

遺構(第 114図)

57、59、 108号跡と重複する住居跡で、確認調査時の卜レンチ間に存在し、本調査時に存在

が明らかになった遺構である。本跡の%は59号跡によって貼床されていることから本跡より 59

号跡の方が新しし、。また、 57号跡は59号跡によって切られているので、 58→57→59という順に

なる。 108号跡内に58・59号跡の貼床は認められないので、 108号跡が最も新しい。

プランは、 3.8X3.1mほどのやや不整な楕円形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を

持って立ち上がり、壁高は、 0.15-0.2mを測る。床面はほぼ平土8.で比較的堅織である。ピッ

トは 2本検出した。 P-1は0.5m、P-2は0.27mの深さを測る。炉跡は住居跡の中央やや

北寄りの 108号跡と重複する部分に検出した。長軸0.55m、短軸0.45mの長円形を呈する。掘

込みは0.15mほどで焼土の堆積は薄〈、底面もほとんど焼けていなかった。覆土は褐色土の単

一層であった。なお、床面上からは、焼土と若干の炭化材が検出された。
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第114図 58(057B)号跡実測図(1/60)
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遺物 (第 115図)

出土遺物は比較的多い。 1はP-.2脇の床面直上出土のものと P-2内出土の破片が接合し

たものである。2と3は炉跡、の南側から出土したもので、 2は床面直上、 3は2.0cm浮いていた。

4-8は覆土中出土のものである。

1は壷の頭部から目阿部で%程遺存する。外面には、顎部下半に 2段、日阿部上半に 3段の結節

文を施す。頚部上位を除く、無文部はへラミカキされ、ヨT、彩される。内面は頚部上位のみへラ

ミガキされ、7}];彩される。その他はナテが加えられる。胎土、焼成共に良好で内面は褐色を呈

する。現高15.3cmをiHlJる。2は頚部から上を欠く査で%れ!造存する。外面はijiuJ部上位に 2段の
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結節文が施きれる。外面はすべてへラミ 7ゲキされ、底部近くを除いて赤彩される。内面はへラ

ナデきれる。胎土、焼成共に良好で、内面は明褐色を呈する。底径6.2cmを測る。 3はほぼ完形

の襲である。輪積み成形による段が頚部に明瞭に残る。頚部にはナテーが加えられ、胴部には粗

いへラミカ、キが施される。内面はへラミガキきれる。口唇部には指頭による押圧が加えられる。

胎土、焼成共に良好で、茶褐色を呈する。外面の一部には煤が付着する。口径14cm、底径 6.0cm、

器高13.4cmを測る。 4は嚢のκの破片である。口唇部には指頭による押圧が加えられる。 1阿部

との境にも押圧が加えられる。頚部はへラナデされ、胴部はへラミガキされる。内面はへラナ

デされる。胎土には砂粒を含みやや粗〈、焼成もやや悪い。色調は淡褐色を呈する。口径17.6

cmを測る。 5は嚢の底部の%破片である。内外面共にへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、

黒褐色を呈する。底径9.6cmを測る。 6-8は査の肩部破片である。 6と7は羽状縄文が施さ

れ、 S字結節文で区画されるものである。施文部以外はナデが加えられ、赤彩される。 8は縄

文を沈線で区画した山形文が施きれるものである。下端には S字結節文も施される。山形文よ

り上位は赤彩される。

(59) 59 (057C )号跡調116・117図)

遺構(第 116図)

57、58、60号跡、 108号跡、 37号跡と重複する住居跡で、わずかに住居跡の東側コーナ一部

分が確認調査時のトレンチにかかっており、存在が予想されていた遺構である。 57、58、60号

跡との新旧関係は、前述のように本跡が最も新しく、さらに本跡を 108号跡が切っている。ま

た、わずかに重複する37号跡との新旧関係は不明であるが、プラン等からして本跡の方が新し

いと思われる。

プランは、 7.2X5.5mの長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.15

m前後を測る。床面はほほ平坦で、思織である。ピットは 4本検出した。 P-1、P-2は0.45

mの深きを測る。 P-3はO.61m、 P-4は0.3mの深さを測る。炉跡は住居跡の中央 108号

跡との重複部に検出した。長軸1.0m、短軸 0.4mの不整楕円形を呈し、掘込みは 0.1mと浅く、

焼土の堆積も薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は、黒褐色土の単一層であった。なお、床

面上からは、若干の焼土と炭化材が検出きれた。

遺物(第 117図)

出土遺物は少なく 4点の土器が図示できたのみである。 1は床面直上から出土したものであ

る。 2-4はいずれも床面から 4-7cm浮いて出土したものである。

1は嚢で底部は完存、その他はκ程遺存する。外面は上半にハケ目を施した後部分的にへラ

ミカキされる。下半はハケ目調整の上をへラナデされる。内面はへラナデきれ、口縁部にはハ

ケ自が残る。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。口径15.4cm、底径5.4cm、器高20.5cmを

iRIJる。 2は嚢の巧破片で外面には組いハケ目が施される。内面胴部上半はハケ目が残り、下半
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はへラナデされる。口縁部はヨコナテされる。胎土には中砂粒を含み、やや組いが、焼成は良

く、暗褐色を呈する。口径18cmを測る。 3は嚢の胴部以外の%破片で底部は完存する。外面に

は粗~，/、ヶ目が施される。内面はへラナデされ、下半にはわずかにハケ目が残る。胎土、焼成

共に良好で黒褐色を呈する。底径7.0cmを測る。 4は大形の査の底部でMの破片である。内外面

共にへラナデされる。胎士、焼成共に良好で、黒褐色を呈する。底径は13.2cmを測る。
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第116図 59(057C)号跡実測図(1/80)
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第117図 59(057C)号跡出土土器(1/4)

(60) 60 ( 057 D )号跡(第118・119図)

遺構(第 118図)

59号跡、 108号跡と重複する住居跡である。住居跡の南側Kは59号跡の貼床をはがして検出

したものだが、東側は 108号跡より本町、の方が似込みが深し、。

プランは、一辺が約 3.7mのややsf'l張りの隅丸方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上

がり、壁高は0.25m を ì~ll る。床面はほほ、平担であるが、やや軟弱である。ピットは南壁際に l

本検出したのみである。深さは0.15m で位置的に貯蔵穴の可能性が高 ~)o 炉跡は住居跡の中央

やや北寄りに検出した。長軸 0.7m、知軸0.55mの不整な長円形を呈する。搬込みは0.15mほ

どで、焼土が全面にわたって堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土は褐色土の単一層で

あった。

遺物(第 119図)

出土遺物は極めて少なく、炉跡の東脇の床面直上から出土した鉢が図示できたのみである。

lは鉢で底部が完存し、その他は%が遺存する。口縁部には縄文と結飾文を施し、その他は

内外面共にへラナデされる。胎土には砂粒を含み粗〈、焼成もやや悪い。 i炎褐色を呈する。器

面は内外面共に磨滅が著しし、。口径20.2cm、底径 5.8cm、器高 8.8cmを測る。
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第118図 60(057D)号跡実測図(1/60)
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第119図 60(057D)号跡出土土器(1/4)
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(61) 61 (058)号跡調120・121図)

遺構(第 120図)

55号跡の東 6mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチでは確認できなかった遺構であ

る。

プランは、 4.4X4.2mのやや長方形を呈する。壁は傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.15m

前後を測る。床面はほぼ平坦であるが、極めて軟弱である。ピットは 5本検出した。 P-1-

ぐP10 
ヤ.
/ 

。 。
常勤

B 。
円。P-5 

ヤ/

¥C"l_ 

B 

C 

第120図 61(058)号跡実測図(1/60)
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P-4は深さは異なるが、直径、形態共にほぼ共通し、柱穴と考えられる。深さは P-lが0.4m、

P-2が0.24m、P-3が0.35m，p-4は0.54mである。P-5は西側コーナ一部分に検出した

不整形のピットで、深きは 0.1mを測る。位置からして貯蔵穴の可能性が強い。炉跡、は住居跡

の中央やや北寄りに検出した。 0.3XO.2mの不整形を呈し、 0.15mの掘込みを有する。焼土の

堆積は薄〈、底面も焼けていない。覆土は褐色土の単一層であった。

遺物(第 121図)

出土遺物は極めて少なく、 P-5の底面から出土した l、2と覆土中から出土した 3が図示

できただけである。

1は嚢で底部は完存する。その他は%が遺存する。外面はへラケズリの後へラナデされる。

底部近くにはへラケズリ痕が残る。日縁部内面にはハケ目が残り、胴部はへラナデきれる。胎

土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。暗褐色を呈する。外面中位は火を受けている

ため、遺存状態は悪い。口径19.8cm、底径6cm、器高18.6cmを測る。 2は嚢で%程遺存する。

輪積み痕を残し、胴部は内外面共にへラナデされ、口縁部はヨコナデされる。胎土、焼成共に

良好で黒褐色を呈する。口径18.6cmを測る。 3は嚢の底部である。内外面共にへラナデきれる

胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪く、黒褐色を呈する。底径は 6.0cmを測る。

、、‘
... E
，，，
 

内

S
F
D

nuau 

，，，
.z
‘、

ー

¥ーよニプ
)
 

内

a
F
a

n
u
n
u
 

'''l
‘、

司
正

。 10cm 

第121図 61(058)号跡出土土器(1/4)

( 62) 62 (059 )号跡調122・123図)

遺構(第 122図)

61号跡の東側 5mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で

存在が明らかになっていた遺構である。

プランは、径3.3mの円形を呈する。壁は傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.35mを測る。

床面はやや凹凸に富むものの堅轍である。ピットは住居跡の中央やや北寄りに l本検出した。
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第122図 62(059)号跡実測図(1/60)

深さはO.35mほどで柱穴と考えられる。炉跡は精査にもかかわらず検出きれなかった。覆土は

黒褐色土の単一層であった。

遺物(第 123図)

出土遺物は土器片だけで、住居跡の中央P-lの周辺からややまとまって出土したが、大半

は床面より 20cm前後浮いていた。 1-5の土器片も、同様な状態で出土したものである。

lは深鉢の口縁部~胴部の破片で、口縁部は隆帯により楕円形の区画がされ、その内側に角

押文が施される。 2は角押文によって楕円形に区画し、その内側にも角押文が施されるもので

鉦状突起を有する。 3、4は角押丈が施文され、 4は口唇部に刻みが認められる。 5は3段の

鉦状突起を有するもので、両側に有節線丈が施される。
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第123図 62(059)号出土土器(1/3)

-132-



( 63 ) 63 (063)号跡(第124・125図)

遺構(第 124図)

10号跡の西側10mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で

存在が明らかになった遺構である。

プランは、 3.5X3.3mのやや胴張りの隅丸長方形を呈する。壁は東側ではほぽ垂直に立ち上

jaJ laJ 金う
..41 

..41' 

!at !唄

A A' 

。 2m 

1.黒褐色土(灰を含む)
2.焼 土

3.褐色土(焼土粒を含む)

。 1m 

第124図 63(063)号跡実測図(1/60・1/30)
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がるが、西側は傾斜する。壁高は0.1-0.2mを測る。床面はほぼ平坦で、堅織であり、特に東側

%ほどが良好で、ある。ピットは 2本検出した。 P-1、P-2共に0.25m前後を測り、柱穴と

考えられるが、これ以外のピットは精査にもかかわらず検出きれなかった。炉跡は住居跡の中

央やや北西寄りに検出した。長軸1.1m、短軸 0.4mの楕円形を呈する。掘込みは 0.2mほどで

覆土は 3層に分けられ、底面はよく焼けていた。

遺物 (第 125図)

出土遺物は 1点のみで、炉跡の上面から出土したものである。

1は壷の胴部片で%が遺存する。上位には縄文を施した後、沈線で区画し山形文をつくる。

内面はへラナデされる。また、施文部以外は赤彩される。胎土、焼成は共に良好で、内面は明褐

色を呈する。最大径25.1cmを測る。

l
l
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l
J
 

1
1」

。 10cm 

(日1)

第125図 63(063)号跡出土土器(1/4)

( 64) 64 ( 064 )号跡調 126図)

遺構 (第 126図)

63号跡の南側に近接して存在する住居跡で確認調査時のトレンチが西側xほどにかかってい

たが、確認できなかった遺構である。

プランは、径4.3mのやや不整な円形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は

0.15-0.2mを測る。床面はほぼ平坦で、あるが、極めて軟弱である。ピッ トは 3本検出した。

P-1とP-2はほぼ似た形態を有し、深きも0.25m前後と共通しており柱穴と考えられる。

P-3は比較的大きな不整形のピットで性格は不明であり、また 本跡に伴うものかどうか

も判然としない。炉跡は住居跡の中央北東寄りに検出した。長軸0.75m、短軸 0.4mの不整楕

円形を呈する。掘込みは0.15mほどで、焼土の堆積もわずかで、底面もほとんど焼けていなか

った。覆土は茶褐色土の単一層であった。

遺物は覆土中から若干の土器片が出土したのみで図示できるものはない。
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第126図 64(064)号跡実測図(1/60)
。 2m 

( 65 ) 65 (066)号跡(第127・128図)

遺構(第 127図)

61号跡の北東 3mに位置する住居跡で、重複する94号跡と共に確認調査時のトレンチにかか

っており、その段階から存在の判明していた遺構である。 94号跡との新旧関係は、土層断面に

より、 94号跡の方が新しいと判明した。

プランは、 94号跡との重複によって全形をとらえることはできないが、ほぽ一辺が 4.6m前

後の方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は 0.2m前後を測

る。床面はほぼ平坦で、あるが、軟弱である。ピットは l本検出した。深さは 0.4mを測る。炉

跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。長軸 0.7m、短軸0.55mの不整な長円形を呈する。

掘込みは0.15mほどで、焼土の堆積は薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は 2層に分けられ

た。なお、床面上からは多量の焼土と炭化材が検出された。

遺物(第 128図)

出土遺物は少なく、床面からlOcm程浮いて出土した 2点の土器が図示できただけである。
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第127図 65(066)号跡実測図(1/60)
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1.黒色土 1 !坦
2. 黒褐色土 I~
3.暗褐色土|詰
4.掲色土 }土

5.黄禍色土

6.褐色土

2m 

lは折り返し口縁の査で口縁部が%遺存する。内外面共にへラナデされるが、口縁部はヨコ

ナデされる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。口径は15cm

を測る。 2も壷の口縁部のyz破片であ

る。内外面共に組いハケ目調整が残る。六一一一一寸

口縁部はヨコナデきれる。胎土には砂

粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。

;zt 
(~D 。

明褐色を呈し、口径12.2cmを測る。 第128図 65(066)号跡出土土器(1/4)
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( 66 ) 66 ( 067 A )号跡(第129-132図)

遺構(第 129図)

30号跡の南側に近接して位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡の東側に一部か

かっており、その段階から存在の判明していた遺構である。重複する67号跡との新旧関係は、

本跡が67号跡に貼床していることにより、本跡の方が新しい。また、わずかに重複する94号跡

との新旧関係は、 94号跡が本跡の床面を切っているため、 94号跡の方が新しい。

プランは、一辺が8.6m前後の隅丸方形で、壁はわずかに傾斜を持って立ち上がり、壁高は

0.2 m前後を測る。重複する部分は不明であるが、東側がやや低くなる。ピットは 5本と壁に

かかって18本検出した。 P-1-P-4は0.7-0.9mの深さを測り、柱穴と考えられる。 P-

5は壁際に検出したピットで貯蔵穴であろっか。壁にかかって検出したピットは、壁柱穴と考

えられ、本来は22本存在したものと思われる。炉跡は住居跡の中央に検出した。長軸1.0m、短

軸0.8mの長円形を呈する。掘込みは 0.1mほどで、焼土の堆積はわずかで、底面もほとんど

焼けていなかった。覆土は暗褐色土の単一層であった。なお、床面上からは焼土が検出された。

遺物(第130-132図)

出土遺物は多〈、 25点の土器が図示できた。 lはP-5の脇の床面直上から出土し、 P-5

内出土の破片と接合した。 2、3はP-3とP-5の間で床面直上から出土し、 4は北壁際で

床面直上から出土したものである。 5は西側壁の壁溝上面から、 6はP-2の脇で 5cm程浮い

て出土した。 7-9は覆土中出土で、 10、15はP-5内から出土し、 13はP-3内から出土し

たものである。また、 11はP-4の南で"15cm浮いて出土した。 14は5と同様に壁溝上面から出

土したものであり、 18、19、21は床面から 2-4 cm浮いて出土した。なお、その他は覆土中か

ら出土したものである。

1は口縁部と底部を欠く査で、%が遺存する。外面はへラミガキされ、内面はへラナテーされ

る。頚部内面には指頭による押圧痕が残る。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪〈

明褐色を呈する。最大径は24.9cmを測る。 2は%が遺存する嚢である。外面は、頚部から胴部

中位にかけてはナデが加えられ、下半はへラケズリの後へラナデされる。なお、外面には部分

的にかなり上位の部分まで火を受けた痕跡がある。口縁部はヨコナデされる。内面はへラナデ

されるが、下半は剥落が著しい。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。明褐色を

呈し、口径18.3cm、底径 6.6cm、器高23.3cmを測る。 3は嚢で%が遺存する。外面はへラケズ

リされ、部分的にナデによって消きれる。内面は、口縁部がヨコナデきれ、胴部はへラナデさ

れる。胎土、焼成共に良好で茶褐色を呈する。口径は21.4cmを測る。 4も嚢で%が遺存する。

外面は上位にナデが加えられ、下半はへラナテーされる。また、内面もへラナデきれ、口縁部は

ヨコナデされる。外面には部分的で、あるが、かなり上位まで火を受けた痕跡が残る。胎土、焼

成共に良好で、、茶褐色を呈する。口径18.2cm、底径6.2cm、器高20.4cmを測る。 5はほぽ完形
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の嚢で、外面は胴部上位はへラナデの後半且いへラミカ今、下半はへラケズリされる。外面中位

は火を受けているため遺存状態が悪〈、 また、煤も付着している。内面はへラナデされ、口

縁部はヨコナテ?れる。また、口唇部には刻みが加えられる。胎土、焼成共に良好で明褐色を

呈する。口径15.3cm、底径 4.8cm、器高17.5cmを測る。 6も嚢で%が遺存する。外面はへラナ

テ?れ、内面はナデカぎ加えられる。口縁部はヨコナテされ、口唇部には刻みが加えられる。な

お、外面は火を受けているため、遺存状態が極めて悪い。胎土には砂粒を含みやや粗〈、焼成

も悪い。口径15.3cm、底径 4.5cm、器高16.6cmを測る。 7は壷の底部で図示の範囲では、ほほ

完存する。外面にはハケ目痕が残り、内面はナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で淡褐色

を呈する。底径は4.0cmをiMI]る。 8も壷の底部で図示の範囲では、ほぽ完存する。外面にナデカミ

加えられ、 内面はへラナデきれる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。褐色

を呈し、底径7.0cmを測る。 9も壷の底部で図示の範囲でほぼ‘完存する。外面はへラケズリの後

へラナデされ、内面はへラナデされる。胎土 焼成共に良好で黒褐色を呈する。底径は 2.3cm 

を測る。 10は%遺存する壷である。輪積み成形で外面はへラケズリの後へラナテーされ、内面は

ナデが加えられる。口縁部はヨコナデされる。底部を除〈外面と口縁部内面は赤彩される。胎

土、焼成共に良好で内面は淡褐色を呈する。口径8.0cm、底径 4.0cm、器高15.4cmを測る。 11は%

が遺存する高杯である。午部は内外面共にハケ目を施した後ナデが加えられている。脚部にも

内外面共にノ、ヶ目が残る。外面と杯部内面は赤彩される。脚孔は 3孔が穿孔される。器面は内

外面共に磨減が著しし、。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成も悪い。内面は淡褐色を呈する

口径20.4cm、脚径10.2cm、器高19.1cmを測る。 12は高杯の杯部で%遺存する。外面はやや粗〈

へラミガキされ、内面はへラナデされる。胎士、焼成共に良好で明褐色を呈する。口径は18.6

cmを測る。 13は%が遺存する高杯である。内外面共にナデが加えられ、口唇部はヨコナテやされ

る。杯部外面には櫛描の平行線丈が施される。脚には 4孔が穿孔される。胎土、焼成共に良好

で明褐色を呈する。口径13.4cm、脚径19cm、器高11.9cmをiRI]る。 14も高杯で脚裾部を欠く。杯

部はほほ、完存し、脚部は¥が遺存する。外面と脚部内面はナデが加えられ、杯部内面はへラミ

カ守される。杯部外面には櫛描平行線文が施される。胎土 焼成共に良好で、淡褐色を呈する。

脚孔は 3孔を有し、口径は12.3cmをiMI]る。 15は高原の杯部で見破片である。内外面共にナデが

加えられ、口唇部はヨコナデされる。午部外面には櫛描平行線文が施されるが、器面の遺存状

態が悪〈、詳細な観察は不可能で‘ある。 13や14と同様の手法と思われる。胎土には砂粒を多く

含み、やや粗〈、焼成も悪い。 H音褐色を呈する。なお、この土器は他の土器と比べて胎土の色

調が極めて異なり、異質な感じを受ける。口径12cmを測る。 16は高杯の脚部で%遺存する。内

外面共にナデが加えられる。脚孔は 4孔で、胎土、焼成共に良好で、淡褐色を呈する。脚径19.6

cmを測る。 17は器台で器受部は¥が遺存し、その他はほぼ完存する。外面と器受部内面はハケ

目を施した後ナデが加えられ 内面はへラナデされる。胎土 焼成共に良好で、淡褐色を呈する。
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第131図 66(067 A)号跡出土土器(2 )(1/4) 
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器受部径7.4cm、脚径7.7cm、器高 7.2cmを測る。 18は脚部を欠〈器台で%遺存する。内外面

共にナデが加えられる。外面と器受部内面は赤彩きれる。胎土 焼成共に良好で内面は淡褐色

を呈する。器受部径9.5cmを測る。 19も脚部を欠〈器台で%遺存する。内外面共にナデが加え

られる。外面と器受部内面は赤彩される。胎土、焼成共に良好で、内面は淡褐色を呈する。器

受部径8.2cmを測る。 20は器台で%が遺存する。外面はへラナデされ、内面はナデが加えられ

る。下半部は内外面共に火を受けているため遺存状態が悪い。胎土には砂粒を含み、やや組く

焼成も悪い。褐色を呈し、脚径8.8cmを測る。 21はほぼ完形の鉢である。内外面共にナデが加

えられる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈焼成も悪い。淡褐色を呈する。口径19.8cm、底径6.4.

cm、器高8.4cmを測る。 22は%が遺存する鉢である。外面はナデが加えられ、内面はへラナデ

される。口縁部はヨコナテーされる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。淡褐色

を呈する。口径10.5cm、底径2.5cm、器高7.8cmを測る。 23は査の頚部破片で中位には S字結

節文が施きれ、その下部には羽状縄文が施され、その上に刺突のある円形浮文が付けられる。

24は壷の口縁部破片で外面には刺突のある円形浮文が付けられ、内面には 2段の櫛描波状文が

施される。外面の一部を除いて赤彩される。 25は査の口縁部破片で内面には櫛描波状文が施さ

れる。

¥ 
手フ

25 (05) 

23 
(06) 

第132図 66(067 A)号跡出土_-1.~~ (.~ト (1/3)

( 67) 67 (067 B )号跡(第133・134図)

遺構(第 133図)

。 10cm 

66号跡、 94号跡と重複する住居跡で、前述のようにこの 3つの遺構の中で一番古い遺構であ

る。確認調査時のトレンチが、住居跡の一部にかかっていたが確認できなかった遺構である。

プランは8.8X7.0mの隅丸長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高には多

少差があり、 0.15-0.4 mを測る。重複する部分は不明であるが壁溝が全周する。床面は、 94

号跡の東側はやや高〈堅轍であるが、西側は軟弱である。ピットは 5本検出した。 P-I-P

-4は形態、直径に差があるが、 0.7-0.9mの深きを柳川、柱穴と考えられる。 P-5は東壁

際に検出したもので、 0.68mの深さを測り、位置からして貯蔵穴であろう。炉跡は住居跡の中

央やや北西寄りに検出した。 94号跡との重複によって東側を失っており、本来は1.0XO.9mほ

どの楕円形を呈していたものと思われる。掘込みは 0.2mほどで、焼土の堆積は厚いが、底面
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はほとんど焼けていなかった。覆土は 2層に分けられた。なお、東側コーナ一部分の床面上か

らは山砂を含む焼土が検出された。

遺物(第 134図)

覆土中からは比較的多くの土器片が出土しているが、いずれも細片で、図示できたのは l点

だけである。 1はP-3とP-5の中聞の床面直上から出土したものである。この他覆土中か

ら土製品が l点出土している。

¥トr ク1(12)

第134図 67(067 B)号跡出土土器(1/4)

lは壷の底部で%が遺存する。内外面共にへラナテーされる。胎土には砂粒を含み、やや粗い

が焼成は良〈、赤褐色を呈する。底径 7.0cmを測る。

(68) 068 (058)号跡調135・136図)

遺構(第 135図)

65号跡の北東 3mに位置し、 94号跡と重複する住居跡である。確認調査時のトレンチが住居

跡の中央部にかかっていたが、確認できなかった遺構である。なお、 94号跡との新旧関係は土

層断面から94号跡、の方が新しい。

プランは、 8.4X8.0mの隅丸のやや長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁

高には、多少差カあり、 0.2-0.4mを測る。壁溝は半周する。床面はかなり凹凸に富み、南側

が低くなるが、堅轍ご、ある。ピットは 5本と壁にかかって13本検出した。 P-1-P-4はO.

7-0.8mの深さを測り、柱穴と考えられる。 P-5は0.6mと他のピットと比べてやや浅く、

規模も小さいが、これも柱穴と考えられる。壁にかかって検出したものは、 66号跡と同様のも

ので、壁柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。 94号跡との重複によ

って東側を失っており、本来は1.6X1.0mほどの楕円形を呈していたものと思われる。掘込み

は0.2mほどで、焼土の堆積は薄〈、底面もあまり焼けていなかった。覆土は 3層に分けられ

た。

遺物(第 136図)

出土遺物は少なく、 6点の土器が図示できたにすぎない。 3は炉跡内から出土したもので、

その他は覆土中出土のものである。

1は査の胴部下半以下で、底部は%、胴部はうj遺存する。外面はへラナテーされ、わずかにハ

ケ目が残る。内面にはハケ目が施される。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。

赤褐色を呈する。底径7.0cmを測る。 2は木葉痕を有する壷の底部で、%破片である。内外面共

-145 
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第136図 68(068)号跡出土土器(1/4・113)

にナデが加えられる。胎土 焼成共に良好で、黒褐色を呈する。底径 8.6cmを測る。 3は埼の%

破片である。内外面共にナテが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや粗く、焼成もやや悪い。

淡褐色を呈し、口径1l.3cmを測る。 4は器台の見破片である。内外面共にナデが加えられ、胎

土には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良〈、黒褐色を呈する。脚径16.2cmを測る。 5は査の

肩部破片で羽状縄文が施され、 S字結節文で区画されるものである。施文部以外は赤彩される。

6は高原の口縁部破片で外面には刺突のある 2個 1組の円形浮文が付けられる。内面には櫛描

波状文が施きれる。内外面共に赤彩される。

( 69 ) 69 (070) 号跡(第137・138図)

遺構 (第 137図)

57号跡の南西 2mに位置する住居跡で、確認調査時の卜レンチが西側にかかっていたが、確

認できなかった遺椿である。

プランは、一辺が 6mの隅丸方形を呈する。壁は、本跡が緩斜面に位置しているため%ほど

しか遺存していないが、やや傾斜を持って立ち上がる。壁高には差があり 、0.03-0.35mを測

る。床面はほほ平坦で堅鍛である。ピットは 4本検出した。規模、形態に差があり 、深さもO.

5-0.8mと異なるが、柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。長軸1.

3 m、短軸 1目Omの隅丸長方形を呈する。掘込みは 0.1mほどだが、焼土の堆積は多く、底面

もよく焼けていた。覆土は 2層に分けられた。
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第137図 69(070)号跡実測図(1/80)

遺物 (第 138図)

出土造物は少なく、覆土中から出土した 4点の土器が図示ていきただけである。

~i~: 
¥よブ4(01) 

第138図 69(070)号跡出土土器(1/4) 10cm 
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1は小形の査で%が遺存する。内外面共にナデが加えられ、口縁部はヨコナデされる。頭部

と底部を除く外面と口縁部内面は赤彩される。 胎土、焼成共に良好で、、 内面は淡褐色を呈す

る。口径7.8cm、底径 5.2cm、器高10.3cmを測る。 2は椀で%遺存する。外面はへラナデされ

ハケ目がわずかに残る。口縁部内面にもハケ目が残る。体部内面にはナデが加えられる。胎土

、焼成共に良好で、茶褐色を呈する。口径12.5cm、底径6.5cm、器高 8.8cmを測る。 3は高杯の

接合部で図示の範囲は完存する。内外面共にナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや組

〈、焼成もやや悪く、淡褐色を呈する。 4は壷の底部である。内外面共にナデが加えられる。

胎土には砂粒を含み、やや粗く、焼成もやや悪い。底径4.6cmをiQIJる。

(70) 70 ( 073 )号跡(第139・140図)
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遺構(第 139図)

54号跡の南側50mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で

存在が明らかになった遺構である。重複する 131号跡との新旧関係は、 131号跡が本跡を切っ

ていることから、 131号跡の方が新しい。

プランは、 4.9X4.2mのやや長方形を呈する。壁は西コーナ一部分を 131号跡によって破壊

きれているが、その他は比較的しっかりとした掘込みでやや傾斜を持って立ち上がる。壁高に

はやや差があり、 0.1-0.25mを測る。床面はほぼ平坦で堅轍であり、特に炉跡の周辺が良好で

ある。ピットは南コーナ一部分に検出した大形のもの 1本のみで、位置、規模等から考えて貯

蔵穴と思われる。これ以外のピットは精査にもかかわらず検出きれなかった。炉跡は、住居跡

の中央北西のかなり偏在した位置に検出され、径0.4mの円形を呈する。掘込みは 0.1mほど

で焼土の堆積は薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は暗褐色土の単一層であった。

遺物(第 140図)

出土遺物は比較的多<8点の土器が図示できた。 1. 3 -8の7点はいずれも床面直上から

出土したものである。 2は床面から 2cm浮いて出土した。この他、土製支脚が3点炉跡周辺か

ら出土し、性格不明の土製品 1点が炉跡内から出土している。

1は嚢で%が遺存する。外面はハケ目を施した後、へラナデされ、部分的に消される。内面

は、口縁部から胴部上半にかけては、ハケ目が施された後ナデが加えられる。胴部下半はへラ

ナデされる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪〈、黒褐色を呈する。口径14.4cm

底径6.2cm、器高16.9cmを測る。 2は嚢の口縁部の%破片である。外面にはハケ目が残る。口

縁部は内外面共にヨコナデされ、胴部は内外面共にへラナテーされる。内面には輪積み痕が残る

胎土、焼成共に良好で黒褐色を呈する。口径15.4cmを測る。 3は高原で、口縁部と脚裾部を%

欠失するが、その他は完存する。杯部外面はへラナデされるが、部分的にハケ目が残る。脚部

は、へラケズリの後へラナデされ、脚裾部はへラケズリの後ナデが加えられる。杯部内面にも

ハケ目が残り、ナデが加えられる。脚部内面はへラナデきれ、脚裾部内面はへラケズリの後へ

ラナデされる。外面と杯部内面は赤彩されるが、遺存状態は悪い。胎土には砂粒を含み、やや

粗〈、焼成もやや悪い。赤彩部以外は明褐色を呈する。口径17.6cm、脚径14.3cm、器高19cmを

測る。 4は柑で、口縁部が%遺存し、その他は完存する。口縁部外面はハケ目を施した後ナデ

が加えられ、胴部外面はへラミガキされる。口縁部内面はへラミガキされ、胴部内面はへラナ

デされる。胎土、焼成共に良好で明褐色を呈する。口径9.4cm、底径3.0cm、器高13.1cmを測る。

5は大形の柑で%が遺存する。外面は入念にへラナデされる。口縁部内面はハケ目を施した後

へラミガキきれ、胴部内面は、上位はハケ目が残り、下半はへラナデされる。胎土、焼成共に

良好で赤褐色を呈する。口径13.4cm、底径4.0cm、器高16.9cmを測る。 6はほぼ完形の小型丸底

土器である。口縁部外面にはハケ目が残り、ヨコナデされる。体部はへラケズリの後へラナデ
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きれる。内面はへラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪い。赤褐色を

呈する。口径1O.8cm、底径 2.3cm、器高 5.1cm を ì~IJ る。 7 はほぼ完形の器台である 。 外面はへ

ラケズリの後ナテが加えられる。内面は、器受部にはナデが加えられ、脚部はへラナデされる。

胎土、焼成共に良好で、、茶褐色を呈する。器受部径 8.9cm、脚径10.8cm、器高10cmを測る。 8

も7と同形の器台で、脚裾部を%欠くが、その他は完存する。脚部外面はへラミカ、、キされるが

その他はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、茶褐色を呈する。器受部径8.0cm、脚径llcm、

器高 9.6cmをiNIJる。
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( 71 ) 71 (080)号跡調141-144図)

遺構(第 141図)

61号跡の南西10mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡の西側%ほどにかか

っており、その段階から存在が判明していた遺構である。
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第141図 71(080)号跡実測図(1/60)
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プランは、 6.2X5.8mの胴張りの隅丸長方形を呈 し、北コーナ一部分に小きな張り出しを持

つ。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高は 0.4mを測る。床面はほぼ平坦で堅織である。ピット

は4本検出した。形態、直径にやや差があるが、いずれも0.6-0.7mの深さをi則り、柱穴と考

えられる。炉跡は精査にもかかわらず検出きれなかった。覆土は 4層に分けられた。

遺物 (第142-144図)

出土遺物は比較的多いが、完形品は少ない。 1は北コーナ一部分の張 り出し部で、床面から

I (37) 

第142図 71(080)号跡出土土器(1 )(1/4) 
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第143図 71(080)号跡出土土器(2 )(1/4) 

浮き、壁に接して横倒しになって出土したものである。 2は1と同じ張し出し部でやはり床面

からかなり浮いて出土したものである。 3-14の12点はいずれも覆土第 1-2層中から出土し

たものである。

1は大形の査で、 μしかiti;存しない底部を除いてはほぼ完存する。 口縁部には羽状縄文が施

され、亥Ijみのある 3本 1組の惨状浮丈と刺突のある円形浮文が付けられる。口縁部下端には縄

文原体による押圧が加えられる。頭部には羽状縄文帯がめぐり、その上端が S字結節文、下端i

が五IJみによって区画される。胴部上半にも羽状縄文帯がめぐり、 S字結節文で区画される。そ

の下部には縄文を沈線で区画した山形文が施される。胴部下半を除く施文部以外の外面と口縁

部から頚部内面は入念なナテが加えられ、赤彩される。その他の部分は粗いナテが加えられるが、

内面は争Jj落が者しい。胎土には砂粒を含むが密で、焼成も良く、赤彩部以外は明褐色を呈する
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口径31cm、底径16cm、器高6l.3cmを測る。 2は聾の胴部で%遺存する。外面には押圧を加えら

れた粘土帯がわずかに遺存する。内外面共にへラミカ、キされるが、外面は火を受けているため

遺存状態が悪〈、上位には煤が付着し、 中~下位は器面の剥落が著しい。 胎土には砂粒を含

み、やや粗く、焼成もやや悪い。黒褐色を呈する。最大径23cmを測る。 3も聾で胴部中位以下

のう量破片である。内外面共にへラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪

い。赤褐色を呈する。底径4.0cmをiRIJる。 4は大形の底部で%破片である。内外面共にへラナテ

される。胎土、焼成共に良好で、、赤褐色を呈する。底径 9.4cmを測る。 5も底部破片で図示の

範囲内で完存する。内外面共にへラナデきれる。胎土、焼成共に良好で、、赤褐色を呈する。底

径 4.4cmを調IJる。 6も底部破片で図示の範囲内で完存する。内外面共にナデが加えられる。胎

土には砂粒を含み、やや粗く、焼成もやや悪い。底径 7.4cm を ì~IJ る 7も底部破片で図示の範

囲内で完存する。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面は入念なへラナデが加えられる。

胎土には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良〈、明褐色を呈する。底径は 3.8cmを測る。 8は

木葉痕を有する底部の均破片である。外面にはナデが加えられ、内面はへラナデされる。胎土

には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。褐色を呈する。底径 8.2cmを測る。 9は底部を

欠く嚢で%が遺存する。外面と口縁部内面には粗いハケ目が残る。胴部内面はへラナテーされる

胎土、焼成共に良好で明褐色を呈する。口径19.2cmを測る。 10は胴部中位以下が%遺存する護

である。外面には粗いノ¥ケ目が残り、 内面はへラナデされる。 底部には焼成前の穿孔が認め

られる。胎土には砂粒を含み、やや粗く、焼成もやや悪い。明褐色を呈する。底任 5.0cmをiHIJ

る。 11は脚部を欠く器台で%が遺存する。 内外面共にナデが加えられるが、 器受部内面には

細かいハケ目が残る。脚孔は 3孔穿孔される。胎土、焼成共に良好で、明褐色を呈する。器受

部径 7.6cmをiNIJる。 12は器台の%破片である。外面にはやや粗いハケ目が残り、内面はへラナ

デされる。胎士、焼成共に良好で、淡褐

色を呈する。脚径 9.4cmをitllJる。 13は

底部を欠く士廿の¥破片である。外面と

口縁部内面には細かいハケ目が 胴部

内面には輪積み痕が残り、ナデが加え

られる。胎土、焼成共に良好てY炎褐色

を呈する。口径は10cmを測る。 14は壷

の胴部破片である。上半から中位にか

けて櫛描による平行線丈と山形文が施

され、その下部に円形浮文が付けられ

る。施文部以外は赤彩される。
。

第144図 71(080)号跡出土土器(3)(1/3)
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(72) 72 (081)号跡(第145・146図)

遺構 (第 145図)

70号跡の北東15mに位置する住居跡で、確認調査時にはこの付近に農道が走っており、 トレ

ンチが設定できず、本調査の時点で存在が判明した遺構である。

プランは、壁が全〈遺存していないため不明であるが、遺構の存在を確認した際に、破線で

示した落込みが認められたので、疑問は残るが、ほほ、6.3X5.4mの長方形を呈するものと思わ

れる。壁は全く遺存していない。床面は図示した範囲しか検出できなかったが、ほほ‘平坦で

比較的堅徴である 。ピットは全く検出されなかった。炉跡は検出された床面の中央やや北寄 り

に検出した。長軸1.0m、短軸 0.6mのやや不整な楕円形を呈する。掘込みは O田 2mほどで、焼

土の堆積は薄〈、底面もほとんど焼けていなかった。覆土は全く観察できなかった。なお、床

面上からは焼土と炭化材が検出された。
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遺物(第 146図)

遺構の遺存状態に比べると、出土遺物は多く、 3点の土器が図示できた。 1と2は炉跡の東

側の床面直上から出土したもので、 3は炉跡の上面から土製支脚の破片が 2点出土している。

1は%遺存する嚢である。口縁部外面はヨコナテーされ、胴部外面はへラケズリきれる。内面

はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや粗く、焼成もやや悪い。黒褐色を呈する。口

径14.6cm、底径7.0cm、器高25cmを測る。 2は底部を欠失する嚢で、%が遺存する。外面は細か

いハケ目が施されるが、口縁部はヨコナデされ、胴部下半はへラケズリの後へラナテーされる。

内面にも細かいハケ目が施される。内面は剥落が著しい。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼

成もやや悪い。褐色を呈し、口径19.2cmを測る。 3は%遣存する高杯である。外面の杯部と脚

裾部はへラナデされるが、わずかにハケ目が残る。脚部はへラケズリの後へラナテーされる。内

面は、杯部上半と脚裾部にハケ目が施きれる。その他はへラナデきれる。胎土には砂粒を含み

やや粗〈、焼成もやや悪い。褐色を呈する。日経15.8cm、脚径12.4cm、器高15.5cmを測る。

。 10cm 
3 (02) .. 

第146図 72(081)号跡出土土器(1/4)
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(73) 73 (082)号跡(第147・148図)

遺構(第 147図)

72号跡の東15mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチに、住居跡の東側%ほどがかか
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6.培褐色土
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第147図 73(082)号跡実測図(1/60)
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ってお r 々の段階から存在の判明していた遺構である。

プランは、一辺が約 5.3mの方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は 0.2

-0.3 mを測る。床面は軟弱で、中央部でやや低くなる。ピットは 7本検出した。 P-1-P

-4の4本はいずれも 0.6m前後の深害を羽IJり、柱穴と考えられる。 P-5は0.25m、P-7

は0.35mの深さを iRIJる。 P-6は0.5mの深さを iRIJり、位置からして貯蔵穴と考えられる。炉

跡は住居跡の中央西寄りに検出した。長軸 0.7m、短軸 0.4mの楕円形を呈する。掘込みはO.

4mほどで焼土の堆積は薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は 6層に分けられた。

遺物 (第 148図)

出土遺物は比較的多〈、 7点の土器が図示できた。 1、2は覆土中から出土したものである。

3と4はP-6内から出土したもので、 3は底面から20cm、4は底面から 8.0cm浮いていた。 5

は西壁際で5.0cm浮いて出土したものである。6と7はP-6近くの床面直上から出土したもの

である。

1は護の口縁部から胴部上半にかけてのx破片である。外面はへラケズリの後へラナデされ

る。内面には輪積み痕が残り、組〈へラナデされる。口縁部はヨコナデされる。胎土、焼成共

に良好で赤褐色を呈する。口径15cmをiRIJる。 2は袈の胴部中位以下で%が遺存する。外面はへ

ラケズリの後へラナデ、内面はへラナデされる。胎土 、焼成共に良好で‘赤褐色を呈する。底径

|(1;;;) 
4 (13) 

2(iiZ) 

(11) 7 (10) 
10cr.1 

3 (12) 

第148図 73(082)号跡出土土器(1/4) 
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6.2 cmを測る。 3は口縁部をわずかに欠失するが、ほぽ完形の士甘である。口縁部は内外面共に

ナデが加えられる。胴部は外面がへラケズリの後へラナデされ、内面はへラナデされる。なお

内面には輪積み痕が残るが、ここから底部にかけて、成形時の歪みが見られる。胎土、焼成共

に良好で赤褐色を呈する。口径11cm、底径3.5cm、器高14cmを測る。 4は高杯の杯部で、図示

の範囲はほぼ完存する。外面はへラケズりの後へラナデきれ、内面にはへラミガキが加えられ

る。胎土、焼成共に良好で褐色を呈する。口径19.8cmを測る。 5も高杯の杯部で%が遺存する。

外面はへラケズリの後へラナデきれ、内面にはナデが加えられる。内外面共に赤彩きれる。胎

土、焼成共に良好である。口径20cmを測る。 6は口唇部をわずかに欠失するがほぼ完形の柑で

ある。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はナデが加え-られるが、剥落が著しい。胎土

、焼成共に良好で、褐色を呈する。口径12cm、底径3.8cm、器高10.7cmを測る。 7も6と同形の

坊で、ほぽ完形である。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はナデが加えられる。胎土

、焼成共に良好で褐色を呈する。口径11.2cm、底径3.8cm、器高 9.9cmを測る。

( 74 ) 74 (085 )号跡(第 149図)

72号跡の北15mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡中央部にかかっていた

が、確認できなかった遺構である。重複する 112号跡との新旧関係は、 112号跡が本跡の床面

を切っていることにより、 112号跡の方が新しい。

プランは4.3X4.0mの長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.05-0.

1mを測る。床面はほぼ平坦でい極めて軟弱であるが、部分的に良好な部分もある。ピットは精

査にもかかわらず検出きれなかった。炉跡は住居跡の中央北寄りに検出した。径0.4mの円形

を呈し、掘込みは 0.1mほどで焼土がわずかに堆積していただけで、底面も全く焼けていなか

った。覆土は、黒褐色土の単一層であった。

遺物は床面直上から管玉が1点出土しただけである。
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第149図 74(085)号跡実測図(1/60)

(75) 75 ( 086 )号跡調150・151図)

遺構(第 150図)

73号跡の南東20mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で

存在が明らかになった遺構である。

プランは、一辺が約 4.2mのやや不整な隅丸方形を呈する。 iRはやや傾斜を持って立ち上が

り、壁高は、 0.15m前後を測る。床面はやや凹凸に富むが、比較的堅轍であり、特に炉跡から

P-lにかけての部分が良好でやや高くなる。ピットは南壁際に 1本検出しただけである。深

さは 0.3mで位置からして貯蔵穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。

長軸0.55m、短軸0.45mの長円形を呈する。掘込みは 0.1mほどで、焼土の堆積は薄〈、底面

もほとんど焼けていなかった。覆土は暗褐色土の単一層であった。なお、床面上からは焼土と
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炭化材が検出された。
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第150図 75(086)号跡実測図(1/ω)

遺物(第 151凶)

出土遺物は少ないが、炉跡付近からの出土が目立つ。 lは炉跡の北東の炭化材の脇で2cm浮

いて出土したもので、 5はP-1東側の焼土中で床面直上から出土したものである。 2・3は

炉跡の上面から出土したもので、 3はやや浮いていた。 4は炉跡の東脇で10cm浮いて出土した

ものである。

1は査の口縁部破片で、図示の範囲で完存する。内外面共にナデが加えられるが、火を受け

ているため、遺存状態が極めて悪い。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。明褐

色を呈し、口径13.8cmを測る。 2は%が遺存する嚢である。口唇部には'両側から押圧が加えら

れる。胴部は内外面共にへラナデきれるが、下半部はきらにへラミガキきれる。胎土 焼成共

に良好で明褐色を呈する。口径16.9cm、底径6.8cm、器高19.9cmを測る。 3は%遺存する高坪
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である。外面と杯部内面はナデが加えられ、赤彩きれる。脚部内面はへラナデきれる。脚孔は

4孔カ、穿孔される。胎土・焼成共に良好で赤彩部以外は明褐色を呈する。口径18.4cm、底径10

cm、器高13.7cmをiffIJる。 4はほほ、完形の器台である。外面はへラナテーされ内面はナデカま加えら

れる。胎土には砂粒を多く含み、組く、焼成も悪い。なお、他の土器とは胎土が著しく異なる。

器受部径 6.2cm、脚径 6.6cm、器高 5.2cmをiRIJる。 5は鉢で口縁部をκ欠失するが、その他は

完存する。外面はへラナデされ、内面はナテーが加えられる。口縁部はヨコナデされる。胎士、

焼成共に良好で、、黒褐色を呈する。口径llcm、底径3.8cm、器高 7.6cmを測る。

~06) 

芯
4 (04) 

。 10cm 

第151図 75(086)号跡出土土器(1/4)

( 76) 76 ( 087 )号跡(第152・153図)

遺構(第 152図)

73号跡の東20mに位置する住居跡で、住居跡の一部に確認調査時のトレンチがかかっていた

が、その部分が極めてわずかなため確認できなかった遺構である。

プランは、 7.6X7.0mの隅丸長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高に

は差があり、 0.05-0.3 mを測る。壁溝は全周する。床面はほぼ平坦で、あるが、軟弱である。

ビットは 4本検出した。いずれも 0.7-0.9mの深さを測り柱穴と考えられる。炉跡は住居跡、

の中央やや北西寄りに検出した。長軸 1.2m、短軸 0.9mの長円形を呈する。掘込みは0.15m

ほどで、焼土の堆積は比較的厚〈、底面もよく焼けていた。覆土は暗褐色土の単一層であった。

なお、東側コーナ一部分から焼土がやや浮いた状態で検出された。
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第152図 76(087)号跡実測図(1/80)

遺物(第 153図)

出土遺物は少なく 5点の土器が図示できたにすぎなし、。 1は東側コーナ一部分で5cm浮いて

出土した破片が接合したものである。 2-5は覆土中から出土したものである。
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lはsliiJ部以下が%遺存する裂で、底部に木葉痕を有する。外面にはノ、ヶ目が施され、内面は

へラナテされる。胎土には砂粒を含みやや粗〈、焼成もやや悪い。明褐色を呈する。底径は8.0

cmを拠出。 2は器台で図示の範囲で完存する。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はへ

ラナテされる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成も悪〈、褐色を呈する。開l径12.6cmをiWJ

る。 3は底部で図示の範囲で完存する。内外面共にへラナテされる。胎土、焼成共に良好で褐

色を呈する。底径は5.0cmを測る。 4も底部で図示の範囲内で完存する。内外面共にナテヵ、加え

られる。胎土には砂粒を含み、やや相〈、焼成もやや悪〈、褐色を呈する。底径は5.0cmを測る。

5は壷の頚部から肩部にかけての破片で、頭部には S字結節文で区画された縄文帯がめぐり、

2個 1組の円形浮文が付けられる。目阿部上半にも S字結節丈で区画された羽状縄文帯がめぐる。

施文部以外は亦彩される。
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第153凶 76(087)号跡出土土器(1/4・1/3)

( 77 ) 77 ( 090 )号跡調154・155図)

遺構 (第 154図)

62号跡の東20mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡東側にかかっていたが、
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確認できなかった遺構である。

プランは、一辺が約5.0mのやや胴張りの隅丸方形を呈する。壁は西側Mを斜面によって失っ

ている。遺存している壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.05-0.15mを測る。床面は

ほぽ平坦で極めて堅轍であるが、東側がやや低くなる。ピットは 3本検出した。いずれも 0.6

m前後の深きを測り、柱穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央やや西寄りに検出した。長軸1.1

m、短軸 0.8mの不整な楕円形を呈する。掘込みは0.15mほどで、焼土の堆積は比較的厚〈、

底面もよく焼けていた。覆土は暗褐色土の単一層であった。
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第154図 77(090)号跡実測図(1/60) 

遺物(第 155凶j

o 2m 

出土遺物は極めて少なく、覆土中より出土した椀が図示できただけである。

lは椀で%が遺存する。外面はナデが加えられ、内面はへラナデきれる。胎土、焼成共に良
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第155図 77(090)号跡出土土器(1/4)

(78) 78 (092)号跡(第156・157図)

遺構(第 156図)

好で、明褐色を呈する。底径は 5.0cmをiRIJる。

75号跡の東12mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡中央部にかかっており、

その段階から存在カ、判明していた遺構である。

プランは、 6.2X 5.9 mの隅丸のやや長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、

壁高には差があり、 0.05-0.25mを測る。床面は堅織であるが やや凹凸に富み、 P-3-P

-4より東側はやや高くなる。ピットは 6本検出した。 P-1-P-4はいずれも 0.5-0.7 

mの深さを測る。 P-5、P-6は0.35m前後の深さを測る。 P-1-P-4は柱穴と考えら

れる。 P-6も柱穴か。 P-5は位置からして貯蔵穴と考えられる。炉跡は住居跡の中央北西

寄り、 P-1とP-2の中間に検出した。長軸 1.0m、短軸0.75mの長円形を呈する。掘込み

は0.25mと深く、硬質の焼土が厚く堆積しており、底面もよく焼けていた。覆土は 3層に分け

られた。

遺物(第 157図)

出土遺物は極めて少なく 2点の土器が図示できたにすぎない。 lはP-6の南側で床面直上

から出土したもので、 2は覆土中から出土のものである。

1は小形の査で、%が遺存する。外面は口縁部から胴部中位にかけてはへラナデされるが、

部分的に粗〈へラミカ、、キされる。下半はへラケズリされる。内面はへラナテーされる。胎土、焼

成共に良好で・、褐色を呈する。口径1O.4cm、底径6.0cm、器高16cmを測る。 2は高杯のt不部巧破

片である。内外面共にナデカ、加えられる。胎土 焼成共に良好で明褐色を呈する。口径は11.4

cmをiRIJる。
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第157図 78(092)号跡出土土器(1/4)

(79) 79 (093)号跡調158-160図)

遺構(第 158図)

71号跡の西側 2mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが、住居跡の西側%ほどにか

かっており、それ段階から存在の判明していた遺構である。

プランは、一辺が 5.8mの方形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高は0.15-0.25m

とやや差がある。床面はほぼ平坦であるが軟弱である。ピットは 5本検出した。 P-I-P-

4はいずれも0.75-0.9mの深さをiRIJり、柱穴と考えられる o ，P -5は0.57mの深さで、炭化

材と土器片が出土しており、貯蔵穴と考え.られる。炉跡は住居跡の中央北寄りの、 P-lとP

-2のほぼ中間に検出した。長軸 0.6m、知軸 0.5mの長円形を呈する。掘込みは 0.1mと浅

く、焼土粒がわずかに認められただけで、底面もほとんど焼けていなかった。覆土は黒褐色土

の単一層であった。

遺物(第 159・160図)

出土遺物は多<14点の土器が図示できた。特に P-5周辺の出土が目立つ。 1-4はP-5

の北側から出土したもので、 2、4は床面直上から出土し、 1、3は床面からlOcm前後浮いて

いた。 5はP-5内から出土、 6もP-5の北側で床面から 5.0cm浮いて出土した。?と 8は

床面から12cm浮いて出土したものである。 9、10はP-2の南側で5.0cm浮いて出土したもの

で、 11、12はP-5の南西でlOcm前後浮いて出土した。また、 13はP-2の西側で15cm浮いて

出土したもので、 14は覆土中からの出土である。

1は底部を欠く折り返し口縁の査で、%が遺存する。胴部外面はへラケズリの後へラナデさ

れ、内面はへラナデされる。口縁部はヨコナデされる。胎土には中砂粒を含み、やや組〈、焼

成もやや悪〈、明褐色を呈する。口径15.5cmを測る。 2は査の口縁部である。内外面共にヨコ

ナデで、赤彩される。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。口径17.4cmを測る。

3は襲の口縁部~胴部上半で%遺存する。胴部と内面はへラナデされ、口縁部外面はヨコナデ
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される。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。明褐色を呈し、口径16.5cmをiRlJる。

4は裂で%が遺存する。胴部外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はへラナデされる。口

被部はヨコナテされる。胎土には砂粒を含み、やや粗く、焼成もやや悪い。褐色を呈する。口

径15.3cm、底径 3.4cm、器高18.8cmをilliJる。5はほぼ、完形を呈する鉢である。外面はへラナデ

され、内面にはナテが加えられる。口縁部はヨコナデされる。胎土には砂粒を含むが、宮、で、

焼成も良〈、明褐色を呈する。口径20.8cm、底径 6.8cm、器高12.2cmをiftlJる。6は袈の目|両l部中

位以下で%遺存する。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はへラナテーされる。底音ISは極

めて薄い作りで、中央に焼成前の穿孔が認められる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成も

やや悪し、。黒褐色を呈し、底径 7.8cmをiRIJる。7は%造存する柑である。内外面共にナデが加

えられるが、外面には粗いハケ目が残る。胎土には砂粒を多 〈含み組〈、焼成も悪い。明褐色

を呈する。口径9.3cm、底径 3.2cm、器高10.lcmを測る。8は1宛の%破片ーである。外面はへラ

ケズリの後ナデが加えられ、内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含むが、密で、焼成も

良い。褐色を呈する。底径は 2.8cmをiWJる。9は高原で%が遺存する。尽部はナデが加えられ

る。脚部は、外面はへラケズリの後へラナテされ、内面はへラケズリされる。外面と杯部内面

は、亦彩される。胎土に砂粒を含むが、密で、焼成も良〈、内面は淡褐色を呈する。口径17.8

cm、勝IJ径11.8cm、器高15cmをilliJる。10は高原の係部で、ほほ完存する。内外面共にナデが加え

られ、亦彩される。胎土、焼成共に良好である。口径17.7cmを測る。11は高原の脚部で、ほぽ
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第160図 79(093)号跡出土土器(2 )(1/4) 
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完存する。外面はへラケズリの後へラナテーされ、赤彩される。内面にはナデが加えられる。胎

土には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良〈、内面は褐色を呈する。脚径12cmを測る。 12は高

町の杯部で必が遺存する。内外面共にナテーが加えられる。胎土には中砂粒を含み、やや粗〈、

焼成も悪L、。褐色を呈する。 13は高I干の脚部で%が遺存する。外面はへラケズリの後へラナデ

され、内面もへラケズリされるが、部分的にへラナデされる。胎土、焼成共に良好で‘、赤褐色

を呈する。脚径は12.2cmを測る。 14は%ヵ、遺存する器台である。外面はナデが加えられた後、

粗〈、へラミガキされる。内面は、器受部は粗〈へラミガキされ、脚部は粗〈へラナテーされる。

胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪〈、褐色を呈する。器受部径 8.2cm、脚径11.2

cm、器高11.2cmを測る。

(80) 80 ( 095 )号跡調161・162図)

遺構(第 161図)

76号跡の北東20mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡東側にかかっていた

が確認できなかった遺構である。

プランは 5.5X5.2mのやや胴張りの隅丸方形を呈する。壁は西側Mを斜面によって失って

いる。遺存している壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.05-0.25mとやや差がある。

床面はほぼ平坦で、奇異轍であるが、 P-3、P-5周辺がやや高くなる。ピットは 5本検出した。

P-1-P-4はいずれも 1.0-1.2mの深さを測り、柱穴と考えられる。 P-5は南壁際に

検出したもので 0.5mの深さを測り、位置からして貯蔵穴と考えられる。炉跡は住居跡、の中央

やや北寄りに検出した。長軸1.4m、短軸 0.8mの不整形を呈する。掘込みは 0.2mほどで、

焼土が厚〈堆積しており、底面はよく焼けていた。覆土は 3層に分けられた。

遺物(第 162図)

覆土中からの土器片の出土は比較的多いが、図示できたのは 3点にすぎない。 1は覆土中か

ら出土したもので、 2はP-4内から出土したものである。 3はP-2の北側で床面から 8.0

cm浮いて出土したものである。

lは棄の口縁部のκ破片である。口唇部には押圧が加えられる。外面はヨコナデきれ、内面

はへラナデされる。胎士、焼成共に良好で‘、暗褐色を呈する。口径は20cmをi<<IJる。 2は底部の

%破片である。内外面共にナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪

い。褐色を呈する。底径 7.0cmを測る。 3は壷の胴部中位以下で%遺存する。外面はナデを加

えた後粗〈へラミガキされ、内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや組〈焼成も

やや悪い。赤褐色を呈する。底径は 9.0cmを調IJる。
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第162図 80(095)号跡出土土器(1/4) 

(81) 81 ( 096 )号跡調163・164図)

遺構(第 163図)

。 10cm 
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80号跡の北丙 9.0mに位置する住居跡で、確認調春時のトレンチが性病跡の丙fRIIにかか「プ
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いたが確認できなかった遺構である。99・100号跡という 2つの周溝 (墓)に切られる。

プランは、一辺が約 4目 5mの隅丸方形を呈する。壁はMほどしか遣存しておらず、やや傾斜

を持って立ち上がる。壁高は0.05-0.2 mと差がある。床面はほぼ平坦で、あるが軟弱である。

なお、ピ ットは検出されなかった。炉跡、は住居跡の中央北西寄りに検出した。径 0.8mの不整

円形を呈する。似込みは0.15mほどで焼土の堆棋は厚いが、底面はほとんど焼けていなかった。

覆土は暗褐色土の単一層であった。

遺物 (第 164図)

出土造物は少なく、 4点の土器が図示できたにすぎない。 1と4は床面直上から出土したも

ので、 2と3は覆土中から出土したものである。

1は脚部を欠〈高原で%が造存する。内外商共にナデカ、加えられ、外面と杯部内面は亦彩さ

れる。係部外面には櫛摘平行線文カ、施される。胎土、焼成共に良好で、亦彩部以外は明褐色を

呈する。口径12.4cmをiUIJる。 2は器台で器受部の汚破片である。内外面共にナデが加えられる。

内面は亦彩される。胎土 焼成共に良好で外面は黒褐色を呈する。口径は 9.4cmをiWJる。 3は

壷の口跡部破片で押圧が加えられた 4本 l組の体状浮文が付けられる。口縁部下端にも抑圧が

加えられる。 4は査の顕部~屑音1Iの破片で、頭部には刺突が加えられる。
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(82) 82 ( 097 )号跡調 165図)

遺構 (第 165図)

81号跡の北 5.0mに位置する住居跡で、確認調査時のトレ ン子カ、住居跡の東側にかかってお

り、その段階から存在の判明していた遺構である。 81号跡と同様に99号跡に切られる。

プランは、住居跡、の万近くを99号跡によって破壊されているため全形をつかむことはできな

いが、ほぽ一辺ヵ、 6.8mの隅丸方形を呈するものと思われる。ll;f.はやや傾斜を持って立ち上が
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り、壁高は0.05-0.1 mを測る。床面はほぼ平坦で、堅織である。ピットは 4本検出した。 P-

1-P-3はいずれも1.2m前後の深さをiRljり柱穴と考えられる。 P-4は0.22mの深さをiRlj

る径0.8mの不整円形のピットで、さらに東側に0.25mの深きを測るピットが穿たれている。

炉跡は検出されず、 99号跡によって破壊されたと思われる。覆土は暗褐色土の単一層であった。

覆土中および床面直上から土器片が出土しているカ、図示できるものはない。
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第165図 82(097)号跡実測図(1/80) 

( 83 ) 83 ( 098 )号跡(第166・167図)

遺構(第 166図)

82号跡の西側 2.0mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡の中央部にかかっ

-178-
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ており、その段階から存在の判明していた遺構である。 82号跡と同様99号跡に切られる。

8、oX 6.8 mの隅丸長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は

0.05-0.3 mと差があり、 99号跡中においてはほとんど観察できない。東側コーナ一部分は99

プランは、

号跡との重複によって明らかではないが、壁溝が全周するものと思われる。床面はほぼ平坦で、

P-I-P-4はいずれも0.55-0.7 mの深さをピットは 5本検出した。あるが軟弱である。

P-5は0.25mと浅いピットで、位置からして貯蔵穴と考えられる。測り柱穴と考えられる。
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炉跡は住居跡の中央やや北西寄りに検出した。長軸1.2m、短軸 0.8mの不整な長円形を呈す

る。掘込みは0.15mほどで、焼土が中央部に堆積し、底面はよく焼けていた。覆土は暗褐色土

の単一層であった。

遺物(第 167図)

出土遺物は少なく 4点の土器が幽示できただけである。 1は覆土中から出土したもので2は

P-5内で底面から20cm浮いて出土したものである。 3は炉跡の上面でlOcm浮いて出土したも

ので、 4はP-4の北側でやはり 10cm浮いて出土したものである。

1は嚢の口縁部のK破片である。口唇部には刻みが施される。内外面共にナデが加えられる。

胎土、焼成共に良好で与赤褐色を呈する。口径は22cmを測る。 2は胴部以下が%遺存する嚢であ

る。内外面共にへラナデされる。底部中央には焼成後の穿孔が認められる。胎土、焼成共に良

好で褐色を呈する。底径は 6.2cmを測る。 3は脚裾部を欠く高杯のM破片である。内外面共に

ナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成も悪い。明褐色を呈し、口径22.8cm

を測る。 4は高坪の脚部で%遺存する。外面はへラナデされ、内面はナデが加えられる。胎土

には砂粒を含み、やや粗〈、焼成も悪い。黒褐色を呈する。脚径9.7cmを測る。
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第167図 83(098)号跡出土土器(1/4) 

( 84 ) 84 ( 099 A )号跡(第168・169図)

遺構(第 168図)

74号跡の西 4.0mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡の西側にかかってい

たが確認できなかった遺構である。古墳である 112号跡に切られるが、南側で重複する 128号
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跡よりは新しい。

プランは、一辺が 3.6mの方形を呈する。壁はやや傾斜を持ちながら立ち上がり、壁高は0.2

m前後を測る。床面はほほ、平坦で、堅轍である。ピットは南コーナ一部分に 1本検出した。 0.34

mの深さをiRIJり、位置からして貯蔵穴と思われる。;炉跡は住居跡、の中央西寄りに検出した。長

軸 0.5m、短軸 0.4mの長円形を呈する。掘込みは 0.1mほどで焼土の堆積は薄く、底面もほ

とんど焼けていなかった。覆土は 4層に分けられた。なお、床面上からは多量の炭化材と焼土

が検出された。

司〉

E言語

b 

25¥一""-

、了、 ι
128号跡 、、て、、J同!

B B' 

第168図 84(099A)号跡実測図(1/60)

遺物(第 169図)

ミ|

M 

れ』

喫~

<(1 

1.縄色土(焼土粒・炭化材混入)
2.焼土
3.炭化物(褐色土・焼土混入)

4.褐色土

。 2m 

出土遺物は少なく、 2点の高杯が図示できただけである。 lはP-lの脇から、 2は炉跡の

北側から出土したもので、 2点共に床面から 7-8cm浮いていた。この他炉跡の西側でやはり

7cm浮いて土製支脚が 1点出土している。

lはほぼ完形の高杯である。杯部は、外面にナデが加えられ、内面は、ナデの後半且〈へラミ

ガキきれる。脚部は、外面はへラケズリの後へラナデきれ、内面はへラケズリされる。胎土、

-181一



焼成共に良好で明褐色を呈する。口径15.2cm、脚径llcm、器高15cmを測る。 2はlとほぼ同形

の高杯で、%遺存する。杯部は、外面にナデが加えられ、内面はへラミカザキされる。脚部は外

面はへラケズリの後へラナテーされ、内面はへラケズリされる。胎土、焼成共に良好で、褐色を呈

する。口径14.7cm、脚径10.8cm、器高14.7cmを測る。

2 (~~) 
第169図 84(099A)号跡出土土器(1/4)

(85) 85 ( 101 )号跡(第170・171図)

遺構(第 170図)

。 10cm 

82号跡の西i30mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で存

在が判明した遺構である。 101号跡に切られる。

プランは、一辺が 3.6mの隅丸方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は、

0.05-0.1 mを測る。床面はほほ、平坦で堅轍である。ピットは南壁に接して l本検出した。深

さは0.15mで、位置からして貯蔵穴と思われる。炉跡は住居跡の中央やや北寄りに検出した。

長軸 0.7m、知軸0.45mの不整楕円形を呈する。掘込みは0.15mほどで焼土の堆積は薄いが、

底面はよく焼けていた。覆土は暗褐色土の単一層であった。

遺物(第 171図)

出土遺物は極めて少なく、 P-1内で底面ーから 5.0cm浮いて出土した鉢ヵ、図示できただけで

ある。

1は小形鉢で、%が遺存する。内外面共にへラナデきれる。胎土、焼成共に良好で淡褐色を

呈する。口径 9.4cm、底径 2.6cm、器高 5.6cmを測る。

-182-



土覆

土

跡
色

号

褐

引

暗

l
、E

E
E
-

，EEE
E

，

t
f
の
正
句
J
a
n匂

|の ¥0 lD¥ ⑧泊i

白|

A' 

。 2m 

第170図 85( 101)号跡実測図(1/60)
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A 
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( 86 ) 86 ( 106 )号跡(第172・173図)

遺構(第 172図)

78号跡の南東10mに位置する住居跡で、確認調査時にはこの付近に農道が走っており、トレ

ンチが設定できず、本調査の時点で存在が判明した遺構である。

プランは、一辺が4.8mのやや胴張りの隅丸方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上が

第171図 85(101)号跡出土土器(1/4) 
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り、緩斜面に位置するため壁高は0.05-0.25mと差がある。床面はほぼ平坦で堅轍であるが、

北側でやや低くなる。ピットは西コーナ一際に l本検出した。深さは 0.4mで、位置からする

と貯蔵穴の可能性が高い。!炉跡は住居跡、の中央やや北西寄りに検出した。長軸1.2m、短軸0.8

mの不整楕円形で、北側に0.55mほど突出する。掘込みは 0.2mほどで焼土の堆積は厚〈、底

面もよく焼けていた。覆土は褐色土の単一層であった。

ヤう llJl 国|

llJl llJl 

A A' 

-
。 2m 

第172図 86(106)号跡実測図(1160) 

遺物(第 173図)

出土遺物は極めて少なく、 2点の底部

破片が図示できただけである。 1はp-

1の北側で床面直上から出土したもので、

2は覆土中出土のものである。

¥ レイ ¥..._j;こグ 2(05) 

第173閲 86(106)号跡出土土器(1/4)
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lは嚢の底部である。内外面共にへラナデきれる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成も

やや悪く、明褐色を呈する。底径8.2cmを測る。 2も底部破片である。内外面共にナデが加え

られる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成も悪い。褐色を呈し、底径 3.4cmを測る。

(87) 87 ( 107 )号跡(第 174図)

遺構(第 174図)

10号跡の南西1.0mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点

で存在ヵ、明らかになった遺構である。

プランは、径約 3.7mの円形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.05-0.

15mをiWJる。床面はほほ平土日で、壁際を除いては堅轍である。ピットは精査にもかかわらず検

出きれなかった。炉跡は住居跡の中央やや北西寄りに検出した。長軸0.55m、知軸0.45mの長

円形を呈する。:tl~込みは 0.1 mほどで、焼土の堆積は薄いが、底面はよく焼けていた。覆土は

暗褐色土の単一層であった。

覆土中および炉跡内から土器片が少量出土したのみで、図示できるものはない。

|田 |回

ー〉

A A' 

|唄 |唄

A A' 

1.暗褐色土

~A7/)})，;;;;"">，，， J，，)>;~ …////…勿

第174図 87(107)号跡実測図(1/60)
。 2m 
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(88) 88 ( 108 )号跡(第175・176図)

遺構(第 175図)

6号跡の東 2.0.mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡の西側%にかかって

いたが、確認できなかった遺構である。
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1.黒褐色土

2.褐色土

3.黒掲色土

4.暗褐色土

8' B 

C' C 

2m 。
88(108)号跡実測図(1/80) 
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プランは、 7.3x 6.2 mの隅丸長方形を呈する。壁は、緩斜面に位置するため北側Kほどを

失うが、遺存している部分ではやや傾斜を持って立ち上がる 。壁高も0.05-0.4 mとかなり差

がある。床面は全体的に軟弱でやや凹凸に富むが、 P-I-P-2より北ではやや高くなり、

良好になる。ピットは 4本検出した。いずれも 0.8-0.9mの深さを損Ijt)、柱穴と考えられる。

炉跡は精査にもかかわらず検出きれなかった。覆土は 4層に分けられた。

遺物 (第176図)

出土造物は少なく 4点の土器が図示できただけである。 1と2はいずれも床面から 5.0cm前

後浮いて出土したものである。3はP十 l内から出土したもので、 4は覆土中出土のものであ

る。

lは壷の頚部である。下半を 2本の沈線で区画し、その下に縄文を羽状に施文する。施文部

以外はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。

2は査の胴下半部の%破片である。内外面共にへラナデされ、さらに外面の一部は赤彩される。

胎土には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良く、赤彩部以外は明褐色を呈する。最大径29.6cm

を測る。 3は査の口縁部破片で、口唇部に縄文が施され、 2本 1組の棒状浮文がイ寸けられる。

内外面共にへラミガキされ、赤彩される。4は壷の肩部破片である。縄文を沈線で区画した山

形文が施される。施文部以外は赤彩される。
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第1761ヌ188(108)ザ跡11リ"I '，(，:~(l九 ・ 1/3 )

( 89 ) 89 ( 109 )号跡 (第 177図)

遺構 (第 177図)

72号跡の調査終了後さらに下に落込‘みが確認されたので調査を行なったものである。住居跡
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とするには疑問があるが、一応ここで報告しておく。

プランは 3.6X3.2mの長方形を呈する。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.05-

0.1 mを測る。床面はほぼ平坦であるが極めて軟弱で、ある。ピットおよび炉跡は精査にもかか

わらず検出きれなかった。覆土は黒褐色土の単一層であった。

覆土中から土器片がわずかに出土しただけで図示できるものはない。
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務初級協級協附~
。 2m 

第177図 89(109)号跡実測図(1/60)

( 90 ) 90 ( 111 A )号跡調 178図)

遺構(第 178図)

87号跡の東25mに位置する住居跡で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で存

在が判明していた遺構である。南側で 103号跡に切られる。

プランは、遺存している部分からしでほぼ一辺が4.8mほどのやや不整な隅丸方形を呈する

ものと思われる。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高は0.05-0.2 mとやや差がある。床

面はやや凹凸に富むが比較的堅轍である。ピットは 3本検出した。 P-lとP-2は0.15mの

深さを測り、柱穴と考えられる。 P-3はやや大形のもので0.75mの深さを測り、その中にO.

05mの深さを測る小ピットが2本検出された。本跡、に伴うものかどうか判然としない。炉跡は

検出きれなかった。覆土は暗褐色土の単一層であった。なお、 P-lの東側の床面上からは炭

化材が検出された。

覆土中および床面直上から土器片が少量出土しているが図示できるものはない。
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第178図 90( ll1A)号跡実測図(1/60)

(91) 91 ( 1118 )号跡調179・180図)

遺構(第 179図)

90、92号跡と重複する住居跡で、確認調査時のトレンチが住居跡の西側にかかっており、そ

の段階から存在の判明していた遺構である。重複する遺構との新旧関係は、遺構全体の遺存度

が悪いため確定できないが、 92号跡が一番古〈、次に本跡、そして90号跡が最も新しくなるも

のと思われる。

プランは、重複および緩斜面に位置するため全形をとらえることはできないが、ほぽ4.5X 

3.6 mほどの長円形を呈するものと思われる。壁は北側で%ほどしか遺存しておらず、やや傾

斜を持って立ち上がる。壁高は0.05m前後を測る。ピットは 2本検出した。 P-1は1.1mを

iWJるしっかりとしたピットである。 P-2は0.3mと浅いピットである。炉跡は住居跡の中央

北側に検出した。長軸115m、知軸 0.8mの不整楕円形を呈する大形のものである。掘込みは

0.2 mほどで焼土の堆積は厚いが、底面はほとんと。焼けていなかった。覆土は暗褐色土の単

層であった。なお、床面上からは若干の焼土が検出された。

遺物(第 180図)

出土遺物は極めて少なく、覆土中から出土した器台が図示できただけである。

1は器台の脚部の%破片である。外面は粗〈へラミガキされるが、裾部にわずかにハケ目が

残る。内面は粗〈へラナデされるが、裾部にわずかにハケ目が残る。脚孔は 3孔か。胎土には

中砂粒を多く含み、やや組〈、焼成もやや悪い。明褐色を呈し、脚径12.4cmをiRIJる。
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第179閃 91・92(111 B・C)号跡実測岡(1/60) 
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( 92 ) 92 ( 111 C )号跡(第 179図)

遺構(第 179図)

重複する9.1号跡と同様に確認調査時のトレンチが住居跡にかかっており、その段階から存在

の判明していた遺構である。

プランは、重複および緩斜面に位置しているため全形をとらえることはできないが、ほぽ3.5

X 2.5 mほどの隅丸長方形を呈するものと思われる。壁はやや傾斜を持って立ち上がり、壁高

は0.1mを測る。床面はやや凹凸に富むが比較的堅般である。ピットおよび炉跡は検出きれな

かった。覆土は暗褐色土の単一層であった。なお、住居跡の中央部から炭化材が検出された。

覆土中から土器片が少量出土しているだけで図示できるものはない。
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2. 方形周溝(墓)と出土土器

( 1) 93 ( 011 )号跡(第181・182図)

遺構(第 181図)

斜面を上ヵ、った平坦面に位置する方形周溝(墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にか

かっており、その段階から存在の判明していた遺構である。北側で11号跡、南側で12号跡とい

う2軒の住居跡を切る。

台状部は東西10m、南北 8.8mをiRIJり、隅丸のやや不整な長方形のプランを呈する。周溝を

含めた規模は東西12.6m、南北12mをisIJる。周溝外周の輪郭はやや隅丸の台形に近いプランと

なるため、東側、特に南東コーナ一部分で周溝の幅カ、狭くなる。周溝の幅は 0.9-1.9mと差

があり、前述のように南東コーナ一部分でかなり狭くなる。周溝の深さは一定でなく、 0.2-

0.5 mとやや差があり、南西コーナ一部分が深くなる。 i蕎底は多少凹凸を呈する。周溝内の覆

土は 5層に分けられた。台状部および溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出きれな

かった。

遺物(第 182図)

出土遺物は比較的多いが、完形品は少ない。図示した12点の土器はいずれも周溝中より出土

したものである。 1-3、5は覆土中より出土したもので、 3は破片が接合してはほ完形に復

元できたものである。 4は北溝の中央寄りで底面より 4cm浮いて出土したものである。 6は北

溝のはほ中央で底面から 15cm浮いて出土したものである。 7-12は覆土中から出土した底部破

片で、 10は溝底から20cm浮いていた。

1は査の胴部下半~底部で、底部は完存し、その他は対遺存する。外面は入念にへラナテさ

れ、内面もへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、、 i炎褐色を呈する。底径は 7.6cmをiMlJる。

2は査の底部で%が遺存する。内外面共にへラナデされるが、外面はさらに赤彩きれる。胎土

、焼成共に良好で、赤彩部以外は褐色を呈する。底径 7.2cmをiMIJる。 3は%遺存する柑である。

内外面共にへラナデされるが、器面の遺存状態は極めて悪い。胎土には細砂粒を含み、密であ

るが、焼成は悪い。黄褐色を呈する。口径13.8cm、底径4.4cm、器高17.5cmを測る。 4は完形

の嚢である。外面は、頭、部にハケ目が残り、胴部はへラケズリされる。内面は、口縁部にヨコ

ナデされるがハケ目が残る。胴部は入念にへラナデされる。胎土には細砂粒を含みやや粗いが、

焼成は良〈黒褐色を呈する。口径15.8cm、底径 3.8cm、器高16.3cmを測る。 5は底部を欠〈塙

である。体部外面はへラケズリの後へラミガキされ、内面はへラミガキされる。口縁部はヨコ

ナテ弓れる。内外面共に赤彩される。胎土 焼成共に良好で、ある。口径l1.4cmを測る。 6は台

付嚢の脚台部である。胴部との接合部に突帯をめぐらし、刻みを施す。脚裾部には、粘土帯カ、

貼られ、刻みが施される。無文部はへラミカ。キされる。外面は赤彩きれる。内面はへラナデさ
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第182図 93( 011)号跡出土土器(1/4)

れる。胎土、焼成共に良好で ÎJ山は淡褐色を呈する。倒l部10.2cmをiHlJる。 7-12は底部破片で

ある。 7は外面にハケ目が施され、内面はへラナテされる。底径は 3.2cmをisIJる。 8の内面は

へラケズリされる。底径は 5.2cmをisIJる。 9は底径4.4cm、10は4.4cm、11は4.0cm、12は5.4

cmをそれぞれ測る。

( 2 ) 94 ( 060 )号跡(第183-187図)

遺構 (第 183図)

93号跡の西 9.0mに位置する方形周溝 (墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にかかっ

ており、その段階から存在の判明していた遺構である。西側で66、67号跡、南側で65号跡、東

側で68号跡という 4軒の住居跡を切る。台状部は東西13.6m、南北12.8mを測り、ややー不整な

方形のプランを呈する。周溝を含めた規模は東西18.2m、南北17.2mを測る。周溝外周の輪郭

は隅丸のやや不整な方形のプランとなるため、各コーナ一部分で周溝の幅が狭くなる。周溝の

幅は 1.6-2.8mと差があり、前述のように各コーナ一部分で狭くなる。南東コーナ一部分に

三角形を呈する段が 1段掘り残されている。台状部からは 0.2m下がる。周溝の深さは一定で

なく、 0.3-0.8mとかなり 差があ り、北溝と東溝が深く なる。j蕎底はほほ平坦で、ある。周溝
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内の覆土は 3層に分けられた。 f;状部および溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出

きれなかった。

遺物(第184-187図)

周溝内かんは極めて多量の遺物が出土し、完形品またはそれに近いものも多L、。北溝の西側

から西溝にかけての部分から集中して出土している。 1と4は底面より 5.0cmほど浮いて出土

した。 2、3、5、6はほぼ底面から出土したものである。 7は北講の中央部から30cmi手いて

出土したものである。 8、9、11、12は底面白:J:出土のもので、 10、14、20は南溝の中央で40

cmi手いて出土したものである。 13、26は覆土中から、 15、17、18、22、24、25はほぼ底面白;上

出土のものである。 16、23は20cm、21は5.0cm汗ーいて出土したものである。 19は北溝の東コー

ナ一部分近くで・底面i直上から出土したものである。 28は18cm、35は 5.0cmi乎いて出土したもの

である。 31-34、36は底面白;上から、 30は南東コーナ一部分て"30cmi'[・いて出土したものであり、

27、29、37-43は覆土中から出土のものである。この他やはり西溝の底面白(上から土製品カ、 3

.~!:出土し、夜土中から土二五が 1 点、不明石製品が l 点出土している。

1 は大形の裂で、口紘音I~を%欠失するが、その他は光存する。 mロl音I~外面は細かいハケ目を施

した後、へラナデされ、部分的にへラナデが明瞭に残る。内曲lは相〈へラミガキきれる。日紘

音I~はハケ目の上を EZ コナデされる。胎土には砂軌を含みやや相I.~、が、焼成は良い。黒褐色を呈

する。口径20.3cm、底径 7.2cm 、器高26.7cm を ;WJ る。 2 も設で%が遺存する。日紘ー音I~にはノ、ヶ

目が明瞭に残るが、目|特I~は上半がへラナテ\下半ヵ、へラミガキされているため、部分的に残る。

内面はへラミガキされる。胎士、焼成共に良好でi炎褐色を呈する。口径15.2cm、底径 5.5cm、

器高14.1cmを;WJる。 3は輪桔みの成形の主主で%が遺存する。 1阿部上半は細かいハケ目の上をへ

ラナデされる。下半は火を受けて、昔誌面iの争IJ/奈が脅しく、観察は不可能であるが、底部近くは

へラケズリされる。内面はへラナテされる。 1fi土lこは砂章。ーを多く含み、相〈、焼成も悪L、。明

褐色を呈する。口径14.2cm、底径6.7cm、器高15.8cmを測る。 4も裂で、口融部をK欠失する

が、刷部以下は完存する。外出ーは細かいハケ目の上をへラナデされ、内面もへラナデされる。

外面下半部は火を受けているため、遺存状態が悪いが、胎土、焼成共に良好で亦褐色を呈する。

口径17.4cm、底径 7.6cm、器高21.5cmを;WJる。 5も裂で口融部をM欠失するがmロj部以下は完存

する。外面は、口融音I~にへラナデ、刷音I~上半はへラミガキ、下半は細かいハケ目の上をへラミ

ガキされる。内面もへラミガキされる。胎土、焼成共に良好で亦褐色を呈する。口径16.9cm、

底径 7.0cm、器高24.7cmを測る。 6は底部を欠失する嚢で%が遺存する。外面はハケ目を施し

た後へラナテーされる。内面もへラナデされる。胎土、;焼成共に良好で、明褐色を呈する。口径は

17.5cmを測る。 7は%が遺存する査で、内外面共にへラナデされ、口縁部はヨコナデされる。

胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪L、。口径1l.4cm、底径 7.6cm、器高30cmを測る。

8は口縁部を欠〈壷で、図示の部分はほぼ完存する。輪積み成形で、口縁部内外面と外面刷部
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上半はへラナテAの後へラミガキされ、その他はへラナテされる。胎土 焼成共に良好で明褐色

を呈する。底径 9.0cmを測る。 9も口縁部を欠く査で%遺存する。底部は完存し、内外面共に

へラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪L、。 j炎褐色を呈し、底径 6.6

cmをiWJる。 10は%遺存する襲である。外面は細かいハケ目の上に部分的にへラナテが加えられ

る。内面は、口縁部にはノ、ヶ目が残り、胴部はへラナテされる。胎土には中砂粒を含み、やや

組く、焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。口径14cm、底径6.4cm、器高21.2cmを測る。 11は刷

下半部以下を欠〈嚢で%ヵ、遺存する。外面と内面は口縁部にハケ目が残る。胴部はへラナデさ

れる。胎土には中砂粒を含むが良好で、焼成も良〈、黒褐色を呈する。口径は16.4cmを測る。

12は刷部以下ほほ完存の嚢である。外面はノ、ヶ目の上にナデが加えられ、底部近くはへラケズ

リされる。内面はへラナデされ、部分的にハケ目が残る。胎土、焼成共に良好で、淡褐色を呈す

る。底径は 7.2cmをi<<IJる。 13は嚢の口織部で%破片ーである。外面と口縁部内面にはハケ目が残

る。 mロl部はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、黒褐色を呈する。口径は14.8cmをi<<IJる。 14

は刷部以下ヵ、遺存する査でMヵ、遺存する。外面はへラケズリの後へラナテやされる。内面はへラ

ナテされる。胎土には細砂粒を含み、良好で、焼成も良 ~'o 黒褐色を呈し、底径 7.4 cmを測る。

15は口縁部を欠く嚢で、図示の範囲ではほほ、完存する。外面はへラケズリの後へラナテーされ、

部分的にへラケズリ痕が明瞭に残る。内面はへラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、

焼成もやや悪い。淡褐色を呈し、底径 6.6cmを測る。 16は底部を欠失する小形の襲で%遺存す

る。内外面共に粗いハケ自の上をへラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もや

や悪し、。黒褐色を呈する。口径11.6cmを測る。 17も小形の嚢で、口唇部をわずかに欠失するだ

けではほ完形である。口縁部はハケ目の上をヨコナテ¥胴部はへラナテーされる。胎土には砂粒

を含み、やや粗いが、焼成は良い。褐色を呈し、口径10.6cm、底径4.3cm、器高11.4cmをiRIJる。

18は口縁部をK欠失するのみでほぼ完形の聾である。外面はやや組〈へラナデされ、底部近く

はへラケズリされる。内面はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、、褐色を呈する。口径13

.4cm、底径 5.2cm、器高12.9cmを測る。 19は完形の査である。頭部外面はハケ目、胴部上半は

無節の縄文と S字結節文が施きれる。胴部中位は粗〈へラナテーされ、底部近くは粗〈へラケズ

リされる。口唇部はヨコナデされ、頚部内面はへラミガキされる。胴部内面はへラナデきれる。

外面と口縁部内面は赤彩される。胎土、焼成共に良好で内面は赤褐色を呈する。口径10.2cm、

底径4.4cm、器高11.7cmを測る。 20は口縁部のみ巧欠失し、その他は完存する査である。胴部

外面は組〈へラミガキされ、胴部内面はナデが加えられる。口縁部はヨコナテされる。外面と

口縁部内面は赤彩される。胎土、焼成共に良好で‘内面は明褐色を呈する。口径10.2cm、底径3.4

cm、器高 9.3cmを測る。 21は完形の士甘である。外面と口縁部内面はへラミ Yゲキきれ、赤彩され

る。胴部内面はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で内面は赤褐色を呈する。口径12cm、底

径 3.6cm、器高17.2cmを測る。 22は高杯の杯部で%が遺存する。界部は内外面共にへラミガキ
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第187図 94(060)号跡出土土器(4 )(1/4・1/3)

され、脚部にかけての部分はナデカ、加えられる。外面は功、彩される。胎土、焼成共に良好で内

面は赤褐色を呈する。口径は14.5cmを測る。23も高杯の杯部で73'が遺存する。外面はナデが加

えられ、脚部にかけての部分はへラナデされ、内面もへラナデされる。胎土には砂粒を含みや

や粗いが、焼成は良〈、淡褐色を呈する。口径1l.8cmを測る。24は脚裾部を欠失する高杯で%

が遺存する。杯部にはへラ描きの沈線とハケ目が残り、へラナデされる。脚部には突帯がめぐ

り、刻み目が加えられる。内面にもハケ目が残る。脚孔は 4干しが穿孔される。胎土、焼成共に

良好で、明褐色を呈する。口径17.4cmを測る。25は高杯の杯部で図示の範囲ではほぼ完存する。

内外面共にへラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪い。淡褐色を呈す

る。26は台付聾の脚台部で%が遺存する。輪積み成形で内外面共に組いハケ目が残る。胎土に

は砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。赤褐色を呈し、脚径12.1cmを測る。27は胴部以下

が遺存する査である。胴部は九が遺存し、底部は完存する。内外面共にへラナデされる。胎土

一203一



には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良〈、明褐色を呈する。底径は 7.5cmをil!IJる。 28は査の

底部破片で底部は完存し、その他はκが遺存する。外面にはへラケズリ痕が残り、内面はへラ

ナデされる。胎土には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良〈、赤褐色を呈する。底径8.0cmを

測る。 29は壷の底部で、図示の範囲では完存する。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面

にはハケ目が残り、一部はへラナデされる。胎土;焼成共に良好で、褐色を呈する。底径は6.0

cmを測る。 30は口縁部を欠く鉢で、体部は対しか遺存しないが、底部は完存する。内外面共に

へラナデされる。胎土、焼成共に良好で明褐色を呈する。底径3.8cmをiRIJる。 31は器台の脚部

で図示の範囲で完存する。内外面共にへラナデされるの飴土、焼成共に良好で、明褐色を呈する。

脚孔は 3孔で、脚径lOcmを測る。 32も器台の脚部で、わずかな欠失はあるものの、図示の範囲

ではほぼ完存する。外面は粗くへラミカ、キされ、内面には細かいハケ目が残る。脚孔は 3干しで、

胎土、焼成共に良好で、淡褐色を呈する。脚径は10cmをiRIJる。 33も器台の脚部で、わずかな欠失

はあるものの、図示の範囲ではほほ、完存する。内外面共にへラナデされる。脚孔は 3孔で胎土

には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良〈、赤褐色を呈する。脚径10.2cmを測る。 34も器台で

%の破片である。外面はへラミ方キされ、内面はへラナテーされる。脚孔は 3孔で胎土、焼成共

に良好、赤褐色を呈する。脚径9.1cmをil!IJる。 35は高杯の脚部で%が遺存する。外面はへラミ

カ、キされ、内面にはハケ目が残る。内外面共に赤彩され、脚孔は 4孔穿孔きれる。胎土、焼成

共に良好で、ある。脚径は16.9cmをil!IJる。 36は木葉痕を有する査の底部で図示の範囲内で完存す

る。外面には粗いハケ目が残り、内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含みやや組いが、

焼成は良〈、黒褐色を呈する。底径は 6.6cmをil!IJる。 37は柑の底部で内外面共にへラナデされ、

外面は赤彩される。胎土、焼成共に良好で・、内面は淡褐色を呈する。底径 5.2cmを測る。 38-

40は査の破片である。 38は口縁部で羽状縄文が施され、その下端に縄文原体による押圧が加え

られる。内面はナデが加えられ、赤彩きれる。 39も口縁部で網目状撚糸文が施されるものであ

る。内面はナデが加えられ、赤彩される。 40は肩部破片で櫛描による波状文、平行線文が施さ

れる。 41-43は高杯の破片で、 41は口縁部で、外面には刺突のある 2個 1組の円形浮文が付け

られる。内面は櫛描波状丈が施される。内外面共に赤彩きれる。 42も口縁部で、外面には櫛描

平行線文が施される。 43は脚部で、へラ描平行線丈、山形文が施され、裾部には刻みが施され

る。

( 3 ) 95 ( 061 )号跡調188・189図)

遺構(第 188図)

94号跡の北東に近接して存在する方形周溝(墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にか

かっており、その段階から存在の判明していた遺構である。西側で方形周溝(墓) (96号跡)

と重複し、南側で士墳(120号跡)を切る。

台状部は東西12.6m、南北1l.6mを測り、やや不整な隅丸方形のプランを呈する。周溝を含
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めた規模は東西16.6m、南北16mを測る。周溝外周の輪郭は東および南側でやや胴張りになり 、

西側では96号跡に影響されて歪む。したカ、って周溝の幅は1.6-3.4mとかなり差があり、西

溝で狭くなる。周溝の深さは一定でなく、 0.4- 0.7 mを測り、各コーナ一部分で浅く、溝の

中央音11が深くなる 。溝底はやや凹凸を呈する。周溝内の覆土は 4層に分けられた。台状部およ

び溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出きれなかった。

遺物 (第 189図)

出土遺物は少なく 6点の土器が図示できただけである。 1、3、4、6の4点はいずれも周

溝内で底面から 3- 5 cm浮いて出土したものである。 2、5は覆土中から出土したものである 。

この他覆土中から磨製石斧が l点出土している。

1は胴部中位以下を欠く壷で、口縁部は封、その他は必遺存する 。外面にはハケ目が施され

るが、胴部はへラナデされるためわずかに残るのみである 。口縁部から頚部にかけての内面に

|もハケ目ヵ、施されるが、口縁部はヨコナデされるため、わずかに残るのみである。胴部内面は

へラナデされる。胎土、焼成共に良好で、明褐色を呈する。口径16.6cmを測る。 2は%が遺存す

る士甘である。口縁部は内外面共にへラナデ、嗣部外面はへラナデの後へラミカーキ、胴部内面は

組〈へラナテされる 。刷部内面には輪積み痕が残る。外面と口縁部内面は赤彩される。胎土、

焼成共に良好で、内面は淡褐色を呈する 。口径1l.8cm、底径 2.6cm、器高12.2cmを測る。 3も

士甘で、口紘一部は%が遺存し、その他は完存する。外面はへラケズリの後へラナデされる。口縁

部内面はへラミカキ、 Rfuj部内面はへラナテされる。胎土、焼成共に良好で、褐色を呈する。口

径 9.0cm、器高llcmを;Wjる。 4は%が遺存する鉢である。外面には相しり、ヶ目が残るが、部分

3 (17) 

第189図 95(061)号跡出土土器(1/4)
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的にナデによって消される。内面はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で‘、淡褐色を呈する。

口径14.6cm、底径3.2cm、器高4.6cmを測る。 5は器台の器受部のM破片である。内外面共に

ナデが加えられ、口縁部はヨコナデされる。内面は赤彩される。胎土には砂粒を含み、やや粗

〈、焼成もやや悪い。外面は褐色を呈する。器受部径 7.0cmを調IJる。 6は器台の脚部で図示の

範囲で完存する。内外面共にナデが加えられ、外面は赤彩される。脚孔は 4孔ずつ 2段穿孔さ

れ、胎土には細砂粒を含み、良好で、、焼成も良い。内面は褐色を呈し、脚径12.6cmを測る。

( 4 ) 96 ( 062 )号跡調190・191図)

遺構(第 190図)

95号跡の西側で重複する方形周溝(墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にかかってお

り、その段階から存在の判明していた遺構である。重複する95号跡との新旧関係は、本跡の覆

土を95号跡が切っているため、 95号跡の方が新しい。

台状部は東西 7.4m、南北 6.4mを測り、やや不整な長方形のプランを呈する。周溝を含め

た規模は、東西はほぼ10m、南北 8.9mを測る。周溝外閣の輪郭は胴張りの隅丸方形を呈する

ため、各コーナ一部分で、周溝の幅が狭くなる。周溝の幅は 0.8-1.6 mとかなり差があり、

北溝と西溝が狭くなり、さらに前述のように各コーナ一部分が狭くなる。周溝の深さは 0.2-

0.35mと全体的に浅く、特にコーナ一部分が浅く、各講の中央部がやや深くなる。溝底はほほ、

平坦で、、周溝内の覆土は 2層に分けられた。台状部および溝底からは主体部等の施設およびそ

の痕跡は検出きれなかった。

遺物(第 191図)

出土遺物は少なく 4点の土器が図示できただけである。 1は22cm、2はllcm、3は13cm、4

は18cmといずれも周溝の底面からかなり浮いて出土した。

lは胴部中位以下を欠く嚢のK破片である。外面と口縁部内面には細かいハケ目が残る。口

縁部のハケ目はヨコナデによって部分的に消される。胴部内面はナデが加えられる。胎土、焼

成共に良好で、淡褐色を呈する。口径は15.8cmを測る。 2は底部を欠く嚢で、図示の範囲でほぼ、

完存する。外面には細かいハケ目が残り、胴部内面はへラナテーされる。口縁部はヨコナテーされ、

赤彩される。胎土、焼成共に良好で‘黒褐色を呈する。口径は12.0cmを測る。 3は胴部中位以下

が%遺存する嚢である。底部は完存する。外面はハケ目の後ナデが加えられる。底部近くはへ

ラケズリされ、内面はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で‘黒褐色を呈する。底径5.2cmを

測る。 4は木葉痕を有する底部で、図示の範囲で完存する。外面はへラナデされ、内面はナデ

が加えられる。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈し、底径4.8cmを測る。
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第190図 96(062)号跡実測図(1/80・1/40)
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第191図 96(062)号跡出土土器(1/4)

( 5 ) 97 ( 072 )号跡(第 192図)

遺構 (第 192図)

94号跡の南西66mに位置する方形周溝(墓)で、確認調査時のトレンチが周溝の一部にかか

っていたカ、確認できなかった遺構である。

j義は南西コ ナ一部分でとぎれ、プランは東に聞く「コ」の字形を呈する。北溝は掘込みカ、

浅いため東側で消えているが、本来は南溝と同程度の規模であったと思われる。規模は周溝を

含めて南北 9.4m、東西 8.0mを測る。周溝の幅は 0.4-0.7 mを測り、 j栄さは0.25-0.35m

と全体に浅く、北西コーナ一部分と北溝の東側では0.05-0.1 mとさらに浅くなる。 i蕃底はほ

ほ平坦である。周溝内の覆土は日音褐色土の単一層であった。台状部および、溝底からは主体音11等

の施設およびその痕跡は検出されなかった。なお、覆土中からは土器片と喋カ、出土しているだ

けで、図示できるものはない。
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( 6) 98 ( 088 )号跡(第193-195図)

遺構(第 193図)

93号跡の南 Zmに位置し、東側で99号跡と近接して存在する方形周溝(墓)である。確認調

査時のトレンチが周溝にかかっており、その段階から存在の判明していた遺構である。

台状部は東西 8.9m、南北 9.8mを測り、やや隅丸の台形に近いプランを呈する。周溝を含

めた規模は東西1Z.6m、南北13.6mを測る。周溝外周の輪郭は南側を除いては胴張りとなる不

整な隅丸の長方形を呈するため、各コーナ一部分で周溝の幅ヵ、狭くなる。周溝の幅は0.9-Z.Z

mとかなり差があり、前述のように各コーナ一部分で狭くなり、各溝の中央部で広くなる傾向

を示す。周溝の深さは 0.Z-O.5mとやや差カ、あり、各コーナ一部分と南溝が浅くなる。溝底

はほほ‘平坦である。周溝内の覆土は 3層に分けられた。台状部および溝底からは主体部等の施

設およびその痕跡は検出きれなかった。

遺物(第194・195図)

出土遺物は比較的多く 8点の土器が図示できた。いずれも周溝内から出土したものである。

1、2、5は東溝の中央で'ZO-40cm浮いて出土したものである。4は北溝の中央で5.0cm浮いて

出土し、 6、7は西溝の中央南寄りで30cm前後浮いて出土したものである。 8は北溝の北西コ

ーナー寄りで'Z7cm浮いて出土したものである。 3は覆土中出土のものである。

1は大形の壷で、底部に木業痕を有する。胴部下半~底部は%欠失するが、その他はほぼ完

存する。口縁部外面にはやや相しり、ヶ目が施される。O[iiJ部上半にもハケ目が施されるが、その

大半はへラミカキによって消される。内面は 口縁部と刷部下半には細かいハケ目が施され、

その他はへラナテされる。なおO[iiJ部下半には、焼成後の穿孔が 1孔認められる。胎土には中砂

粒を含むが、宮、で焼成も良〈、明褐色を呈する。口径14.Zcm、底径8.1cm、器高Z7.8cmを測る。

2は輪積み成形の壷で底部を欠き、O[iiJ部上半は%、下半は%遺存する。外面の口縁部~頚部に

かけて、細かいハケ目が施されるが、部分的にナデによって消される。胴部にはナデが加えら

れる。内面にも細かいハケ目が施されるが、口縁部と胴部中位はナデによって消きれる。胎土

には細砂粒を含むが、やや粗く、焼成もやや悪L、。明褐色を呈し、口径15.6cmを測る。 3は柑

の口縁部で%が遺存する。内外面共にハケ目が施されるが、部分的にナデによって消きれる。

胎土には砂粒を含むが、宮、で、焼成は良い。 4は士甘で、口縁部をκ欠失するが、その他は完存

する。口紘一部は、内外面共にノ、ヶ目が施された後ナデが加えられる。体部には内外面共にナデ

が加えられる。外面と口縁部内面は赤彩されるが、外面の赤彩は火を受けているため、遺存状

態は悪い。胎土には砂粒を含むが密で、焼成はやや悪〈、赤彩部以外は褐色を呈する。口径16

8cm、底径 3.4cm、器高1Z.3cmを測る。 5も柑で、口縁部を万欠失するが、その他は完存する。

外面はへラケズリの後へラナデされ、口唇部にはハケ目がわずかに残る。内面はへラナデきれ

る。外面左口縁部内面は赤彩されるが、遺存状態は悪〈、痕跡的である。胎土には砂粒を含み、
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第195図 98(088)号跡出土土器(2 )(1/4) 

密だが焼成はやや悪〈、赤彩部以外は褐色を呈する。口径10.9cm、底径 2.4cm、器高 7.0cmを

ia1jる。 6は塙で、底部をκ欠失するが、その他は完存する。外面の体部上半には細かいハケ目

が残るが、中位はへラナテされ、下半はへラケズリされる。内面は口唇部にハケ目が残るが、

体部はへラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪い。黒褐色を呈し、口

径 7.6cm、底径 2.4cm、器高 4.9cmを測る。 7は脚部を欠く器台で図示の範囲でほぼ完存する。

内外面共にナテが加えられる。脚孔は 3孔で、胎土、完成共に良好で‘、淡褐色を呈する。器受

部径7.8cmを測る。 8は胴部以下冗遺存する嚢である。外面には組いノ、ヶ目が施されるが、下

半はナデによって消される。内面は底部に粗~\/、ヶ目が残るが、その他はへラナテ?れる。胎

土には、砂粒を含むが、富、で、焼成も良い。褐色を呈し、底径 7.2cmをia1jる。

( 7 ) 99 ( 089 )号跡(第196-200図)

遺構(第196-198図)

98号跡の東側に近接して存在する前方後方形周溝(墓)で81、82、83という 3軒の住居跡を

切る。またその東側にも 100、 101、102、103という 4基の方形周溝(墓)が近接して存在

する。確認調査時のトレンチが周溝にかかっており、その段階から存在の判明していた遺構で

ある。

台状部は東西16.3m、南北16.7mを測り、ほぽ方形のプランを呈する。周溝を含めた規模は

東西22.5m、南北30.3mを測る。本跡は南側中央部分が 5.5-8.2mの幅で掘り残されて、そ

の両側の周溝の幅が広がるという極めて特異な形態を示す。したがって台状部は前方後方形を

呈する。周溝の幅は 2.5-3.7mとやや差があり、前述のように南側で、は最大10mとなる。周

溝の深さは 0.4-0.9mとかなり差がある。溝底はほぼ平坦で、ある。周溝内の覆土は 5層に分

けられた。なお、北東コーナ一部分の南 2.5mの溝底で土壌を検出した(第 197図)。

この土墳の周溝を掘り終え、溝底の精査を行っている段階ではじめてその存在が明らかになっ

-214-
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第198図 99(089)号跡周溝内土横実測図(1/40)

たものである。規模は 2.1XO.85mをl測り、隅丸の長方形のプランを呈する。土壌の覆土は暗

褐色土の単一層で周溝の覆土と同質のものであり、底面はほぼ平坦で、あった。主体部の可能性

も考えられたので、土墳の覆土はすべてフルイにかけたが 1片の土器片すらも検出きれなかっ

た。規模からすれば主体部の可能性も考えられるが、覆土の状態からしでかなり疑問が残る。

遺物(第199・200図)

出土遺物はかなり多<22点の土器が図示できた。いずれも周溝中から出土したものである。

l、2、3、13は南溝から出土したものでそれぞれ底面から 10cm、15cm、40cm、15cm浮いてい

た。 14は西溝で底面から 17cm浮いて出土したものである。 6、10、17、18は、北溝で底面から

46cm、25cm、16cm、25cm浮いて出土したものである。 5、11、12、15、19は西溝で、底面から

それぞれ20cm、30cm、20cm、17cm、25cm浮いて出土したものである。 20は底面直上から出土

-220 
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し、 4、7-9、16、21-22は覆土中から出土したもので、 4は破片が接合してはぽ完形に複

元できたものである。この他底面から15cm浮いて土製紡錘車が出土している。

1は底部を欠く折り返し口縁の査で、対が遺存する。外面はへラナデされるが、胴部はさら

にへラミカ、守される。口縁部~頚部の内面はナデが加えられ、胴部はへラナデきれる。外面と

口縁部内面は赤彩される。胎土には中砂粒を含むが、密で、焼成も良い。赤彩部以外は褐色を

呈する。口径は16.4cmを測る。 2は口縁が内轡する小形の査で、口縁部を%欠失するが、その

他は完存する。内外面共にナテが加えられ、口唇部はヨコナデされる。外面と口縁部内面は赤

彩される。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。赤彩部以外は褐色を呈する。口

径8.1cm、底径 5.2cm 、器高13.2cm を ì~IJ る。 3 は壷の頚部の%破片で、口縁部下端には竹管に

よる 2個 l組の刺突がめぐる。頭部には突帯がめぐり、京IJみが施される。その他の部分は内外

面共にナデが施される。胎土には砂粒を含むが、密で、焼成も良し、。赤褐色を呈し、最大径19

.6 cmを測る。4は棄で%が遺存する。外面と口縁部内面はハケ目が施されるが、へラナデによっ

て、部分的に消される。外面は火を受けているため、器面の剥落が著しい。胴部内面はへラナ

テされる。胎土には細砂粒を含み、密で、焼成も良い。明褐色を呈し、口径18.3cm、底径 7.0

cm、器高23.8cmを測る。 5は胴部下半以下を欠く嚢で、胴部中位を除いて%遺存する。外面は

へラケズリの後へラナテーされ、内面もはナデが加えられる。口縁部はヨコナデきれる。頚部に

は粘土帯がめぐるが、部分的に剥落する。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。

j炎褐色を呈し、口径18.4cmをisIJる。 6は口縁部と底部を欠く嚢で、兄が遺存する。外面にハケ

目が施されるが、部分的にへラナデによって消される。内面はへラナテ、の後へラミカ、々される。

最大径は17.4cmを測る。 7は嗣部中位以下がκ遺存する嚢で、底部はほほ、完存する。外面はへ

ラケズリの後へラナデされ、内面もへラナテされる。外面下半は部分的に火を受けている。胎

士には砂粒を含むが、密で、焼成も良し、。明褐色を呈する。底径 7.0cmを測る。 8も嚢の底部

で巧破片である。外面はへラケズリの後へラナデきれ、内面はへラナデされる。胎土には中島、

粒を含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。淡褐色を呈し、底径 6.4cmをisIJる。 9は木葉痕を有す

る底部の必破片で、外面はナデが加えられ、内面はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で、、

淡褐色を呈する。底径10cmを測る。 10は底部を欠く衰の%破片で、外面はへラナデされ、内面

にはナデが加えられる。口縁部はヨコナデされる。外面は部分的に火を受けている。胎土には

中砂粒を含み、宮、だが、焼成はやや悪い。黒褐色を呈し、口径18.4cmを測る。 11は嚢の口縁部

の%破片で、内外面共にへラナデされ、口縁部はヨコナデされる。胎土、焼成共に良好で、淡褐

色を呈する。口径20.4cmを測る。 12は台付嚢で、口縁部を万欠失するが、その他はほぼ完存す

る。胴部は、外面はへラケズ 1)の後へラナデされ、内面はヘーラナテーされる。口縁部はヨコナデ

される。脚台部は内外面共にナデが加えられる。胎土には砂粒を含むが、密で、焼成も良い。

褐色を呈する。口径13cm、脚台径lOcm、器高20.6cmを測る。 13は台付嚢の脚台部で図示の範囲
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第200図 99(089)号跡出土土器(2 )(1/4) 

で完存する。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はへラナデされる。外面下半は部分的

に火を受けている。胎土には砂粒を含み、やや組いが、焼成は良〈、赤褐色を呈する。脚台径

は12.6cmを測る。 14は台付費の脚台部で%遺存する。内外面共に細かいハケ目が施され、部分

的にナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。脚径は1O.6cmを測る。 15も台

付嚢の脚台部で%が遺存する。胴部は、外面がへラナデきれ、内面はナデが加えられる。脚台
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部は内外面共にやや粗いハケ目が施されるが、部分的にへラナデきれる。胎土には砂粒を含み、

やや組〈、焼成もやや悪い。褐色を呈し、脚径13.5cmを測る。 16は小形の台付嚢の脚台部で、

図示の範囲で完存する。内外面共にへラナデされる。胎土、焼成共に良好で黒褐色を呈する。

脚径は 6.2cmを測る。 17は高王手の杯部で%が遺存する。内外面共にへラナデの後へラミカキき

れる。胎土には中砂粒を含むが、密で、焼成も良い。明褐色を呈し、口径23.8cmを測る"18は

士甘のM破片で口縁部には内外面共にハケ目が施される。体部外面上半にはハケ目が残るが、下

半はへラケズリの後へラナデきれる。内面はへラナデされる。胎土には細砂粒を含み、密で、

焼成も良い。赤褐色を呈する。口径14.5cm、器高13.2cmを測る。 19は器台で%が遺存する。外

面と器受部内面にはナデか百日えられる。脚部内面にはわずかにハケ目が残る。脚孔は 3孔で、

胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成も悪い。淡褐色を呈し、口径 7.8cm、脚径lOcm、器高7.3

cmを測るυ20は底部で、内外面共にへラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや粗いが、焼成

は良〈、褐色を呈する。底径は 8.0cmを測る。 21も底部で外面はへラケズリの後へラナデきれ、

内面はへラナデきれる。胎土には中砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪い。赤褐色を呈し、

底径7.0cmを測る。 22はやや小形の底部で、内外面共にナデが加えられる。胎土、焼成共に良

好で、褐色を呈し、底径4.4cmを測る。

( 8 ) 100 (094)号跡調201・202図)

遺構(第 201図)

99号跡の南東に近接して存在する方形周溝(墓)で81号跡を切り、 129号跡に切られる。確

認調査時のトレンチが周溝にかかっておりその段階から存在の判明していた遺構である。

台状部は東西14m、南北12.6mを測り、隅丸のやや台形に近いプランを呈する。周溝を含め

た規模は東西18.8m、南北18.2mを測る。周溝外周の輪郭は基本的には隅丸のほぼ方形を呈す

るが、南溝の中央に 2.0Xl.Zmほどの張り出しを有する。周溝の幅は 2.7-3.3mとあまり

差はないが、張り出しの部分は1.4mとなる。周溝の深きは 0.2-0.5mとやや差があり、各

コーナ一部分が浅くなる。張り出し部およびその西側にはやや深くなる部分が認められ、最も

深い部分で0.7mを測る。溝底はほぼ平坦で、ある。周溝内の覆土は 3層に分けられた。台状部

および溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出きれなかった。

遺物(第 202図)

出土遺物は少なく周溝中より出土した 3点の土器が図示できただけである。 1と2は北溝の

東側で底面から 5.0cm浮いて、 3は東溝のほぽ中央で底面から20cm浮いて出土したものである。

1は底部を欠く嚢の%破片で、口縁部は外面にはハケ目が施きれ、内面はへラケズりされる。

胴部は内外面共にへラナデきれるが、内面には輪積み痕が残る。胎土 焼成共に良好で、黒褐

色を呈する。口径は18.8cmを測る。 2は嚢の口縁部の%破片で口縁部は内外面共にヨコナデき

れるが、頭部外面には細かいハケ目が残る。胴部には内外面共にナデが加えられる。胎土は良
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第202図 100(094)号跡出土土器(1/4) 

好であるが、焼成は悪く、極めて脆し、。黒褐色を呈し、口径17cmを測る。 3は器台の破片で、

内外面共にナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。

( 9 ) 101 ( 100 )号跡(第203・204図)

遺構(第 203図)

99号跡の北東に近接して存在する方形周溝(墓)で、東側で85号跡を切る。確認調査時のト

レンチが周溝にかかっており、その段階から存在の判明していた遺構である。

台状部は東西10.8m、南北11.2mをiRIJり、方形のプランを呈する。周溝を含めた規模は東西

15.4m、南北16mを測る。周溝外周の輪郭は、基本的には隅丸の方形を呈するが、西側はやや

胴張りとなる。周溝の幅は1.6-2.4 mとやや差がある。周溝の深さは 0.2-0.5mを測り、

北東コーナ一部分を除いて各コーナ一部分で浅くなり、各溝の中央部でやや深くなる。溝底は

多少凹凸を呈し、周溝内の覆土は 3層に分けられた。台状部および溝底からは主体部等の施設

およびその痕跡は検出きれなかった。

遺物(第 204図)

出土遺物はやや多く 6点の土器が図示できた。いずれも周溝中から出土したもので、底面よ

りかなり浮く。 1、2は北東コーナ一部分で30cm前後浮いて出土したもので、 2は確認調査時

のトレンチ内出土の破片と接合した。 3、5、6は北溝の西側から出土したもので、 3は30cm、

5は18cm、6は16cm浮いていた。 4は西講のはほ中央から12cm浮いて出土したものである。

1は口唇部を欠くが%遺存する大形の壷で、底部には木葉痕を有する。外面はへラナデの後

へラミガキきれ、内面はへラナデきれる。外面は赤彩される。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、

焼成もやや悪い。内面は明褐色を呈する。底径7.8cmを測る。 2は口縁部を欠〈壷で%が遣存

する。外面はへラナテーの後へラミガキされ、赤彩される。内面はへラナデされるが、遺存状態

が悪い。胎土、焼土共に良好で、内面は明褐色を呈する。底径 7.2cmを測る。 3は口縁部を欠
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第204図 101( 100)号跡出土土器(1/4)
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〈台付嚢で、必が遺存する。外面はへラナデされるが、胴部下半と脚台部の裾部にハケ目が残

る。内面は、胴部がへラナデされ、脚台部にはハケ目が残る。胎土、焼成共に良好で、明褐色を

呈する。脚部径5.6cmを測る。 4は完形の小形嚢である。口縁部はやや波状を呈し、 2個 1組

の焼成前穿孔の小干しが相対する位置に 2ヶ所認められる。外面と内面上半はハケ目が施きれ、

内面下半はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや組いが、焼成は良〈、明褐色を呈す

る。口径 7.4cm、底径 3.8cm、器高 7.2cmを測る。 5も小形聾で先が遺存する。外面は頭部に

細かいハケ目がわずかに残るが、大半はナデカミ加えられる。内面は、口縁部に細かいハケ目が

施きれ、胴部はへラナデされ、輪積み痕が残る。胎土には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良

好で黒褐色を呈する。口径8.0cm、底径 3.8cm、器高 7.1cmを測る。 6は小形嚢で%が遺存す

る。外面は、口縁部に細かいハケ目が施きれ、胴部上半にはわずかにハケ目が残る。内面は、

口縁部に細かいハケ目が施きれ、胴部はへラナデきれる。胎土、焼成共に良好で、、明褐色を呈

する。口径 9.0cm、底径4.3cm、器高 7.6cmを測る。

(10) 102 ( 102 )号跡(第205・206図)

遺構(第 205図)

101号跡の南側に近接して存在する方形周溝(墓)で、本跡の南側に近接して存在する 100

号跡と共に 129号跡に切られる。確認調査時のトレンチが周溝にかかっており、その段階から

存在の判明していた遺構である。

台状部は東西16m、南北14mを測り、ほほ隅丸の長方形のプランを呈する。周溝を含めた規

模は、東西23.0m、南北19.4mをiRljる。周溝外周の輪郭は、基本的には胴張りの長方形を呈す

るが、南東および北西のコーナ一部分は周囲の方形周溝(墓)に影響されてか歪みが著しい。

周溝の幅は1.0-4.6 mと著しい差があり、各溝の中央部で広くなる傾向を示し、コーナ一部

分で狭くなり、前述のように南東および北西のコーナ一部分は著しく狭くなる。周溝の深さは

0.15-0.55mと差があり、著しく狭くなる南東と北西のコーナー部分が最も浅くなる。北溝の

中央部に 6.2X1.4mほどの範囲で、緩かに深くなる部分が認められ、最も深い部分で・0.75m

を測る。 j茸底はほほ・平坦である。周荷車内の覆土は 2層に分けられた。台状部および溝底からは

主体部の施設およびその痕跡は検出きれなかった。

遺物(第 206図)

出土遺物はやや多く 8点の土器が図示できた。 1、5、7は北溝の中央やや西寄りで 5cmほ

ど浮いて、 2と3は北東コーナ一部分で 2cmほど浮いて出土したものである。 4、6は南溝の

中央やや西寄りで、それぞれ20cm、8cm浮いて出土したものである。なお 8は北東コーナ一部

分の外側から出土したものであるが、本跡との関係も考えられるので、ここに図示しておく。

lは嚢で、先が遺存する。口縁部は、内外面共にハケ目が施される。胴部は、外面上半はへ

ラナデされ、下半はへラケズリの後へラナデされる。内面はへラナデされる。胎土には砂粒を
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含み、やや粗〈、焼成もやや悪い。黒褐色を呈し、口径18.7cm、底径 5.8cm、器高24.4cmを測

る。 2は胴部下半を欠く嚢の冗破片で外面はハケ目が施きれるが、頚部はヨコナデによって消

される。内面は、口縁部にハケ目が施きれ、胴部はナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で、

黒褐色を呈する。口径18cmを測る。 3は胴部以下遺存する襲のM破片で、底部は完存する。外
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面はハケ目が施されるが、下半はへラナデされる。内面はへラナテ?れる。胎土には砂粒を含

み、やや粗く、焼成もやや悪し、。黒褐色を呈し、底径 4.9cmを測る。 4は大形の均で、%が遺

存する。外面はへラナデの後へラミ 7f~ され、内面はナテカ《加えられる。外面と口縁部内面は

赤彩される。胎土、焼成共に良好で、赤彩部以外は褐色を呈する。口径15.3cm、底径 5.6cm、

器高21.7cmをiMIJる。 5はほぼ完形の小型丸底土器である。外面と体部内面はナデが加えられ、

口縁部内面はへラミカ‘キされる。内外商共に赤彩きれるが、外面底部は磨滅が著しく、遺存状

態が悪い。胎土、焼成共に良好である。口径11.9cm、底径 2.4cm、器高 6.5cmを測る。 6は %

遺存する小型丸底土器である。外面はへラケスリの後へラナテーされ、内面はへラナテーされる。

胎土、焼成共に良好で、淡褐色を呈する。口径 9.0cm、底径 1.5cm、器高 7.8cmを測る。 7は

%遺存する器台である。器受部はナテーが加えられる。脚部は、外面が、へラミガキされ、内面

はへラナデされるが、裾部にはハケ目が残る。脚孔は 3孔穿孔される。外面と器受部内面は赤

彩される。胎土、焼成共に良好で、赤彩部以外は淡褐色を呈する。器受部径6.8cm、脚径llcm、

器高 8.0cmを測る。 8は%遺存する器台である。外面はへラケズリされるが、部分的にハケ目

が残る。内面にもハケ目が残る。脚孔は 3孔で、胎土、焼成共に良好で、、褐色を呈する。器受

部径 7.4cm、脚径10cm、器高 7.7cmをiRIJる。

(11) 103 ( 110)号跡(第207-210図)

遺構(第 207図)

99号跡の北東に近接して存在する方形周溝(墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にか

かっており、その段階から存在の判明していた遺構である。北側で90、91、92という 3軒の住

居跡を切る。

台状部は東西15m、南北13mをj則り、隅丸の長方形のプランを呈する。周溝を含めた規模は

東西19.5m、南北19.1mを測る。周溝外周の輪郭は、基本的には隅丸の長方形であるが、北東

コーナ一部分でやや膨らむ。周溝の幅は、 2.0-3.4 mと差がある。周溝の深さは0.35-1.0 

mと差がある。東溝の中央はやや浅くなるが、その東側では深さを増し、1.0mを測る。溝底は

多少凹凸を呈する。周溝内の覆土は 5層に分けられた。台状部および溝底からは主体部等の施

設およびその痕跡は検出きれなかった。

遺物(第208-210図)

出土遺物は多<20点の土器が図示できた。いずれも周溝内から出土したものである。 1、2、

6は底面より 5cm、20cm、16cm浮いて出土したものである。 4、5、7、9は底面直上から出

土したもので、 3、8、10-12は覆土中から出土したものである。

lは%遺存する壷である。外面と口縁部内面は、ハケ目を施した後へラナデきれる。内面は

ナデが加えられるが、器面の遺存状態は極めて悪い。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成も

やや悪い。明褐色を呈する。口径17.3cm、底径8.0cm、器高30.8cmを測る。 2は%遺存する査
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である。外面はへラナテーされるが、部分的にハ

ケ目が残る。内面は、ナデが加えられるが頚部に

にはわずかにハケ目が残る。胴部内面は遺存状

態が悪い。胎土、焼成共に良好で、、明褐色を呈
10cm 

「る。口径15.5cm、底径 7.2cm、器高29.7cmを

ポIJる。 3は衰の口縁部のM破片で嗣部の外面は

協:之 議題語7ヲ

¥ 。
第210図 103(110)号跡出土土器(3)(1/3) 

へラナデされるが、わずかにハケ目が残る。内面はへラナデされる。口縁部はヨコナデされる。

胎土、焼成共に良好で、褐色を呈し、口径20.6cmを測る。 4はほぼ完形の小型丸底土器である。

外面と口縁部内面はへラケズリの後へラミカ、キされ、赤彩される。体部内面はへラナデされる。

胎土、焼成共に良好で、、赤彩部以外は褐色を呈する。口径9.8cm、底径 2.2cm、器高 6.5cmを

iPIJる。 5もほぼ完形の小型丸底土器である。体部外面はへラケズリきれる。体部内面を除きへ

ラミカぃキされるが、口縁部内面にはハケ目が残る。体部内面はへラナデされる。内外面共に赤

彩される。胎土、焼成共に良好で、ある。口径13cm、底径 2.4cm、器高 6.5cmを測る。 6は底部

を欠〈小型丸底土器で%が遺存する。外面はへラケズリの後へラミカーキきれるが、わずかにハ

ケ目が残る。内面は、口縁部にはハケ目が残り、体部はへラミカーキされる。内外面共に赤彩さ

れる。底部には焼成後の穿孔が認められる。胎土、焼成共に良好で、ある。口径は10.4cmを測る。

7は冗遺存する杯である。内外面共にへラケズリの後へラナデきれ、赤彩される。胎土、焼成

共に良好で‘ある。口径12.4cm、底径 3.2cm、器高 4.8cmを測る。 8は小型丸底土器の%破片で、

外面はへラケズリの後ナデが加えられ、内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや

組く、焼成もやや悪い。明褐色を呈し、底径3.6cmを測る。 9はK遺存する器台である。内外

面共にへラナデされるが、部分的にハケ目が残る。外面と器受部内面は赤彩きれる。脚孔は 3

干しを 2段に穿孔される。胎土、焼成共に良好で、、赤彩部以外は褐色を呈する。器受部径 7.7cm、

脚径10.9cm、器高 6.6cmを測る。 10は査の口縁部で対破片である。内外面共にへラケズリの後

へラナデされる。胎土、焼成共に良好で、黄褐色を呈する。口径は1O.4cmを測る。 11は査の胴

部下半~底部の対破片で底部は完存する。外面はへラケズリの後へラナデきれるが、部分的に

ハケ目が残る。内面はへラケズリの後へラナテ弓れる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈焼成も

やや悪い。黄褐色を呈し、底径6.3cmを測る。 12は底部で、内外面共にへラナデされる。胎土

には砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪い。褐色を呈し、底径8.6cmを測る。 13は%遺存す

る壷である。外面はハケ目が施きれるが、ナデによって大半が消きれる。内面は、口縁部~頚

部にかけてハケ目が施きれるが、部分的にナデによって消される。胴部はナデが加えられる。

胎土・焼成共に良好で明褐色を呈する。口径14.3cm、底径6.4cm、器高32.4cmをiPIJる。 14も査

で%が遺存する。口縁部には、内外面共にハケ目が施される。頚部にもハケ目が施きれるが、

へラナデによって部分的に消きれる。胴部は、ハケ目が施きれるが、大半はへラナデによって
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消される。内面はへラナデされる。胎土・焼成共に良好で、、明褐色を呈する。口径14.8cm、底

径 5.8cm、器高31.3cmを測る。 15は先遺存する嚢である。外面はハケ目を施した後へラナデさ

れるが、底部近くはへラケズリされる。内面は、口縁部にハケ目が施きれる。胴部はへラナテ映

されるが、上半にはハケ目が残り、輪積み痕が認められる。胎土、焼成共に良好で、、黒褐色を

呈する。口径16cm、底径4.4cm、器高17cmを測る。 16は底部を欠く嚢のM破片で内外面共にハ

ケ目が施される。口縁部はヨコナデされる。胎土、焼成共に良好で・褐色を呈する。口径は15.6cm

cmを測る。 17も底部を欠く言葉で%が遺存する。胴部外面はへラケズリの後へラナデきれ、胴部

内面もへラナデきれる。口縁部はヨコナテやされる。 NfiI二、焼成共に良好で、、黒褐色を呈し、口

径20.4cmを測る。 18は嚢の胴部下半~底部のM破片で底部は完存する。内外面及び底部lこハ

ケ目が施される。胎土、焼成共に良好で暗褐色を呈する。底径は 5.3cmを測る。 19-21はS宇

状口縁台付嚢の破片である。 19と20は口縁部で、19は胴部外面にハケ目が施され頭部内面にもハ

ケ目が認められる。 20は頭部内面にわずかにハケ目が認められる。内面と口唇部外面は赤彩さ

れる。 21は胴部上半で、斜位のハケ目を施した後、横位のハケ目が施される。
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3. 円形周溝(墓)と出土土器

( 1 ) 104 ( 020 )号跡(第211・212図)

。

遺構(第 211図)
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第211図 104(020)号跡実測図(11160・1/40)
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今回の調査区の中央北側の斜面に位置する円形周溝(墓)である。確認調査時のトレンチが

周溝にかかっており、その段階から存在の判明していた遺構である。

北側の周溝を斜面によって失っているため全形をつかむことはできないが、ほぽ径17.2m前

後の円形のプランを呈するものと思われる。周溝の幅は1.4-2.5mと差がある。周溝の深さ

も0.2-0.4mとやや差があり、北倶IJが相対的に浅くなる。溝底はほぼ平坦である。周溝内の

覆土は 3層に分けられた。台状部および溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出きれ

なかった。

遺物 (第 212図)

出土遺物はやや多く 8点の土器が図示できた。 1-3、6、7は周溝内覆土中出土のもので

ある。 4と5はそれぞれ底面より 8.0cm、10cm浮いて出土したもので、 8は底面直上出土のも

のである。

¥止プグ
2 (04) 

¥上グ
3 (04) 
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8 (13) 

。 10cm 

7(05) 

第212図 104(020)号跡出土土器(1/4)

lは胴部下半が%遺存する襲である。輪積み成形で、胴部中位はさらに内外から 2枚の粘土

帯を貼り合わせている。外面はへラケズリの後へラナテきれ、内面もへラナデされる。胎土、

焼成共に良好で、、淡褐色を呈する。底径は 6.0cmをiRIJる。 2も底部でMが遺存する。内外面共

にへラナデされるが、外面にはハケ目がわずかに残る。胎土、焼成共に良好で、、褐色を呈する。

底径は 5.8cmをiRI同。 3も底部で%が遺存する。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面は

へラナデされる。胎土、焼成共に良好で淡褐色を呈する。底径は 2.8cmをiRIJる。 4は%遺存す

る杯である。体部外面はへラケズリの後へラナデされ、内面もへラナデされる。口縁部はヨコ

ナデされ、底部を除く外面と内面は赤彩される。胎土、焼成共に良好で、、赤褐色を呈する。口

径llcm、器高 6.0cmを測る。 5はほぼ完形の杯である。体部外面はへラケズリの後へラナテーさ

れ、内面はへラミ方、キさnる。口縁部はヨコナテーされる。胎土、焼成共に良好で、、赤褐色を呈
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する。口径llcm、器高 5.1cmを測る。 6はM遺存する杯である。外面はへラケズリの後へラナ

デされ、内面はへラナテーされる。口唇部はヨコナテ?れる。胎土 焼成共に良好で赤褐色を呈

する。口径15.6cm、器高 7.1cmをi"IJる。 7は杯のK破片で、内外面共にヨコナデされ、赤彩さ

れる。胎土、焼成共に良好で、、口径16.0cmを測る。 8はほぼ完形の嚢である。外面は組〈へラ

ナデされ、内面もへラナデされる。口唇部はヨコナデされる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、

焼成もやや悪し、。赤褐色を呈する。口径9.4cm、底径 7.0cm、器高 9.1cmを測る。

( 2 ) 105 (023)号跡(第213・214図)

遺構(第 213図)

104号跡の南東 3mに位置する円形周溝(墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にかか

っており、その段階から存在の判明していた遺構である。南側で17号跡を西側で22号跡を切る。

プランは、径15.2mほどの円形を呈する。周溝の幅は1.1-2.0mと差がある。周溝の深さ

も0.3-0.6mと差があり、南側が深くなる。溝底はやや凹凸に富む。周溝内の覆土は 3層に

分けられた。南側の溝底で長楕円形の掘込みが 2ヶ所検出された。東側のものは 2.8X 1.0 m 

西側のものは 2.0XO.68mを測り、いずれも周囲の周溝より 0.2mほど深くなる。底面は凹凸

を呈する。

遺物(第 214図)

出土遺物はやや多<6点の土器が図示できた。南側の周溝から出土が目立つ。 lは西側のitlfi

込みの底面から 5.0cmi乎いて出土したものである。 2-4は南側の周溝でそれぞれ底面から10

cm、4.0cm、5.0cmi乎いて出土したものである。 5、6は覆土中から出土したものである。

1は完形の杯である。体部外面はへラケズリの後へラナテーされ、内面はへラナデされる。口

縁部はヨコナデされる。内外面共に品、彩される。胎土、焼成共に良好で‘口径15.8cm、器高 7.0

cmを測る。 2はほほ・完形の咋である。外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はへラミカキ

され、亦彩される。胎土 焼成共に良好で、、外面は亦褐色を呈する。口径17cm、底径8.8cm、

器高 6.8cmを測る。 3はx遺存する杯である。体部外面ーはへラケズリの後粗〈へラナデされ、

内面ーはへラナデされる。口融部はヨコナデされる。口融部外面と内面は赤彩される。胎土.焼

成共に良好で、赤褐色を呈する。口径14cm、器高 4.6cmをi"IJる。 4は%遺存する杯である。外面

はへラケズリの後入念にへラナデされ、内面はナデが加えられる。内外面共に亦彩される。胎

土;焼成共に良好で、口径15.8cm、底径5.8cm、器高 6.0cmをi"IJる。 5は器台の破片で、外面は

へラミカ、、キされる。内面はナデが加えられるが、ハケ目が残る。胎土、焼成共に良好で、、赤褐

色を呈する。最大径は 8.0cmをi"IJる。 6は必遺存する底部破片で、外面はへラケズリの後へラ

ナデされ、内面はナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で‘、褐色を呈する。底径7.2cmを測

る。
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第214図 105(023)号跡出土土器(1/4)
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10cm 

( 3) . 106 ( 024 )号跡調215・216図)

遺構 (第215図)

105号跡の西側に近接して存在する円形周溝 (墓)である。確認調査時のトレンチが周溝に

かかっており、その段階から存在の判明していた遺構である。20、21、22号跡という 3軒の住

居跡を切る。

プランは、径12.0mほどのやや不整な円形を呈する。周溝の幅は 0.7-1.5mと差があり、

北側と東側で狭くなる。周溝の深さは 0.3-0.4mとほほ一定している。溝底はほほ、平坦で、あ

る。周溝内の覆土は 2層に分けられた。台状部および溝底からは主体部の施設およびその痕跡

は検出されなかった。

遺物 (第 216図)

出土遺物はやや多く 5点の土器が図示できたが完形品はない。 1は北側の周溝で底面より 15

cm浮いて出土したものである。その他は覆土中から出土したものである。

lは口縁部と底部を欠く聾で冗が遺存する。胴部外面はへラケズリの後へラナデきれ、内面

はへラナデされる。頭部はヨコナデされる。胎土、焼成共に良好で、褐色を呈する。最大径は25

cmをiWIJる。 2は坊の底部で%が遺存する。外面はへラナデきれ、内面はへラナデの後へラミガ

キされる。内外面共に赤彩される。胎士、焼成共に良好である。 3は器台の器受部で必が遣存

する。内外面共にナテ、が加えられる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。器受部径6.4cm 

を測る。4は手づくね土器で%が遺存する。内外面共にナデが加えられる。胎土、焼成共に良

好で褐色を呈する。口径 3.6cm、器高 2.8cm、底径 l目 4cmを測る。 5はミニチュア土器の底部

で必が遺存する。内外面共にへラナテきれる。胎土、焼成共に良好で、黒褐色を呈し、底径 3.5

cm を ì~IJ る 。
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I (~~) 第216図 106( 024)号跡出土土器(1/4)

( 4 ) 107 (035)号跡 (第217・218図)

遺構 (第 217図)

106号跡の西側32mに位置する円形周溝 (墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にかか

っており、その段階から存在の判明していた遺1構である。

プランは、径13.0mほどのやや長円形を呈するが、北側で周溝が途切れる。周溝の幅は1.0-

2.0mとかなり差がある。周溝の深さも 0.2-0.5mと差がある。溝底はやや凹凸に富む。周溝内

の覆土は 2層に分けられた。台状部および溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出き

れなかった。

遺物 (第 218図)

出土遺物は多く 10点の土器が図示できた。 1、2、3、10は周溝の東側で出土したもので、

l、10は底面直上出土であるが、 2は18cm、3は15cm浮いて出土した。 5は周溝の南側で 9.0

cm浮いて出土したものである。 6、8、9は周溝の西側で、それぞれ20cm、40cm、45cm浮いて

出土したものである。4、7は覆土中から出土したものである。この他周溝の東側で、20cm浮い

て鉄製品が l点出土している。

1は口縁部が強〈外反する査で、ほほ完形である。器面は内外面共にハケ目が施され、その

上をへラナテされる。胴部下半はへラケズリされ、口縁部はヨコナデされる。胎土 焼成共に

良好で、、褐色を呈する。口径10.8cm、底径5.2cm、器高13.4cmを測る o 2は小形の査で冗程遺

存する。外面はハケ日を施した後ナデが加えられているため、ハケ目は痕跡的である。胎土、

焼成共に良好で、淡褐色を呈するが、胴部上半を中心に火を受けているため器面の荒れが著しい。

口径 9.8cm、底径 2.4cm、器高llcmを測る。 3は士甘で、 x程遺存する。外面上半部はハケ目の

上をへラナデされる。下半部はへラケズリの後へラナデきれる。内面はナデが加えられている。

胎土、焼成共に良好で、褐色を呈する。口径14.3cm、底径 2.9cm、器高 9.8cmをisIJる。4は杯の

κの破片である。内外面共に入念なナデカぎ施される。内面の一部を除いて赤彩きれる。胎土、
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第218図 107(035)号跡出土土器(1/4)

焼成共に良好で‘、口径15.2cm、器高 5.1cmを測る。 5も序でほぼ完形である。外面はへラケズ

リの後ナデが加えられている。内面はナデカヨ加えられている。胎士、焼成共に良好で、黒褐色を

呈する。口径14.2cm、器高 4.6cmを測る。 6は口唇部が外反する完形の鉢である。外面はへラ

ケズリの後へラナテされる。内面もへラナテされる。胎士、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。

口径11.6cm、器高 5.8cmを測る。 7はやや大形の坑で必の破片である。外面はへラケズリされ

部分的にへラナテされる。内面はナデが加えられる。外面の一部を除き赤彩される。胎土 焼

成共に良好で、赤褐色を呈する。口径13.6cm、器高 9.6cmを測る。 8は器台のκの破片である。

器受部外面は細かいハケ目の上をナデが加えられる。脚部外面はへラミカ、キされる。脚部内面

にはやや組しゾ、ヶ目が施きれている。脚孔は 3孔を穿つ。胎土、焼成共に良好で‘淡褐色を呈す

る。器受部径 6.6cm、脚径 9.2cm、器高 7.1cmを測る。 9も器台で%の破片である。 外面はへ

ラミカキされ、内面はノ¥ケ目が施される。脚孔は 3孔で、胎土、焼成共に良好で、、黒褐色を呈

する。脚径1l.2cmを測る。10は台付嚢の脚台部のKの破片である。内外面共ノヘケ目の上をナデ

が加えられる。胎士、焼成共に良好で褐色を呈する。脚径 7.6cm を ì~IJ る。

( 5 ) 108 ( 039 )号跡 (第219・220図)

遺構 (第219図)

107号跡の南側 3.0mに位置する円形周溝 (墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にか
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第219図 108(039)号跡実測図(1/160・1/60)

かっていたが、確認できなかった遺構である。 33、57、59、60号跡という 4射の住居跡を切る。

プランは、径15.2mほどの円形を呈する。北側で 107号跡と同様に周溝が途切れるものと思

われるが、 33号跡との重複により確認することはできなかった。周溝の幅は 0.8-1.8 mとか
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なり差がある。周溝の深さも0.25-0.6 mと差がある。また、溝底はほほ、平坦で、周溝内の覆

土は 2層に分けられた。台状部および溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出されな

台、勺?こ。
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第220図 108(039)号跡出土土器(1/4) 

出土遺物は比較的多く 7点の土器が図不できた。尉満の東側からの出土カ、目立つ。 l、2、

6はそれぞれ底面から 8.0cm、16cm、20cm浮いて出土したものである。 3、4は底面ーから 2.0

cm浮いて出土した。 7は28cm浮いて出土したもので、 5は覆土中から出土したものである。

1は須恵器の杯で口融部をわずかに欠失するのみではほ、完形である。底部外面%は回転へラ

ケズリされ、体部内面はナテ¥口縁音[1はヨコナデされる。胎士、焼成共に良好で淡青灰色を呈

する。口径llcm、器高 4.9cmを測る。2も須恵器で完形の把手付椀である。休部中位に輪状の

把手を貼付する。底部外面はへラケズリが残る。口縁部はヨコナデされ、内面にわずかに 自然

柑がかかる。胎土.、焼成共に良好で、暗青灰色を呈する。口径6.9cm、器高 4.0cmを測る。 3は

完形の杯である。外面はへラケズリの後へラナテーされる。内面はへラナデ、口縁部はヨコナデ

される。底部外面のわずかな部分を除いて赤彩される。胎土 焼成共に良好で赤褐色を呈する。

口径15.7cm、器高 6.2cmを測る。 4も完形のI不である。外面はへラケズリの後へラナデされる。

内面はへラミガキされる。口縁:部内面にはノ、ヶ目が残り、ヨコナデされる。底部外面を除いて

赤彩される。胎土、焼成共に良好で‘赤褐色を呈するが外面は火を受けているため遺存状態は悪

い。5は士不の》ずの破片である。外面はへラケズリの後へラナデされており、下半部にはへラケ

ズリが残る。内面は入念にへラナデされ、口縁音11はヨコナデされる。底部外面を除いては赤彩

される。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。口径は13.4cmを測る。 6は査形のミニチュア

土器で、口縁部を若干欠失するのみでほぼ完形である。内外面共に細かいハケ目を施した後ナ

デが加えられる。口縁部はヨコナテされる。胎土、焼成共に良好で淡褐色を呈する。口径4.8

cm、底径 3.6cm、器高 7.6cmを測る。 7は手づくね土器で%が遺存する。 外面は粗いハケ目の

上をナテが加えられる。内面はへラナデされる。胎土はやや粗いが、焼成は良好で、明褐色を呈

する。口径 5.0cm、底径4.6cm、器高 5.8cmを測る。

-248-



( 6 ) 109 ( 047 )号跡調221・222図)

遺構(第 221図)
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108号跡の南東側15mに位置する円形周溝 (墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にか

かっており、その段階から存在の判明していた遺構である 。

プランは径約22mの円形を呈する 。周溝の幅は 1.7-3.0 _mとやや差カ、ある。周溝の深さは

0.3-0.5mを調IJり、あまり差はない。溝底はほぼ平坦である。周溝内の覆土は 2層に分けら

れた。台状部および溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出きれなかった。

漬物 (第 222図)

出土遺物はやや多<8点の土器が図示できた。周溝の南側から集中して出土する 。 l、2、

5、6、8の5点は周溝の南側から出土したもので、それぞれ12cm、llcm、17cm、14cm、19cm

浮いて出土 した。 3、4、7は覆土中から出土したものである 。

lは口縁部を欠く士甘で%が遺存する。胴部外面はへラケズリの後へラナデされ、内部はナテ

が加えられる。口縁部はヨコナデきれる 。外面は底部を除いて赤彩される 。胎土 、焼成共に良

好で褐色を呈する。器高1l.8cmをi&IJる。 2は壷の胴部下半~底部でM程遺存する 。外面はへラ

ケズリの後へラナテされ、内面には成形時の粘土の段が残り、ナデが加えられる 。胎土 、焼成

共に良好で淡褐色を呈する。底径 7.6cm を ì~IJ る 。 3 は杯で%程遺存する 。 外面はへラケズリの

後へラナデされ、内面はナテ、が加えられる 。口縁部はヨコナテきれる 。内面と底部を除く外面

は赤彩される。胎士、焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径13.7cm、器高 6.8cmを測る 。4は

I不の必破片で、外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はへラナデされる。口縁部はヨコナ

デされる 。内面と底部を除〈外面は赤彩される。胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。目f手

UJ 
4 m) 
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13.8cm、器高6.2cmを測る。 5は口縁部のみM欠失する杯である。外面はへラケズりの後へラ

ナデされ、内面は入念なナデが加えられる。口縁部はヨコナテーされる。外面は底部を除いて赤

彩される。胎土には砂粒を多〈含みやや組いが焼成は良好で、赤褐色を呈する。口径14.4cm、器

高5.3cmを測る。 6は3宛のM破片で外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はナデが加えら

れる。口縁部はヨコナデされる。内外面共に赤彩きれる。胎土 焼成共に赤褐色を呈する。口

径13.6cm、器高 6.1cmを測る。 7は砲の口縁部の%破片で頚部には櫛描波状文をめぐらす。内

面はナデが加えられ、口縁部はヨコナデされる。胎土、焼成共に良好で暗灰褐色を呈する。口

径は 5.4cmを測る。 8も砲で底部の%破片ーである。?と同一個体の可能性がある。外面はへラ

ケズリの後ナデが加えられ、内面はナデが加えられる。胎土・焼成共に良好で暗灰褐色を呈す

る。

( 7 ) 110 ( 071 )号跡(第223・224図)

遺構(第 223図)

109号跡の南西側約10mに位置する円形周溝(墓)である。確認調査時のトレンチが周溝に

かかっており、その段階から存在の判明していた遺構である。西側で 131号跡に切られる。

プランは、径21mほどの円形を呈する。東側の周溝外周の輪郭の一部が〈びれる。周溝の幅

は1.5-2.8 mと差があり、西側が狭〈、東側ではくぴれ部が狭くなる。周溝の深さは 0.3-

0.8 mとかなり差があり、西側が浅くなる。溝底はほぼ平坦である。周溝内の覆土は 2層に分

けられた。台状部および溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出されなかった。

遺物(第 224図)

出土遺物は多 00点の土器が図訴できた。 l、3、5、7、8、9は底面より、それぞれ24

cm、19cm、21cm、23cm、33cm、18cm浮いて出土したものである。 2は底面より 5.0cm浮いて出

土したものである。 4、6、10は周溝覆土中より出土したものである。この他周溝の北側で底

面から33cm浮いて直万の破片が、西側の周溝で底面から20cm浮いて鉄織が出土している。周溝

覆土中からは土製紡錘車と土錘と土製品が 1点ずつ出土している。

lは口縁部を欠く嚢で図示の範囲でほぼ完存する。外面は明瞭にへラナデ痕が残る。内面は

へラナデされ、輪積み痕が残る。口縁部はヨコナデされる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈

する。底径8.0cm、器高28.5cmを測る。 2も嚢で、胴部下半以下は完存し、その他はM遺存す

る。外面はへラケズりされ、内薗はナデが加えられる。口縁部はヨコナデきれる。胎土、焼成

共に良好で黒褐色を呈する。口径13.2cm、底径6.7cm、器高18.3cmを測る。 3は小形の嚢で完

存する。外面はへラナテモれ、内面はナデが加えられる。口縁部はヨコナデされる。内面には

輪積み痕が残る。なお、外面中位は強〈火を受けており、煤が付着する。胎土、焼成共に良

好で明褐色を呈する。口径9.6cm、底径5.2cm、器高12.7cmを測る。 4は壷の底部で%が遺存

する。内外面共にナデが加えられる。胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成もやや悪い。明褐
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第224図 1l0( 071)号跡出土土器(1/4)

色を呈し、底径 9.4cmをiNIJる。5は斐の底部で、外面はへラナデされ、内面は組いナデが加え

。 10cm 

られる。胎土には中砂粒を含むが、密で、焼成も良し、。胎土は他の土器と異なり、明褐色を呈

する。底径は 6.6cmをi&IJる。 6は高I不の脚裾部のyz破片である。外面はナデが加えられ、内面

は上位にへラケズリ痕が残り、下半はナデが加えられる。外面は赤彩きれる。胎土、焼成共に

良好で内面は淡褐色を呈する。脚径は10.4cmを測る。7は坪で%が遺存する。内外面共にへラ

ナデされ、口縁部はヨコナテされる。内外面共に赤彩される。胎土、焼成共に良好で、、口径13

.8cm、器高 5.7cmを測る。8は底部をわずかに欠〈杯で、図示の範囲でほぼ完存する。外面は

へラケズリの後へラナテされ 部分的にへラケズリ痕が残る。内面は入念なナデが加えられる。

底部を除〈外面と内面は赤彩される。胎土、焼成共に良好で、、赤彩部以外は淡褐色を呈する。

口径は14.7cmを測る。9は%が遺存する杯で、外面はへラケズリの後中且〈ナデが加えられる。

内面はナデが加えられる。底部を除く外面と内面は赤彩される。胎土 焼成共に良好で、赤彩部
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以外は黒褐色を呈する。口径は14.1cmを測る。 10は均のM破片で、内外面共ナデが加えられ、

口縁部内面には細かいハケ目が残る。胎土 焼成共に良好で、淡褐色を呈する。口径12.4cmを測

る。

( 8 ) 111 (084)号跡(第 225図)

遺構(第 225図)

ml 

。
A 

74号跡

ml 
。

A 

C C' D 

第225図 1ll( 084)号跡実測図(1/80・1/40)
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110号跡の南東側11mに位置する円形周溝(墓)である。確認調査時のトレンチが周溝にか

かっており、その段階から存在の判明していた遺構である。西側で 112号跡と重複し、台状部

には74号跡が存在する。

プランは、径8.0mの比較的整った円形を呈する。周溝の幅は 0.5-0.8 mとやや差がある。

周溝の深さは 0.2-0.3mと浅し、。溝底はほほ、平坦である。周溝内の覆土は 2層に分けられた。

台状部および溝底からは主体部等の施設およびその痕跡は検出きれなかった。

周溝の覆土中から土器片がわずかに出土しているだけで図示できるものはない。
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4. 古墳

( 1 ) 112 ( 083 )号跡調226・227図)

遺構(第226・227図)

110号跡の南東に検出した古墳である。確認調査時のトレンチに主体部と周溝の一部がかか

っており、その段階から存在の判明していた遺構である。主体部は84号跡の覆土中に築造され

る。東側では、 111号跡と重複するが新旧関係は不明である。

周溝は15.5-13.0mの楕円形を呈し、全周する。周溝の幅は 0.6-1.4 mとかなり差がある。

周溝の深さは0.15-0.3mと全体的に浅く、部分的には0.05m内外というところもある。溝底

はほぼ平坦で、ある。周溝内の覆土は 2層に分けられた。

主体部は墳丘の北側で検出した箱式石棺である。石棺の主軸はほほ、東西方向を向いており、

墳丘の中心線と主体部中央を結んだ線にほほ、直交している。石棺は地山を掘り込んだ土壌内に

構築されている。土績は 2.7X1.5mのやや不整な隅丸の長方形を呈する。石棺は軟砂岩の載

石を組み合わせて構築したものである。石棺の側壁は厚き0.25-0.3ほどの直方形の裁石を長

辺に水平位に置くことで構成している。南壁では 2個の載石を並べている。東側の石は幅0.75

m、西側の石は幅1.4mを損11る。北壁では幅 0.9mと1.0mの石を並べるが、南壁の長さと合

わないので、幅 0.2mほどの方柱状の石を補充している。各石の短辺の長き(高き)は現状で

約 0.5mをj<<11る。小口は 1個の裁石からなっており、東側の小口は側壁と接する角に切り込み

があり、上から見ると凸形を呈する。石棺底面のプランは長方形を呈し、長さ2.0m、幅約0.6

mを測る。長さはともかく、幅は 1遺体をやっと埋葬できる程度の規模である。蓋石は 4枚架

構していたようで、そのうち 2枚がほぼ完全に遺存していた。厚き 0.1-0.15mで0.9X 0.7 

mの長方形を呈する。残りの 2枚は遺存している部分から察して、やや規模が異なるようであ

る。石材の底面と土墳の底面との聞には、粘土を含む黒色土が敷かれており、石材の除去によ

って石棺全域にわたって敷カ通れていることが確認された。遺体の埋葬はこの上に行われたと思

われる。裏込めは粘土と黒色土が主体であるが、石材屑や黄褐色土も使用している。

遺物

遺物は石棺の中央南側の底面から万子が鋒を西に向けて出土した。また、南東コーナー寄り

から歯が出土した。これによって遺体の頭位は東側にあったものと思われる。この歯は成人の

下顎大臼歯である。遺物の出土状況、蓋石の遺存状態からして盗掘は受けていないものと思わ

れる。

なお、周溝内からは土器片が出土しているがいずれも細片で図示できるものはない。
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1.縄色土

2.粘 土

3.黒色土(粘土・
砂岩層を含む)

4.黒色土(粘土を含む)

5.貧補色土

3 

⑨ 

。 1m

第227図 112(083)号跡主体部実測図(1/40)
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5. その他の遺構と出土土器(第228-238図)

( 1 ) 113 ( 015 )号跡(第 228図)

今回の調査区の北側斜面に位置する土墳で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時

点、で存在が明らかになった遺構である。

確認面では、長径4.1m、短径3.3m、底面では長径3.3m、短径2.5mの不整長円形プラ

ンを呈する。深さは0.35mほどで、底面は凹凸である。覆土は 4層に分けられた。覆土中から

わずかに土器片が出土しただけで図示できるものはない。

( 2 ) 114 ( 018 )号跡(第 228図)

113号跡の西20mの斜面に位置する土績で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時

点で存在が明らかになった遺構である。

確認面では長径4.3m、短径2.8mの不整形、底面では長径3.55m、短径1.45mのやや不整

な長楕円形プランを呈する。深きは 0.5mほどで、底面は凹凸である。覆土は 4層に分けられ

た。覆土中からわずかに土器片が出土しただけで図示できるものはない。

( 3 ) 115 (019 )号跡調 229図)

114号跡の南東側10mの斜面に位置する土墳で、確認調査時のトレンチが西側にかかってお

り、その段階から存在の判明していた遺構て柏ある。

確認面では、長径4.2m、短径3.2mの不整形を呈し、底面では長径2.5m、短径1.9mの

長円形を呈する。深きは 0.3mほどで、底面は凹凸である。覆土は 3層に分けられた。覆土中

からわずかに土器片が出土しただけで図示できるものはない。

( 4 ) 116 ( 022 )号跡調 229図)

115号跡の南西側28mに位置する土壌で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点

で存在が明らかになった遺構である。

確認面では長径1.75m、短径0.45m、底面では長径1.65m、短径0.3mの長楕円形プランを

呈する。深さは 0.6mほどで、底面はやや凹凸である。覆土は黒褐色土の単一層であった。

遺物は全く出土していない。

( 5 ) 117 (027)号跡(第 230図)

116号跡の南西側11mに位置する土壌で確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点

で存在が明らかになった遺構である。

確認面では長径2.05m、短径0.5m、底面では長径1.8m、短径0.22mの長楕円形プランを

呈する。斜面に位置するため深さは 0.5-0.8 mと差がある。底面はやや凹凸である。覆土は

黒褐色土の単一層であった。遺物は全〈出土していない。
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( 6 ) 118 ( 033 )号跡(第 230図)

115号跡の南'東45mに位置する土墳で、確認調査時のトレンチ内に存在するが、確認できな

かった遺構である。

峰認面では長径0.9m、組径0.65m、底面では長径0.58m、生¥1径0.35mの楕円形プランを呈

する。深さは0.15mを測る。底面はやや凹凸である。覆土は 2層に分けられた。遺物は全く出

土していない。

( 7 ) 119 (056 )号跡(第 230図)

117号跡の南東58mに位置する土墳で、確認調査時のトレンチ聞に存ヂLし、本調査の時点で

存イiカ、明らかになった遺構である。

確認面では長径1.85m、生¥1.径0.64m、底面では長径1.63m、生¥1径0.22mの長楕円形プランを

呈する。 j菜きは 0.8mをiWJる。底面ははは、平岡である。覆土は黒褐色土の単一層であった。遺

物は全く出土していない。

( 8 ) 120 ( 065 )号跡(第 231図)

118号跡の南側19mに位置する土墳で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で

存イiーが明らかになった遺構である。中央部を95号跡により切られる。

プランは 3.0X 2.7 mほどの長円形を呈するものと思われる。 j采さは0.05-0.1 mと極めて

浅い。底面jはほほ平刊であるが、軟弱である。覆土は暗褐色土の単一層であった。遺物は全く

出土していない

( 9 ) 121 (074) 号跡(第 231図)

119号跡の南西側65mに位置する土墳で、確認調査時のトレンチがかかっていたが、確認で

きなかった遺構である。

確認面では長径1.85m、魚1径0.82m、底面では長径1.4m、事'.1.径 0.2mの長楕円形プランを

呈する。深さは約 1mをiWJる。底面はほほ

遺物は全く出土していない O

(10) 122 ( 075 )号跡(第 232図)

121号跡の南側13mに位置する土墳で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で

存不tーヵ、明らかになった遺構である。

確認面では長径1.6m、生¥1.径0.63m、底面jでは長径1.12m、知径0.22mの長楕円形プランを

呈する。深さは 0.8mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は黒褐色土の単一層であった。

遺物は全く出土していない。

( 11 ) 123 (076)号跡調 232図)

11-9号跡の南ー西20mに位置する土壌で、確認調査時の卜レンチ聞に存在し、本調査の時点で

存在カ、明らかになった遺構である。
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122(075)号跡

|回 jm ⑧ 
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A A' 
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123(076)号跡
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A' 

!!Il 
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第232図 122・123(075・076)号跡実測図(1/40)

西側に撹乱が入っているため全形をつかむことはできないが、経認面では長径1.46m、生lI.径

O.72m、底面では長径1.25m、知径0.27mの長楕円形プランを呈するものと思われる。深さは

約 0.8mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は黒褐色土の単一層であった。遺物は全く出土

していない。
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(12) 124 ( 077 )号跡調 233図)

123号跡の東側に近接して位置する土墳で、 123号跡と同様にトレンチ聞に存在していた遺

構である。

確認面では長径1.67m、知径0.45m、底面では長径 1.4m、生¥i径0.18mの長楕円形プランを

呈する。深さは 0.6mを測る。底面はやや凹凸である。覆土は黒褐色土の単一層て、あった。

遺物は全く出土していない。

(13) 125 ( 078 )号跡調 233図)

|回 |田
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125(078)号跡
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。

|田 !日3
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第233図 124・125(077・078)号跡実測図(1/40) 
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121号跡の北東側13mに位置する土墳で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点

で存右が明らかになった遺構である。

確認面では長径1.47m、組径0.68mのやや不整な楕円形を呈し、底面では1.0XO.4mの長

方形を呈する。深きは約 1mを測る。底面はほぼ平坦である。覆土は黒褐色土の単一層であっ

た。遺物は全く出土していない。

(14) 126 ( 079 )号跡調 234図)

125号跡の東側 4mに位置する土墳で、確認調査時にはトレンチが設定できず、本調査の時

点て、存{(が明らかになった遺構である。

経認面では長径1.58m、知径0.68m、底面では長径1.33m、生¥i.径0.22mの長楕円形プランを

呈する。深さは約0.85mをiMiJる。底面はやや凹凸に富む。覆土は黒褐色の単一層であった。遺

物は全く出土していない。

(15) 127 (091 )号跡(第 234図)

121号閥、の東側62mに位置する土墳で 126号跡と同様にトレンチが設定できず、確認できな

かった遺構である。

確認面では長径1.62m、制径0.94m 底面では長径1.32m 短径0.32mの長楕円形プランを

呈する。深さは 0.9mをiWJる。底面はやや凹凸である。覆土は黒褐色土の単一層であった。遺

物は全く出土していない。

(16) 128 ( 0998 )号跡(第235図)

123号跡の南側11mに位置する土墳で、確認調査時のトレンチにかかる部分がわずかで、確

認できなかった遺構である。西側で84号跡に切られる。

確認面では長径1.6m、約径 0.4m、底面では長径 1.5m、短径 0.2mの長楕円形プランを

ま;する。深さは0.65m を ì~IJ る。底面はやや凹凸である。覆土は黒褐色土の単一層であった。遺

物は全く出土していない。

(17) 129 ( 104 )号跡(第 235図)

127号制、の北東側50mに位置する土壊で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点

で存イj'.;が明らかになった遺構である。 100、 102号跡という 2つの方形周溝(墓)を切る。

確認面では 2.4X1.5mのやや不整な恥l張りの長方形を呈し、底面では1.9XO.9mのやや

不整な長方形を呈する。深さは 0.7m前後を illlJる。底面はやや凹凸である。覆土は 3層に分け

られた。遺物は全く出土していない。

(18) 130 (105)号跡調 236図)

120号跡の東側25mに位置する土壊で、確認調査時のトレンチ聞に存在し、本調査の時点で

存在が明らかになった遺構である。

確認面では4.05X1.75mの隅丸長方形を呈し、底面では 2.8XO.6mと中央部カ、狭くなる隅
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JLt，とんー形をi王!する。 i本さは1.1X1.7mと差があり、南側で深さを増す。覆土は 3層に分けら

れた。 桜土中からわずかに土器円が出土しただけで図示できるものはない。

(19) 131 (069) 号跡(第237・238図)

遺構(第 237図)

I調査区の西端に位置する溝て¥その大半が確認調査時のトレンチ間およびトレンチが設定で

きない部分に存イ!するが、トレンチにかかった部分では重複する 110号跡と共に存在が明らか

になっていた遺構である。 70、110号跡という 2つの遺構を切る。

本閥、は南側で調資区域外に延びているため全谷は明らかにすることはできなかった。調査区

域内での全長は93.5mをiWJる。脳は 1.2-3.0mと差があり、北端の斜面iへ落ちる部分で広く

なる。泌さは 0.3-0.5 mとあまり差はないが、 A-A'断面から北は急に深くなり、北端部で

は 1段深くなり1.4mをiWJる。溝底はほほ、平士Rである。覆土は 2層に分けられた。

遺物(第 238図)

出土遺物は比較的多いがし、ずれも細片で、 2点の土器が図示て、きたたけである。いずれも覆

土中から出土したものである。

lは査の底部で図示の範囲で完存する。内外面共にナテヵ、加えられる。内面は赤彩される。
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L止三ク ト平=ず
胎土には砂粒を含み、やや組〈、焼成も

やや悪い。外面は淡褐色を呈し、底径7
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内外面共にヨコナデされる。胎土には砂

粒を含みやや粗〈 、焼成もやや悪い。j炎

第238図 131(069)号跡出土土器0/4)

肯灰色を呈し 、口径12cmをiHlJる。
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6. その他の遺物(第239-252図)

ここでは遺構内から出土した土器以外の遺物について述べるが、遺構外から出土したこれら

の遺物についても合わせて記載する。

( 1 )鉄製品(第 239図)

1は39号跡の床面から20cm浮いて出土したもので錨と考えられるものである。刃部は茎部と

明確に区分されず、やや反りをもっ。茎部は幅0.85cm、厚き0.15cmとほぼ一定しており、基部

は旬冊形を呈する。全長23.5cmをiRIJる。 2は110号跡の周溝中で底面から20cm浮いて出土した

ーー ‘=・

一〈ご二コE二三〉

3 

2 

=-

4 5 

G 6 

:じJ
ーむ

-0- 10 
5cm 。

9 第239図 鉄製品(l!z)
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鉄鉱である。腸扶の長三角形式のものである。遺存状態は良好で、ある。全長 8.0cm、身長 2.2

cm、身幅 1.5cmを測る。 3は21号跡の床面ーからやや浮いて出土した鉄鍛である。腸抄の三角形

式のものである。一部に木質が遺存し、身に径 1.5mmの孔が聞く c 全長 6.1cm、身長 5.3cm、

身幅 3.7cmをiP'ljる。 4は 110号跡の周溝中で底面から33cm浮いて出土した直刀の破片である。

一部に木質が遺存する。現存長 7.3cm、身幅 3.7cm、棟幅 1.2cmをip'ljる。 5は30号跡の床面直

上から出土した鉄片である。現存長 4.9cm、幅 2.6cm、厚きo.15cmを測る。 6は 112号跡の石

棺の底面から出土した万子である。鋒をわずかに欠失する。全長12cm、身長 8.8cm、身幅1.0

cm、棟幅 0.7cm、茎長 3.2cmをiMij1)、株金具ヵ、%遺存する。 7は 107号跡の周溝の底面から 20

cmi手いて出土したもので、7J子の茎部と思われる。現存長は 3.5cmを測る。 8は30号跡床面か

らやや浮いて出土したもので、鉄鍬の茎部であろうか。現存長 6.7cmを測る。 9は確認調査時

のトレンチ内から出土したものである。五角形を呈し、極めて薄い造りである。現存長 3.2cm、

厚き 0.1cmを測る。 10は本調査時に遺構外から出土したもので、刀子の身の部分と思われる。

現存長 4.4cm、身幅 0.9cm、棟幅 0.2cmを測る。

( 2 )土製品(第240-246図)

第240図に示したものは土器片錘と土製円板である。 1-3はijfoj部破片を利用した土器片錘

で、 3点共に紐掛けの凹みを有し、縁辺部が研磨される。 4-26は胴部破片を利用した土製円

板である。大半は縁辺部が研磨されており、 12は極めて良好な例である。 4は全く研磨されて

いない。小片のため時期決定できるものは少ないが、 10、11には角押丈が施丈されている。、

れらのうち本来的に遺構に伴うのは、 50号跡出土の 4-14と、 54号跡出土の15である。

第241図からは縄文時代以外の土製品について図示した。 lは 110号跡の周溝覆土中から出

土した土製紡鋒主主である。半欠品であるが、表面はへラミカキされ、造りは非常に良¥，)0 2は

99号跡の周溝内で底面ーから15cm浮いて出土した土製紡錘車である。株辺部を%ほど欠失する。

3は67号跡の覆土中から出土した有孔の土製模造品である。胎土lこは砂粒を多く含み、表面lの

遺存状態はやや悪¥，)0 4は26号跡の覆土中から出土した有孔の土製模造品である。 5は94号跡

の周溝覆土中から出土した土製小玉である。 6は10号跡の床面直上から出土した土製勾玉であ

る。孔は片側から穿孔されており、表面にはナテ刀、加えられる。 7は確認調査時のトレンチ内

から出土した土錘である。 8は 110号跡の周溝覆土中から出土した土錘で、端部を欠失する。

第242-244図に示したものは土製支脚とされるものである。図示したもの以外にも土製支

脚の破片と考えられるものカ、数点あるが、いずれも細片で遺存状態が悪〈、図示することはで

きなし、。図示したものは比較的遺存状態の良いものであるが、いずれも強〈火を受けている。

1、2は 1号跡、 3- 5は13号跡、 6、7、9は70号跡、 8、10は72号跡、 11は84号跡から出

土したものである。表面はナデによって仕上げられるものカ、大半であるが、 3、5のようにへ

ラケズリ痕を明瞭に残すものもある。また、 3、5の両側面には円形の凹みが認められる。 4、
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10、11も同様のものであるが、 11はやや不明瞭となる。

第 245図1-5は支脚形の土製品としたものである。すべて有孔であるが、 4は貫通してい

ない。 1-4は全く火を受けておらず、遺存状態は良い。 5は火を受けており、遺存状態は極

めて悪い。 l、2、4は94号跡、 3は 110号跡の周溝(墓)から出土しているのに対して、 5

は12号跡の住居跡出土のもので、 1-4とはあるいは用途が異なるかもしれない。

6、7は不明土製品としたものである。 6は70号跡の炉跡内から出土したもので，両端部を

欠失するが、ほとんど火を受けておらず、遺存状態は良い。 7は1号跡の炉跡の周辺から出土

したもので、 6と異なり強〈火を受けているため表面の遺存状態は極めて悪い。欠失部分が多

いため本来の形状を知ることはできない。 6、7共に炉跡に関係のある遺物と考えられるが、

用途は不明である。

第 246図に示したものは47号跡の炉跡内から出土した土製品である。端部の形状からして粘

土板状のものが焼けたものと思われる。特に裏面は強く火を受けているため遺存状態は悪い。

l、2は同一個体と考えられ、スサを混じえるが、 lには籾痕らしき痕が認められる。
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( 3 )石器(第247-252図)

第 247図1は93号跡の溝底から出土した有舌尖頭器である。先端部と逆刺端部をわずかに欠

失する。泥岩を素材として押圧剥離による入念な加工が施される。舌部は三角形を呈する。 2

は50号跡の覆土中から出土したもので、有舌尖頭器の破片と思われるものである。黒曜石製で

押圧剥離による入念な加工が施される。

3 -19は石鍛である。 3-7は二等辺三角形を呈し、基部がわずかに挟入するものである。

8 -10は基部の扶入が著しく、比較的長身のものである。 11-18は鍬型鍛あるいはこれに類す

るものである。 19は有茎石銑である。これらのうち本来的に遺構に伴うと考えられるのは50号

跡から出土した12、13の2点である。石材は 3、6、8、10-15、17-19が黒曜石で、それ以

外はチャートである。

20-23はピエスエスキーユとされるものである。 20は尖頭器に再利用されている。 4点共に

黒曜石製である。

24は54号跡の覆土中から出土したもので、サイドスクレイパーと思われるものである。 25も

54号跡の覆土中から出土したもので、剥片であるが、側縁部に使用痕が認められる。 2点共に

砂岩製である。

第 249図 1-9は打製石斧である。 9は側縁部に敵打痕、裏面に磨耗痕が認められる。石材

は1-5が砂岩、 7、8は粘板岩、 6は安山岩、 9は花岡岩である。

11-20は敵石、磨石である。敵打痕を有するものは11---14、20で、磨耗痕を有するものは11、

12、15-19である。石材は11-15、20が花筒岩、 16は凝灰岩、 17は安山岩、 18、19は砂岩であ

る。

21、22は軽石で、部分的に磨耗痕が認められる。

10、23は磨製石斧である。 10は太型蛤刃石斧の破片である。全体によく研磨され、刃先は直

線的となる。 23は小形の庸平片刃石斧で、長方形の平面を呈する。全長 4.7cm、厚き 0.9cmを

測る。全体によく研磨され、刃先は直線的となる。共に頁岩質である。

第 252図にはその他の石製品を図示じた。 lは104号跡の覆土から出土した三角形を呈する

石製品である。三角形の頂部に穿孔が認められる。垂飾品であろうか。 2は94号跡の覆土中か

ら出土した石製品である。欠失部分が多いが、本来は三角形を呈していたと思われる。欠失部

分に径0.3cmほどの穿孔が認められる。 3は2号跡の床面直上から出土した碧玉質勾玉である。

4は30号跡の床面直上から出土した滑石製の勾玉である。最終的な研磨が施きれておらず稜が

残る。 5も30号跡の覆土中から出土したもので滑石製の臼玉であろうか。側面にも穿孔が認め

られる。 6は30号跡の床面直上から出土した石製紡錘車である。 7は74号跡の床面直上から出

土した緑色凝灰岩製の管玉で、両側から穿孔きれる。
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7. 遺構外出土土器 (第253-258図)

今回の調査で遺構外から出土した土器は遺構の量を反映してかなり多い。なかでも土師器が

圧倒的に多〈、縄文式土器、弥生式土器は少ない。ここではこれらの土器のうち比較的遺存度

のよいものをとり上げて報告する。中心となるのは本調査において遺構外から出土したもので

あるが、確認調査時の卜レンチ内出土の遺物のうち今回の調査区出土のもの及び遺構内から出

土したが明らかにその遺構に伴わないと思われるものもあわせて報告する。

1は波状口縁を有する深鉢で図示の範囲で巧遺存する。口縁部には粘土棒を芯とした隆起帯

が中央に垂下し、角押文によ って区画された文様衛に接している。頚部には波状沈線、角押文

が施され、胴部には瓜形文や、隆起帯に沿って角押文が施される。口径は36.6cmを測る。2は

2 

第253図 遺構外出土土器(1) (1/4) 
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胴部以下Mが遺存する深鉢である。器面全体に有節線文と円形竹管文が施されるものである。

底径は12cmを測る。 3は胴部のみ泌が遺存する深鉢である。磨消しの懸垂文が施される。原体

LRの縄文が充噴きれる。最大径19.6cmをiMる。 4は小形の深鉢で%が遺存する。器面には原

体RLの縄文が施される。口径1O.8cm、底径6.8cm、器高15.7cmを測る。 5は底部を欠く嚢で

%が遺存する。口唇部には両側から押圧が加えられる。頚部には輪積み痕を残すが、部分的に

ナデによって消される。胴部外面と内面はナテが加えられる。胎土には中砂粒を含むが密で、

焼成も良〈、明褐色を呈する。口径は19.4cmをiRIJる。 6も底部を欠く嚢で%が遺存する。口唇

部には両側からの押圧が加えられる。外面上半はナデが加えられ、下半はへラケズリの後ナテ

が加えられる。内面は粗〈へラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや粗〈、焼成も悪い。茶

褐色を呈し、口径19.6cmをiRIJる。 7は%が遺存する嚢である。外面上半はナデが加えられ、下

半はへラケズリの後ナデが加えられる。内面はへラナデされる。胎土には砂粒を含みやや粗〈、

焼成もやや悪L、。黒褐色を呈し、口径18.5cmを測る。 8は%が遺存する査である。外面は、口

縁部~胴部上半にかけてはハケ目を施した後へラナデされ、嗣部中位以下はへラケズリの後へ

ラナテーされる。内面は、口縁部~頚部にかけてはナデカ《加えられ、 ijfii]部はへラナデされる。胎

土には砂粒を含みやや粗いが、焼成は良〈、明褐色を呈する。口径14.8cm、底径8.0cm、器高

27.4cmを測る。 9は査の口縁部破片で%が遺存する。内外面共に粗し、ハケ目を施した後ナテーが

加えられる。胎土、焼成共に良好で-明褐色を呈する。口径は15.6cmを測る。 10も壷の口縁部破

片で%が遺存する。口縁部の外面と口縁部~頚部にかけての内面は粗し、ハケ目を施した後ヨコ

ナデされる。その他はへラナデされる。胎土には砂粒を含みやや悪い。赤褐色を呈し口径16.6

cmを測る。 11も査の口縁部破片で、口縁部は内外面共にヨコナテーされる。頚部外面はハケ目を

施した後へラナデされ、内面はナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で、淡褐色を呈する。口

径は13.8cmを測る。 12は%が遺存する査である。口縁部はヨコナデされる。胴部外面はへラケ

ズリの後へラナテされ、内面はへラナデされる。胎土には砂粒を含み、やや粗いが焼成は良〈

明褐色を呈する。口径8.2cm、底径3.9cm、器高12.3cmを測る。 13は完形の壷である。口縁部

は内外面共にヨコナデされる。胴部外面はへラケズリの後へラナデされ、内面はへラナデされ

る。胎土、;焼成共に良好で明褐色を呈する。口径8.0cm、底径3.8cm、器高12.1cmをiRIJる。 14

は底部を欠く大形の査で%が遺存する。口縁部と胴部外面はへラナテーされるが、わずかにハケ

目が残る。 1阿部内面もへラナデされる。胎土には砂粒を含み、密だが焼成はやや悪い。明褐色

を呈し、口径16.2cmをiRIJる。 15は胴下半部が%遺存する嚢である。外面はへラケズリの後ナデ

が加えられ、内面はへラナデされる。器面は火を受けているため遺存状態は極めて悪し、。底部

には焼成後の穿孔が認められる。また、内面にも穿孔を試みた痕跡がある。胎土には砂粒を含

みやや粗いが焼成は良〈、亦褐色を呈する。底径は 6.8cmをiHIJる。 16は%が遺存する査である。

口縁部~頭部にかけては内外面共にナテが加えられる。』阿部外面はへラケズリの後へラナデさ
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れる。内面は入念なナデが加えられる。胎土には中砂粒を含みやや粗〈、焼成もやや悪い。赤

褐色を呈する。口径9.6cm、底径3.0cm、器高11.2cmを測る。 17は壷で口縁部~胴部上半が%

遺存する。外面はへラナデの後粗〈へラミガキきれ、赤彩される。口縁部内面は粗〈へラミカー

キきれ、赤彩きれる。頭部以下はナデが加えられる。胎土、焼成共に良好で、赤彩部以外は淡

褐色を呈する。口径は1O.8cmを測る。 18は頚部より上を欠く査で%が遺存する。内外面共にへ

ラナデきれるが外面の一部はへラケズリきれる。外面は胴部下半を除いて赤彩される。胎土、

焼成共に良好で、、赤彩部以外は淡褐色を呈する。底径は 7.2cmを測る。 19は口縁部を欠く査で

%が遺存する。胴部下半を除く外面はへラナデの後粗〈へラミ方、キきれ、赤彩きれる。その他

はへラナデきれる。胎土、焼成共に良好で、赤彩部以外は明褐色を呈する。底径は 4.8cmを測る。

20は胴部下半の破片で、内外面共にへラナデされ、胴部には焼成前の穿孔が1孔認められる。

胎土には砂味立を含み密だが焼成はやや悪い。赤褐色を呈する。底径は 4.0cmを測る。 21は底部

破片で、外面はへラケズリきれ、内面はへラナデきれる。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈す

る。底径は 5.2cmをiRIJる。 22も底部破片で、外面はへラケズリきれ、内面にはナデが加えられ

る。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。底径6.6cmを測る。 23は手づくね土器で%が遺存

する。内外面共にナデによって仕上げられる。胎土、焼成共に良好で、淡褐色を呈する。口径4.3

cm、底径3.6cm、器高 4.0cmを測る。 24は完形の手づくね土器で、内外面共にナデによって仕

上げ‘られるが、外面には部分的にハケ目が残る。胎土には砂粒を含み、やや粗いが、焼成は良

〈黒褐色を呈する。口径4.5cm、器高 4.9cmを測る。 25も手づくね土器で冗が遺存する。口縁

部には接合痕が残り、内外面共に指頭によるオサエが加えられる。体部はナデによって仕上げ、

られる。胎土には砂粒を含みやや粗〈、焼成もやや悪い。淡褐色を呈する。口径5.8cm、底径

4.0 cm、器高 6.9cmを測る。 26は口唇部を欠く壷で%が遺存する。頚部は内外面共にヨコナテや

される。胴部外面はへラナテボの後へラミガキきれ、内面はへラナデきれる。胎土、焼成共に良

好で茶褐色を呈する。底径は 5.0cmを測る。 27は%が遺存する嚢である。口縁部はヨコナデさ

れるが、外面にはわずかにハケ目が残る。外面の胴部上半はハケ目が施きれ、中位以下はへラ

ケズリきれる。内面はへラナテーされるが、底部にはハケ目が残る。 11fti".、焼成共に良好で、褐色

を呈する。口径16.7cm、底径4.8cm、器高19.6cmを測る。 28は底部を欠〈嚢でズが遺存する。

外面はハケ目が施された後ナテホが加えられる。口縁部下端にはへラによる刻みが加えられる。

内面は、口縁部はハケ目を施した後ナデが加えられ、胴部はへラナデされる。胎土には砂粒を

含み密だが、焼成はやや悪〈赤褐色を呈する。口径は19.5cmを測る。 29も底部を欠く主義で%が

遺存する。口縁部はヨコナデされる。胴部はへラナデされる。胎土、焼成共に良好で褐色を呈

する。口径は17.5cmを測る。 30はほぼ完形の聾である。外面は口縁部~胴部上半にかけて粗い

ハケ目が施きれ、ナデが加えられる。中位以下はへラケズリされる。内面は、口縁部はハケ目

が施され、胴部はへラナラ守される。胎土には砂粒を含みやや組〈、焼成もやや悪い。茶褐色を
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呈する。口径15.6cm、底径 5.4cm、器高14cmを測る。 31は%が遺存する嚢である。口縁部はヨ

コナテーされる。胴部外面はへラケズリの後へラナデされる。内面はへラナデされる。胎土、焼

成共に良好で、褐色を呈する。口径13.4cm、底径 5.6cm、器高11.6cmを測る。 32は頚部以下が

M遺存する嚢である。外面と内面上半にはハケ目が施される。内面下半はへラナデきれる。胎

土、焼成共に良好で、褐色を呈する。底径は 5.0cmを測る。 33は台付嚢の脚部の巧破片で、外面

はハケ目を施した後ナデが加えられ、内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み密だが、

焼成はやや悪〈、明褐色を呈する。脚径は 9.8cmを測る。 34は嚢の口縁部-ij阿部上半で%が遺

存する。口縁部~頚部はヨコナデされる。 1阿部外面はへラケズリされ、内面はナデが加えられ

る。胎土、焼成共に良好で、赤褐色を呈する。口径は16.8cmを測る。 35は台付嚢の胴部下半~脚

台部で%が遺存する。外面はへラケズリされる。胴部内面は組くへラミ 7ゲキきれ、脚台部内面

はへラナデされる。胎土には砂粒を含みやや粗いが、焼成は良<i炎褐色を呈する。脚径は 7.8

cmを測る。 36はほほ、完形の鉢である。体部は内外面共にナテカミ加えられ、口唇部はヨコナデさ

れる。胎土、焼成共に良好で褐色を呈する。口径10cm、底径4.6cm、器高 4.7cmをiHIJる。 37は

冗が遣存する塙である。口縁部はヨコナデきれる。体部外面はへラケズリの後ナデが加えられ

る。体部内面はへラナデされる。内外面共に赤彩される。胎土、焼成共に良好である。口径9.2

cm、底径 3.2cm、器高 8.5cmを測る。 38は%が遺存する杯である。口縁部はヨコナデきれる。

体部外面はへラケズリの後ナデが加えられ、内面はへラナテかされる。胎土・焼成共に良好で黒

褐色を呈する。口径15.8cm、器高 5.7cmをillJる。 39は底部を欠く杯で%が遺存する。口縁部は

ヨコナデされるが、外面iにはハケ目が残る。体部はへラナテ"されるが、胎土、焼成共に良好で、

明褐色を呈する。口径は18.3cmをillJる。 40は%が遺存する杯であるの口縁部はヨコナデされる n

体部外面はへラケズリの後へラナデきれ、内面はナテーが加えられる。内外面共に赤彩される。

胎土、焼成共に良好である。口径15.4cm、器高 4.5cmを測る。 41は杯の巧破片で、外面の体部

上半と内面はナデが加えられ、赤彩される。外面の休部下半はへラケズリの後へラナデされるJ

胎土には中砂粒を含むが密で、焼成も良〈赤彩部以外は明褐色を呈する。口径14.6cm、器高5.8

cmを測る。 42は%が遺存する高杯である。原部外面はナテが加えられ、内面はへラナテの後ナ

デが加えられる。脚部外面はへラナデの後ナテが加えられ、内面はへラケズリされる。脚裾部

外面はへラミカキされ、内面はヨコナデされる。外面と杯部内面は赤彩される。胎土、焼成共

に良好で‘赤彩部以外はj炎褐色を呈する。口径15.4cm、脚径l1cm、器高16.4cmを測る。 43は高杯

の杯部で%が遺存する。脚部との接合部から分離したものである。内外面共ナデが加えられる。

胎土、焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径は17.8cmを測る。 44は高杯の脚部で%が遺存する。

脚部外面はへラナデの後ナデが加えられ、内面はへラナテーされる。脚裾部はヨコナデきれる。

胎士、焼成共に良好で赤褐色を呈する。脚径は15cmを測る。 45は高杯の杯部でK遺存する。外

面はへラナデされ、内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み密だが焼成はやや悪〈、赤

円
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褐色を呈する。口径は19.6cmを測る。 46も高杯の係部で%が遺存する。外面はへラナデされ、

内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含み密だが焼成はやや悪〈、赤褐色を呈する。口径

20cmをiRIJる。 47も高杯の杯部で%が遺存する。内外商共にナデが加えられ、赤彩きれる。胎土

、焼成共に良好である。口径は14cmを測る。 48も高王手の係部で%遺存する。外面はナデが加え

られ、内面はへラナデの後粗〈へラミガキきれる。内外面共に赤彩される。胎土、焼成共に良

好である。口径は16cmを測る。 49は高杯の脚部で%が遺存する。外面はへラナデの後ナデが加

えられ、内面はへラナデされる。脚孔は 3孔であろうか。外面とわずかに残る坪部内面は赤彩

きれる。胎土、焼成共に良好で、、赤彩部以外は明褐色を呈する。脚径は13.4cmを測る。 50は高

杯の杯部か。口縁部はヨコナデきれる。その他はへラナデの後へラミガキきれるが、外面のも

のは粗い。胎土、焼成共に良好で・明褐色を呈する。口径は21.4cmを測る。 51は高原のκ破片で、

口唇部には刺突のある 2個 1組の円形浮文が付けられる。外面はナデが加えられるが、中位に

は櫛描平行線文が施され、透孔が6孔認められる。その下部には刺突のある 2個 1組の円形浮

文が付けられる。内面上半には櫛描波状文が3段施きれる。下半はへラミカーキきれる。胎土、

焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径は22cmを測る。 52は器台で%が遺存する。外面はへラケ

ズリの後へラナデされ、内面はナデが加えられる。胎土には砂粒を含みやや粗いが、焼成は良

く褐色を呈する。口径7.4cm、脚径7.2cm、器高 8.0cmを測る。 53も%が遺存する器台である。

内外面共に入念なナデが加えられるが、外面にはわずかにハケ目が残る。脚孔は 3孔で、胎土

、焼成共に良好で赤褐色を呈する。口径7.4cm、脚径10.8cm、器高 7.8cmを測る。 54は器台の

脚部でやはり%が遺存する。外面は入念なナデが加えられ、内面はナデが加えられる。脚孔は

3孔で、胎土・焼成共に良好で黒褐色を呈する。脚径は10.2cmを測る。 55は器台の破片で%が

遺存する。器受部は内外面共にナデが加えられる。脚部外面はへラケズリの後へラナデきれ、

内面はナデが加えられる。外面と器受部内面は赤彩きれる。胎土・焼成共に良好で、赤彩部以

外は淡褐色を呈する。口径は 7.0cmを測る。 56は器台でだ遺存する。内外面共にへラナデきれ

るが、脚部内面にはハケ目が残る。外面と器受部内面は赤彩きれる。胎土、焼成共に良好で、

赤彩部以外は褐色を呈する。脚径は 7.8cmを測る。 57は%が遺存する器台である。外面はへラ

ナデの後組〈へラミガキきれる。器受都内面はナデが加えられた後組〈へラミガキきれる。脚

部内面はへラナデされる。胎土には砂粒を含みやや粗〈、焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。・

口径9.1cm、脚径12.6cm、器高12.3cmを測る。 58も器台で%が遺存する。外面はへラナデの後

粗〈へラミガキきれる。器受部内面はナデが加えられた後粗〈へラミガキきれる。脚部内面は

へラナデきれる。胎土には砂粒を含みやや組〈、焼成もやや悪い。赤褐色を呈する。口径8.5

cm、脚径ll.4cm、器高10.2cmを測る。
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8. 先土器時代の遺物(第259・260図)

先土器時代については前述の方法で調査を行い、その調査区は第 259図に示す通りである。

その結果4つのグリッドから遺物が出土した。

第 260図 1は 105-C -28グリッドのW層から出土した玄武岩製の石核である。背面に自然

面を残し、横断面三角形の分厚い剥片を素材としたものである。 2は 103-C -13グリッドの

W層から出土したチャート製のエンドスクレイパーで、ある。不整形横長の剥片を素材としたも

のである。轡曲した剥片の末端部に切り立った剥離を施し、刃部を作出する。 3は112-0-

13グ}JッドのW層から出土した黒曜石製のポイントの基部破片と思われるものである。 4は112

0-12夕、 1)';1 ドのIII層から出土したメノウ製の剥片である。一部に自然面を残す。

震診 2 

建該'ミ~Q
3 

4 

。 5m 

第260図 先土器時代の石器(2/3)
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第 3節まとめ

草刈遺跡A区の調査は前述のような成果を得て終了した。個々の遺構・遺物については既に

述べたので、ここではこれらの遺構・遺物の内容を整理し、第 l次調査のまとめをしておきた

し、。

1. 確認調査の成果について

草刈遺跡においては、今回の本調査に先立つて確認調査を実施した。その内容の一部につい

ては既に紹介したことがある(小久賀1980)。しかし確認調査の内容の検討は極めて不十分な

ものであったので、ここでは第 1次調査分について若干の検討をしてみたい。

今回の調査で検出された遺構の総数は 131であるが、このうち、確認調査の時点で存在が明

らかになっていたものは49遺構である。まず、住居跡についてみてみると、総数92遺構のうち

確認できたのは29遺構で全体の約対である。しかし、トレンチとトレンチの聞に存在するもの

が23遺構、また、本来トレンチ内に存在するが諸々の理由により、トレンチが設定できないた

め、確認できなかった住居跡が4遺構あるので、これを除くとトレンチ内に存在するものは65

遺構となる。したがって本来なら全住居跡の%が確認できたわけである。トレンチ内に存在し

ながらも29軒しか確認できなかった原因には、 l、斜面部に位置し、確認が困難で、あること。

2、遺構の遺存度が悪いこと。 3、撹乱を受けていること。 4、重複が著しいことなどが考え

られる。調査に当たっては、こうした原因が複合し、確認をより困難なものにしている。実際、

今回の調査区内においても西側の斜面に位置する住居跡の多くは確認できなかった。確認調査

においては、斜面部はトレンチの拡張等で対応し、十分な注意を払うべきである。

方形周溝(墓)、円形周溝(墓)については、それぞれ l基を除いてすべて確認することが

できた。住居跡と異なり、相当の規模を有するこうした遺構については、今回の確認調査でも

十分な結果を得られたと言える。なお、古墳は確認調査の時点で既に主体部が検出されていた

ものである。土墳はその大部分が確認できなかった。規模が小きくトレンチにかからなかった

ためである。今回は数的に少なかったため、本調査の期間等に影響を与えることは少なかった

が、こうした遺構についても分布範囲、性格を十分把握するよう注意を払うべきであろう。

今回の調査区内における確認調査の内容は本調査の成果から考えて、個々の遺構軒数(特に

住居跡)の把握という面でやや問題を残したが、遺構の性格・展開の把握という面で当初の目

的をほぼ達成したと言える。
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2. 先土器時代

今回の調査において明らかに先土器時代に属する遺物は、グリッドから出土した 4点だけで

ある。いずれも散発的な出土状態を示し、明確に遺構としてとらえられるものではなかった。

この4点の中には石核、エンドスクレイパ一、ポイントがあり、石器群の存在を推定すること

も可能であるが、今回の調査では確認することができなかった。草刈遺跡および周辺の先土器

時代の様相については不明確な点が多く、今後の調査に侠っところが大きい。

3. 縄文時代

今回の調査で確認された縄文時代の遺構、遺物は比較的少ないが、当台地はかなり早い段階

から生活の舞台となっていたことが有舌尖頭器の検出によって明らかとなった。これは、 93号

跡という方形周溝(墓)溝底から出土したもので本来的な層位を特定できないが、今後の調査

において縄文時代草創期の草刈遺跡の状況が明らかになる可能性が高い。

その後中期に至りはじめて住居跡が構築される。 50、54、62号跡の 3軒は阿玉台 1b期に、

41号跡は加曽手IJEDI期に属するものである。調査区内の阿玉台期の住居跡は炉跡が無いことを

共通の特徴としており、柱穴は無いか、あっても 1本である。この4軒の住居跡は昭和55年度

に調査した草刈員塚(阿玉台~加曽利E期にかけての住居跡、土墳が多数検出されている)の

北側にあたり、貝塚部分との関わりの中でその性格を考えるべきで ここでは50号跡出土の土

器(第99図)に器形・文様構成、把手等の点で他型式(勝坂式)との融合がうかがえるという

ことを指摘するにとどめておきたいと思う。

この他18基検出した土墳のうちの11基(116・117・119・121 • 122・123 ・124・125・

126 • 127・128号跡)はほぼ同様の構造で、いわゆる落し穴とされているもので、時期を決

定できる遺物はないが、縄文時代のものと思われる。

4. 弥生時代

弥生時代に属する遺構は 5・6・9・11・20・29・34・37・38・43・45・55・58・60・63・

71・88号跡の17軒の住居跡である。他に 8・12・26・64・87号跡という 5軒の住居跡も同期の

可能性がある。

これらの住居跡のうち遺物の出土状態が良好なものは、 9、11、43、55、58、71号跡の 6軒

である。まずこれらの遺物についてみてみたい。

9号跡出土の8点の土器はいずれも本跡に伴うものと考えられる。査は縄文を沈線で区画し
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たものである(1・2)。襲は輪積み痕を明瞭に残すもの(8 )は少なく、 1段だけ残すもの

( 6 )や輪積み痕が消され、頚部にわずかに段を残すもの(3 -5 )が多くなる。

11号跡出土の 6点もすべて本跡に伴うものと考えられる。査は縄文を沈線で区画したもので

ある(1) 0 2は無文のものであろうか。嚢は輪積み痕を明瞭に残すもの(5 )、 1段だけ残

すもの(3 )、わずかに段を残すもの(4 )がある。

43号跡出土の15点の土器のうち本跡に伴うと考えられるのは l、5、7、9-12、14、15の

9点である。査は遺存状態の良好なものがないのでやや不明確であるが、沈線に代わって S字

結節文が使用きれてくる(1 )。嚢は頚部にわずかに段を残すだけである (14)。また、鉢が

新たに加わってくる(7・15)。

55号跡出土の 9点の土器のうち本跡に確実に伴うと考えられるのは 1、3、4の3点である。

査は網目状撚糸文が主体となり、 S字結節文や縄文も併用される(1 )。聾は輪積み痕を残す

が、部分的に消されるもの(4 )と頭部にわずかに段を残すもの(3 )とがある。

58号跡出土の 8点の土器のうち本跡、に伴うと考えられるのは 1-3、6、7の5点である。

査は縄文が施文されるが、結節文で区画され(6・7)、または結節文だけ(1・2)となる。

嚢は明瞭に輪積み痕を残す(3 )。

71号跡出土の14点の土器のうち本跡に伴うと考えられるのは 1、2、3の3点である。査は

縄文を沈線と S字結節文で区画するものである(1 )。要は明確でないが、頚部にわずかに段

を残すようである(2 )。

以上の土器群を壷と嚢に分けて整理すると次のようになる。

査

A 縄文を沈線で区画するもの 9号跡-1・2、11号跡-1

B 縄文を沈線・結節丈で区画するもの 43号跡-1、58号跡-6・7、71号跡-1

C 結節文が主体となるもの 58号跡ー 1・2

D 網目状撚糸文が主体となるもの 55号跡-1 

嚢

a 輪積み痕を数段明瞭に残すもの 9号跡 -8、11号跡一 5、58号跡-3

b 輪積み痕を数段残すが部分的に消きれるもの 55号跡-4

c 輪積み痕を 1段明瞭に残すもの 9号跡← 6、11号跡-3

d 頚部にわずかに段を残すもの 9号跡ー 3-5、11号跡-4、55号跡-3、58号跡一

4、71号跡一 2

従来Aの査を久ヶ原式に、 C、Dを弥生町式としてきたわけで盲あるが、本遺跡においては過

渡的とも言える Bが存在する。嚢では aを久ヶ原式に、 cを弥生町式としてきたわけであるが、

本遺跡においては aの亜種とも言える bが、 cの亜種とも言える dが存在する。
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ここで壷と衰の分類別の共伴関係をみてみたい。 9、11号跡ではAの査に a、c、dの嚢が

共伴している。 58号跡では Bの壷に aとdの嚢が共伴し、 Cの壷に aとdの護が共伴している。

55号跡では Dの査に bとdの嚢が共伴している。これは 嚢が従来言われてきたような変化を

示きないが、壷は渦渡的な様相を示すものが存在しながらも、 ほぽ従来の変遷過程を示すよ

うである。すなわち、縄文を沈線で区画する段階から沈線・結節丈を併用する段階を経て、結

節文・網目状撚糸文だけの段階へと変化するのである。したがって住居跡の変遷は、最初の段

階 住居跡は 9、11号跡で、他に63、88号跡もこの段階に含まれる。次の段階の住居跡は43、

58、71号跡である。そして最後の段階が55号跡である。

これを住居跡群の展開からみてみると、最初の段階の住居跡群は調査区の東側に位置し、次

の段階の住居跡群は西側に位置する。そしてそれぞ、れの住居跡群内に大形の住居跡(東側では

88号跡、西側では43号跡)が l軒づっ存在する。この 2軒は構造がやや異なるが、遺物が少な

いということでは共通している。この遺物の少なきはこの住居跡の性格と関わりがあるのかも

しれない。その中でも 43号跡出土の広口査とも言える土器(第90図 9)は近年注目されている

土器で、印施・手賀沼系土器の中でも異質な土器とされている。器形・溜状突起などからする

と栃木県の二軒屋式土器との関連も考えられる。沈線と結節文が併用きれる段階の71号跡は、

他の住居跡と離れ、単独で存在している。この住居跡には炉跡が存在せず、第 142図lの査が

横倒しになって出土した。この土器はいわゆる「動かさずに使う土器」と言える。これらのこ

とを考え合わせるとこの住居跡は時期的にはともかく、性格的には他の住居跡と異なる遺構で

あった可能性が高い。最後の段階に属する55号跡は土器の様相に加えて、立地、主軸の方位な

どから、今回の調査区内の住居跡よりも草刈JB区で検出された住居跡との関連でとらえるべき

であろう。いずれにしろ、弥生時代の集落は、草刈遺跡全体からすると、ほんの一部分を調査

したにすぎない。今回の調査成果を踏まえ、総括的な検討が今後必要で、あろう。

5. 古墳時代

古墳時代に属する遺構は、住居跡、方形周溝(墓)、円形周溝(墓)、古墳と多岐にわたる

ため、遺構毎に分けて整理してみたい。

( 1 ) 住居跡

古墳時代初頭~中期に属する住居跡で、 l、2、3、4、7、10、13、14、15、18、19、21、

22、23、24、25、27、28、30、32、33、39、40、42、44、47、52、53、59、61、65、66、68、

69、70、72、73、75、76、78、79、80、81、83、84、85の46軒である。この他の16、17、31、

35、36、56、57、67、77、82、86、91の12軒の住居跡も同期の可能性がある。

これらの住居跡の中で重複している住居跡は、 3、4号跡、 21、22号跡、 23、24号跡、 27、
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33号跡、 30、31号跡、 35、36号跡、 39、56号跡、 57、59号跡、 66、67号跡、 90、91、92号跡の

21軒である。しかしこの中でその住居跡に本来的に伴う土器が出土し、また相互に比較できる

量がある住居跡は全く無いと言っていい。わずかに23、24号跡出土 9個体の土器が量的には比

較に耐えうるが、いずれも覆土中から出土したもので、本来的な共伴土器として把えられるも

のではない。

したがってここではこれら58軒の住居跡について一括して出土土器の様相から検討してみた

いと思う。これらの住居跡の中で、検討できる内容の土器が出土したのは l、10、14、15、28、

52、66、70、73、75、79の11軒である。まず、この11軒の土器からみてみよう。

1号跡出土の土器は床面よりやや浮いて出土したもので、焼土と共に住居跡に投棄されたも

のと思われるが、その出土状態からして一括の遺物として把えることができる。ハケ目を有す

る平底の襲(1 -5 )が多〈、杯 (7-11)や小型丸底土器(12-14)の出土も目立つ。

10号跡出土の土器は床面直上出土のものが多い。査は口縁部に羽状縄文、胴部に網目状撚糸

文を施すもの(1 )で、嚢には台付のもの(2・5・6・9)が多い。高杯は杯部に稜をもた

ないもの(7 )である。

14号跡出土の土器は床面よりやや浮いて出土したものが多い。壷は直口縁のもの(1)で、

外面はハケ目とへラナデ、内面はへラケズリされる。嚢は口縁部が強〈外反し、ハケ目が施さ

れるもの(2 -4 )である。その他有段口縁の杯(5 )や小型丸底土器(7 )などがある。

15号跡出土の土器は床面よりやや浮いて出土したものである。嚢は口縁部が強〈外反しハケ

目が施されるもの(1 -4 )である。口唇部には押圧の加えられるもの(1・3)もある。そ

の他器台(5・6)がある。

28号跡出土の土器は床面直上出土のものが多い。壷はハケ目が施されるもの(1 )と小形で

口縁部と胴部に縄文が施されるもの(2 )とがある。嚢にはハケ目が施きれないもの(3・4) 

と施されるもの(5・6)とがあり、後者は台付となり、口唇部に刻みが施されるもの(5 )も

ある。高t不は杯部に稜を有し、ハケ目が施きれる(7・8)。

52号跡出土の土器は床面直上出土のものが多い。査は直口縁で、口唇部に刻みが施される(1)。

嚢はハケ目を施すもの(4 )は少なく、へラケズリ、へラナデされるもの(2・3)が多い。

高杯は脚柱部が長くなり、やや中膨らみとなる(5 )。その他、杯(6 )もある。

66号跡出土の土器は床面直上出土またはそれに近いものが多い。査は直口縁となるようであ

る (1 )。嚢はハケ目を施すもの(7 )は少なく、へラケズリ、へラナテやされるもの(2 -6 ) 

が主体となる。高杯はま不部に稜を有するもの(11)の他に、不部が塊状を呈し脚部が広がるも

の(13-16)が存在する。その他器台(17-19)があり、ハケ目が施されるもの(17) もある。

70号跡出土の土器は床面直上出土のものが多い。嚢は口縁部が強く外反し、ハケ目が施され

るもの(1・2)である。高杯は係部に稜を有しないもの(3 )である。その他地(4・5) 
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や小型丸底土器(6 )や器台(7・8)も存在する。

73号跡出土の土器は床面直上出土またはこれに近いものが多い。嚢は直口縁でへラケズリの

後へラナデされるもの(1・2)である。高杯は杯部に稜を有するもの(4・5)である。こ

の他地(3・6. 7 )が存在する。

75号跡出土の土器は床面直上出土またはこれに近いものが多い。査は直口縁のもの(1 )で

ある。棄はへラナデ、へラミガキされるもので、口唇部には押圧が加えられる(2 )。高不は

杯部に稜を有するもの(3 )である。この他器台(4 )や鉢(5 )も存在する。

79号跡出土の土器は床面直上出土またはこれに近いものが多い。査は少なく、嚢の量が増加

し、直口縁のものが主体となる。高t不は杯部に稜を有するもの(9・10・12)である。この他

地(7 ・8)や器台(14) も存在する。

以上出土土器の良好な住居跡についてふれた。これらの土器は本来的に遺構に伴うと考えら

れるもので、編年の際の基礎となるべきものである。ここではこれを手がかりに古墳時代の住

居跡出土の土器を次の 3期に区分した。

I期 10、28、66、75号跡出土土器

II期 1、14、15、70号跡出土土器

III期 52、73、79号跡出土土器

この他 I期には23、32、68、69、76、78、80、81、83、85号跡出土土器が含まれる。 II期に

は2、3、7、13、18、19、21、22、24、25、33、40、42、44、47、53、59号跡出土土器が含

まれる。 III期には30、39、61、72、84号跡出土土器が含まれる。

I期は弥生時代終末~古墳時代初頭にかけての時期と考えられる。この時期は、査には装飾

を残すが、新たに器台が登場し、さらに高杯が坪部に稜を有するようになる時期としてとらえ

ることができる。襲は平底のものが主体を占めるが、台付のものも存在する。

II期は古墳時代前期(五領期)と考えられる。この時期は小型丸底土器の登場する時期であ

る。費は平底のものが主体を占め、ハケ目調整が多用される。査は量が少なく、わずかに14号

跡から直口縁のものが出土しているだけである。

III期は古墳時代中期(和泉期)と考えられる。この時期は査にかわって嚢が主体を占める時

期である。高杯は量が増加し、脚柱部が長くなる。また士甘の量も多くなる。

以上古墳時代の住居跡出土の土器をIII期に分けた。このうち問題となるのは I期としたもの

であろう。ここではII期の土器へ続〈要素が多いこと、換言すればII期の土器群の要素の萌芽

をもって古墳時代のものとしたわけで、ある。この時期はいわゆる前野町式土器の問題もあり、

各期の細分も合わせて今後の検討に倹ちたいが、時代の所属はともかく、こうした土器群が存

在することは重要な意味を持つものと思われる。

次に阻期区分を住居跡群の展開からみてみよう。 I期の住居跡は調査区の東側の平坦面を中
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心に存在する。そのあり方からすれば、いくつかのグループに分けることができそうである。 11

期の住居跡は調査区の北側の斜面を中心に存在する。重複や近接して存在する例があり、やは

りいくつかのグループに分けることができるだろ 7。なお、 11期とした70号跡は、 11期の住居

跡の展開からはずれるもので、土器の様相からしても、むしろIII期に含めた方がいいかもしれ

ない。 III期の住居跡は調査区の西側め平坦面に存在し、 I、11期に比べて住居跡の数は減少す

る。

住居跡の形態は、 I期→11期→nr期という時間的経過の中で基本的には隅丸方形から方形へ

と変化する。

( 2 ) 方形周溝(墓)

今回の調査では11基の方形周溝(墓)を検出した。この他調査区の南側にも方形周溝(墓)

が存在することが確認されており、方形周溝(墓)群全体の分析は今後の調査を侠たなければ

ならない。したがってここでは今回検出した11基についての整理と若干の検討を行っておきた

いと思うが、ただ 1基単独で、存在する97号跡は、他の10基に比べて形態、構造等に著しい差が

あり、また遺構としてもやや疑問が残るものであるので、今回の検討からは除外しておきたい。

この10基の方形周溝(墓)は調査区の中央から南東に向つてはほ連続して孤状に分布してい

る。この部分は今回の調査区の中でも最も標高の高い部分である。

形態は、周溝が途切れて、台状部が前方後方形を呈する99号跡を除いて、周溝が方形に全周

する形態を呈する。

重複している例は95・96号跡の l例だけでこれも覆土の状況からして時間的な差はあまりな

いものと思われる。重複しないまでも近接して存在する例が多く、周溝の歪みなどからして計

画的な造営がうかがえる。

封土については今回の調査では全く確認できなかった。今回の調査区周辺は草刈選跡め中で

も最も表土の薄い部分であり、封土があったとしてもかなり低いものだったと思われる。また

周溝内の覆土の観察においても、封土の存在を確認することはできなかった。方形周溝(墓)

において封土はしばしば問題とされるが、今回の調査では封土の存在についての資料を得るこ

とはできなかった。したがって封土中に存在したであろう主体部についても確認することが

できなかった。

しかし、主体部の可能性の高いものとしては、 99号跡の周溝底で検出した土壌がある。掘込

み以外に何の施設も持たず 遺物も全く出土していない。本跡と同様の形態をとる埼玉県児玉

郡塚本山.33号方形周溝墓(増田他1977)や長野県下伊那郡田村原 2号方形周溝墓(佐藤他1974)

でも周溝底から土績が検出きれており、本例もこれに含まれるものと思われる。

方形周溝(墓)の年代を推定し得る遺物としては周溝中から出土した多量の土器をあげるこ

とができる。出土した土器はいずれも五領期の範曙に含まれ、それほどの時間的な差は認めら
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れないものと思われる。ただ査が主体を占めるものと、裂が主体を占めるものがあることは注

意しておきたいと思う。

99号跡と共通した内容を持ついわゆる「小規模低盛土前方後方墳」については、既に田中新

史氏によってその推移が跡づけられている(田中1977)。本例は田中氏がBII型とするものに

比定きれ、それより発展した形態であろう。各地において発展した方形周溝墓の中から質の異

なるものが出現してきた段階として本例を位置づけることができる。しかし、その差異は古墳

にみられるように決定的なものでなかったことは今回検出した方形周溝(墓)が近接して存在

していることが物語っている。

こうした形態を生み出した契機について、内的なものと見るか、あるいは外的なものと見る

か意見の分かれるところであるが、これについては今後の課題としたい。その際これからの継

続的な調査と土器の細かい分析が重要な鍵となることは言うまでもない。

( 3 ) 円形周溝(墓)

今回の調査では 8基の円形周溝(墓)を検出した。ここではこれら 8基についての整理と若

干の検討を行っておきたいと思うが、古墳である 112号跡を切って構築されている 111号跡は、

周溝、遺物の出土状況などが他の円形周溝(墓)と著しく異なっており、古墳時代の遺構と断

定できないので、今回の検討からは除外しておきたい。

この 7基は立地の面から 3つのグループに分けることができる。まず調査区の中央北寄りの

斜面にかかる部分に 104、105、106号跡の 3基が近接して存在し 第lのグループを形成し

ている。その西側に 107、108号跡という 2基が第 2のグループを形成している。第 2のグル

ープの南側に 109、110号跡という 2基が第 3のグループを形成している。

形態は、周溝が全周するもの(104・105・106. 109・110号跡)と、周溝が北側で途切

れるもの(107・108号跡)とに分けられる。

規模の面からは、第 1のグループと第 2のグループが径1.5m前後であるのに対し、第 3の

ク、、ループは径20m以上となる。

封土および主体部については方形周溝(墓)と同様確認することはできなかった。

円形周溝(墓)の年代を推定し得る遺物としては周溝中から出土した土器をあげることがで

きる。

104号跡出土の 8点の土器のうち本跡に伴うと考えられるのは、 4、5、8の3点である。

105日ー跡11¥ 1-.の 6点の j--総のうち本閥、に1・l'うと考えられるのは、 1-4の4点である。 106号

跡出土の 5点の土器のうち本跡に伴うと考えられるのは 1のみである。 107号跡出土の10京の

土器のうち本跡に伴うと考えられるのは、 1-3 _ 5、6、8-10の 8点である。 108号跡出

土の 7点の土器のうち本跡に伴うと考えられるのは、 1-4、6、7の6点である。 109号跡出

土の 8点の土器のうち本跡に伴うと考えられるのは、 1、2、5、6、8の5点である。110号
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跡出土の10点の土器のうち本跡に伴うと考えられるのは、 1-3、7-9の6点である。

以上の土器群のうち 104、105、108、109、110号跡出土の土器は鬼高式の古い時期の特

徴を示し、一応 6世紀前半の年代を与えておきたい。このことは 108号跡出土の須恵器の年代

ともさほど矛盾しないものと思われる。 106号跡出土の嚢は特徴的な形態を示し、他の遺構と

の比較は難しいが、一応上記の 5基とほぼ同時期と考えておきたい。 107号跡出土の土器は、

五領式の新しい時期の特徴を示し、一応 5世紀初頭の年代を与えておきたい。したがって 107

号跡はこの 7基のうちで最も古い円形周溝(墓)となるわけで、 4世紀後半を中心とする方形

周溝(墓)群との関係で重要な意味を持つものと思われる。

なお、調査時に封土が確認できなかったので、これらの遺構を円形周溝(墓)としてきたわけ

であるが、遺物の出土状態や周辺に多くの円墳が所在することから、これらの遺構は、封土の

削平きれた古墳としてとらえておきたい。

( 4 )古墳

前述の円形周溝(墓)と異なり 112号跡は、主体部の構造等より明らかに古墳としてとらえ

ることができるものである。

封土は検出されず、後世の削平によって失われたものと思われる。

周溝は極めて掘込みの浅いもので本跡に伴うものかどうかやや疑問が残るものである。

主体部は軟砂岩の載石を用いた箱式石棺で、規模及び石棺内の状態からして単次葬のために

作られたものと思われる。

出土遺物は石棺内から万子が出土しただけであり、他に本古墳の年代を知ることができる遺

物はない。

石棺の構造などからして、千葉東南部ニュータウン地区内で検出されている 7世紀代を中心

とした古墳とほぼ同時期と考えられる。

6. その他

その他時代不詳の遺構として土境 7基(113 ・ 114 ・ 115 ・ 11~ ・ 120 ・ 129 ・ 130 号跡)

と溝(131号跡)がある。

土境 7基のうちでも他の遺構との重複によって、時代、時期が異なるものがあることは明ら

かであるが、いずれも本来的に伴う遺物を欠き、時代、時期を決定することはできない。

溝も70号跡や 110号跡を切っていることにより、これらの遺構より新しいことは確実で、ある

が、やはり本来的に伴7遺物を欠き、時代、時期を決定することはできない。本跡がほぽ南北

に走っていることから、台地を限る溝とも考えられるが、南側のB区内lに延び、ており、手の内

容が明らかになった段階で性格については改めて考えてみたい。
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第皿章鶴牧古墳群の調査

第 1節 調査の方法と経過

鶴牧古墳群の調査は、昭和54年 5月7日から同年 7月30日まで実施した。

当初の調査予定は、 l号墳、 2号墳の 2基であったが、雑木の伐採後、新たに 3号墳を確認

し、 l基を追加し合計3基が今回の調査対象となった。

調査は、まず調査区域内全域に4点の基準点を公共座標系の南北に沿って設定し、 4点各

聞の距離は地形を考慮し任意とした。

各古墳の墳丘地形測量は同一台地上の比較的狭い地形上に位置する点を考慮し、広範囲に25

cmコンターで測量した。

発掘区は、各墳ともに地形測量図から墳頂及び周溝位置を想定しセクションベルトとなる十

字の土手を残す四区分法で設定し地山面まで全掘する方法をとった。

第 2節鶴牧 l号墳

1. 位置と外形 (第261・263図)

南北に張り出す舌状台地の、中央部やや北寄りの比較的平坦地に位置する。 1号墳が立地す

る地形は、相対的には、北から南に向って、緩やかな上り傾斜となっており、 1号墳の北側は、

小規模なテラス状の平坦地があり、東西は、すぐに急斜面の下りとなる。また、南側には、 2

号墳が隣接する。 1号墳墳丘の東部分を南北に山道が走り、著干、墳形に変形を加えているが、

墳丘の全体的な残存状態は良好で・ある。

2. 墳丘と周溝 (第262・263図)

西側部が周溝を欠く、外周直径約17mの不整形な円墳である。墳丘は地山と考えられる暗茶

褐色粘土層上に構築され、現存する墳頂部までの高きは、1.4mを測る。墳丘築造は、地山で

ある暗茶褐色粘土層を整形し、その上に盛土を積んで封土を形成する。

封土の状態は断面観察によると、池山を整地・整形し、その上にローム粒・ロームブロック

を含まない褐色土・暗褐色土と、 N-S断面図のN方向に見られるように暗茶褐色粘土ブロッ

クを主体とする土を盛り、これらを盛った段階で主体部を形成し、その上にローム粒・ローム
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第261図鶴牧 1・2・3号墳周辺地形図(1h，ooo)
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l号境E-W断面図

l号墳N-S断面図

2号墳E-W断面図

W (52. 50m) 

2号墳N-S断面図

N (52.50m) 

E 

- 旧表土層

歴麹 暗茶褐色粘土プロックを主体とする

毘盟 ローム粒 ・ロームブロックを主体とする

E二二 黒掲色土を主体とする

mI盟 主体部

3号墳E-W断面図

一ーーーー『、~ E 

-一一ーーー~ーっ「一一一 一一

級物勧長二弱ゑ~物務物傷後
E 

3号墳N-S断面図

s 

第262図 1・2・3号 墳 噴 丘 ・周溝断面図(l!I20) 。
4 8rn 
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ブロックを主体とする土を積み墳丘を構築する。さらに、これを N-S断面のN方向部分で詳

細に観察すると、地山整形後、その上に暗茶褐色粘土ブロックを主体とする盛土とローム粒・

ロームブロックを主体とする盛土とを互層に積み上げる。つまり、地山整形後、暗茶褐色粘土

ブロックを主体とする盛土を積み、さらにその上に一段、ローム粒・ロームブロックを主体と

する盛土を比較的薄くではあるが、しっかりと固めたように積み、その上に再ぴ暗茶褐色粘土

ブロックを主体とする盛土を積み上げている。この暗茶褐色粘土ブロックを主体とする土層は

地山整形の際集積されたものと考えられる。

また、 E層となっている暗茶褐色粘土ブロックを主体とする土層のうち上層のそれが若干主

体部の方向へ落ち込んでいるのは、主体部が直葬の形態をとるため、埋葬後陥入したものと考

えたい。また、 N-S断面観察によれば、‘ N方向部分では地山整形し、暗茶褐色粘土ブロック

主体の盛土を積んだ直後、換言すれば、互層となる前のローム粒・ロームブロック主体の薄い

土層で示きれている盛土をする前段階で、主体部の土墳を掘り込んだと理解したい。 N-S断

面をさらに観察すると、 S方向では、地山整形後に暗茶褐色粘土ブロックを主体とする盛土は

積まずに、ローム粒・ロームブロックを含まない褐色土を積んだ段階で主体部を掘り込む。主

体部形成後、主体部を埋めかぶせるようにローム粒・ロームブロックを主体とする盛土を核と

して、墳丘を構築する。ローム粒・ロームブロックを主体とする盛土は、中央部から西側、北

側に偏って存在する。 E-W断面においては、地山整形後、 E方向、 W方向とも、同様なロー

ム粒・ロームブロ・ソクを含まない褐色土、暗褐色土を積み、主体部を掘り込み、ローム粒・ロ

ームブロックを主体とする盛土を、やはり埋めかぶせるように積み上げ、墳丘を構築する状態

が観察できる。 N-S断面 N方向にのみ、時茶褐色粘土ブロック主体土層が確認できる現象

を平面的に表現すれば、斜面の下り側である 1号墳の北側半分、 E-W断面にかからない範囲

にのみ暗茶褐色粘土プロックを主体とする盛土が存在し、他の箇所はロームブロックを含まな

い褐色土を地山に積むという方法で、 l号墳の北半分と南半分とで利用された盛土の相違が見

られる。なお、 1号墳占地の地山は暗茶縄色土層で特に北側で厚〈堆積し、墳丘下の地山を約

1 m掘ってもローム層は出現しないが、 2号墳に近い側は、 0.5-0.7 m程度でローム層の出

現を見る。

1号墳の墳丘築造の工程を段階つ。けると、以下のように考えられる。第一段階は、旧表土層

を削平し地山である暗茶褐色土層に至るまで地山整形する。第二段階は、北側にのみ暗茶褐色

粘土ブロック主体の盛土を構築し 他の箇所はローム粒・ロームブロックを含有しない褐色土

・暗褐色土を積み上げる。第三段階は、主体部の土壌を掘り込み埋葬する。その際、主体部の

掘り込みは、地山にまで至る。そして、北側のみ、ロームプロック主体の盛土を薄〈積み、再

び暗茶褐色粘土ブロック主体の盛土を積み上げる。最後に第四段階として、ローム粒・ローム

プロック主体の盛土を核として墳丘を完成する。
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周溝は、幅0.80-1.70m程、深さ0.30-0.50m程で、比較的狭〈、浅く形成きれる。周溝と

墳丘との聞には、テラス等は介在しない。北西部には、周溝底面に、深き約40cmの土墳が存在

し、西端は急斜面直前で切れ、北 東を経て、南側で除々に浅くなり、幅を狭くして立ち上が

るのなお、西側の急斜面下りには、周溝の存在は認められない。周溝のレベル水平比高は全体

的に北側・東側で低く、南側で高い。周溝内の覆土は、自然堆積の状態を示している。また、

周溝内の遺物は、共伴すると考えられるものは検出きれなかった。

周溝内北端部に位置する土墳(第 266図)は、注意深〈発掘調査にあたったが、出土遺物は

全く検出きれなかった。規模は、南北約l.70m、東西約0.60mで南北に長軸をもち、深さ約0.7

mを測る。なお、長軸は、周溝の外縁と一致し、同i持内に納まっている。土壌の東側は周溝

底面から湾統し、急激に落ち込み東壁を形成し、他の三面の壁は周溝の壁と一致する。底面・

壁面ともに、比較的しっかりしており、底面はほほ、平坦で壁は比較的急傾斜を呈する。

3. 主体部(第264・265図)

墳丘のはほ中央に、主軸を東西方向にし並列の位置関係にあるこ基の主体部が検出された。

ここでは、北側に位置する主体部を北主体部、南側の主体部を南主体部と呼称する。

北主体部

北主体部は、墳丘のはほ中央、墳頂下に位置し、 盛土の下層から地山である時茶褐色粘土層を

O.10m程掘込み、土墳を形成し、そこに直葬した形態を採る。木棺などの痕跡は見られず、土

墳のみが明瞭に確認できた。

土壌は、主軸をほぼ東西方向にして、検出面において、長き約 4m、幅は東側で約0.76m、

中央部で約0.66m、西側で0.58mをiMり、相対的に東側より西側の方が狭くなる。深きは、検

出面より 0.30-0.35rrlを測り、底面はほぼ平坦で壁は多少傾斜する。この土績は、墳丘の

調査を四区分法によって実施した際、現存する墳頂部の表土下約1.20mの盛土中より確認され

た。この面は、地山である暗茶褐色粘土層の約0.25m上位である。北側はIlii初易色粘土フーロッ

ク主体の盛土であり、それ以外はロームブロックを含まない盛土に固まれている。土境内の覆

土は、ロームブロックを含み、このロームブロックを含む土層の範囲を平面的に確認し、平面

プランが明瞭となった。なお、その際粘土塊は検出きれなかった。

以上の点より、北主体部の構築過程は以下のように考えられる。墳丘断面で前述したように、

まず、地山整形後、ある程度盛土を施したのち、土壌を掘込み、そこに直葬する。墳丘断面に

示されたように、土壌壁面上端から延長状に、土墳を掘込む前段階の盛土が判断で、きる。また、

0
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第264図 1号墳北主体部実測図(1/30)

土横の深さをみると掘込みが池山まで達しており、また、検出面が地山面より約O.25m上部で

あったことから、そこに木棺等を用い直葬されたと考えてよい。そして、埋葬後、主にローム

プロックを核として埋め、墳丘を完成させている。

土境内の覆土は、盛土の落ち込み流入が考えられ、上層から、第 1層責褐色土、第 2層茶褐

色土、第 3層暗褐色土と区別されるが、三層ともロームプロックを含有し、特に第 3層には、

暗茶褐色粘土プロックも含有する。
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遺物は、直万・万子・鍛といった鉄器が境内中央部はほ底面直上に集中して出土した。 1の

直万は、東西方向の土墳の主軸にほほ、平行し南壁際で出土し、鋒を西に向ける。 2の小万は、

1の直万に対峠するように北壁際で、やはり鋒は西を指す。鉄鉱は、合計8点検出されたが、

7のみ若干離れて出土した。 8点とも境内中央部に集中するが、鍛鋒の方向などには、共通性

がなく、様々な向きを指す。

遺骸は遺存せずその埋葬形態の痕跡を留めないが、直万を中心とした鉄器の出土状況等より

推測すると、頭位を東に置き腰位に嫉を、その両脇に直万を副葬していたと推測される。

南主体部

南主体部は、墳頂より約3.50m南へ寄った墳丘下約 0.9mの盛土中に、土墳の形態をとって

検出された。

検出状況は、北主体部同様、土色および土質の変化から捉えることができた。南主体部周囲

の土はロームブロックを含まない褐色土であり、主体部の覆土がロームブロックを含む黄褐色

土という相違により、平面プランが明瞭となった。その際、粘土塊は検出きれなかった。

南主体部検出時のレベルは、北主体部のそれと、ほぽ同一レベルであり、検出面での周囲の

土は、北主体部検出時の南側のロームブロックを含まない褐色土と同質であった。このことは、

南主体部の形成は、北主体部の形成と同時期であることを考えさせる。

南主体部も北主体部同様 土墳を掘り込み そこに、直葬したものと考えられる。木棺等の

痕跡は全〈見られず、土墳のみが明瞭に確認できた。

南主体部の土績は、北主体部のそれとほぼ並列の位置にあり、長軸を東西方向にし、検出面

において、長さ約1.6m、幅約0.38-0.42mを測る。北主体部のそれと比較して、小規模で、あ

るが、検出面からの深さはほぼ同等でがjO.36-0. 38mをiRIJる。底面はほぼ平坦で、壁は傾斜する。

なお、底面は地山である暗茶褐色粘土層を約O.lOm掘り込んだ位置にある。築造工程は北主体

部と同様で、あろう。

遺骸は遺存していないが、遺物出土状況をみると、土横内中央より東側に集中して玉類が出

土したことより、北主体部同様東枕であったことが推定される。

4. 出土遺物(第267図-270図)

北主体部出土遺物(第267・268図)

北主体部より直万 1口、小万 l口、万子 l口、鉄鉱8点等が検出された。

力(1・2・11・12・13) 1は、直万で平造り平棟である。現存の全長67.3cm、刀身長、

54.2cm、身幅 2.5cm、棟幅 0.7cmを測る。聞は、鋳化のためX線写真撮影によっても明瞭とは

ならなかったが、形状より、刃側の片関と考えたい。茎は先端部を若干欠損して、 12.7cmを測

旬
E
ムヮ“qu

 



り、目釘干しをひとつ持ち、目釘が遺存する。鐸は無窓卵形で、約%が欠損する。長径7.8cm 

制径6.3cm を i~IJ 1)、刀身に付着して遺存する。

2は、小刀で半造り平棟である。内返りが見られ、鋒を若干欠損するが、現存全長33.5cm、

刀身長25.0cm、身幅 2.2cm、棟幅 0.7cmをiJllJる。関はX線写真撮影により、棟側にあることが

判明した。茎にも若干内返りが見られ、先端

近くに、ほぽ円形の目釘孔がひとつある。鉄

製の鋼が茎に付帯し、鋼の内部、茎との聞に

は木質が残存する。

11は、刀子で、平造り平棟である。若干の

欠損は見られるが、ほぽ完形で、現存の全長

11.9cm、万身長7.3cm、身幅は関部分て‘1.5cm

棟幅O.2cmを測る。茎は若干の欠損があるが

長き4.6cm、幅O.7cmを測り、木質の遺存は見ら

れない。聞は両関で、関部に鋼を装着してい

る。

12は、 2の鞘金具、 13は目釘と考えられる

鞘金具は断面が惰円形で、長径2.4cm、何径

1.5 cmの円筒状を呈し、 2片に割れ、その欠

損は古い。目釘は断面が円状に近い隅円方形、

頭部は単純な接頭式で・あるが、やや拡がりか

ある。幹部には木質が遺存しているが、首都

までには達していない。

鉄鎖 (3-10)計測値は第 2表に示したと

おりである。形状より A類(3・4・5)、B

類(6)、C類(7・8・9)、 D類(10)と四分さ

れる。

A類(3・4・5) 

鍛身は片丸造尖頭式で、両関である。銑身

と箆代との聞に箆被・練が介在し、箆被は比

較的長い。

B類(6 ) 

鍛身は両丸造平根式で、腸挟がある。銑身

と箆被が介在する。
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番号 現存全長 鍛身長 鍛身幅 箆 被 長 箆被幅 備 考

3 16.5 2.9 0.8 8.2 0.5 鋒若干欠損

4 12.7 3.3 0.9 7.6 0.4 関鋳化顕著

5 11.8 2.9 1.0 8.1 0.5 

6 8.8 4.5 2.8 2.7 0.8 腸挟鋳化顕著

7 9.5 4.9 2.4 2.3 0.7 

8 8.3 4.3 2.4 2.3 0.8 鋒欠損

9 9.6 4.8 2.6 2.2 0.7 

10 10.6 4.3 2.2 3.9 0.8 

(単位cm)

第2表 1号墳北主体部内出土鉄鉱計測表

C類 (7.8・9)

鍛身は片丸造平根式で、両闘である。鍛身と箆代との聞に短い箆被が介在する。

D類(10)

銀身は両丸造平根式で、両関である。箆被は B・C類よりも長い。

南主体部出土遺物(第 269図)

南主体部より丸玉3点、ガラス小玉14点が検出された。

丸玉(1・ 2・3) 1は、径8.2-9.0 mm、厚き 7.0-7.5mm、2は、径8.8-9.2mm、厚き

7.2 -7.5mm、3は、径6.5-7.0mm、厚き 5.2-5.5 mmを測る。色調は共に、暗茶褐色を呈

す。材質は不明である。

ガラス小玉(4 -17) 径、厚き、色調は第 3表に示したとおりである。製作技法をみると、

気泡が孔の方向に沿って伸びているので、細いガラス管を作り、それを輪切に切断したと考え

られる。
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番号 名 称 径 厚 き 色 調 f椅 考

4 玉 4.0-4.2 4.8-5.0 紫

5 玉 4.4-4.5 4.0-4.2 i炎青緑

6 玉 4.5-5.0 3.0-3.1 緑

7 玉 4.7-5.1 2.0-3.5 i炎 青

8 玉 4.5-5.0 2.8-3.0 濃 紺

9 玉 4.0-5.0 2.2-2.5 緑

10 玉 4.0-4.5 2.4-2.6 緑

11 玉 4.3-4.5 2.5-2.7 賞

12 玉 4.3-4.5 2.7-3.0 賞

13 玉 4.0-4.2 2.5-3.5 青

14 玉 3.6-3.8 3.0-3.5 緑

15 玉 3.8-4.0 2.6-2.8 緑

16 玉 3.7-3.8 2.5-2.6 i島 紺

17 玉 3.0-3.3 2.0-2.2 濃 紺

(単位mm)

第3表 1号墳南主体部内出土方、ラス玉計測表

主体部外出土の遺物(第268・270図)

14は、万子で標高50.70mの墳丘封土南部から出土した。刀身の関部分とその周辺のみ遺存し、

聞は片関で刃側にあり、関部分での身幅は1.4cmを測る。聞から茎にかけて木質が付着する。

ミレノ1

1は、土師器の坪で、周溝外北側の標高49.18mの地点で、地山

と考えられる暗褐色粘土層直比から破損した状態で出土した。約

%欠損しているが、口縁径12.5cm、器高 4.4cmを測る。器面がか。 10cm 
なり荒れているため調整は不明確であるが、内外面とも赤褐色の

第270図 1号墳周溝外 色調を呈し、胎土に砂粒を含み、焼成は不良である。

出土遺物実測図(1/4)

5. 小結

l号墳の調査で判明したことを要約すると次の通りである。

本墳は、外周直径約17m、西側の周溝を欠〈不整形な円墳である。墳正の築造は、地山であ

る時褐色粘土層を整形後、盛土を積み上げ墳丘を構築している。主体部は、墳丘中央部に所在

し、現存する墳頂下約1.20mの地点に北主体部、その南にほぼ同一レベルで並行して南主体部

を形成する。その規模においては、北主体部が大きい。主体部内の崎設は共に遺存せず、木棺

直葬と考えられ、土横のみが明確に検出された内

土墳は、共に長軸が東西方向を指し、その形成段階は、墳丘築造時の地山整形後、盛土を施

した後に、土墳を掘り込み被葬者、副葬品を埋葬したものと思われる。両主体部の形成時間差
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は、盛土の状態より察すると、はぽ同時期の可能性が強い

出土遺物は、両主体部内出土が主で、特に北主体部からは、鉄製品の武器、南主体部からは、

玉類の装身具と限定される。これは、埋葬時期の同時性および規模の相違等を考慮すると、被

葬者の性別およびその因果関係を暗示している。
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第 3節 鶴牧2号墳

1. 位置と外形(第261・271図)

2号墳は、舌状台地の中央部に位置する 1号墳の南側に隣接して所在する。西側は下りの急

斜面で、東側と南側は比較的緩やかな下り斜面となる。また、南東には 3号墳が隣接する。 2

号墳墳丘の東部分には、北から、墳頂近くでやや曲って南西へ山道が走り、墳形を変形させて

いる。残存墳形は、墳丘測量によると、北東一南西に長い不整形態を呈する。

2. 墳丘と周溝(第262・271図)

本墳は、西側に周溝を欠く、外周直径約27mの不整円墳である。墳丘は、当時の表土層と考

えられる黒色土層上に構築さね、現存の墳頂部まで、高き約 2mを測る。黒色土層は10-15cm

の厚きで、その下層は褐色土のローム漸移層となり、ローム層へと続き、 l号墳下で検出され

た暗茶褐色粘土層は出現しない。 2号墳の封土の状態を断面によって観察すると、黒褐色土を

主体とする盛土、ローム粒・ロームブロックを主体とする盛土、ロームブロックを含まない褐

色または暗褐色を呈する盛土に大別でき、 1号墳で確認された暗茶褐色粘土ブロックを主体と

する盛土は存在しない。

E-W断面を観察すると、旧表土層の黒色土層は、墳丘中央よりややE方向に寄った所で、

やや落ちているが、全体的にみると、比較的平坦で、W方向では急斜面直前まで、また、 E方向では

周溝内壁面まで、途切れず連続している。墳丘築造の際、旧表土を整地した後、まず、黒褐色土

を主体とする盛土を東から中央にかけて積み、西側は褐色土を積む。その後、ローム粒・ロー

ムプロックを主体とする盛土を全体的にかぶせるょっに積み上げ、さらにロームブロックを含

まない褐色土を積み、墳丘を完成させる。また、周溝と墳丘との聞にはテラスの介在は見られ

ない。

次に、 N-S断面を観察すると、黒色土層は墳丘中央から N方向へは、直線的に周溝の内壁

面までほぼ水平・平坦に、 S方向へは、周溝手前 2.6mまで曲線的に傾斜しながら連続する。

黒色土層の上に黒褐色土を主体とする盛土を施しているが断面での出現は少なく、 N方向の周

溝に隣接した箇所のみで見られ、中央から S方向にかけてはローム粒・ロームブロックを含有

しない褐色土となる。その上にローム粒・ロームブロックを主体とする盛土が中央から S方向

へ積み上げられ、最後にロームブロックを含まない褐色土を盛って墳丘を完成する。 S方向で

は、墳丘と周溝との間で、旧表土層と墳丘盛土を欠知する箇所が2m程あり、テラス状になる。

また、 N-S墳丘断面に北主体部のセクションを表現しているが、南主体部は丁度、捜乱部分
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に一致し断面には表現きれない。断面より判断すると、北主体部は、墳丘築造後、ローム粒・

ロームブロックを主体とする盛土部分まで新たに掘り窪めた形態をとる。

断面観察より、墳丘構築の工程を平面的に考えると以下のようになる。まず、旧表土を整

地後、黒褐色土を主体とする盛土を西側急斜面と反対の北東から東部分に積み、同レベルで、

南西部分には、ローム粒・ロームブロックを含まない褐色土を盛る。次に、これら盛土の上に、

南部分を中心として、ローム粒・ロームブロック主体の盛土を積み、さらに、ローム粒・ロー

ムブロックを含まない褐色土を盛り墳丘を完成する。なお、 2号墳周溝の底面は、ローム層ま

で達していることから、ローム粒・ロームブロックを主体とする盛土は、周溝掘削によって得

たものと考えられる。

周溝は、西側の急斜面上には存在せず、幅は 3-6m を ì~IJ 1)、全体的に北部で幅広く南部で

狭くなり、浅くなる。周溝のレベル水平比高は、ほぽ一定している。

ところで、 N-S断面を観察すると、 N方向で、 2号墳周溝の外側にローム粒を主体とした

小規模な盛土が見られる。この盛土の地山直上から鉄器(直刀・万子)が検出された。この盛

土は小型古墳になる可能性があるため、土色・土質の変化に注意を払って調査したが、鉄器出土

地点およびその周辺には 土色等の変化は確認できず主体部とするには至らなかった。また、

2号墳の周溝は、この盛土を削平して形成されていることから本墳周溝構築以前に築造された

何らかの施設であろうと想定される。

3. 主体部(第272図)

主体部は、境丘中央より若干南に偏って、主軸をほぼ東西方向にして、並列に近い状態で検

出された。ここでは、北側を北主体部、南側を南主体部と呼称する。これらは直葬と考えられ

1号墳の主体部と比較すると 位置的には、墳丘盛土の高位置に存在する。

北主体部

北主体部は、現存の墳[民下約 0.4mで、素掘りの土墳として検出きれた。木棺等の痕跡は検

出きれない。主軸をほぼ東西方向にしているが、東部分が欠失しているので推定全長約2.85m、

幅0.50-0.58m、検出面からの深さ0.15-0.20mを測る。

主体部の検出作業は、 1号墳の主体部検出例を考慮し、四区分法により土色の変化等に注意

を払って掘り下げた。

N-S断面に北主体部の断面ヵ、表現されているが、それを観察すると現存の墳頂部直下から

掘り込みを確認できる。土墳はロームブロック主体の盛土を掘り込んでおり、検出面では、土

境内覆土がロームブロックを含有していないため、プランを確認し得た。なお、東部分は撹乱

により欠失していた。
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2号墳北主体部(左)、南主体部(右)実測図(1/30) 第272図

北主体部の南に位置し、主軸をやや南に偏った東西方向にもつ。南主体部は北主体部同様に

素掘り土墳の形態をとる。木棺の痕跡などは判明していない。形状・規模は、その大部分が松

の根による撹乱の存在によって・、不明瞭であり、僅かに東側の一部分のみが確認された。

N-S断面において、北主体部が明示されているが、南主体部は丁度、撹乱の中に位置する

ので明示できないが、北主体部の調査結果から考えて、墳丘構築後 土墳を掘り込んだものと

推定したい。

出土遺物(第273・274・275図)4. 

北主体部出土遺物(第 273図)

北主体部からは直万 1口、万子 1口が検出された。

土境内南壁際で墜に沿って鋒を東に向けて、底面直上より出土した。平造り平棟直力(1 ) 

で鋒と茎の先端及び刃の若干を欠損する。現存全長55.5cm、万身長45.2cm、身幅 3.6cm、棟幅

0.7 cmを測る。身と茎の両面に木質が顕著に遺存する。聞は刃側の片関である。茎は先端を欠
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損するが、目釘孔をひとつ有する。

刀子(2 )土墳内西寄り南壁際、鋒を北へ向けて直刀と同じレベルで出土した。聞から茎を

欠損し形状は不明。現存全身6.1cm、身幅 0.8cmをiRljり、平造り平棟で棟幅 0.3cmを測る。

南主体部出土遺物(第273・274図)

南主体部より直万 2口、勾玉3点、破E自製臼玉 2点、ガラス玉41点が検出されたが、撹乱に

より出土遺物は原位置を維持しているか疑問である。

直力(3 -7 ) 松の恨の直下、撹乱の中から、散々な状態で出土しており原位置を保って

いない。整理の段階で(3 )と (4-7 )の 2口になると考えた。

3は、平造り平棟で主に鋒と茎の先端を欠損し、鋳化が著しいが、木質が若干遺存する。現

存全長45.1cm、万身長37.2cm、身幅 3.6cm、棟幅 0.8cmを測る。茎はとくに鋳化が著しく、 X

線写真撮影により目釘孔をひとつ確認した。関は刃側の片関である。

4-7は、平造り平棟の直万の同一個体で4は鋒部で身幅 3.1cm、5は身部で木質の遺存が

著しく、身幅 3.1cmを測る。 7は茎部で目釘孔を二つもち、若干の木質を遺存させる。 6は内

部に鋳ぶくれが見られ身幅を狭くしているが、本来は 4・5と同程度を測り、身の一部であっ

たと考える。

勾玉(1 -3 ) 勾玉は、南主体部土境内東壁寄りで玉類が集中する箇所より出土した。

1はメノウ製で「コ」の字形に近いC字形を呈し、 2は碧玉製でC字形を呈し、 3は暁拍製

で1・2とは形状に相違が見られる。穿孔はすべて片側から行なわれている。

琉泊製臼玉 ( 24・25) ともにあまり良質な現柏ではないが、大きさは、はぽ同程度」形状

も比較的類似している。他の玉類と一緒に東壁側で検出した。

ガラス玉 (4-23、26-46) 径、厚き、色調は第 4表に示したとおりである。臼玉 (4-

23) と小玉 (26-46) とに大別できる。ともに製作技法としては、気泡が孔の方向に沿って伸

ぴているので細いかラス管をつくり、それを輪切に切断したと考えられる。

南主体部は撹乱を受けているので、南主体部より流出したと考えられる管玉5点、ガラス玉

11点が付近の墳丘封土中から検出された。

管玉 (58-62) 材質はすべて碧玉製、大きさは若干の相違があるが、形状はよく類似して

いる。穿孔はすべて、片側から行なわれている。

ガラス玉 (47-57) 径、厚き、色調は第 5表に示したとおりである。臼玉 (47-49)、小

玉 (50-57) とに大別できる。ともに製作技法としては、孔の方向に沿って気泡が伸びている

ことから、カ、ラス管を輪切に切断したと考えられる。
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番号 名 粉、 径 厚 き 色 調 イ蒲 考

4 臼 玉 7.2-8.0 5.0-6.5 車甘

5 臼 玉 7.6-7.9 5.5-5.9 i農 事甘

6 臼 玉 7.5-7.8 7.0-7.1 j農 紺

7 臼 玉 7.6-8.1 5.8-6.0 キ甘

8 臼 玉 7.0-7.9 5.0-5.3 i農 申討

9 臼 玉 6.0-7.5 5.3-5.4 紺

10 臼 玉 6.1-8.0 5.0-5.1 i農 キ甘

11 臼 玉 6.7-8.0 4.9-5.2 紺

12 臼 玉 7.5-8.6 4.0-4.5 i農 申甘

13 臼 玉 7.8-8.1 4.1-4.6 i農 紺

14 臼 玉 7.2-7.9 6.0-6.3 iJ. キ甘

15 臼 玉 6.1-6.5 4.8-5.6 紺

16 臼 玉 6.3-7.1 4.8-5.6 i食 紺

17 臼 玉 6.9-7.6 2.8-4.8 青

18 臼 玉 7.0-7.1 5.5-5.7 紺

19 臼 玉 6.9-7.3 5.4-5.5 i農 紺

20 臼 玉 6.2-6.7 4.9-5.1 1農 紺

21 臼 玉 5.9-6.4 4.0-4.5 濃青緑

22 臼 玉 紺 %欠損

23 臼 玉 7.2-7.5 5.3-5.5 i農 紺 ~欠損
26 玉 4.9-5.0 3.0-3.2 緑

27 玉 4.9-5.1 3.0-3.3 j炎青緑

28 玉 4.1-4.9 2.7-3.0 j炎青緑

29 玉 4.9-5.0 2.9-3.0 青 ~欠損
30 玉 4.7-5.0 2.6-3.0 緑

31 玉 4.5-4.7 2.9-3.3 紺

32 玉 4.1-4.8 2.6-3.1 j農 紺

33 玉 4.0-4.5 2.7-2.9 紺

34 玉 3.8-4.0 2.5-2.6 紺

35 玉 3.5-3.9 2.4-2.5 青

36 玉 3.8-4.0 2.7-3.0 紺

37 玉 3.9-4.0 2.0-2.5 j炎青緑

38 玉 4.1-4.3 2.3-2.9 j炎青緑

39 玉 3.9-4.3 2.1-2.2 青

40 玉 3.5-4.0 2.0-2.5 キ甘

41 玉 3.1-3.5 2.0-2.1 j炎 紺

42 玉 3.0-3.3 2.9-3.5 緑

43 玉 3.0-3.4 2.8-3.1 緑

44 玉 3.0-3.2 2.2-2.4 青

45 玉 3.0-3.1 l.9-2.1 青

し一一一4一一6一一一 玉 2.6-2.9 2.5-2.8 j炎 緑

(単{立皿m)

第 4表 2号墳南主体部内出土カラス玉計測表

A-
q
u
 

qa 



番号 名 車ホ 径 厚 き 色 調 f蒲 考

47 臼 玉 6.4-8.1 5.1-6.0 i長 申甘

48 臼 玉 6.5-7.5 5.0-6.5 青

49 臼 玉 7.0-7.5 4.8-5.0 青

50 玉 3.6-4.5 3.1-3.3 緑

51 玉 3.6-5.0 2.5-2.6 j炎青緑

52 玉 3.7-4.4 2.3-2.6 濃 紺

53 玉 3.2-4.4 2.2-2.9 4登
54 玉 3.7-4.2 2.0-2.3 i農 紺

55 玉 4.0-4.4 2.3-2.5 緑

56 玉 3.5-3.7 2.8-3.0 青

57 玉 2.9-3.0 1.6-1.8 青

(単位mm)

第5表 2号墳南主体部付近墳丘内出土カラス玉計測表

周溝内出土遺物(第 275図)

周溝より須恵器 9点が出土した。器形による内訳は杯が6点、蓋が 3点である。

9点とも東側の周溝内中央、ほほ底面直上において集中的に出土した。出土状況をみると 2

は、ほぽ完形を保って倒立状態、 3-9は、 2より若干南西に離れ、すべて破損し散々になり、

互いに重なりあった状態、 lは、さらに南西に離れ、破損し散々な状態で出土した。

lは、口縁の約Mを欠損するが、復原実測によると、口径13.8cm、器高 4.1cmを測る。外面

天井部にへラ記号、口縁部にハケ様の調整痕がある。外面天井部にロクロが右回りの回転へラ

ケズ 1)、内面天井部にナデ、内外両面の口縁から体部にかけてヨコナデが見られる。胎土に小

石を含み、焼成は、良好・堅徹、色調は灰色を呈する。

2は、完形品で、口径11.6cm、器高 4.5cmを測る。外面底部lニ1と同様なへラ記号がある。

整形・調整をみると、外面底部に、ロクロが右回りの回転へラケズ 1)、内面底部にナデ、内外

両面の口縁から体部にかけてヨコナデが見られる。胎土に小石、砂粒を若干含み、焼成は良好

・堅轍、色調は灰色を呈する。 l、2は、同様なへラ記号があり、また、大きき・形状からセ

ット関係にあると考えられる。

3は、口縁の約%を欠損するが、口径14.1cm、器高 4.0cmを測る。外面天井部に右回りの回転

へラケズリ、内面天井部にナデ、内外両面の口縁から体部にかけてヨコナデが見られる。胎土

に小石・砂粒を含み、焼成は良好・堅轍、色調は灰色を呈する。

4は、約%欠損するが、口径12.9cm、器高 4.4cmを測る。外面底部に右回りの回転へラケズ

リ、内面底部にナデ、内外両面の口縁から休部にかけてヨコナデが見られる。胎土は小石・砂

粒を含み、焼成は良好・竪織、色調は灰色を呈する。 3、4は、大きさ・形状等より、セット

関係にあると考えられる。

5は、口縁の一部を欠損するが、口径15.2cm、器高 4.0cmを測る。外面天井部に右回りの回

-335-
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転へラケズリ、内面天井部にナデ、内外両面の口縁から体部にかけてヨコナデが見られる。胎

土は小石 ・砂粒を含み、焼成は良好・堅徹、色調は灰色を呈する。

6は、口縁部から体部上位の若干を欠損するが、口径13.6cm、器高 4.5cmを測る。外面底部

は右回りの回転へラケス 1)、外面体部上位及び内面はロク口調整痕が見られる。胎土は小石・

砂粒を多〈含み、焼成は良好 ・堅織、色調は灰色を呈する。 5、6は、大きさ ・形状よりセ ッ

ト関係にあると考えられる。

7は、約必を欠損するが、口径13.2cm、器高 4.0cmを測る 。底部が比較的平坦な形である点

に特徴がある。外面底部に右回りの回転へラケズリ、内面底部にナデ、内外両面の口縁から体

部にかけてヨコナデが見られる。胎土は小石を若干含み、焼成は良好・堅級、色調は灰色を呈

する。

8は、約必欠損するが、口径12.8cm、器高 4.4cmを調IJる。外面底部は右回りの回転へラケズ

リ、内面底部はナデ、口縁内外両面から体部にかけてはヨコナデが見られる。胎土に小石 ・砂
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粒を含み、焼成は良好・堅轍で、色調は灰色を呈する。

9は、口縁を若干欠損するが、口径13.4cm、器高 4.3cmを測る。底部は水平を欠き、歪であ

り、受け部先端は、やや細〈若干上を向き、口縁立ち上がりは、低〈内側に傾〈。外面底部は

左回りの回転へラケズリ、外面体部上位及び内面はロク口調整痕が見られる。胎土は小石・砂

粒を多く含み、焼成は良好・堅織で、色調は灰色を呈する。

墳丘内出土遺物(第 275図)

封土発掘時に土師器の杯 1(10)、須恵器の砲の口縁(11)、及び衰の底部(12)が検出された。

10は、約%欠損するが、口径13.4cm、器高 4.8cmを測る。口縁部の内外面にヨコナデ、外面

の体部から底部にかけてへラケズリが見られる。胎土に細砂粒を極少量含み、焼成はややあま

く、色調は、内外面とも黒色処理が見られ暗褐色を呈す。

11は、須恵器の砲で、口縁部は復元口径13.8cmを測る。口縁の泌が残存する。口縁部下にシ

ャーフ。な段を有し、外反しながら大きく聞いている。頚部に 5条、口縁部に 3条の連続波状文

を有す。焼成は良好で、きわめて堅轍。内外面ともに降灰が認められ、色調は、灰黒色から灰褐

色を呈す。

12は、嚢の底部で底径12.4cm、残存器l高2.5cmを測る。外面にへラケズリ、内面にナデの調

整が見られる。胎土に砂粒を含み、焼成はややあまく、色調は内面が黒褐色、外面は赤褐色を

呈する。

周溝外出土遺物(第 273図)

2号墳の北側周溝外、盛土の見られる箇所より、直刀(8 )、万子(9 )が隣接して出土し

fこ。

8は、関部、鋒、茎の先端に欠損が見られ、鋳化が進行し遺存状態は良好とはいえない。平

造り平棟で万身幅 2.8cm、茎幅 2.0cm、棟幅 0.7cmを測る。木質の遺存は身幅で若干、茎部で

顕著に見られる。茎には、目釘孔が一つある。聞は欠損のため判明しにくい。

9は、鋒と茎および聞を欠損し、身の一部を現存する。木質の遺存が見られる。現存の全長

は5.1cm、身幅0.4cmを測る。

5. 小 結

2号墳の調査で判明したことを要約すると次の通りである。

古墳は、外周直径約27m、西側の周溝を欠く不整形な円墳である。周溝が西側で欠ける点は

l号墳と同一形態である。

主体部も同様に、墳丘中央部にほぼ並行して 2基存在する。北主体部は一部を、南主体部は

大半を撹乱のため欠失するが、両者とも直葬と考えられ、土墳のみが確認された。土墳の長軸

円

i
内
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は、ほぽ東西方向を指す。 1号墳主体部と比較すると、主体部形成の段階において相違がみら

れる。 2号墳の北主体部・南主体部は、墳丘構築を完成した後に土墳を掘り込み、直葬したも

ので、主体部は墳丘を構成している盛土内の浅い部分に存在し、掘り込みは旧表土まで達して

いない。よって、墳丘内で相対的に高いレベルに主体部が存在する。

本墳にともなう遺物は、北主体部より、直万2口、刀子 l口、南主体部より直万 2口、玉類

46点、また、 f畳乱のため、南主体部より流出したと考えられる玉類16点を検出した。また、墳

i丘内より土師器、周溝内より須恵器が出土したが、特に須恵器は、 2号墳の築造年代を考察す

る上で重要な存在である。

1号墳と 2号墳との聞に、小規模な盛土がみられ、 2号墳の周溝は、この盛土を削平して形

成している。その盛土内からは、鉄器も出土している。この小規模な盛土の性格は、今回の調

査からは判明できなかったが 古墳と考えるには資料的に不充分で、疑問があり、ここでは、明

確な一基の古墳とは認定しがたい。ただ、鉄器を内包して、盛土が施されることは、 2号墳築

造以前に盛土を有する何らかの遺構が所在したことを示している。
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第 4節鶴牧 3号墳

1. 位置と外形(第261・276図)

3号墳は、舌状台地の南東、台地が若干張り出す地点に位置し、北西側には、 2号墳が隣接す

る。また、北東側・南東側は、比較的緩やかな下り斜面となる。 3号墳は、当初検出きれてお

らず、 2号墳の調査において、新たに確認された古墳である。墳丘は比高が0.7m程で僅かに

盛り上がっている程度で、視覚的にはあまり目立たないが、 iRlj量の結果、円墳を想定した。

2. 墳丘と周溝(第262・276図)

東側の周溝を欠〈、外周直径約19mの小形円墳である。墳丘は旧表土層と考えられる黒色土

層の止に盛土が構築されているが、盛土の層序は一層か二層しか現存せず、すぐに現表土層と

なり、現存の墳頂部まで約 0.7mを測る。黒色土層(旧表土)は 5'-15cmの厚きで、その下層

は、ローム漸移層となり、ローム層へ至る。旧表土はN-S断面のS方向で厚く堆積し、傾斜

してゆき、急斜面へと移行していく。旧表土の上位に構築されている盛土の現存は僅かであり、

ローム粒・ロームブロックの含有は見られない。現存する盛土は僅かで、あるが、かつて、墳丘

築造時にはもっと盛土があり、その中には、ローム粒・ロームブロックを主体とする盛土も存

在したと考えられる。 3号墳の周溝は、ローム層を掘削しており、それによって産出したロー

ムブロックも当然、墳丘の盛土とし、現在する墳正より高〈盛土を積み上げていたが、流出し

現在内墳丘に至ったと考えたい。

周溝は南側で閉塞し、北側から東側へかけては、不明瞭で、あるが、東側斜面でやはり途切れ

る。耐は 4-5m、深さは、 0.8-1.0 mを測り、底面、壁面はローム層に達してしっかりし

ている。底面、壁面の形態は 2号墳に類似し、周溝の水平比高は、ほぽ一定である。

3. 主体部

主体部は、 l号墳・ 2号墳の調査の結果から、直葬の可能性を考慮し、土色等の変化に注意

して調査を実施したが検出きれなかった。現存の墳丘は、削平が考えられるので、主体部は、

かつて‘現存の墳丘より高い位置に存在したが、現在では、削平に伴って主体部も消失したと

考えたい。
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第276図 3号墳全体図(1/z00)。 10m 
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4. 出土遺物(第277図)

周溝内出土遺物

周溝内より土師器の杯(1 )、須恵器の杯(2 )が2点出土した。

1は、西側周溝内の外壁近〈、底面直上から直立状態で出土した。口縁の一部を若干欠損す

仁三L:}

/l  

¥l  、、 l

。
2 

10cm 

るが、口径13.6cm、器高 3.6cmを測る。底

部は比較的平坦で、口縁の内外面にヨコ

ナテ¥内面は体部から底部にかけてヘヲミ

ガキ、外面はへラケズリが見られる。胎土

は細砂粒を極少量含むが、よく精選されて

いる。焼成は良好、色調は黒色処理が見られ、

内外面とも黒褐色を呈する。

第277図 3号墳周溝内出土土器実測図(1/4) 
2は、口縁部と体部が約対遺存する。復

原実測によると、口径14.4cm、残存器高 3

.5 cmを測る。口縁の内外面にヨコナデ、外面底部に左回りの回転へラケズリが見られる。胎

土に砂粒を若干含み、焼成は良好・堅轍で、色調は灰色を呈する。

5. 小結

3号墳の調査より、判明したことを要約すると、次のとおりである。

3号墳は、東側の周溝を欠〈、外周直径約19mの小形円墳である。墳丘は、旧表土層の上に

構築されているが、封土の遺存状態は良好ではなく、削平流失した可能性が強い。

主体部は、精査にもかかわらず確認されなかった。これは、他の 2基の古墳の盛土形態を考

慮すると、墳丘が削平きれたため消失したと考えたい。

出土遺物は、周溝内より土師器・須恵器の原が各 l点検出された。周溝内出土ではあるがこ

れは、当古墳に共伴すると考えられる。
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第 5節 先土器・縄文・弥生時代の遺物

1. 先土器時代の遺物(第278図)

鶴牧古墳群の発掘調査に際しては、墳丘内・周溝内から多量の石器類が採集された。それら

の大半は次項にて記載する縄文時代草創期~早期のものと判定きれたが、少数ながら先土器時

代に帰属するかと見られる資料が認められる。細片中には帰属不明のものも若干あるが、ロー

ム層内未調査のため層位的裏付けを欠いており、資料から除外している。

確実に先土器時代の石器とされるもーのは12点あるにすぎない。そのうち第 278図に11点を示

した。砕片類を欠いているが、石器組成の金てを知るには程遠いものがある。 1の出土地点が

不明、 9が 2号墳採集である以外は全て 1号墳周辺の遺物で、このあたりに石器集中地点の存

在した可能性もある。以下、器種毎に説明を加えるにとどめたい。

lは両面打製の小型石槍の破片。珪質粘板岩製で、 5. 7・9等と同ーの母岩と見られる。

半欠品であるため全形は不明であるが、横断面は紡錘状を示す。 2は黒曜石の縦長剥片を素材

とするナイフ形石器。やはり半欠で全形不詳である。 3は彫器。凝灰岩の折断剥片を用い、そ

の折断面から腹面に垂直に刻打が加えられている。

4-11に剥片類を示した。 6には細調整が、 8・10には使用痕とも考えられる微細な刃こぼ

れが著しい。また、 7. 11は折断剥片。 5-9が同一母岩であることは既に述べたが、このう

ち3例の側縁一部に旧剥離面を残している。この様な剥片は、打面転位過程、あるいは打面再

生過程に生じるが、 9に見られる様にネガティブパルプをもっ旧剥離面の並ぶものなどは後者

に帰国する可能性が高いであろう。いずれにせよ、資料数が限定されており、これ以上の言及

は難かしい。なお、剥片は 8が黒曜石製である外は、全例珪質粘板岩(あるいはチャート)を

素材としており、大体一時期の所産であると言えるかもしれない。その場合、 1の小型石槍を

もって、これら石器群のおおよその時期を指定することもできょう。

小型石槍を主体とする遺跡は、下総台地では枚挙にいとまがない程であるが、本古墳群周辺

には今のところ明確な調査例をほとんど欠いている:しかし近年調査の進捗している上総国分

寺台周辺には、東内野型尖頭器を主体とする小型石槍の検出例は多く、“今後の調査に期する

ところが大きい。今回はひとまず、その存在の一端を捕捉した点に意義を求めることができる。

-千原台ニュータウン内では、ばあ山遺跡に単独出土例がある。(r千原台ニュータウンJ 1) 

“上総国分寺台遺跡調査聞の御厚意により、先土器時代の遺物を実見させていただいた。
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2. 縄文時代の遺物(第279図-284図)

(1)土器(第279図-282図)

鶴牧古墳群の調査において、封土内・周溝覆土内より、縄文時代の土器が多量に出土した。

以下、 11頂を追って記載していく。

草創期~晩期に帰属する土器が認められるが、前期以降の土器は稀少である。ここでは草創

期の土器を第 l群、早期の土器を第 2群、その他の土器を一括して第 3群として、説明を加え

ていく。

第 1群(第279図)

|類 草創期後半撚糸文系土器群のうち縄文・撚糸文の施文されるものは、総数32点である。

1は口縁部がやや肥厚して外反し、口唇部から口縁部上端では横方向、口頭部では斜方向に

LRの縄文を施す。 2は口縁部が外反し、口唇部上・口縁部以下に Rの撚糸文を施文する。本

類は井草式・大丸式の範曙で把えられようが、図示しなかったうちの胴部破片に或いは夏島式

のものが含まれるかと思われる。

2類 草創期後半撚糸文系土器群のうち無文のもので総数 7点を数える。

3・4とも指頭圧によって口頚部が造り出されていると思われる。 3は或いは器面がかなり乾燥し

た段階で撚糸文がまばらに施されたものかもしれないが、判然とはしない。 4は外面の指頭に

よる調整が入念で、焼成良好の堅固な土器である。 5は底部破片である。本類は撚糸文系末葉

の土器である。

第 2群(第279図~第282図)

l類 早期前半沈線文系土器群に比定されるもので、総数41点を数える。なお、口縁部破片

のうち、断面形態が明確な内削ぎ状を呈するものは含まれていない。

6は波状口縁を呈し、半裁竹管による太沈線で区画を設け、その内を半裁竹管・貝殻腹縁に

よる刺突で充填している。 7は2種類の半裁竹管による太沈線・細沈線で区画を設け、その内

を細沈線を描出した半裁竹管による刺突で充たす。 8は口縁下に繊細な沈線文によって帯状に

区画を設けその内を同様の沈線で格子目状に施し、以下沈線文を斜行させている。 9は沈線文を

格子目状に配している。 10は本類に属すと思われる底部破片で、縦方向のへラ削り様の痕跡が

認められる。本類は回戸下層式である。

2類 早期後半条痕文系土器群に比定されるもので、総数 205点を数える。文様等によって

以下に分別きれる。なお、少数の例外を除いて相対的に繊維の混入が少ないf

-繊維の混入が微量で、含まぬものと内販て酬の識別が不可能なものが多い。一応繊維の有無を図示したものの

うちにも判然としないものが含まれるかもしれない。

-344-



a種 目唇部上に絡条体圧痕を施す土器(12・13・14・16)

12は波状口縁を呈すと思われ、その頂部より垂下する隆帯上にも絡条体圧痕がみられる。ま

た、裏面に擦痕が認められる。 13も波状口縁を呈し、口縁直下に無文部分を有し、以下に絡条

体圧痕を密接して施す。また、絡条体の端をしは、ったと思われる痕跡が観察される。裏面には

条痕が認められる。 14は裏面に条痕が認められる。また、表面の欠損部位に口縁に並行する微

隆起線が付されていたと思われる。 16は他に比べて繊維の混入が多く認められ、表裏ともに条

痕がみられる。総数 5点を数える。

b種 口唇部上に竹管による刺突のある土器 (11・17-23)で、口唇部に平行に近い角度を

もって刺突したもの'(11・18・19・20)と、垂直に近い角度で刺突したもの(17・21・22)がある。

11には口縁下に刺突列が巡ると思われ、他に比べ繊維混入が多く、脆い。 17は表裏条痕、 18

・19は表裏擦痕、 20・21・23は表面擦痕が認められる。総数11点を数える。

c種 目唇部上に貝殻背圧痕のある土器(15・24-32)で、そのうち、波状口縁を呈すもの

は15・25・32である。

24は表裏擦痕、 15・25は表裏条痕、 29は表面擦痕、 26・27・28・31・32は表面条痕が認めら

れる。総数11点を数える。

d種 口唇部上に条痕のある土器 (33・34)

33は表裏条痕、 34は表面擦痕・裏面条痕が認められる。総数 3点を教える。

e種 その他の口縁部破片 (35-41)

35は表裏条痕、 36は表面条痕、 39は表面擦痕、 40は裏面条痕がそれぞれ認められる。 41には、

へラ状工具による明瞭な擦痕が表面にみられる。総数3点を数える。

f種 2類に属す胴部破片を一括する (42-53)

42は口縁部を欠いたもので、他に比べ繊維混入が多い。 53は頭部に段状のくびれをもっ。 42・

43・44は表裏条痕、 45は表面条痕・ 1裏面擦痕、 46・47は表裏擦痕、 48は表面擦痕・裏面条痕、 49

・50は裏面擦痕、 51は表面擦痕がそれぞれ認められる。なお、 51の器面には凹凸が認められる

が、これはへラ状工具による荒いへラ削りによる結果と思われる。本種は総数 163点を数える。

第 3群(第282図)

本群では前期以陣晩期までのものと、所属時期の判然としない土器を一括する。 54-56は前期

浮島式、 57は中期阿玉台式、 58は後期堀之内式 59は晩期後葉の土器にそれぞれ比定されるで

あろう。

60・61は所属時期不明のものである。 60は口唇部上に棒状工具による押捺が認められる。ま

た、表面の残存部分より剥落部分に微隆起線が付されたと推察される。後項にて触れる石器群

中に、有舌尖頭器が出土していることからも、草創期前半の微隆起線文土器の可能性がある。

61の器面には爪形文が認められる。底部付近の破片である。
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以上出土土器について記載をしてきたが、ここで 2、3の事項について検討したい。

第2群 2類土器は、早期後半条痕文系土器群に分類できるものであるが、本資料が全て破片

で個体としてのまとまりに欠けること。また、層位についても不明確な状況であることから、こ

れらの資料より条痕文系土器群内での型式同定を行うことは、困難なことである。しかし、僅少

例ながら有文土器に子母口式として比定しうる要素が認められる。また、無文土器の中に、そ

れと共通する要素があれば型式同定は可能で、あると考えた。そこで、明らかに本類に属する

と思われる破片に限定し、その主要素毎に点数であらわした。これが、第 6表である。分類に

あたっては、全てが破片資料なので、全体的な様相は不明である。文様要素については明確な

ものに限定した。また、多くの条痕・擦痕等については一応、調整痕として扱い、調整の結果

として無文化したものについては、従来通りの無文という言葉を使用した。この分類結果によ

り、次のことが指摘できる。

訟ごf部
表裏条痕

表条痕 表条痕 表裏擦痕 表 f事痕 表擦痕 表裏無文 表無文 表無文
位 裏無文 裏擦痕 裏無文 裏条痕 裏条痕 裏擦痕

口唇上
2 2 1 

絡条体圧痕

口唇上
口

貝殻背圧痕
l 6 1 l 1 

口唇上
縁

竹管刺突
1 2 3 3 2 

部
口唇上

l 2 
貝殻条痕

無 文 l 1 6 4 1 

|胴無 文 27 14 11 24 10 5 46 12 14 
部 |

総計 205点

第6表第 2群 2類土器片集計表

まず、文様についていえば， a種・ b種の要素は、従来の子母口式に認められるものである。

例えば a種の14およびb種は、日本先史土器図譜事の中にそれぞれ類似性がみられるものがあ

る。しかし、 a種の口唇部上以外の部位には、従来のものとはやや異なる要素が認められるも

のが存在する。すなわち、 12には波状口縁の波頂部より垂下して付きれる隆起帯上にも絡条体

圧痕が認められる点である。敢えて類例を捜すならば、木戸上遺跡出土土器“ の野島式とい

われる例や、隆帯上の絡条体圧痕を貝殻背圧痕に置換した場合は、神之木台式(高橋他1977)

に類似点が求められょうか。 13は口縁部に無文帯を取ることと、それ以下に結条体が密接して

圧痕される点が異質である。後者の要素については、柳崎貝塚(佐藤1969)出土のものに類似

• a種14は図版117、 b種は図版115-119にそれぞれ類似する(山内1941)

“ P47の図-34(瀬川 1982)
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性を求められようが、常世II式(芳賀1977) との関係等、不明な点が多い。 16は絡条体が細密

に圧痕され、従来の例と比べれば異質で、或いは、縄文原体の庄痕であるかもしれない。しか

し、この資料は、僅少のため現段階では、一括して把えておきたし、。 c種の口唇部上員殻背圧

痕のものは、従来の子母口式にはあまり認められない要素である。早期末~前期初頭の土器群

中には、貝殻背圧痕が隆帯上や胴部に、認められるが、口唇部上にあるものはない。城之台(北)

貝塚出土土器(吉田1955)で子母口式に比定された第 5類土器A類は、口唇部のみに貝殻文施

文の類であるが、或いは、本資料の c種と類似するかもしれなふ。 d. e種については、条

痕文系土器群に広〈認められるもので、型式同定は不可能で・ある。

調整痕については、第 6表に分類したように、 9種類の要素が認められる。ここで注目され

るのは、稀少の例を除いて調整痕聞に相互関係が成立すること、言い換えれば、本類土器にそ

の関係が共有されていることである。個別には、条痕では一部明瞭な表裏条痕がみられる土器

(16) もあるが、条痕が磨り消されているものが圧倒的であり、その際に生じると思われる擦

痕が部分的に認められる。これらの条痕は、連続して磨り消すとし寸行為を伴なうもので、条

痕と擦痕の相互関係がここに認められ、また、調整痕と考える傍証ともなりえるであろう。擦

痕と無文としたものには、これらの分類基準では、それぞれに容易に分離されず、便宜的に分

類したものも存在する。しかし、これは器面調整時の工具の使用頻度の差であり、あくまでも

同一技法に基づく結果なので、分離の必要はないのかもしれないし これが相互関係に他なら

ないといえよう。また表裏聞にも第 6表にあるように相互関係が認められよう。

器形については、本資料より推定は不可能である。しかし、口縁部破片より、やや突出した

波状部をもっ波状口縁を呈するものが存在すると思われる。

以上の点から本類土器は、既述した稀少の例を除いて、一括されるべき共通の要素をもつも

のである。それは所調子母口式としての型式内容とも類似する要素でもある。

ところで、子母口式は型式設定当初(山内1941)より、他単式に比べて内容的に明瞭きを欠

いていた。これは、その量的僅少性に起因し、その後の研究において混乱を生じさせる要因の

ーっとなり、いきおい編年的研究に終始せざるをえなかった。資料の蓄積により最近、子母口

式土器研究に関しての論考が幾つかまとめられている。その中でも瀬川、安孫子両氏は、従来

子母口式として比定きれてきた資料をそれぞれの視点によって、詳細に分析し系統的・・総合的

に検討されている点で注目される。(瀬川1982) ・(安孫子1982)

瀬川氏は、子母口式を従来の編年的位置である回戸上層式と野島式の聞に置かず、野島式比

定の土器を分離した後に改めて茅山上層式と神之木台式との聞に位置づけている。

- 城之台(北)員塚の資料を実見された芳賀英一氏によれば、子母口式土器に比定される土器群中に、口唇部

上に員殻背圧痕のみられる土器が存在したとのことであり、本例と同種であることが確認できた。
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一方、安孫子氏は、東海系の上ノ山式に併行して位置づけられる仮称、下沼部式を子母口式

とされていたものから分離した後に、改めて従来通りの子母口式の編年的位置づけを行なって

いる。しかし、前者は後続型式との関係、後者は前段階の型式との系統性について未だ資料的

に不足があるとして、今後の課題としているようである。このように編年的位置については、

条痕文系土器群中の初頭と末葉にそれぞれ分かれ、決着のついていないのが現状である。こ

れは既に指摘されているように、子母口式自体の型式的要素の中に他と明らかに分離しうる顕

著なものが少ないことに 大きく起因しているといえよう。また、既述中で所謂を再三冠した

のもその為である。本資料は、その性格上から編年的位置づけを結論づけるには程遠いもので、

むしろ保留せざるをえない内容のものである。ここでは、本類土器の多くが、所謂子母口式で

あることを指摘しておくだけに留めておき、良好な一括資料の蓄積の後に、要素を比較検討し、

位置づけを行なうことが妥当であるように思われる。

(2)石器( 第283・284図)

土器片と共に採集された縄文時代の石器類は総数 771点あり、その内訳は第 7表の通りであ

る。既に述べた様に古墳調査時の採集遺物という制約があり、出土状況はむろん共伴する土器

型式も不詳であるが、縄文式土器の大半が早期後半の所産であることから、これら多量の石器

類の多くもこの期に編入されることが推定される。ところが、石器を観察すると有舌尖頭器を

含む一群がこれらと分離可能で、あり、草創期初頭の一群と、早期後半の一群とに区分されるこ

ととなった。前者を第 1群、後者を第 2群とし、各々の内容を紹介していく。

種 日Jj 出土点数 種 思IJ 出土点数|

尖 E員 器 5 石 皿

石 鍛 33 磨 石 5 

背Ij 器 3 軽 石 2 

石 斧 4 石 核 25 

模状石器 2 泰リ 片 389 

不定形石器 l 喋 (片) 301 

総計 771点

第7表縄文時代石器集計表

第 1群尖頭器 5点(第 283図1-5 )と、端削器(第 283図6)の合計6点を本群とした。

石質は 1が硬質頁岩、他は良質の黒曜石で、特に 2-5の4点は同一母岩である可能性が高い。

1は精巧な尖頭器で、一端を欠損し全形は不明であるが有舌尖頭器であろう。先端に細い樋

状剥離がある。全面に転磨痕が著しく、微光沢が認められる。 2は片面打製の類有舌尖頭器。

3は同趣の尖頭器の先端部、 4が基部破片であろう。幅広で、舌部も太〈、短〈特徴的な形態を

示している。あるいは未製品であるのかもしれない。 5は細身の尖頭器の胴部破片で、有舌尖

-352一



頭器とすべき積極的根拠は乏しいが、左右両側縁が並行に近いところからやはり、有舌尖頭器

の可能性が高い。破損後に二次加工が施されている。 6は栂指状端削器で、前記尖頭器との共

伴が合理的で、ある。一応、 1を別として 2-6は、一つの石器群を構成するものと考えておき

たい:

第 2群 縄文時代早期後半の石器群と推定きれる。石核、剥片が全体の88%を占め、工房祉

的性格が極めて濃い。石器組成は第 7表に示したが、多量の礁(片)の存在も注目される。

石鯨(第 283図7-39) 石質は黒曜石が多いが、 9が玄武岩、 7・9・12・16・26・28が

チャート。総数33点のうち全くの完形が 5点、僅かに欠損するもの 7点、他は半欠、もしくは

破片であることから多くのものが、製作時の機ね物であると考えられる。とくに、 36・37・38

などは未製品としての評価が妥当であろう。形態は全て凹基無茎搬の範曙に入るが、 7・16な

ど長身のもの、 12の様に幅広のもの、8 ・9 ・10など中聞のもの等のバラエティーがある。また、

側縁部の形状も、緩やかに内轡するもの、外轡するもの、直線的なもの等の変化があり、凹基

鎌内部での形態分化が著しい。

削器(第 283図44・45) 剥片のー側縁に付刃した側削器である。刃部は直線的であるが、44

が両面打製、 45が片面打製の差があり、刃部角にも相異がある。これら両者は、所謂石堤の横

刃型と縦刃型とに対応するもの、あるいはその影響下に作出されたものであろう。 44は黒曜石

製、 45はチャート製である。

模状石器(第 283図41・42) 剥片の上下両端に潰痕状の被加撃痕の著しいもので、一種の

パンチであると考えられているケ42例では、上下の他に左右にも被加撃痕があり、加撃縁転位

が認められる。 40がチャート製、 41は黒曜石製。

不定形石器(第 283図43) 小剥片の一部に調整剥離の観察されるもの。一例のみを摘出し

たが、剥片中には、使用痕とも調整剥離痕ともつかぬ小剥離痕の認められるものが若干あり、

所謂Uーフレとしての分類も可能であるが、今回は割愛した。本例は黒曜石製である。

石皿(第 284図 1) 安山岩製の半欠品が l点採集されている。両面から良〈磨られ、中央

部分の厚みは10mm位しかない。図示できなかったが、これと対になるべき磨石破片が4点ある。

挙大の扇平な円喋を用い、両面、あるいは側面に磨痕が著しい。凹み石を兼ねるものもある。

石斧(第 284図2-5) 2は片刃打割器とすべきもので、 3-5は所謂磯斧で、円喋の周

辺に組い打割を加えて一端に刃部を作出している。早期後半では最も普遍的な形態である。石

-有舌尖頭器の変遷及ぴ系統に関しては、市原市南原遺跡、の資料を基礎として若干の見通しが与えられている

(田村他1981)

“襖状石器全般に関しては、岡村道雄氏の研究に詳しい(岡村1976)。その後、石鉄製作過程との関連が指摘

きれた(曽根1982)が、現状では何んとも言えない。
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軽石(第 284図6・7) 用途不明の軽石が大小 2例ある。両例共に切痕、磨痕を部分的に

留めている。 6などは浮子としての機能が推定できるかもしれない。また、これを完成品と見

れば8は一種の素材として搬入されたものかもしれない。

石核・条Ij片 共に図化していないが、石核25点・剥片 389点、合計 414点が採集された。石

核と剥片の比率は 1: 16で石核の比率が高いことが注目される。ほとんどが黒曜石であるが、

少数のチャートが含まれている。図が無く分りにくいが、石核の大半は打面と剥離面とを不規

則に交代しながら大略貝殻状の剥片を剥離してゆく結果、最終的にはネガティブパルプをもっ

剥離面におおわれた奏子状、角錐状、あるいは、角柱状の残核となるに至る。平均一辺約25mm

のものが多し、。肉眼的には 6-7の母岩に識別きれる。 これに対応する剥片は第 8表にその

計iRlj結果を示した。剥片の性格については後で若干の考察を加えたい。

磯・円磯 総数 301点の採集。焼成を受けているものとそうでないものとがあるが、前者が

164点(うち完形喋11点)、後者が 137点(うち完形喋25点)と、焼かれているものがやや多

い。被焼成喋は赤色し、細片化しているものが目立つが、赤化はさほど顕著ではない。また、

タール状付着物、スス等の付着は認められない。配石、あるいは配喋の存在が予測されるが、

資料的性格から接合、母岩識別は実施していない。

389点にのぼる剥片は、大きさも多様で、、また、形態的にも何らの画一性を示きない様に見

える。このことは、石核の不定形性とも表裏一体の関係を有すること明白であるが、これらの

剥片の性格をどのように把え得るのか、すなわち、剥片生産の背景として想定しうる作出目的

や技法に関しては、従来余りふれられることがなかった。本遺跡の資料に基づきそれらの問題

について少し考えておきたい。

まず、剥片の計測から始める。個々の剥片について、その最大長、最大幅、最大厚について、

ボルド・の計測法(ボルド1961)に基づいて計測した結果を第 8表に示した。計測の前に、剥

片は(1 )完形品、 ( 2 )折断剥片あるいは破損剥片(両者の差を指摘するのは困難な場合が

多い)に分け、 ( 2 )を更に(2 -a )頭部、 ( 2 -b )中間部あるいは胴部、 ( 2 -c )尾

部、 ( 2 -d )縦断きれているものに分けてみた。(1 )、 ( 2 )の割合は、 ( 1) 199点、

(51%)、(2 -a) 67点 (17%)、 (2-b)33点(8.5 %)、 (2-c)71点 (18%)、

( 2 -d) 19点 (4.9%) となり、半数が完存し、残りが何らかの要因で折損きれていること

が分る。(2 -b )の比率が8.5%と低いところから 3分割以上のものよりも 2分割のもの

が多かったと推定される。縦断もまれである。

次に (1) (2) を実際に計測し図化してみると、両者共に特別な範囲に集中することなく、

万遍のない分布状況を示している。このことは、折損自体に厳密な規格性をもたせるための作

• Bordeaux WTypologie du poleolithique ancien et moyen~ 
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第 8表剥片計測表

為と考えるか、もしくは逆に、折損自体が偶然性に支配された世界にあると考えるかのいずれ

かであるが、剥片形態の画一性の欠如から、後者と考えるのが妥当である。しかし、約半数の

剥片が全て偶然性に支配されたと考えることは早計である。この問題には別な考察が用意され

ねばならないが、今のところ筆者にその準備はないf

剥片の一般的傾向として指摘しうる第 2の点は、最小のものでも長さ、幅、厚きともに 5mm 

をこえないということである。ところで、これらの剥片の多くが、具体的使用を目的としたも

のではなく、何らかの、多分、石搬の製作と関連するものと仮定しよう。このことは、剥片の

* ;}Ij片の形状、遺存状況の定性分析と共に、それらの統計的処理が必要である。
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大半が不定形で、かつ、肉眼的にはシャーブなエッヂを保存していること、また、石搬の大半

が黒曜石製であり、剥片との石質の一致とを根拠としており、かなり正確な判断としてよいで

あろう。そうであるならば、石銑の表裏をおおう剥離痕の大きさが、上の事実と関連してくる

であろう。実際、石銑の調整剥離痕は、長さ、幅共に 5-6酬をこえるものは少くて遺存剥片

と大きな矛盾をきたすことになる。このことの原因は、実際の調査に際しては、微細なチップ

の回収が不可能である点にあるとも考えられる。今後は、石器工房祉の調査における水洗選別

作業が必要であり、微細遺物と調整痕との関連に意を留めることが要請される。

第 3に剥片の大きさと製品である石銑との関連性のうち、争IJ片中に素材がどのような形で存

在するのかという問題がある。石銑を計測すると、幅は10mm-15mmのもの17例、 15mm-20酬の

もの14例、その他3例とほとんと守が10mm-15mmの聞に集中し、厚きは 2mm-4 mmのもの 9例、

4 mm-6 mmのもの21例、 6mm-8 mmのもの 3例、他 1例で、 4mm-6 mmに集中することは明ら

かである。また、長きにはかなりのパラつきがあり、 16mmから38mmの聞に相当する。これらの

限界値をクラフに記入して、 3本の基準線内にある剥片の数値を算出すると、はほ90点前後の

ものが素材化しうることが判明する。しかし、これらの中には、形態的に不適当なものも多い

と考えられ、実際にはこれの更に数分の lが目的とする剥片であっ・たであろう。そうすると、

作出された剥片総数のうお、極めて少数のものが素材として利用されたにすぎず、大半のもの

は廃棄処分の運命にあったと考えられる。なお、基準線内の剥片の大半が、 y=xの直線下、

すなわち、横長のものであることも注意される。

以上の検討の結果、縄文早期の剥片作出は、石嫉の素材獲得を主目的とするものであり、石

織の素材として目的的に産出されたとすれは¥利用された剥片は総産出剥片の数ノf一セントを

占めるにすぎず、残余のものの大半が廃棄された 1と考えられる。剥片自体が利器として利用さ

れることのまれなことと相まって、先土器時代の剥片作出過程と著しい対照を示している。今

回は資料自体の不充分性もあり、踏み込んだ考察ができなかったが、縄文時代の石器研究も新

段階をむかえつつある現状(田中1981) を踏まえ、更に検討を蓄積してゆきたい。

事石鉄の作出段階に対応して調整剥離の形態、大きさに差が認められるか、否かの検討が必要であるが、尖頭

器の製作過程(芹沢1966)ほど極端な差は認められなかった。
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3. 弥生時代の遺物(第285・286図)

鶴牧 1・2・3号墳の盛土中及び周溝内より弥生式土器が出土した。ここでは、図化可能な

土器片を抽出して記載し、若干の問題点を指摘したい。

壷形土器(1 -8) 

lは広口査形土器の口縁部片で、口唇部及び折り返し部に単節斜縄文が、端部には刻目が施

される。また、無文地に赤彩が認められる。 2は胴部片で、無節縄文を沈線が区画し複雑な文

様構成を示す。無文地に赤彩が施される。 3は無頚壷形土器の口縁部門。で、折り返し部に羽状

縄文、端部に刻目、無文地に赤彩が施される。 4 は頭部片で、上位に結節文、下位に;r~状縄文

が、また、内面及び外面無文地に赤彩が施される。 5は胴部片で、結節文聞に 3段の単節斜縄

文が羽状に巡る。無文地には、赤彩が施される。 6-8も胴部片である。 6は火気を受けたた

めか若干歪む。共に結節文・羽状縄文が施される。また、 6・7は外面無文地に赤彩が認めら

れる。

1 -3は、久ヶ原期に、また、 4-8は弥生町期に比定される。

鉢形土器(9・10)

9は折り返し部に羽状縄文が、また、端部に刻目が巡る。 10は口唇部、折り返し部に羽状縄

文が施され、籾痕が明瞭に残る。

共に久ヶ原ないしは弥生町期に比定される。

聾形土器(11-13)

11は頭部片で、 3段の輪積み痕が残り、端部に押捺文が巡る。 12は胴部片で、接合部に縄文

体の押捺が施される。 13は口縁部及び胴部片で、口縁部折り返し端部、鯛部接合部に縄文体に

よる押捺が施きれる。器内外面には赤彩が認められる。

11は久ヶ原期に、 12・13は弥生町期に比定される。

以上、ここに記載した土器は、すべて弥生時代後期に比定される土器群である。これらの土

器以外にも図化不可能な土器も所在し、ほとんどは同期に比定されるものである。

村田川流域における弥生時代後期の集落立地は、第 l章第 2節で述べるように旧海岸線上の

下総下位面、標高約20-30m程度の低地上に位置するのが普遍的である。鶴牧古墳群の立地す

る舌状台地は、河川流域つまり水稲等の農耕可能地より隔絶した標高約50mの台地である。こ

こより同期の土器群が検出きれた事は、遺構等が古墳造営期に消滅したとしても、地形的には

広範囲な集落の存在は考えられない。これは、生産地を基盤として立地する周辺の集落跡とは

若干異った占地であり、同舌状台地が如何なる目的により領域として利用されていたか興味ある

事象である。
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第 6節ま とめ

今回の調査から、ここではいくつかの間題点を総括してみたい。

古墳

墳丘は、 1・2・3号墳ともに、地山および旧表土の上に構築され、 1・2号墳の現存は良

好であったが、 3号墳は削平のためか、良好とはいえない。

周溝は、 3基とも、急斜面側を欠く、半円形状を呈する。これは、一般的に後期古墳が全周

する周溝を有する場合が多いのに比べ、 3基共に半円形態を呈する事は、特異な存在である。

多分、地形を考慮、して掘削したものであろう。

主体部は、 3号墳が、墳丘削平のためか、遺存を見ないが、 1. 2号墳はともに、南北に、

ほぽ並列の位置関係にある 2基が検出された。形態は、すべて直葬と考えられ、土墳のみが明

瞭であった。 l号墳、 2号墳の主体部を比較すると、その形態においては、よく類似するが、

築造の段階において多少、相違がある。これは、墳丘内における主体部の垂直的位置関係の相

違である。つまり 2号墳の主体部は、 1号墳の主体部と比較して、墳丘内の高い位置に存在す

る。 3号墳の主体部は遺存しないが、もし存在したならば、墳丘の削平を考慮すると 2号墳の

主体部に近い位置関係にあった可能性が強い。

3基の古墳の築造の順序は結論的にいえば、 2号墳の築造が最も早〈、 l号墳と 3号墳の順

序は 3号墳の方が、早い可能性が強い。

これは、 1号墳と 2号墳を比較すると、その立地条件において、 2号墳の方が舌状台地の先

端部にある。 1号墳は舌状台地の最も狭い部分に立地し、西側はすぐに急斜面、東側は真近か

に斜面を控えており、 1号墳を 2号墳に先行して築造すると 2号墳築造が比較的困難となる。

よって、 2号墳を先に築造したと考える方が合理的である。

また、 2号墳と 3号墳とについては以下のように考えたい。 3号墳は、舌状台地の平坦部よ

り、かなり、東側斜面に寄った位置にあるのに対して、 2号墳は、舌状台地の平坦部を比較的

広〈占地している。 3号墳は 2号墳の存在によって場所的な制約を受けて築造された。よって

2号墳の方が先行する。また、 1号墳と 3号墳の関係は断定できないが、以下のことから、 3

号墳の方が先行する可能性が強い。 3号墳は、墳丘削平によって主体部は遺存しないが、主体

部が存在した可能性があり、しかも、主体部の墳丘内における垂直的位置などの様相は、 1号

墳より、 2号墳に近いと考えられる。

最後に、編年的位置関係であるが、 2号墳周溝内より出土した須恵器の特徴から、 2号墳の

築造は 6世紀後葉と比定するのが妥当であろう。また、 3号墳、 1号墳も出土遺物および位置

関係より 2号墳築造からさほど時間差がない時期に築造されたと推定され、その差は、一世代

から二世代位、つまり、 6世紀末葉からせいぜい 7世紀初頭に位置づけたい。
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以上の点より、鶴牧古墳群は、舌状台地の狭い平坦地を利用して 6世紀後半に 2号墳→ 3

号墳→ 1号墳と比較的短期間に築造されたものと推定できる。

鶴牧古墳群の周辺、特に村田川の中流域には、現在、発掘調査が進められている草刈古墳群

が、また、対岸には山王後・小谷古墳群、下流域には、大厩・菊間古墳群等が所在する。これ

らの古墳群は、調査例も比較的少なく、不明な点も多い。今後の調査例の増加に伴い、これら

の古墳群と当古墳群との関連およびその中での位置づけなど、今後に残された課題は大きい。

古墳以外の遺構・遺物

今回の調査では、古墳以外の遺構は検出きれなかったが、先土器時代から弥生時代の遺物が

盛土内および周辺より発見された。

先土器時代の遺物は、ローム層内の調査が実施できず層位的関係は不明確であるが、小型石

槍、ナイフ形石器、彫器および剥片等が出土している。

縄文時代の遺構も、古墳構築時に破壊されたものであろうか、検出きれなかった。しかし、

草創期から早期の土器および石器が多量に発見された。特に、早期後半条痕文系土器群の内で

県内でも比較的出土例の少ない「子母口式土器」が一括資料として出土したことは注目きれる。

弥生時代の遺物では、後期の久ヶ原式および弥生町式土器が出土した。遺構の検出はなかっ

たが、これらの土器を使用した集団がこの狭い標高50mの台地上を占有した事実は、当地域の

集落立地に問題を呈示したものといえる。
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第W章人形塚の調査

第 1節調査方法と経過

人形塚は市原市草刈字人形台1955に所在する。昭和52年 3月に実施された千原台地区埋蔵文

化財分布調査では、径約10m、高き1.5mの円墳として、 43号墳なる名称、が与えられ、また同

時に、供養塚としての可能性も示唆されたのであった。発掘調査の結果、古墳としての可能性

が否定されたため、その名称、を、里人の俗称、である「人形塚」と改めた。

調査は昭和56年4月に実施された。経過の概略は以下の通りである。 4月第 1週は事務手続

及ぴ準備期間にあて、 4月8日:から現地作業を開始した。伐採、測量、環境整備と併行して、

9日からは一部の試掘を開始した。試掘は土盛部分に東西、南北方向の 2本のトレンチを設定

し、土盛の状態、周溝の有無を探索するとともに、周辺の状態を知るため、土盛部分のセクシ

ョンベルトの延長線上西側に 2m X 12mの、北側に 2mX8mのトレンチを任意に設定し、 m
層(ソフトローム層)まで掘り下げた。調査はほとんど何らの遺構、遺物を得るところなく順

調に進み、 4月15日には盛土部分及ぴ延長トレンチの調査を終了し、 4月21、22両日には盛土

下の 8m2について先土器確認調査を実施したが、何らの遺物の検出はなく、 22日には全ての現

場作業を終了した。

第 2節遺構と遺物

1. 位置と外形(第287・288図)

周辺地形について概括すると、本地域は北側を村田川から大きく東へ胃入した通称主目谷」

より分岐した小支谷群が、また南側を村田川によって開折された沖積地からの小支谷群が複雑

に入り込むやせ尾根の連った地形を呈している。

本塚は、このやせ尾根率坦面上南側に位置している。この猫額の平坦面は、南北を急斜面に

よって限られ、東西は起伏にとむ緩斜面となって隣接する平坦面に連なっている。

塚の南側には山道が東西に走り、盛土につながる土堤状の部分がこれと併走している。盛土

は径約 6mの円形盛土部分と、その両側の上面幅約 1m、底面幅約 3mの土堤部との連結した

状態を呈していた。なお、土堤部は東西10数mにわたり認められた。
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。 50 m 

第287図 人形塚周辺地形図(1/1000)
(黒丸印人形塚)
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2. 盛土の状況(第288図)

人形塚は、既に前項に述べた様に、山道沿いの土堤状の高まりと、円形盛土部分とから構成

されている。発掘調査の対象とされたのは、このうち円形盛土部分であったが、土堤部分との

関連も問題となり、両者を含めた土層観察を行った。

土層の状態は、土層断面図及び土層説明(第 288図)から明らかな様に、土堤部と円形盛土

部とに大きな差は認められなかった。盛土は 9層としたローム漸移層上に構築きれているが、

プライマリーな旧表土、あるいは新期テフラ層は確認できなかった。盛土の大半は硬軟両様の

ロームブロックを無秩序に含む腐植土層から構成され、両者の混合状態の差異に応じて数枚に

分層された。全体的にしまりを欠き、古墳封土に一般的な版築状態とは程遠いものがある。周

溝に関しでもそれらしい土層状態は認められなかった。

土堤部と円形盛土との関係も明らかとなった。すなわち、ローム漸移層上には、円形盛土部

分については 4層、 5層がおかれ、引き続いて 2、3、6、7各層が、土堤部、円形盛土部構

築材として積まれている。特に 3層は、円形盛土中位から土堤部へ連続的に堆積し、これら両

者の築造が相前後するものであることを物語っている。

3. 出土遺物

出土遺物は総計27点と微々たるものである。内訳は土器細片13点、砥石破片 l点、喋片13点

である。このうち、土器片 2点は周辺での表面採集品であるから除外すると、発掘の結果出土

した遺物は25点ということになる。

遺物の出土状態は、西側トレンチより土器 1点、北側トレンチより土器 2点、喋片 2点、円

形盛土内、盛土下より土器8点、喋片 9点となり、盛土下j斬移層より比較的まとまった検出を

見たものの、明確な包含層を把えることはできなかった。土器はことごとく細片化し、図示に

耐えるものがない。辛うじて胎土等から帰属時期を推定できたものが数例あるが、稲荷台式、

茅山式、阿玉台式などがある。他に時期不詳の須恵器細片が 1点ある。
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N 55. 12m S 

1.現表土層

3.黒褐色土層

5.黒色土層

7.明縄色土層

9.褐色土層

下部はテフラ質になるい')。

ソフトローム粒を含むしまりのない土層。

ソフトローム粒を含む。しまりは良い。

多量のソフトロームブロックが含まれる。

プライマリーなローム漸移層。

2.黒色土層 微量のソフトローム粒が含まれる。

4.黒禍色土層 ソフトローム粒の混入が目立つ。

6.黒縄色土層 積植質の土層。

8.明褐色土層 ソフトロームブロックが少量含まれる。

。 4m 

第288図 人形塚平面図及び土層断面図(1/40)
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第 3節ま とめ

人形塚については、当初古墳、あるいは供養塚としての位置づけがなされていた。発掘調査

の結果、古墳としての必要条件、すなわち、周溝や主体部の存在、版築面などは確認できず、

改めてその可能性は否定された。問題は供養塚としての性格を帯びていたのか、いないのかと

いうことと、もしそうでないならば、いかなる目的のもとに構築されたものであるのかという

点にしぼられてくるので、この点につき考えておきたい。

まず第一に問題とされるのは、山道に沿って東西に走る土堤との関連である。この点は第 2

節で述べた加〈、人形塚形成とほほ同時期に土堤部分も構築されており、両者に有機的な関係

のあることは明らかである。このことは同時に、ある時代における山道の改修作業との関連を

も示唆するものであり、仮に、山道との何らかの脈絡を想定するならば、山道、土堤、人形塚

3者の相関に意をおかねばならないであろう。

ここで、山道に着目してみると、第287図周辺地形図から分る様に、この山道を西方へたどる

と、番場部落と草刈茂呂谷とを結ぶ峠道と交叉しナキノ台へ到ることができるこの峠道は重

要な古道であったと見られるが、人形塚足下の山道は、この峠道と名刺川焼不動尊とを結ぶ尾

根筋に相当する。近年の草刈古墳群の調査によって、このような尾根上に立地する古墳が、中

近世に至り供養塚に転用された事実も明らかとなっている。

更に重要な発見が昭和57年度に実施されたナキノ台遺跡の調査によってもたらされた。ナキ

ノ台遺跡には、かつて44号墳と仮称した円形盛土があり、発掘調査の結果、マウンド内より寛

永通宝が十数枚検出され、更に、現代に至るまでの陶磁器、ガラス器も多数出土し、江戸時代

以降の連綿たる民衆的信仰のあとを見いだすことができた。この仮称44号墳は、番場一茂目谷

峠を中心に人形塚と等距離にあるばかりか、人形塚足下の山道によって川焼不動尊とも結ばれ

るのである。

このように、人形塚形成の背景には、古道や山道を往還し、時に開削や改修に参画した無名

の民衆の宗教的意識、あるいは情念といったものが潜んで、いる様に思われる。考古学的な調査

によって明らかとなったことは余りにも少いかもしれない。しかし、これらの忘却された塚が、

近世民衆史の中に正当な位置を得るための、文字通り一里塚として本調査の意義を総括するこ

とができょう。
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The present report concems archaeological investigations carried out in advance 

of the construction of the Chiharadai New Town. Administratively situated in Chiba 

and Ichihara cities， the new town occupies a vast area of about 369ha. Bordering 

north on the town lies the Tonanbu New Town where the archaeological excavations 

have been also made. 

The area is geographically located on the southem part of the Shimofusa Te汀ace，

which is dis田ctedby白eMurata River and forms田veralteηac田 such郡白eKusakari 

Terrace or the Nakinodai Terrace. The Chiharadai New Town lies north of出e

middle reaches of the river， and south of the river ate the Kikuma and the Omaya 

Sites. (vid. the 2nd illustration) 

The Kusakari Site (the first survey) 

The Kusakari Site situated in the westem part of the new town covers an area of 

260，000m'， 19，000m' of which was excavated by the first survey. 

Detected figures are as follows ; 92 pit dwellings(4 in the Middle Jomon Period， 

26 in the Late Yayoi Period， 62 in the Early Kofun Period)， 11 Hokeishukobos (tomb 

surrounded by a square ditch) in the Early Kofun Period. etc. 

The Tsurumaki Tomb Mounds 

The Tsurumaki Tomb Mounds sit on the westem part of the Kusakari Terrace， 

below which the Murata River is flowing. The burial facilities were detected in the 

mounds， and potsherds of about 6th century A.D. (Sueki) were also dug out. The 

other hand about 70 tomb mounds certified so far in the Kusakari district are dated 

in the Late Kofun period. For the reasons mentioned above， we conclude that 

Tsurumaki tomb mounds are comparatively older than those tomb mounds. 

The Ningyo・zuka

The Ningyo・zukasits near the path which leads us from the Kusakari Terrace to 

the Nakinodai Terrace. The path is assumed to have been generally utilized from 

the Middle Ages to the Edo Period. The Ningyo引 lkawould be probably in relation 

to the path. 
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1. 109号跡全長
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15・17・18号跡出土の土器
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1. 周辺の地形(南西を望む)

2. 周辺の地形(南東を望む)
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2. 発掘状況(南西より)
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1. 1号墳北主体音1I全景(南西より)

2. 北主体部鉄器出土状況
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1. 1号墳南主体部検出状況

2. 南主体部全景
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1. 2号墳全景(南東より)

2. 発掘状況(南より)
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1. 2号墳出土造物(2) (荷主体部出土玉知
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2. 2号墳出土造物(3) (南主体部付近出土玉類)
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2号墳出土遺物(4 ) 
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1. 3号墳全景(西より)

2. 発掘状況(西より) 3. 3号墳出土遺物
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1. 先土器時代の遺物
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2. 縄文時代の遺物(1 ) 
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縄文時代の遺物(2 ) 
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弥生時代の遺物(1 ) 
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弥生時代の遺物(2 ) 
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1. 調査前全景 (北より)

2. 土層断面(北西より)
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